玉藻の 前 


岡 本綺堂 


清水 詣で 

しろがね  と 

「ほう、 よい 月 じ や。 まるで 白銀の 鏡 を 磨ぎす ました 

ような」 

あらん 限りの 感嘆の ことば を、 昔から 言い ふるした 

この 一 句に 言い尽くした というよ うに、 男 は 晴れ やか 

な 眉 を あげて、 あした は 十三夜と いう 九月な かばの あ 


よわい 

ざ やかな 月 を 仰いだ。 男 は 今夜の 齢 よりも 三 つば か 

リも 余計に 指 を 折ったら しい 年頃で、 まだ 一 人前の 男 

えぼし 

のかずに は 入らない 少年であった。 彼 はむ ろん 烏帽子 

を かぶって いなかった。 黒い 髪 をむ すんで うしろに 垂 

あさぎ  ともえ 

れて、 浅黄 無地に 大小の 巴 を 染め出した 麻の 筒袖に、 

かわらけ  きりば かま 

土器 色の 短い 切 袴 を はいていた。 夜目に は その 着て 

いる 物の 色目 も はっきりと は 知れなかった が、 筒袖 も 

しわ 

袴 も 洗い ざら しのよう に 色が さめて、 袴の 裾 は 皺 だら 

けに 巻 くれ あがって いた。 

その わびしい 服装に 引き かえて、 この 少年 は 今夜の 

月に 照らされても 恥ずかしくない ほどの 立派な 男らし 


い 顔 を もっていた。 彼に 玉子 色の 小袖 を 着せて、 うす 

ちごす いかん  ようじょう 

紅梅の 児 水 干 をき せて、 漢 竹の 楊条を 腰に ささせた 

らば、 あわれ 何 若 丸と か 名乗る 山門の 児と して 悪僧ば 

かつごう ずいき  まと 

らが渴 仰 随喜の 的に もな りそうな 美しく 勇ましい 児ぶ 

りであった。 しかし 今の 彼の さびしい 腰の まわりに は 

楊条 もなかった。 小さ 刀 も 見えなかった。 彼 は 素足 

わら ぞう リ 

に 薄い きたない 藁 草履 を はいていた。 

「ほんに よい 月 じ や」 

彼に 口 を あわせる ように 答えた の は、 彼と 同年 か 一 

つぐら いも 年下 かと 思われる 少女で、 この 物語の 進行 

をい そぐ 必要 上、 今く わしく その 顔 かたちな ど を 説明 


している 余裕がない。 ここで は 唯、 彼女が 道連れの 少 

年よりも 更に 美しく 輝いた 気高い 顔 を もつ ていて、 

みちの く  しのぶず  うす もえぎ 

陸 奥の 信夫摺 りの ような 模様 を 白く 染め出した 薄萌黄 

地の 小 振袖 を 着て、 やはり 素足に 藁 草履 を はいていた 

しる 

という だけ を、 記す にと どめて 置きたい。 

きよみず 

少年と 少女と は、 清水の 坂に 立って、 今夜の 月 を 仰 

いでいる のであった。 京の 夜露 はもう しっとりと 降り 

てきて、 肌の 薄い 一 一人 は 寒そう に 小さい 肩 を 擦り 合つ 

て あるき 出した。 今から 七 百 六十 年 も 前の 都 は、 たと 

い 王城の 地と いっても、 今の 人た ちの 想像 以上に 寂し 

つちのえ たつ きゅうあん 

いものであった らしい。 ことに この 戊辰の 久 安四 


わざ わ  たんざん かまたり こう 

年に は、 禁裏に 火の 災いが あった。 談 山の 鎌足 公の 

木像が 自然に 裂けて 毀れ た。 夏の 間に は おそろしい 疫 

病が はやった。 冬に 近づく に 連れて 盗賊が 多くな つた。 

さし もに 栄えた 平安朝 時代 も、 今では 末の末の 代に 

なって、 なんとはなしに 世の 乱れと いう 怖れが 諸人の 

胸に 芽 を 吹いて きた。 前に 挙げた もろもろの 災い は、 

何 かの おそろしい 前兆で あるら しく 都の 人び と をお び 

やかした。 

てきめん 

そのな かで も 盗賊の 多い というの が 覿面に おそろし 

み- P こおお じ 

いので、 この頃 は 都 大路に も 宵から 往来が 絶えて し 

きよみず ど う 

まった。 まして 片隅に 寄った この 清水 堂の あたり は、 


昼間 は ともあれ、 秋の 薄い 日が あわただしく 暮れて、 

京の 町々 の 灯が まばらに 薄 黄色く 見 おろされる 頃に な 

ると、 笠の 影 も 草履の 音 も 吹き消され たように 消えて 

しまって、 よくよくの 信心 者で も、 ここまで 夜詣 りの 

足 を 遠く 運んで 来る 者 はな か つ た。 

その 寂しい 夜の 坂路 を、 二人 はたより なげにた どつ 

て 来る のであった。 月の ひかり は 高い 梢に ささえられ 

て、 一 一人の 小さい 姿 はとき どきに 薄暗い 蔭に 隠された。 

両側の 高 藪 は 人 をお どす ように 不意に ざわざわと 鳴つ 

て、 どこかで 狐の 呼ぶ 声 もき こえた。 

みく ず 

「のう、 藻」 


「おお、 千 枝 まよ」 

男と 女と はたが いに その 名 を 呼び かわした。 藻は少 

女の 名で、 千 枝 松 は 少年の 名であった。 用が あって 呼 

ん だので はない、 あまりの 寂し さに 堪えかねて、 ただ 

訳 もな しに 人 を 呼んだ ので ある。 二人 はまた 黙って あ 

るいた。 

「観音 さまの 御利益が あろう かのう」 と、 藻 はお ぼつ 

かなげ に 溜 息をついた。 

「無う でか、 御利益が のうで か」 と、 千 枝 松 はすぐ に 

答えた。 「み 仏 を 疑うて はならぬ と、 叔母 御が 明け 暮 

れ に 言う て おらる る。 わし も 観音 さま を 信仰すれば ザ J 


そ、 こうして お前と 毎夜 連れ立って 来る のじ や」 

とと 

「それでも 父 さま はこの 春、 この 清水 詣 でに 来たと き 

に、 三年 坂で 苔に すべって 転んだ のが もとで、 それ か 

らど つ と 床に 就く ようになら しゃれた。 三年 坂で ころ 

ん だもの は、 三年 生きぬ と 聞いて いる」 と、 藻の 声 は 

うるんで いた。 

邪魔な 梢の 多い ところ を 出 離れた ので、 月 はまた 明 

かるい 光り を 二人の 上に 投げた。 玉の ような 藻の 頰に 

は 糸 を 引いた 涙が 白く ひかって いた。 千 枝 松 は 又す ぐ 

に 打ち消した。 

「三年 坂と いうの は噓じ や。 あり や 産 寧 坂と いうの 


じ や。 ころんだ とて、 つまずいた とて、 はは、 何が あ 

ろうかい」 

むぞうさに 言い破られて、 藻 はまた 口 を 結んで し 

やましな 

まった。 二人 は 山 科の 方 を さして 夜の 野路 を 急いで 

行った。 いったん は 男らしく 強そう に 言った ものの、 

少年の 胸の 奥に も 三年 坂の 不安が 微かに 宿って いた。 

ててご 

「お前の 父御の 病気 も 長い ことじ や。 きょうで もう 幾 

日になる かのう」 と、 彼 は 歩きながら 訊いた。 

「もう やがて 半年 じ や。 どうなる こと やら、 心細いで 

のう」 

くす し 

「医師 はなん と 言わし やれた」 


「貧に 暮らす 者の 悲し さは、 医師 もこの 頃は碌 ろくに 

見舞うて 下さらぬ」 と、 藻 は 袖 を 眼に あてた。 「まだ そ 

うち 

れ ばかりで ない。 父 さまが 長の わずらいで、 家 じゅう 

の ある ほどの 物 はもう みんな 売り 尽くして しもうた。 

秋 はもう 末になる。 北山し ぐれが やがて 降り出す よう 

になったら、 わたしら 親子 は 凍えて 死ぬ か。 飢えて 死 

ぬか。 それ を 思う と、 ほんに 悲しい。 きのう も 隣り の 

すえ もの つく リ  えぐち 

陶器 師の婆 どのが 見えられて、 いっそ 江 口と やらの 

わず ろ 

遊女に 身 を 沈めて はどう じ や。 煩うて いる 父御 ひと 

り を 心安う 過ごさせる こと も 出来よう ぞと、 親切に い 

うて 下された が …… 」 


「陶器 師の 婆め がその ような こと を 教えた か」 と、 千 

枝 松 は 驚きと 憤りと に、 声 を ふるわせた。 「して、 お前 

はなん と言うた」 

「なんとも 言い はせ ぬ。 ただ 黙って 聴いて いたば かり 

じ や」 

「重ねて そのような こと を 言うたら、 すぐ わしに 知ら 

ばば  いしくれ 

して くれ、 あの 婆め が 店 さきへ 石塊な と 打ち込んで、 

みじん 

新しい 壷の 三つ 四つ も 微塵に 打ち砕いて くるる わ」 

つつ) 

罵る 権 幕が あまりに 激しい ので、 藻 はなに やら 心 

もと なくなった。 彼女 はな だめる ように 男に 言った。 

「わたしら の 難儀 を 見 かねて、 あの 婆 どの は 親切に 言 


うて くれたの じ や」 

あざわら  やくびょう 

「なにが 親切 か」 と、 千 枝 松 は 冷笑った。 「あの 疫病 

婆め。 ひとの 難儀に 付け込んで いろいろの 悪巧み をし 

おる のじ や。 世間で いうに 噓 はない。 ほんに 疫病より 

も 怖ろ しい 婆 じ や。 あんな 奴の 言う こと、 善い につけ、 

悪い につけ、 なんでも 一 切取り 合うて はならぬ ぞ」 

くちぶり 

兄が 妹 を さとす ように ませた 口吻で 言い聞かせ ると、 

藻 はおとな しく 聴いて いた。 千 枝 松 はま だ 胸が 晴れな 

いらし く、 自分が 知っている 限りの 軽蔑 ゃ呪詛 のこと 

うち 

ば を 並べ立てて、 自分た ちの 家へ 帰リ 着く まで、 憎い、 

憎い、 陶器 師の 疫病 婆 を 罵りつ づけて いた。 


秋の 宵 はま だ 戌の 刻 (午後 八 時) をす ぎて 間 もない 

やましな 

のに、 山 科の 村 は 明かる い 月の 下に 眠って いた。 どこ 

の 家から も 灯の かげ は 洩れて いなかった。 大きい 柿の 

木の下に 藻 は 立ち どま つ た。 

「あすの 晚も 誘いに 来る ぞょ」 と、 千 枝 松 はやさし く 

言った。 

「きっと 誘いに 来て くだされ」 

「おお、 受け合うた」 

ふた 足ば かリ 行き かけて、 千 枝 松 はまた 立ち戻って 

来た。 

みち 

r 途 みち も 言うた 通り じ や。 疫病 婆め が 何 を 言おうと 


も、 必ず 取り合うて はならぬ ぞょ。 よい か、 よい か」 

小声に 力 を こめて 彼 は 幾た び も 念 を 押す と、 藻 は 無 

言で うなずいて、 柿の 木の 下から 狭い 庭 口へ 消える よ 

うに 姿 を かくした。 彼女が 我が家へ はいるの を 見と ど 

けて、 千 枝 松 はぬ き 足 をして 隣リの 陶器 師の 門に 立つ 

た。 年寄り 夫婦 は 早く 寝付いて しまった らしく、 内に 

は 物の 音 もき こえなかった。 彼 は 作り声 をして 呶 鳴つ 

た。 

「愛宕の 天狗の 使い じ や。 戸 を あけい」 

表の戸 を 破れる ばかりに 二、 三度た たいて、 千 枝 松 

は 一 目 散に 逃げ出した。 


二 


「あれ、 鴉め がまた 来お りました」 

あ 

あくる 朝 は 美しく 晴れて、 大海の ように ひろく 碧い 

空の 下に、 柿の こずえが 高く 突き出し ていた。 その 紅 

ちくえん 

い 実 をう かがって 来る 鴉の むれ を、 藻 は 竹縁に 出て 

追っていた。 

「はは、 鴉め がまた 来お つた か。 憎い 奴のう。 が、 と 


て も 追い 尽くせる もので も あるまい。 捨てて置け」 と 

かみぶ すま 

父の 行 綱 は 皺 だらけに なった 紙 衾 を 少し 搔ぃ やりな 

あし 

がら、 蘆の 穂 綿のう すい 蒲団の 上に 起き直った。 

「千 枝 まが 見えたら 鳥 おどしな と 作つ て 貰い ましよ」 

「それ もよ かろうよ」 と、 父 は 狭い 庭 いっぱいの 朝日 

を まぶし そうに 仰ぎ ながら ほほえんだ。 「夜 はも う 

火桶が 欲しい ほど じ やが、 昼 はさす がに 暖かい。 孝行 

な そなたが 夜ごとの 清水 詣で、 止めても 止まる まいと 

思うて、 心の ままに させて 置く が、 これからの 夜 はだ 

ん だん 寒くなる。 露 も 深くなる。 風邪 ひかぬ ように 気 

をつ けて くれよ。 夏から 秋、 秋から 冬の 変わり目 はと 


かく 病人の 身体に ようない もの じ や。 いっそ 冬に なリ 

切って しもうたら、 おれ も 起きられる ようになろう も 

知れぬ。 あまり 案じて たもるな よ。 おれの 手足が す こ 

つか  すずめ ゆみ  は 

やかに なったら、 太刀の 柄 巻きしても、 雀 弓の 矢を矧 

いで も、 親子 ふたりの 口す ぎに は 事欠くまい。 はは、 

今す こしの 辛抱 じ や」 

「あい」 

こうか つ 

柿の こずえに は 大きい 鴉が 狡猾そう な 眼 を ひからせ 

て、 尖ったく ちばし を 振り立てながら 枝から 枝へ と 飛 

び 渡って いたが、 藻 はもう 手 を あげて 追おうと もしな 

かった。 彼女 は 父の 前に 手 をつ いて、 おとなしく うつ 


むいて いた。 くずれ かかった 竹縁の 下で は 昼で もこお 

ろぎ が 鳴いて いた。 

父の 行 綱 は 今 こそ こんなに やつれ 果てて いるが、 七 

さかべ のしよう じくらん ど ゆきつな  ほくめん  つ こ 

年 前 は 坂 部庄司 蔵人 行 綱と 呼ばれて、 院の 北面 を 仕う 

まつる 武士であった。 ある 日の ゆうぐれ、 清涼 殿の き 

ざ はしの 下に 一 匹の 狐が あらわれ たの を 関白 殿が ごろ 

うじて、 あれ 射止めよ と 仰せられ たので、 そこに 居 あ 

わせた 行 綱 はすぐ に 弓矢 をと つて 追い かけた が、 一の 

矢 は あえなく も 射 損じた。 慌てて 二の矢 を 射出そうと 

すると、 どうした のか 弓弦が ふつり と 切れた。 狐 はむ 

ろん 逃げて しまった。 当の 獲物 を 射 損じた ばかり か、 


のぞ  ひごろ 

事に 臨んで 弓弦が 切れた の は 平生の 不用意 も 思 い やら 

ちょ つかん 

るるとあって、 彼 は 勅勘の 身と なった。 彼 は 御 忠節 

を 忘れる ような 人間ではなかった。 武士の たしな み を 

怠る ような 男で もなかった。 こうなる の も 彼が 一生の 

不運で、 行 綱 は 妻と 娘と を 連れて、 この頃で は 京の 田 

やましな ごう 

舎と いう 山 科 郷の片 はずれに 隠れて、 わびしい 浪人生 

活を 送る ことにな つた。 

彼の 不運 を 慰める はずの 妻 は、 それから 半年 あまり 

の 後に 夫と 娘と を 振り捨てて あの世へ 行って しまった。 

まだ 男盛りの 行 綱 は 一 一度の 妻 を 迎えようと もしないで、 

不自由な 男 やもめの 手 ひとつで 幼い 娘の 藻 を 可愛が つ 


て 育てた。 美しい 顔 を もって 生まれた 藻 は 心まで が 美 

しかった。 自分に もう 出世の 望みの ない 父 は、 どうし 

て も 自分の 後つ ぎに 取りす がるより ほか はな いので、 

行 綱 は 老後の 楽しい 夢 を 胸に 描きながら、 ひたすらに 

娘の 生長 を 待って いた。 藻 はこと し 十四に なった。 

その 年の 春に、 行 綱 は 娘 を 連れて 清水の 観音 詣 でに 

行った。 その 時に いわゆる 三年 坂で つまずい たのが も 

とで、 彼 は 三月の 末から 病い の 床に 横たわる 身の上に 

なった。 夏が 過ぎ、 秋が 来ても、 彼 はや はリ 枕と 薬と 

に 親しんで いるので、 孝行な 藻の 苦労 は 絶えなかった。 

貧と 病い とに さいなまれ ている 父 を 救 うがため に、 彼 


女 はふ だんから 信仰す る 観音 さま へ 三七日の 夜まい り 

を 思い立って、 八月の 末から 夜露 を 踏んで 毎晚 清水へ 

かよった。 京 も 荒れて、 盗賊の 多い この頃の 秋の 夜に、 

乙女 ひとりの 夜道 は 心 もとない と 父 も 最初 はしき りに 

とめた が、 藻 はどうしても 肯 かなかった。 彼女 は 父の 

病い を 癒したい 一心に、 おそろしい 夜道 を 遠く かよい 

つづけた。 

しかし，. 一 七日の 後に は、 藻に 頼もしい 道連れが でき 

た。 それ はかの 千 枝 松で、 彼 は 烏帽子 折りの 子で あつ 

た。 これ も 早く ふた 親に わかれた 不運な 孤児で、 や は 

リ 烏帽子 折り を 生業と している 叔父 叔母のと ころへ 引 


き 取られて、 ことし 十五に なった。 叔父の 大六は 店 あ 

きない をして いるので ない。 京 伏 見から 大津の あたり 

うち 

を 毎日め ぐり 歩いて、 呼び込まれた 家の 烏帽子 を 折つ 

ている のであった。 したがって 家に いる 日 は 少ない の 

で、 千 枝 松 は 叔母と 二人で 毎日 さびしく 留守番 をして 

いた。 村 こそ 違え、 同じ 山 科郷に 住んで いるので、 彼 

はいつ か 一 つ 違いの 藻と 親しくな つて、 ほかの 子供た 

ちに は 眼 を くれないで、 二人 はいつ も 仲好く 遊んだ。 

「藻と 千 枝 ま は 女 夫 じ や」 

ほかの 子供た ちが 妬んで からかう と、 千 枝 松 はいつ 

でも 真っ赤に なって 怒った。 


「はて、 言う ものに は 言わして 置いた がよ い。 わたし 

も 父 さまの 病い が 癒ったら、 お前の 叔母 さまのと ころ 

へ 烏帽子 を 折り 習いに 行きたい」 と、 藻 は 言った。 

「おお、 叔母 御での うても わしが 教えて やる。 横 さび 

かざお 

でも 風折リ でも、 わし は みんな 知っている。 来年に 

なったら、 わし も 叔父 御と 連れ立って あきないに 出る 

のじ や」 と、 千 枝 松 は 誇る ように 言った。 

千 枝 松 は 烏帽子 折りの 職人になる ので ある。 藻 も そ 

の 烏帽子 を 折り 習 いたいと いう。 そこに どうい う 意味 

が あるの か、 確かに 理解して いな いまでも、 千 枝 松の 

若い 胸に は 微かに 触れる ものが あった。 彼 はいよ いよ 


藻と 親しくな つた。 その 藻の 父が 長く わずらつ ている 

ので、 彼 は 自分の 父 を 案じる ように 毎日 見舞いに 来た。 

そうして、 藻が 清水へ 夜詣 りに ゆく こと を 一 七日の 後 

に 初めて 知って、 彼 はいつ になく 怨んで 怒った。 

よみち 

「なぜ わしに 隠して いた。 幼い 女 ひとりが 夜道して 何 

か の あやまちが あ つ たら どうす るぞ。 わし も 今夜から 

一 緒に ゆく」 

彼 は 叔母の 許し をう けて、 それから 藻と 毎夜 一緒に 

連れ立って 行った。 強そう な 顔 をして いても、 千 枝 松 

はま だ 十五の 少年で ある。 盗賊 や 鬼 はおろ か、 山犬に 

出逢っても 果たして 十分に 警護の 役目 を 勤めお おせる 


かどう だか、 よそ 目に は 頗る 不安に 思われた が、 藻に 

こころ 

取って は 世に も 頼もしい、 心丈夫な 道連れであった。 

彼女 は 千 枝 松が 毎晚 誘いに 来る の を 楽しんで 待って い 

た。 千 枝 松 もき つと 約束の 時刻 をた がえずに 来て、 二 
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人 は 聞き覚えの 普 門 品 を 誦しながら 清水 へ かよ つ た。 

その 藻 を そそのかして、 江 口の 遊女に なれと 勧めた 

陶器 師の婆 は、 たとい 善意に もしろ、 悪意に もしろ、 

千 枝 松の 眼から 見れば 確かに 憎い 仇であった。 彼が 口 

をき わめて 罵る の も 無理はなかった。 戸 をた たいて 嚇 

した 位で は、 なかなか 腹が 癒えなかった。 彼 は その 晚 

自分の 家へ 逃げて 帰っても、 まだ 苛い らして よく 眠ら 


れ なかった。 よも やと は 思う ものの、 どうも 安心が で 

きないので、 彼 はあくる 朝、 叔父が あきないに 出る の 

を 見送って、 すぐにと なり 村の 藻の 家へ たずねて 来た。 

来る と、 彼 はまず 隣り の 陶器 師の店 をの ぞいた。 店 

かま  おきな  な 

の 小さい 窯の 前に は 人の 善 さそうな 陶器 師の 翁が 萎 

えな 烏帽子 を かぶって、 少し 猫背に 身をかがめて、 小 

さい 筵の 上で 何か壺 のよう な もの を 一 心に つくねて い 

た。 日よ けに 半分 垂れた すだれの 外に は、 自然に 生え 

たらしい 一 本の 野菊が ひょろひょろと 高く 伸びて、 白 

まわ 

い 秋の 蝶が 疲れたよ うに その 周り をた よたよ と 飛びめ 

ぐって いた。 婆 は 奥のう す 暗い ところで 麻 を績ん でい 


た。 

「爺 さま。 よい 天気 じ やな」 

千 枝 松 はわ ざと 声をかけ ると、 翁 は 手 を やすめて 振 

リ 向いた。 そうして、 白い 長い 眉 を 皺め ながらに こに 

こ 笑った。 

あきびより 

「おお、 となり 村の 千 枝 まか。 ほんに よい 秋日和 じ や 

よ。 秋 も 末になる と、 いつも 雨の 多い もの じ やが、 こ 

としは 日和つ づきで 仕合わせ じ や。 わしら の あきない 

も 降つ て はどう もなら ぬ」 

「そうであろう のう」 と、 千 枝 松 は 翁の 手に 持って い 

る壺を ながめて いた。 婆 は 憎い が、 この 翁に むかって 


は 彼 は 暄嘩を 売る わけに はいかなかった。 それでも 彼 

はお どす ように 声 を ひそめて 訊いた。 

「この頃 ここらへ 天狗が 出る という。 ほんかな」 

「なんの」 と、 翁 はまた 笑った。 「ここらに 住んで いる 

者 は みんな 善い 人ば かりじ や。 悪い 者 は 一 人 もない。 

天狗 さまのお 祟り を 受けよう 害がない わ。 はは はは は。 

鬼の 天狗のと いうても、 大抵 は 人間の いたずら じ や。 

ゆうべ も わしの 家の 戸 をた たいて、 天狗 じ やとお どか 

した 奴が あった」 

「ほんに 悪い こと をす る 奴 じ や」 と、 婆 も 奥から 声 を 

かけた。 「今度 またいた ずら をし おったら、 すぐに 追 


い 掛けて 捉まえて、 あの 鎌で 向こう脛 を薙 いでく るる 

わ」 

「天狗が つかまる かな」 と、 千 枝 松 は あざける ように 

笑った。 

「はて、 天狗 じ やない、 人間 じ やという に …… 。 和郎 

も そのいた ずら 者 を 見つけたら、 教えて くりやれ」 と 

婆 は 睨む ような 白い 眼 をして 言った。 

千 枝 松 はすこし 薄気味悪く なって、 もしゃ 自分の い 

さと 

たずら という こと を 覚られ たので はない かと も 思 つ た _ 

しかし 彼 は 弱味 を 見せまい として、 また あざ笑った。 

「天狗で も 人間で も、 こちらで 悪い こと さえせ にやな 


んの 祟り もいた ずら もせまい よ」 

「わしら がなん の 悪い こと をした」 と、 婆 は 膝 を 立て 

直した。 

おお、 悪い こと をした。 となりの 娘 を 遊女に 売ろう 

とした  と、 千 枝 松 は 負けずに 言おうと したが、 さ 

すがに 躊躇した。 

「悪い ことせ にや、 それでよ い。 悪い こと をす ると、 

今夜に も 天狗が つかみに 来よう ぞ」 

こう 言い捨てて、 彼 はこ この 店 さき を つ いと 出る と 

出逢いが しらに 赤 とんぼう が 彼の 鼻の 先き を かすめて 

通った。 彼 は^い ましそう に 顔 を 皺め ながら、 隣り の 


家の 門に 立つ と、 柿の 梢が まず 眼に はいった。 「しッ 

しッ」 と、 彼 は 足 もとに ある 土 くれ を 拾って 鴉 を逐っ 

た。 その 声 を 聞きつ けて、 藻 は 縁 さきへ 出た。 

「千 枝 まか」 

二人 はなつ かしそう に 向き合った。 さっきの 白い 蝶 

が 千 枝 松の 裾に からんで 来たらし く、  二人の 間に ひら 

ひらと 舞った。 


行 綱の 病気 を 見舞った あとで、 千 枝 松と 藻と は 手 を 

ひかれて 近所の 小川の ふちに 立った。 今夜 は 十三夜で、 

月に 供える 薄 を 刈りに 出た のであった。 

幅 は 三 間に 足らない 狭い 川で あつたが、 音 もな しに 

ひや 

冷び やと 流れて ゆく 水の 上に は、 水と 同じような 空の 

色が 碧く 映って、 秋の 雲の 白い 影 も 時 どきに ゆらめい 

でみず 

て 流れた。 低い 堤 は 去年の 出水に 崩れて しまって、 そ 

の 後に 手入れ をす る こと もなかつ たので、 水と 陸との 

間に ははつ きりした 境 も なくなつ たが、 そこに は 秋に 

なると 薄 や 蘆が 高く 伸び るので、 水と 人と はこの 草む 


らを 挟んで 別々 にかよつ ていた。 それでも 蟹 を 拾う 子 

供 や、 小 鮒 をす くう 人た ちが、 水と 陸との あいだの 通 

路を 作る ために、 薄 や 蘆 を 押し倒して、 ところどころ 

に 狭い 路を 踏み固めて あるので、 二人 も その 路をさ 

ぐって 水の きわまで 行き着いた。 そこに は 根 こぎに 

な つ て 倒れて いる 柳の 大木の ある こと を 一 一人 は 知 つ て 

いた。 

「水 は 美し ゆう 澄んで いるな」 

二人 は その 柳の 幹に 腰 を かけて、 爪 さき 近く 流れて 

いる 秋の 水 を じっと 眺めた。 半分 は 水に ひたされ てい 

る 大きい 石のお もてが 秋の 日影に きらきらと 光つ て、 


石の 裾に は寥の 花が 紅く 濡れて 流れ かかって いた。 川 

きぴ 

のむ こうに は 黍の 畑が 広く つづいて、 その 畑と 岸との 

あいだの 広い 往来 を大津 牛が 柴車を ひいて のろのろと 

通った。 時 どきに 鵑も啼 いて 通った。 

「わし は 歌 を 詠めぬ のがく やしい」 

千 枝 松が 突然に 言い出し たので、 藻 は 美しい 眼 を 丸 

「 歌が 詠めたら どうす るの じ や」 

「このような 晴れ やかな 景色 を 見ても、 わしに はなん 

と も 歌う ， j とが 出来ぬ 。 藻、 お 前 は 歌 を 詠む のじ やな」 

とと 

「父 さまに 習うた けれど、 わたし も 不器用な 生まれで、 


ようは 詠まれぬ。 はて、 詠まれいでも 大事ない。 歌な 

じょうろう  く げ てんじょうびと 

ど 詠んで 面白そう に 暮らす の は、 上 藤 や 公家 殿上人 

のす る ことじ や」 

「それ も そうじゃな」 と、 千 枝 松 は 笑った。 「実は ゆう 

ベ 家へ 帰ったら、 叔父 御が 京の 町から このような こと 

を 聞いて 来たと いうて 話し やれた。 先日 関白 殿のお 歌 

の 会に 『独り 寝の 別れ』 という むずかしい 題が 出た。 

ためし 

独り 寝に 別れの あろう 害がない。 こり や 昔から 例の 

ない 難題 じ やというて、 さすがの 殿上人 も 頭を悩まさ 

れ たそうな が、 どう 思案しても 工夫が 付かないで、 一 

人 も 満足な 歌 を 詠み 出した ものがなかった。 この 上 は 


あきうど 

広い 都に 住む ほどの 者、 商人で も 職人で も 百姓で も 身 

たてまつ 

分 はかまわぬ。 よき 歌 を 作って 奉 る ものに は 莫大の 

おうた どころ 

御 褒美 を 下さる ると、 御 歌 所の 大納言の もとから 御沙 

汰がぁ つたそう な。 そこで 叔父 御が 言わし やる に は、 

おれ も 長年 烏帽子 こそ 折れ、 腰折れす らも 得 詠まれぬ 

は 何ぼう 無念 じ や。 こういう 折リ にょい 歌 作って 差し 

上げたら、 一 生 安楽に 過ごされよう もの をと、 笑いな 

がら も 侮んで いられた」 

「ほう、 そんな こと は 初めて 聞いた」 と、 藻 も 眉 をよ 

せた。 「なるほど 、独り 寝の 別れ、 こり やお かしい。 ど 

んな 名人 上手で も、 世に ためしの ない こと は 詠まれ ま 


い。 ほんに 晦日の 月と いうのと 同じ ことじ や」 

「水の 底で 火 を 焚く と いうのと 同じ ことじ や」 

「木に のぼ つ て 魚 を 捕る というのと 同じ ことじ や」 

二人 は 顔 をみ あわせて、 子供ら しく 一度に 笑い出し 

た。 その 笑い声 を 打ち消す ように、 どこ やらの 寺の 鐘 

が 秋の 空に 高く ひび い てうな リ 出した。 

ひる 

「おお、 もう 午 じ や」 

藻が まずお どろいて 起った。 千 枝 松 も つづいて 起つ 

た。 二人 は 慌てて そこらの 薄 を 折り 取って、 ひとたば 

ずつ 手に 持って 帰った。 千 枝 松 は 藻と 門で 別れる 時に 

また 訊いた。 


「けさ は 隣り の 婆が 見えなん だか」 

藻 は 誰も 来ない と 言った。 それでも まだなん だか 不 

安な ので、 千 枝 松 は 帰る ときに 陶器 師の店 を 又の ぞく 

力 力 

と、 翁 はさつ きと 同じと ころに 屈んで、 同じような 姿 

勢で 了 心に 壺を つくねて いた。 婆の 姿 は 見えなかった。 

やましな 

風の ない 秋の 日 は 静かに 暮れて、 薄い 夕霧が 山 科の 

村々 に 低く 迷った かと 思う と、 それが 又 だんだんに 明 

るく 晴れて、 千 枝 松が ゆうべ 褒めた ような 冴えた 月が、 

今夜 もつ めたい 白い 影 を 高く 浮かべ た。 藻が 門の 柿の 

葉 は 霜が 降った ように 白く 光って いた。 


「藻よ。 今夜 はすこし 遅うな つた。 堪忍し や」 

千 枝 松 は 息 を 切って 龃 けて 来て、 垣の 外から 声 を か 

けたが 内に はなん の 返事 もなかった。 彼 は 急いで 二、 

三度 呼び つづける と、 ようように 行 綱の 返事が きこえ 

こはんと き 

た。 藻 は 小 半晌も 前に 家 を 出た というの であった。 

「ほう、 おくれた」 

千 枝 松 はすぐ に また 龃け 出した。 その 頃の 山 科から 

清水へ かよう 路には 田畑が 多い ので、 明るい 月の 下に 

ちょう 

五町 八 町 は ひと 目に 見渡され たが、 そこに は 藻 はお 

ろか、 野良犬 一匹の さまよう 影 も 見えなかった。 千 枝 

松 はいよ いよ 急いて まっしぐらに 龃 けた。 龃 けて、 龃 


けて、 とうとう 清水まで ひと 息に ゆき 着いた が、 堂の 

前に も 小さい 女の 拝んで いるう しろ 姿 はみ えなかった。 

念のために 伸び あがって 視 くと、 うす 暗い 堂の 奥に は 

どうもり 

黄色い 灯が 微かに ゆらめいて、 堂守の 老僧が 居 睡リを 

していた。 千 枝 松 は 僧 をよ び 起こして、 たった今 ここ 

へ 十四、 五の 娘が 参詣に 来なかった かと 訊いた。 

ラと 

僧 は 耳が 疎い らしい。 幾度 も 聞き直した 上で 笑いな 

がら 言った。 

「日が 暮れてから 誰が 拝みに 来よう ぞ。 この頃 は 世の 

なかが 閙 がしいで な」 

半分 聞かないで、 千 枝 松 は 引つ 返して また 龃け 出し 


た。 言い 知れない 不安が 胸 いっぱいに 湧いて きて、 彼 

は 夢中で 坂 を龃け 降りた。 往 くも 復るも ひとすじ 道で 

あるから、 途中で 行き違い になろう 害 はない。 こう 思 

うと、 彼の 不安 はいよ いよ 募って きた。 彼 はもう 堪ま 

ら なくなって、 大きい 声で 女の 名 を 呼びながら 龃 けた。 

「藻よ。 藻よ」 

ねと リ 

彼の 足音に 驚かされた のか、 路ば たの 梢から 寝 鳥が 

二、 三 羽ばたば たと 飛び立った。 人間の 声 は どこから 

も 響いて こなかった。 夢中で 龃け つづけて、 長い 

たんぼみ ち 

田圃 路の 真ん中まで 来た 時には、 彼の 足 もさす がに 疲 

れて すくんで、 もう 到れそう になって きたので、 彼 は 


路ば たの 地蔵尊の 前にべ つたり 坐って、 大きい 息をし 

ばらく 吐いて いた。 そうして、 見る ともなし に 見 あげ 

ると、 澄んだ 大空に は 月の ひかりが 皎々 と 冴えて、 見 

渡す かぎりの 広い 田畑 も 薄 黒い 森 も、 その あいだに ま 

ばらに 見える 人家の 低い 屋根 も、 霜の 光りと でもい い 

も- P 

そうな 銀色の 靄の 下に 包まれて いた。 汗の 乾かない 襟 

の あたりに は 夜の 寒さが 水の ように 沁みて きた。 

狐の 啼く 声が 遠くき こえた。 

「狐に だまされた のかな」 と、 千 枝 松 はかん がえ た。 

ぬすびと 

さもなければ 盗人に さらわれたの である。 藻の ような 

美しい 乙女が 日暮れて 一 人 歩き を するとい うの は、 自 


分から 求めて 盗人の 網に 入る ような ものである。 千 枝 

松はぞ つと した。 

狐 か、 盗人 か、 千 枝 松 も その 判断に 迷って いるう ち 

に、 ふと かの 陶器 師 のこと が 胸に 泛 かんで きた。 あの 

えぐち 

婆め、 とうとう 藻 を そそのかして 江 口と やらへ 誘い出 

したので は あるまい かと、 彼 は 急に 跳り あがって 又 一 

かど 

散に 龃け 出した。 藻の 門の 柿の 木 を 見た 頃に は、 彼 は 

もう 疲れて 歩かれ なくなった。 

「藻よ。 戻った か」 

垣の 外から 声をかけ ると、 今度 はすぐ に 行 綱の 返事 

がき こえた。 今夜 は 娘の 帰りが 遅い ので、 自分 も 案じ 


ている。 おまえ は 途中で 逢わなかった かと 言った。 千 

枝 松 は 自分 も 逢わなかった と 口早に 答えて、 すぐに 隣 

りの 陶器 師の戸 を あらく 叩いた。 

「また 天狗の いたずら 者が 来お つたそう な」 

おきな  せ 

内で は 翁 の 笑う 声が きこえた。 千 枝 松 は 急いて 呶 

鳴った。 

「天狗で ない。 千 枝 まじ や」 

「千 枝 まが 今頃な にしに 来た」 と、 今度 は 婆が 叱る よ 

うに 訊いた。 

「婆に 逢いたい。 あけて くれ」 

「日が 暮れてから うるさい。 用が あるなら あす 出直し 


て 来 やれ」 

千 枝 松 はいよ いよ 焦れた。 彼 は 返事の 代りに 表の戸 

を 力ま かせに 続けて 叩いた。 

「ええ、 そうぞうしい 和郎じ や」 

くちこごと 

口小言 をい いながら 婆 は 起きて 来て、 明るい 月の ま 

えに 寝ぼけた 顔 を 突き出す と、 待ち構え ていた 千 枝 松 

は，， 蝗 のように 飛び かかって 婆の 胸倉 を 引つ 摑ん だ。 

「言え。 となりの 藻 を どこへ やった」 

「なんの、 阿呆らしい。 藻の 詮議なら 隣り へ 行き やれ _ 

ここへ 来る の は 門ち がいじ や」 

「いや、 おのれが 知っている 害 じ や。 やい、 婆め。 お 


のれ は 藻 を そそのかして 江 口の 遊女に 売った であろう 

が …… 。 まっすぐに 言え」 と、 千 枝 松 は 摑んだ 手に 力 

を こめて 強く 小突いた。 

「ええ、 おのれ 途方もない 言いが かり をし おる。 ゆう 

ベの いたずら も 大方お のれであろう。 爺 さま、 早う 来 

てこ やつ を 挫いで くだされ」 と、 婆 は よろめきながら 

哮 つた。 

翁 も 寝床から 這い 出して 来た。 熱い 息 を ふいて 哮り 

立って いる 二人 を 引き分けて、 だんだんに その 話 をき 

くと、 彼 も 長い 眉 を 子細ら しく 皺め た。 

「こり やお かしい。 ふだんから 孝行 者の 藻が 親 を 捨て 


て 姿 を 隠そう 害がない。 こり や 大方 は 盗人 か 狐の わざ 

じ や。 盗人で は そこらに うかう かしてい ようと も 思え 

ぬが、 狐なら ば その 巣 を 食って いると ころも 大方 は 知 

れ ている。 千 枝 まよ、 わしと 一緒に 来 やれ」 

「よさつし やれ」 と、 婆 は 例の 白い 眼 をして 言った。 

「子供 じ やと 思うても、 藻 ももう 十四 じ や。 どんな 狐 

が 付いていよう も 知れぬ。 正直に そこら を 探し 廻って 

骨折り損 じゃあるまい か」 

千 枝 松 はまた むっとした。 しかし ここで 争って いる 

の は 無益 だと 賢く も 思 い 直して、 彼 は 無理無体に 翁 を 

表へ 引っ張り出した。 


「爺 さま。 狐の 穴 は ど こじゃ」 

「まあ、 急くな。 野良 狐め が 巣 を 食って いると ころ は 

この あたりに たくさん ある。 まず 手近の 森から 探して 

みょうよ」 

翁 は 内へ 引つ 返して 小さい 鎌と 鉈とを 持ち出して 来 

えもの 

た。 畜生めら をお どす に は 何 か 得物がなくて はならぬ 

と、 彼 は その 鉈を千 枝 松に わたして、 自分 は 鎌 を 腰に 

挟んだ。 そうして、 田圃 を 隔てた 向こうの 小さい 森 を 

指さした。 

「お前 も 知っていよう。 あの 森の あたりで 時 どきに 狐 

火が 飛ぶ わ」 


「ほんに そうじゃ」 

一 一人 は 向こうの 森へ 急いで 行った。 落葉 や 枯草を 踏 

あさ 

みに じって、 そこら を 隈なく 獵り あるいた が、 藻の 姿 

は 見付からなかった。 二人 は そこ を 見捨てて、 さらに 

のど  か 

その 次の 丘へ 急いだ。 千 枝 松 は 喉の 嗄れる ほどに 藻の 

こだま 

名 を 呼びながら 歩いた が、 声 は 遠い 森に 木砑 する ばか 

りで、 どこから も 人の 返事 はき こえなかった。 それ か 

どき 

ら それへ とー晌 ほど も獵 りつく して、 二人 はがつ かり 

してし まった。 気がついて 振り返る と、 どこ を どう 歩 

いたか、 二人 は 山科郷 のうちの 小 野と いう 所に 迷って 

おのの こまち 

来て いた。 ここ は 小 野 小町の 旧蹟 だと 伝えられて、 小 


町の 水と いう 清水が 湧いて いた。 二人 は その 冷たい 清 

水 をす くって、 息 もっかずに 続けて 飲んだ。 

「千 枝 まよ。 夜が 更けた。 もう 戻ろう。 しょせん 今夜 

のこと に は 行くまい」 と、 翁 は 寒そう に 肩をすくめな 

がら 言った。 

「じ やが、 もう 少し 探して みたい。 爺 さま、 ここらに 

狐の 穴 はない か」 

「はて、 執念い 和郎じ や。 そうよ のう」 

少し 考えて いたが、 翁 は 口の まわ リを 拭きな がらう 

なず いた。 

「おお、 ある、 ある。 なんでも この 小町の 水から 西の 


方に、 大きい 杉の 木の 繁 つた 森が あって、 そこに も 狐 

が 棲んで いると いう 噂 じ や。 しかし 迂闊に そこへ 案内 

はならぬ。 はて、 なぜと いうて、 その 森の奥に は、 百 

年 千年の 遠い昔に、 いずこの 誰 を 埋めた とも 知れぬ 大 

きい 古塚が ある。 その 塚の ぬしが 祟り をな すと 言い 伝 

えて、 誰も 近寄った ものがない のじ や」 

わざ わ 

「そり や 塚の ぬしが 祟る のでのう て、 狐が 禍ぃ をな 

すので あろう」 と、 千 枝 松 は 言った。 

「どちらに しても、 祟りが あると 聞いて は おそろしい 

ぞ」 と、 翁 はさと すよう に 言った。 

「いや、 おそろし ゆうても 溝わぬ。 わし は 念 晴らしに、 


その 森の奥 を 探って みる」 

千 枝 松は鉈 をと り 直して 蚯け 出した 


ひと  ね わか 

独り 寝の 別れ 


おきな 

止めても 止まりそう もない と 見て、 陶器 師の翁 は 

おぼつかなげ に 少年の あと を 慕って 行った。 二人 は幽 

怪な 伝説 を 包んで いる 杉の 森の 前に 立った。 

杉の 古木 は 枝 を かわして、 昼で も 暗そう に掩 いかぶ 

さって いるが、 森の奥 はさの み 深く もない らしく、 う 

しろ は 小高い 丘に つづいて いた。 千 枝 松 は鉈を 手に し 

て 猶予なく 木立ちの 間 をく ぐ つ て 行こうと する の を 翁 

はまた 引き止めた。 

「これ、 悪い こと は 言わぬ。 昔から 魔 所の ように 恐れ 

られ ている ところへ、 夜 ふけに 押して 行こうと は 余り 

に 大胆 じ や。 やめい、 やめい」 


「いや、 やめられぬ。 爺 さまが おそろし くば、 わし 一 

人で ゆく」 

つかまれた 腕 を 振り放して、 彼 は 藻の 名 を 呼びな が 

ら森 のなかへ 狂うよう に 跳り 込んで 行った。 翁 は 困つ 

た 顔 をして 少しく 躊躇して いたが、 さすがに この 少年 

一 人 を 見殺しに もで きまい と、 彼 も 一 生の 勇気 を 振る 

い 起こした らしく、 腰から 光る 鎌 をぬ き 取って、 これ 

も 千 枝 松の あとから 続いた。 森の 中 は 外から 想像す る 

ほどに 暗く もなかった。 杉の 葉 をす べつて 来る 十三夜 

の 月の 光りが 薄く 洩れて いるので、 手探りながら もど 

うに かこうに か 見当 はついた。 多年 人間が 踏み込んだ 


ことがない ので、 腐った 落葉が うず 高く 積もって、 二 

しめ 

人の 足 は 湿った 土の なかへ 気味 の 悪い よ うにず ぶず ぶ 

と 吸い込まれ るので、 二人 は 立ち木に すがって 沼 を 渡 

るよう に 歩いた。 

「千 枝 まよ、 あり やなん じ や」 

翁が そ つ とさ さやく と、 千 枝 松 も 思わず 立ちす くん 

だ。 これが 恐らく あの 古塚と いうので あろう。 ひとき 

わ 大きい 杉の 根本に 高さ 五、 六尺ば かり かと 思われる 

どまんじゅう 

土饅頭の ような ものが 横たわつ ていて、 その 塚の あた 

りに 鬼火の ような 青い 冷たい 光りが 微かに 燃えて いる 

のであった。 


「なんであろう」 と、 千 枝 松 もさ さやいた。 言い 知れ 

ぬ 恐れの ほかに、 一種の 好奇心 も 手伝って、 彼 は その 

怪しい 光り を 頼りに、 木の 根に 沿うて 犬の ように そつ 

と 這って 行った。 と 思う と、 彼 はたち まちに 声 を あげ 

た。 

「おお、 藻 じ や。 ここにいた」 

「そこにい たか」 と、 翁 も 思わず 声 を あげて、 木の 根 

に つまずきながら 探り 寄った。 

藻 は 古塚の 下に 眠る ように 横たわつ ていた。 鬼火の 

ように 青く 光って いるの は、 彼女が 枕に している 一 つ 

されこう ベ 

の 髑髏であった。 藻 はむかし から 人間の はいった こ 


とのない という 森の奥に 隠れ、 髑髏 を 枕に して 古塚の 

下に 眠って いるので あった。 この 奇怪な ありさまに 二 

人 はまた ぞっとし たが、 千 枝 松 はもう 怖ろ しいよりも 

嬉しい 方が 胸 いっぱいで、 前後 も 忘れて 女の 枕 もとへ 

這い 寄った。 彼 は 藻の 手 をつ かんで 叫んだ。 

「藻よ、 千 枝 まじ や。 藻よ」 

翁 も 声 を そろえて 呼んだ。 呼ばれて 藻 はふら ふらと 

立ち上が つ たが、 彼女 はま だ 夢み る 人の ようにう つ と 

リ として、 千 枝 松の 腕に 他愛なく 倚リ かかって いるの 

を、 二人 は 介抱しながら 森の 外へ 連れ出した。 明るい 

月の 下に 立って、 藻 はよ みがえ つたよう に ほっと 長い 


息 を ついた。 

「どうじ や。 心 持に 変わる こと はない か」 

「どうして こんなと ころに 迷い こんだ のじ や」 

千 枝 松と 翁 は 代る が わるに きいた が、 藻 は 夢 のよう 

でなん にも 知らない といった。 今夜 はいつ もよりも 千 

枝 まの 誘いに 来る のが 遅い ので、 彼女 は 一人で 家 を 出 

て 清水の 方へ 足 を 運んだ。 それまで は 確かに 覚えて い 

るが、 それから 先き は 夢う つ つで 何処 を どう 歩いた の 

か、 どうして この 森の奥へ 迷い込んだ のか、 どうして 

ここに 寝て いたの か、 自分に もちつ とも 判らない との 

ことで あ つ た。 


「やっぱり 野良 狐め のいた ずら じ や」 と、 翁 はうな ず 

いた。 「しかし まあ 無事で めでたい。 父御 も さぞ 案じ 

ていら りょう。 さあ、 早う 戻らつ しゃれ」 

夜 はもう 更けて いた。 三人 は 自分の 影 を 踏みながら 

黙って あるいた。 陶器 師の翁 は 自分の 家の 前で 二人に 

別れた。 千 枝 松 は 隣り の 門口まで 藻 を 送って 行って 又 

ささやいた。 

「これに 懲りて この 後 は 一 人で 夜歩き をせ まい ぞ。 あ 

すの 晚も わしが 誘いに ゆく まで、 きっと 待って いやれ。 

よい か」 

念 を 押して 別れよう として、 千 枝 松 は 女が 左の 手に 


抱えて いる 或る 物 を ふと 見付けた。 それ は 彼女が 枕に 

していた 古い 髑髏で、 月の 前に 蒼白く 光って いた。 千 

枝 松 はぎよ つ として 叱る ように 言った。 

「なんじ や、 そんな もの を …… 。 気味が 悪い と は 思わ 

ほう 

ぬか。 抛って しまえ。 捨てて しまえ」 

藻 は 返事 もしないで、 その 髑髏 を 大事そう に 抱えた 

ままで、 ついと 内へ はいって しまった。 千 枝 松 は 呆れ 

て そのうし ろ 影 を 見送って いた。 そうして、 狐が まだ 

彼女 を 離れない ので はない かと も 疑った。 

その 晚に、 千 枝 松 は 不思議な 夢 をみ た。 

第一 の 夢の 世界 は 鉄 もとろ ける ような 熱い 国で あつ 


きぬ 

た。 そこに は 人の 衣 を 染める ような 濃 緑の 草 や 木が 高 

く 生い茂つ ていて、 限り もない ほどに 広い 花園に は、 

人間の 血よりも 紅い 芥子の 花や、 鬼の 顔よりも 大きい 

百合の 花が、 うずた かく 重なり合って 一 面に 咲きみ だ 

れ ていた。 花 は 紅ば かりで ない、 紫 も 白 も 黒 も 黄も灼 

ける ような 強い 日光に ただれて、 見る から 毒々 しい 色 

を 噴き出し ていた。 その 花の 根に は おそろしい 毒蛇の 

群れが 紅い 舌 を 吐いて 遊んで いた。 

「ここ は どこであろう」 

千 枝 松 は 驚異の 眼 をみ は つ て 唯 ぼんやりと 眺めて い 

ると、 一種 異様の 音楽が どこから か 響いて 来た。 京の 


ぶげんしゃ  ほうえ  いとな 

或る 分限者が 山 科の 寺で 法会 を 営んだ ときに、 大勢 

の 尊い 僧た ちが 本堂に あつまって 経 を 誦した。 その 時 

に 彼 は 寺の 庭に まぎれ 込んで その 音楽に 聞き惚れて、 

なんとも 言われない 荘厳の 感に打 たれた ことがあった 

が、 今 聞いて いる 音楽の ひびき も 幾らか それ に似てい 

て、 しかも 人の 魂 をと ろかす ような 妖麗な もので あつ 

がく ね 

た。 彼 は 酔った ような 心 持で、 その 楽の 音の 流れて 来 

につ ぼん  ながえ  からかさ 

る 方 を そっと 窺う と、 日本の 長柄の 唐傘に 似て、 その 

へ リ  ようら く 

縁へ 青 や 白の 涼しげ な 瓔珞を 長く 垂れた もの を、 四 人 

の 痩せた 男が めいめいに 高く ささげて 来た。 男 はみ な 

跣 足で、 薄い 鼠色の 着物 をき て、 胸の あたり を 露わに 


見せて いた。 それに つづいて、 水色の うすもの を 着た 

とううち わ 

八 人の 女が 唐 団扇の ような もの を 捧げて 来た。 その 次 

おおき  けもの 

に 小山の ような 巨大い 獣が ゆるぎ 出して 来た。 千 枝 

松 は 寺の 懸け 絵で 見た ことがあ るので、 それが 象と い 

う 天竺の 獣で ある こと を 直ぐに 覚 つた。 象 は 雪の よう 

に 白かった。 

てす リ  こし 

象の 背中に は 欄干の 付いた 輿の ような もの を 乗せて 

いた。 輿の 上に は 男と 女が 乗って いた。 象の あとから 

も 大勢の 男 や 女が つづいて 来た。 まわりの 男 も 女 もみ 

な 黒い 肌 を 見せて いるのに、 輿に 乗って いる 女の 色 だ 

けが 象よりも 白い ので、 千 枝 松 も 思わず 眼 をつ ける と、 


女 は その 白い 胸 や 腕 を 誇る ように 露わして、 肌 も 透き 

うすもの 

通る ような 薄 くれないの 羅衣を 着て いた。 千 枝 松 は そ 

たち ま 

の 顔 をの ぞいて、 忽ち あっと 叫ぼうと して 息 を 呑み 

込んだ。 象の 上の 女 は 確かに かの 藻であった。 

さらによ く視 ると、 女 は 藻よりも 六、 七 歳 も 年上で 

あるら しく 思われた。 彼女 は 藻の ような 無邪気ら しい 

乙女でなかった。 しかし その 顔 かたち は 藻と ちっとも 

違わなかった。 どう 見直しても やはり 藻 そのままで 

あった。 

「藻よ」 と、 彼 は 声をかけて 見た くな つた。 もし その 

まわりに 大勢の 人の 眼がなかったら、 彼 は 大きい 象の 


背中に 飛び あがって、 女の 白い 腕に 鎚り 付いた かもし 

れ なかった。 しかし 藻に 似た 女 はこ ちら を 見向き もし 

ないで、 なに か 笑いながら そばの 男に ささやく と、 男 

は 草の葉で 編んだ 冠 のよう な もの を 傾けて 高く 笑つ 

た。 

空の 色 は 火の ように 焼けて いた。 その 燃える ような 

紅い 空の 下で 音楽の 響きが 更に 調子 を 高める と、 花の 

かげから 無数の 毒蛇が つなが つ て 現われて 来て、 楽の 

かまく ぴ 

音に つれて 一度にぬ つと 鎌首 を あげた。 そうして それ 

がだん だんに 大きい 輪 を 作って、 さながら 踊り だした 

ように 糾れ たり 鏈れ たりして 狂った。 千 枝 松 はいよ い 


よ 息をつめて 眺めて いると、 更に ひとむれの 男 や 女が 

ここへ 追い立てられて 来た。 男 も 女 も 赤裸で、 ふとい 

鉄の 鎖で むごたら しくつな がれて いた。 

めしう ど 

この 囚人 はおよ そ 十 人ば かりであろう。 その あと か 

かたはだ  むち 

らニ、 三十 人の 男が 片袒 ぬぎで 長い 鉄の 笞を ふるって 

追い立てて 来た。 恐怖に おののい ている 囚人 はみ な 一 

ひや 

斉に 象の 前に ひざまず くと、 女 は 上から みおろして 冷 

やかに 笑った。 その 涼しい 眼に は 一 種の 殺気 を 帯びて 

物凄かった。 千 枝 松 も 身 を 固く して 窺って いると、 女 

は 低い 声で 何 か 指図した。 鉄の 笞を 持って いた 男 ども 

はすぐ に 飛び かかって、 かの 囚人ら を 片っ端から 蹴倒 


すと、 男 も 女 も 仰 ざまに 横 ざまに 転げ まわって 無数の 

毒蛇の 輪の 中へ 1 - 

もう その 先き を 見と どける 勇気 はない ので、 千 枝 松 

は 思わず 眼 を ふ さいで 逃げ出し た。 そのうし ろに は 藻 

に 似た 女の 華やかな 笑い声ば かりが 高く きこえた。 千 

枝 松 は 夢の ように 龃 けて ゆく と、 誰か 知らない がその 

肩 を 叩く 者が あった。 はっと おびえて 眼 を あくと、 高 

い 棕梠の 葉の 下に 一 人の 老僧が 立って いた。 

「お前 は あの 象の 上に 乗って いる 白い 女を識 つてい る 

のか」 

あまりに 怖ろ しいので、 千 枝 松 は識ら ない と 答えた _ 


老僧 は 静かに 言った。 

「それ を識 つたら お前 も 命 はない と 思え。 ここ は 天竺 

はんそくた いし 

という 国で、 女と 一緒に 象に 乗って いる 男 は 斑 足 太子 

というの じ や。 女の 名 は 華 陽 夫人、 よく 覚えて おけ。 

あの 女 は 世に たぐいな く 美し ゆう 見える が、 あれ は 人 

間で はない。 十万 年に 一 度 あらわる る 怖ろ しい 化生の 

だいせん 

者 じ や。 この 天竺の 仏法 を ほろぼして、 大千 世界 を 魔 

おと  くわ だ 

界の 暗闇に 堕そうと 企つ る 悪魔の 精 じ や。 まず その 

手始めと して 斑 足 太子 を たぶらかし、 天地開闢 以来 

ほとんど そのためし を 聞かぬ 悪虐を ほしいまま にして 

いる。 今お 前が 見せられ たの は その 百 分の 一 にも 足ら 


ぬ。 現にき のうは 一日のう ちに 千 人の 首 を 斬って、 大 

きい 首 塚 を 建てた。 しかし 彼女が 神 通 自在で も、 邪 は 

正に かたぬ。 まして 天竺 は 仏の 国 じ や。 やがて 仏法の 

威徳に よって 悪魔の ほろ ぶる 時節 は 来る。 決して 恐る 

る こと はない。 しかし、 いつまでも ここに 永 居して は 

お前の ために ならぬ。 早く 行け。 早う 帰れ」 

僧 は 千 枝 松の 手 を 取って 門の 外へ 押し やる と、 くろ 

とびら 

がね の 大きい 扉 は 音 もな しに 閉じて しまった。 千 枝 

松 は 魂が 抜けた ように 唯 うっとりと 突っ立つ ていた。 

しかし 幾らかん がえ 直しても、 かの 華 陽 夫人と かいう 

美しい 女 は、 自分と 仲の 好い 藻に 相違ない らしく 思わ 


れた。 化生の 者で もよ い。 悪魔の 精で も 構わない。 も 

う 一度 かの 花園へ 入り込んで、 白い 象の 上に 乗って い 

る 白い 女の 顔 をよ そながら 見たい と 思 つ た。 

彼 はくろが ねの 扉 を 力ま かせに 叩いた。 拳の 骨 は 

砕ける ように 痛んで、 彼 ははつ と 眼 を さました。 しか 

し 彼 はこの おそろしい 夢の 記憶 を 繰り返す に は 余りに 

頭が 疲れて いた。 彼 は 枕に 顔 を 押し付けて またす やす 

やと 眠って しまった。 

二 


第二の 夢の 世界 は、 前の 天竺より はずつ と 北へ 

偏 寄って いるら しく、 大陸の 寒い 風に まき 上げられる 

くち 

一 面の 砂煙り が、 うす 暗い 空 を さらに 黄色く 陰らせて 

いた。 宏大な 宮殿が その 渦巻く 砂の なかに 高く そびえ 

ていた。 

宮殿 は 南に むかって 建てられ ている らしく、 上がり 

き V！ はし 

口に は 高い 階段が あって、 階段の 上に も 下に も 白い 石 

だ たみを 敷きつ めて、 上に は 錦の 大きい 帳 を 垂れて 

いた。 ところどころに 朱く 塗った 太い 円い 柱が 立って 


ほうおう 

いて、 柱に は 鳳凰 や 龍 や 虎の たぐいが 金 や 銀 や 朱 や 碧 

さ い しさ 

や 紫 や いろいろの 濃い 彩色 を 施して、 生きた ものの よ 

ま 

うに あざやかに 彫られて あった。 折り まわした 長い 

てすり  たま 

欄干 は珠 のように 光って いた。 千 枝 松 はぬ き 足 をして 

高い 階段の 下に 怖る おそる 立った。 階段の 下に は 彼の 

ほかに 大勢の 唐人が 控えて いた。 

「しつ」 

人 を 叱る ような 声が どこから ともなく おごそかに 聞 

こえて、 錦の 帳 は 左右に 開いて するすると 巻き上げら 

れた。 正面の 高い ところに は、 錦の 冠 をいた だいて 黄 

ま— う 

色い 袍を 着た 男が 酒に 酔った ような 顔 をして、 珠 をち 


りば めた 榻に腰 を かけて いた。 これが 唐人の 王様で あ 

すそ 

ろうと 千 枝 松 は 推量した。 王の そばに は 紅の 錦の 裳 を 

おとひめ 

長く 曳 いて、 竜宮の 乙姫 さま かと 思われる 美しい 女が 

女王の ような 驕慢な 態度で おなじく 珠の榻 に 倚り か 

かっていた。 千 枝 松 は 伸び上がって またお どろいた。 

その美し い 女 はや はりあの 藻 を そのままであった。 

「酒 は なぜ 遅い。 肉 を 持って来 ぬか」 と 王 は 大きい 声 

で 叱る ように 呶 鳴った。 

藻に 似た 女 は 妖艷な ひとみ を 王の 赤い 顔に そそいで 

高く 笑い こけた。 笑う の も 無理 はない、 王の 前に は大 

きい 酒の 甕が 幾つ も 並んで いて、 どの 甕に も 緑の 酒が 


なみ  たいまい 

あふれ 出しそう に満 なみと 盛って あった。 珠ゃ 玳瑁で 

ひれ  もも 

作られた 大きい 盤の 上に は、 魚の 鰭 や 獣の 股が 山の よ 

うに 積まれて あった。 長夜の 宴に 酔って いる 王の 眼に 

は、 酒の 池 も 肉の 林 ももう はっきりと は 見分けが つか 

ない らしかった。 家来 ども も 侍女ら もた だ 黙って 頭 を 

たれて いた。 

そのうちに 藻に 似た 女が 何 かさ さやく と、 王 は 他愛 

なく 笑って うなずいた。 家来の 唐人 はすぐ に 王の 前に 

召し出されて 何 か 命令され た。 家来 はかし こまって 退 

いたかと 思う と、 やがて 大きい 油壷 を 重そう に 荷って 

来た。 千 枝 松 は 今まで 気がつかなかった が、 このと き 


初めて 階段の 下の 一 方に 太い あかがねの 柱が 立って い 

るの を 見つけ 出した。 大勢の 家来が 寄って、 その 柱に 

どろどろした 油 をした たかに 塗り 始める と、 ほかの 家 

来 ども はたく さんの 柴を 運んで 来て、 柱の 下の 大きい 

あな  たいまつ 

坑の 底へ 山の ように 積み込んだ。 二、 三人が 松明の よ 

うな もの を 持って来て、 また その 中へ 投げ込んだ。 あ 

る 者 は 油 を そそぎ 込んだ。 

「寒い ので 焚火 をす るの か 知らぬ」 と、 千 枝 松 は 思つ 

た。 しかし 彼の 想像 はすぐ に はずれた。 

柴 はやが て 燃え上がった らしい。 地獄の 底から 紅蓮 

の焰を 噴く ように、 真っ赤な 火の かたまりが 坑 いっぱ 


いに なって 炎々 と 高く あがる と、 その 凄まじい 火の 光 

ぴん 

リが あかがねの 柱に 映って、 あたりの 人び との 眉ゃ鬢 

を 鬼の ように 赤く 染めた。 遠くから 視 いている 千 枝 松 

の頰 までが 焦げる ように 熱くな つ てきた。 火が 十分 燃 

え あがる の を 見と どけて、 藻に 似た 女 は 持って いる 唐 

団扇 をた かく 挙げる と、 それ を 合図に 耳 もつ ぶす よう 

な 銅鑼の 音が 響いた。 千 枝 松 はまた びっくりして 振り 

ひげ 

向く と、 鬚の 長い 男と 色の 白い 女と が 階段の 下へ 牽き 

出されて 来た。 かれら も 天竺の 囚人の ように、 赤裸の 

両手 を 鉄の 鎖に つながれ ていた。 

千 枝 松 は ぞっとした。 銅鑼の 音 はまた 烈しく 鳴り ひ 


びいて、 二人の 犠牲 は 銅の 柱の そばへ 押し やられた。 

千 枝 松 は 初めて 覚 つた。 油 を 塗った 柱に 倚り かかった 

二人 は、 忽ちに からだ を 滑らせて 地獄の 火坑 にこ ろげ 

墜ち るので あろう。 彼 はもう 堪 まらな くな つて 眼 をと 

じょうと すると、 階段の 下に 忙 がわし い 靴の 音が きこ 

えた。 

今 ここへ 龃け 込んで 来た 人 は、 身の 長お よそ 七 尺 も 

あか  あめう し 

あろうかと 思われる 赭ら 顔の 大男で、 黄 牛の 皮 鎧に 

まさか リ 

真っ黒な 鉄の 兜 を かぶって、 手に は 大きい 鉞 を 持つ 

ていた。 彼 は 暴れ馬の ように 跳って 柱の そばへ 近寄つ 

たかと 思う と、 大きい 手 を ひろげて 二人の 犠牲 を 抱き 


止めた。 それ を さえぎろ うとした 家来の 二、 三人 はた 

ちまち 彼のた めに 火の 坑へ 蹴込まれて しまった。 彼 は 

裂ける ばかりに 瞋恚 のまな じり を あげて、 霹靂 の 落 

ちかかる ように 叫んだ。 

「雷 震 ここに あり。 妖魔 亡びよ」 

鉞を とり 直して 階段 を 登ろうと すると、 女 は 金 鈴 を 

振り立てる ような 凛と した 声で 叱った。 大勢の 家来 ど 

も は 剣 をぬ いて 雷 震 を 取り囲んだ。 坑の火 はます ます 

盛んに 燃え あがって、 広い 宮殿 を こがす ばかりに 紅く 

照らした。 その 猛火 を 背景に して、 無数の 剣の ひかり 

は 秋の すすきの ように 乱れた。 雷 震の 鉞は 大きい 月の 


ように、 その 叢す すきの あいだ を 見えつ 隠れつ して ひ 

ら めいた。 

藻に 似た 女 は 王に ささやいて しずかに 席 を 起った。 

千 枝 松 は そっと あと をつ けて ゆく と、 二人 は 手 をと つ 

て 高い 台へ 登って 行った。 二人の あと をつ けて 来た 

の は 千 枝 松ば かりで なく、 鎧 兜 を 着けた 大勢の 唐人 ど 

ま ■ こ 

もが 弓 や 矛 を 持って 集まって 来て、 台の まわり を 忽ち 

幾重に も 取りまい た。 そのな かで 大将ら しいの は、 白 

ぴん ひげ 

い 鬢髯を 鶴の 毛の ように 長く 垂れた 老人であった。 千 

枝 松 は 老人の そばへ 行って こわごわ 訊いた。 

「ここ はなん という 所で ござります。 お前 はなん とい 


うお 人で ござります」 

もろこし  しゅう  ぶおう  たいこうぼう 

ここ は 唐土で、 自分 は 周の 武 王の 軍師で 太公望と 

いう 者で あると 彼 は 名乗った。 そうして、 更にこう い 

うこと を 説明して 聞かせた。 

まつりごと  いん ちゅうおう  だつ き 

「今 この 国の 政治 を 執って いる 殷の 紂王 は妲 己と い 

う 妖女に たぶらかされて、 夜 も 昼も淫 楽に ふける。 ま 

ほラ らく 

だ それば かり か、 妲 己の すすめに 従って、 炮烙の 刑と 

さ つき 

いう 世に おそろしい 刑罰 を 作り出した。 お前 も 先刻 か 

ま 

ら ここにいたならば、 おそらく その 刑罰 を 眼の あたり 

に 見た であろう。 いや、 まだ そのほか にも、 妲 己の 残 

虐は 言い尽くせぬ ほど ある。 生きた 男 を 捕らえて 釜う 


でに する。 姙み 女の 腹 を 割く。 鬼女と も 悪魔と も 譬え 

ごくあく  ざいごう 

よう もない 極悪 非道の 罪業 を かさねて、 それ を 日々 の 

けらく 

快楽と している。 このままに 捨て置いたら、 万民 は 野 

に 悲しんで 世 は 暗黒の 底に 沈む ばかり じ や。 わが 武王 

しひゃくよしゅう 

これ を 見る に 堪えかねて、 四百余州の 諸侯 伯 を あつめ、 

ほ- J, 

紂王を ほろぼし、 妲己を 屠って 世 をむ かしの 明るみに 

かえし、 あわせて 万民の 悩み を 救おうと せらる るの 

じ や。 紂王 はいかに 悪虐の 暴君と いうても、 しょせん 

は 唯の 人間 じ や。 これ を 亡ぼす の は、 さの みむず かし 

いと は 思わぬ が、 ただ 恐るべき はかの 妲己 という 妖女 

かれ  こうへ  きんもう はくめん 

で、 彼女の 本性 は 千万 年の 劫 を 経た 金 毛 白面の 狐 じ や。 


もし 誤って この 妖魔 を 走らしたら、 かさねて 世界の 禍 

い をな す は 知れて ある」 

そのこと ばの いまだ 終わらぬ うちに、 高い 台の 上 

から 黄色い 煙りが うず 巻いて 噴き出した。 老人 は煙リ 

を 仰いで 舌打ち をした。 

「さて は 火 を かけて 自滅と 見 ゆる ぞ。 暴君の 滅亡 は自 

然の 命数 じ やが、 油断して かの 妖魔 を 取り逃がすな。 

雷 震 はおらぬ か。 煙りの なかへ 龃け 入って 早く 妖魔 を 

ちゅう：；.' く 

誅戮 せよ」 

かの 大 まさかり を搔ぃ 込んで、 雷 震 は どこから か 現 

われた。 彼 は どよめい ている 唐人 ども を搔き 退けて、 


兜の 上に 降り かかる 火の粉の 雨 をく ぐりながら、 台の 

上へ まっしぐらに 龃け あがって 行った。 老人 は 気づか 

わしそう に 台 をみ あげた。 千 枝 松 も 手に 汗 を 握って 同 

じく 高い 空 を 仰いで いると、 台の 上から は 幾す じの 黄 

色い 煙りが 大きい 龍の ようにの たうつ て 流れ出した。 

その 煙リ のなかから、 藻に 似た 女の 顔が 白く かがやい 

て 見えた。 

むち 

「射よ」 と 老人 は 鞭 を あげて 指図した。 

無数の 征矢 は 煙り を 目が けて 飛んだ。 女 は 下界 をみ 

あざわら 

おろして 冷笑うよ うに、 高く 高く 宙を 舞つ て 行った。 

千 枝 松 はお そろし かった。 それと 同時に、 言い 知れな 


い 悲し さが 胸に 迫って きて、 彼 は 思わず 声 を あげて 泣 

いた。 

不思議な 夢 はこれ で 醒めた。 

あくる 朝に な つ て も 千 枝 松 は 寝床 を 離れる ことが 出 

来なかった。 ゆうべ 不思議な 夢に おそわれた せいか、 

さむけ 

彼 は 悪寒が して 頭が 痛んだ。 叔父 や 叔母 は 夜露に あ 

た つ て 冷えた ので あろうと 言った。 叔母 は 薬 を 煎じて 

やくとう  かゆ 

くれた。 千 枝 松 は その 薬湯 をす すった ばかりで、 粥 も 

喉に は 通らな か つ た。 

「藻 はどうし たか」 


彼 はしき りに それ を 案じて いながら も、 意地の 悪い 

病い にお さえ 付けられて、 いくら もがいても 起きる こ 

いまし 

とが 出来なかった。 叔母 も 起きて はならない と 戒め 

た。 それから 五日ば かりの 間、 彼 は 病い の 床に 封じ込 

めら れて、 藻の 身の上に も、 世間の 上に も、 どんな 事 

件が 起こって いるか、 なんにも 知らなかった。 


あお 

碧い 空 は 静かに 高く 澄んで いるが、 その 高い 空から 

急に 冬ら しい 尖った 風が 吹きお ろして 来て、 柳の 影 は 

きのうに くらべ ると 俄に 痩せた ように 見えた。 大納言 

もろみち  やかた  ついじ 

師道 卿の 屋 形の 築地の 外に も、 その 柳の 葉が 白く 散つ 

ていた。 

おとめ  よつあし もん 

ひとりの 美しい 乙女が 屋 形の 四 足 門の 前に 立って 案 

内 を 乞うた。 

「山 科郷 にわび しゅう 暮らす 藻と いう 賤の女で ござ 

リ ます。 殿に お 目 見得 を 願いとう て 参 じました」 

あ y ざ むら 、, 

取次ぎ の 青 侍 は 卑しむ ような 眼 をして、 この 貧し 

げな 乙女の 姿 を じろ りと 睨めた。 しかも その 睨めた 眼 


はだん だんに とろけて、 彼 は 息 をのんで 乙女の 美しい 

顔 を 穴の あく 程に 見つめて いた。 藻 はか さねて 言った。 

「承り ますれば、 関白 さまの 御沙汰と して、 独リ 寝の 

別れと いうお 歌 を 召さる ると やら。 不束ながら わたく 

しも 腰折れ 一 首 詠み かで ましたれば、 御覧に 入りよう 

と 存じまして  」 

彼女 は 恥ずかし そうに 少しく 顔 を 染めた。 青 侍 は 我 

に 返った ようにうな ずいた。 

「おお、 そうじゃ。 関白 殿下の 御沙汰に よって、 当屋 

形の 大納言 殿に は 独り 寝の 別れと いう 歌 を 広く 世間 か 

きどく 

ら 召し 募らる る。 そなた も その 歌 を 奉ろうと か。 奇特 


のこと じ や。 しばらく 待て」 

もう 一度 美しい 乙女の 顔 をの ぞいて、 彼 は 奥へ は 

いった。 柳の 葉が 乙女の 上に 又はら はらと 降り かかつ 

て 来た。 しばらく 待たせて 青 侍 は 再び 出て 来て 優しく 

言った。 

おつ  しさい 

「殿が 逢おうと 仰し やる。 子細ない、 すぐに 通れ」 

案内され て、 藻 は 奥の 書院め いた ひと 間へ 通された。 

こ-つ  ざいしょ 

どこから か柔 かい 香の 句い が 流れて 来て、 在所 育ち の 

藻 はおの ずと 行儀 を 正さなければ ならなかった。 ある 

じの 大納言 師道 卿 は 彼女と 親しく 向かい合って 坐った。 

くげ かたぎ 

敷 島の 道に は 上下の 隔て もない という 優しい 公家 気質 


から、 大納言 はこの 賤の女に むか つても 物柔らかに 

えしゃく 

会釈した。 

「聞けば 独リ 寝の 別れの 歌 を 披露し ようとて 参った と 

か。 堂上で も 地下で も 身分 は 論ぜぬ。 ただ 良い 歌 を 

奉れば よいの じ や。 名 は 藻と か 聞いた が、 父母 はいず 

この 何とい う 者 じ やな」 

「父 は …… 」 と、 言い かけて 藻 はすこし ためらった。 

しばらく 待って いても 次の 句が 容易に 出て 来ない の 

で、 師道 は 催促す るよう に 訊いた。 

「身分 は 論ぜぬ と 申しながら、 いらぬ 詮議 をす るかと 

も 思おう が、 これ は 関白 殿下の 御覧に 入る る 歌 じ や。 


一応 は 詠 人の 身分 を 詮議し 置かない では、 わしの 役目 

が 立たぬ。 父 は 誰で あれ、 母 は 何者で あれ、 恥ず るに 

及ばぬ。 憚る におよ ばぬ。 ただ、 正直に 名乗って くる 

れば よいの じ や」 

「母 はもう この 世に おり ませぬ。 父の 名 を あからさま 

に 申し上げ ませいで は、 歌の 御 披露 はかない ませぬ か」 

と 藻 は 聞き返した。 

「かなわぬ と 申す ではない が、 まずお のれの 身分 を 名 

乗って、 それから 改めて 披露 を 頼む というが ひと 通り 

の 筋道 じ や。 父の 名 は 申されぬ か」 

「はい」 


「なぜ 言われぬ。 不思議 じ やのう」 と、 師道 は ほほえ 

んだ。 「はは あ、 聞こえた。 父の 名 を さきに 申し立てて 

もし その 歌が 無下に 拙い ときには、 家の 恥辱になる 

としは  おなご 

と 思うて か。 年端の ゆかぬ 女子と して は 無理 もない 遠 

慮 じ や。 よい、 よい。 さらば わし も 今 は 詮議すまい。 

何者の 子と も 知れぬ 藻と いう 女子 を 相手に して、 その 

リ ようし  たんざく 

歌と いうの を 見て取らそう。 料紙 か 短冊に でもした た 

めて まいった か」 

「いえ、 料紙 も 短冊 も 持参いた しませぬ」 と、 藻 は 恥 

ず かしそう に 答えた。 

師道 はすぐ に硯ゃ 料紙の たぐい を 運ばせた。 この 歌 


を 広く 世に 募られてから、 大納言の 手 もと へ は 毎日 幾 

十 枚の 色紙 や 短冊が うずた かく 積まれる。 さすが は 都、 

これほどの 詠みび とが 隠れ ている かと 面白く 思う に つ 

けても、 心に 叶うよう な 歌 は 一 首 も 見いだ されな かつ 

た。 人の 顔 かたち を 見て、 もとより その 歌の 高下 を 判 

ずる わけに はいかな いが、 この 乙女の 世に たぐいな き 

顔 かたちと、 その さか しげな 物の 言い振りと を 併せて 

考える と、 師道の 胸に は 一 種の 興味が 湧いて きた。 世 

にかくれ たる 才女が 突然 ここに 現われて 来て、 自分 を 

驚かす ので はない かと も 思われた。 彼 はじつ と 眼を据 

えて、 乙女の 筆の なめらかに 走る の を 見つめて いた。 


「お 恥ずかし ゆう ござります」 

藻 は 料紙 を ささげて、 大納言の 前に 手 をつ いた。 師 

道 は 待ち兼ね たように 読んだ。 

夜 や 更けぬ 閨の ともしび いっか 消えて わが 影 

にさへ 別れて しかも 

「ほう」 と、 彼 は 思わず 感嘆の 息をついて、 料紙のお 

もてと 乙女の 顔と を 等分に 見 くらべて いた。 想像 は 事 

実と なって、 隠れた る 才女が 果たして 彼 を 驚かしに 来 

たのであった。 

「おお、 あっぱれ じ や。 見事 じ や。 ひとり 寝の 別れと 

いう 難題 を これ 程に 詠みいだ す 者 は、 都 はおろ か、 日 


本 じゅうに も あるまい。 まことによう 仕 まつった。 奇 

特 のこと じ や。 関白 殿下に も 定めて 御 満足であろう。 

まっせ 

世 は 末世と なっても、 敷 島の 道 はま だ 衰えぬ かと 思う 

と、 われら も 嬉しい」 

師道 は 幾た びか 繰り返して その 歌 を 読んだ。 文字の 

あと も あざやかであった。 かれは 感に 堪えて しばらく 

は 涙ぐんで いた。 それにつ けても 彼 はこの 才女の 身の 

上 を 知りたかった。 

「今 も 聞く 通リじ や。 これほどの 歌 は 又と あるまい。 

すぐに 関白 殿下に 御 披露 申さねば ならぬ が、 さて その 

時に この 詠みび と は 何者 じ やと 問われたら、 わし は 何 


と 申して よかろう。 もうこの 上 は 隠す にも 及ぶまい。 

いずこの 誰の 子 か、 正直に 明かして くりやれ」 

「どうで も 申さねば なり ませぬ か」 と、 藻 は 思い煩ら 

ごせん ぎ 

うように 言った。 「身分の 御 詮議が むずかし ゆう ござ 

ります るなら、 詠みび と 知らず となされ て 下さり ませ」 

「それ も そうじゃが、 なぜ 親の 名 をい われぬ かのう」 

いとま 

「申し上げられ ませぬ。 わたくし はこれ でお 暇 申し 

上げます る」 

言い切って、 藻 はしと やかに 座 を 起った。 その 凛と 

した 威に 打 たれた ように、 大納言 は 無理に 引き留める 

こと も 出来なかった。 彼 はこの 美しい 不思議な 乙女の 


うしろ 姿 を 夢の ように 見送って いたが、 急に 心づ いて 

青 侍 を 呼んだ。 

「あの 乙女の あと をつ けて、 いずこの 何者か 見と どけ 

てま いれ」 

青 侍 を 出して やって、 師道 は 再び 料紙 を 手に 取って 

き：：' よ. つ  しゅせき 

眺めた。 容貌と いい、 手蹟と いい、 これほどの 乙女が 

地下の 者の 胤であろう 害がない。 あるいは 然るべき 人 

きょう 

の 姫と もあろう 者が、 このような いたずら をして 興 

じている のか。 但し は 鬼 か 狐 か 狸 か。 彼 も その 判断に 

迷って いると、 日の 暮れる 頃に なって 青 侍が 疲れたよ 

うな 顔 をして 戻って 来た。 


「殿。 あの 乙女の 宿 は 知れました」 

「おお、 見と どけて 参った か」 

ニ尽の 東、 山 科郷の 者で ござりました。 あたりの 者に 

問いましたら、 父 は そのむ かし 北面の 武士で 坂 部庄司 

なにがし とか 申す 者 じ やと 教えて くれました」 

「北面の 武士で 坂 部な にがし …… 」 と、 大納言 は 眼 を 

とじて 考えて いたが、 やがて 思い出し たように 膝 を 

打った。 「おお、 それじゃ。 坂 部庄司 蔵人 行 綱 …… 確 

おお ゆか きざ はし 

かに それじゃ。 彼は大 床の 階段の 下で 狐 を 射 損じた た 

めに 勅勘の 身と なった。 その後 いずこに 忍んで いる 

とも 聞かなん だが、 さて は 山 科に 隠れて いて、 藻 は 彼 


の 娘で あつたか。 親に も 生まれ まさった 子 を 持って、 

かほうもの 

彼 は あっぱれの 果報者 じ や」 

藻が 父の 名 をつ つんだ 子細 も それで 判った。 勅勘の 

身 を 憚った ので ある。 父が 教えた か、 娘が 自分に 思い 

ついた か、 そのつつ まし やかな 心根 を 大納言 は ゆかし 

ただみち 

くも 又 あわれに も 思った。 彼 は その 夜す ぐに 関白 忠通 

卿の 屋 形に 伺候して、 世に めずらしい 才女の 現われた 

こと を 報告す ると、 関白 も その 歌 を 読みく だして 感嘆 

の 声 を あげた。 

としあきら 

あらためて 註す るまで もない が、 源の 俊顕の 歿後 

は 和歌の 道 も だんだん 衰えて きたの を、 再び 昔の 盛り 


にかえそうと 努めた の は、 この 忠通 卿で ある。 久安 

し ゆんぜい  きょす け 

百 首 はこの 時代の 産物で、 男に は 俊 成が ある。 清輔 

たかす え  あ き 

が ある。 隆季が ある。 女に は 堀川が ある。 安芸が ある。 

小大 進が ある。 国歌 は あたかも 再興の 全盛時代 であつ 

た。 その 時代の 名 ある 歌人す らもみ な 詠み 悩んだ 「独 

り 寝の わかれ」 の 難題 を、 名 も 知らぬ 賤の 乙女が こう 

やす 

易 やすと 詠み 出した ので あるから、 関白 や 大納言が 驚 

歎の 舌 をまい たの も 無理はなかった。 

「父 は 勅勘の 身 ともあれ、 娘 には子 細 あるまい。 予が 

逢いたい。 すぐに 召せ」 と、 忠通は 言った。 

お リベき よはる 

関白 家の さむらい 織 部 清 治 はあくる 日す ぐに 山科郷 


ず ま い 

へ ゆき 向かって、 坂 部 行 綱の 侘び 住居 をたず ねた。 思 

いも 寄らぬ 使者 をう けて、 行 綱 もお どろいた。 彼 は 娘 

すいさん 

が 大納言 の屋 形へ 推参した こと を ちっとも 知らな かつ 

たのであった。 その 頃の 女の たしな みとして、 行 綱 は 

娘に も 和歌 を 教えた。 しかし それが 当代の 殿上人 を 驚 

かす ほどの 名誉の 歌人に な つ ていようと は 夢にも 知ら 

なかった。 彼 は 驚いて また 喜んだ。 彼 は 父に 無断で 大 

納 言の 屋 形に 推参した 娘の 大胆 を 叱る よりも、 それ ほ 

どの 才女 を 我が 子に もった という 親の 誇りに 満ちて い 

た。 

「折角のお 召し、 身に 余って かた じけ のうは ござり ま 


すけれ ど …… 」 

言い かけて 彼 はすこし ためらった。 貧と 病い とに 呪 

われて いる 彼 は、 関白 殿下の 御前に わが 子 を 差し出す 

ほどの 準備がなかった。 いかに 磨かぬ 珠 だとい つても、 

この 寒空に むかって 肌 薄な 萌黄 地の 小 振袖 一 重で 差し 

出す の は、 自分の 恥ば かりで ない、 貴人に 対して 礼儀 

を 欠いて いると いう 懸念 もあった。 使者 も それ を 察し 

ていた。 清 治 は 殿よりの 下され 物 だとい つて、 美しい 

染め 絹の 大 振袖 ひとかさね を 行 綱の 前に 置いた。 

「重々 の 御 恩、 お礼の 申し上げよう も ござり ませぬ」 

行 綱 は その 賜わり 物 を 押し頂いて 喜んだ。 使者に 急 


き 立てられて、 藻 はすぐ に 身 仕度 をした。 門の 柿の 木 

の 下に は 清 治の 供が 二人 控えて いた。 いたずら 者の 

おおがらす 

大鴉 もき ようは 少し 様子が 違う と 思った のか、 紅い 

柿の 実 を 遠く 眺めて いるば かりで 迂闊に 近寄って 来な 

かった。 

「御前、 よろし ゆうお 取りな し をお 願い 申す」 と、 行 

綱 は 縁 端まで いざり 出て 言った。 

「心得 申した。 いざ 参られい」 

げにん  かど 

藻の あとさき を 囲んで、 清 治と 下人ら が 門 を 出よう 

とすると ころへ、 千 枝 松が 来た。 彼 はま だ 病み あがり 

の 蒼い 顔 をして、 枯枝を 杖に して 草履 を ひきずり なが 


たど 

ら迪 つて 来た。 彼 は 藻 を ひと 目 見て あっと 驚いた が、 

そば に は 立派な 侍が 物々 し い 顔 をして 警 固し ている の 

で、 彼 はむ やみに 声をかける こと も 出来なかった。 と 

なりの 陶器 師の 店の 前に 突っ立って、 彼 は 見違える よ 

うに 美しくな つ た 藻の 姿 を 呆れた ように 眺めて いると、 

陶器 師の翁 も 婆 も 眼 を 丸く してす だれの あいだから 

窺って いた。 

藻 は それらに 眼 も くれない ように、 形 を 正して 真つ 

直ぐに あるいて 行った。 千 枝 松 はもう 堪 まら なくなつ 

て 声をかけた。 

「藻よ。 どこへ 行く」 


彼女 は 振り向き もしなかった。 一種の 不安と 不満と 

が 胸に みなぎつ てきて、 千 枝 松 は 前後の かんがえ もな 

しに 女の そばへ 龃け寄 つ た。 

「これ、 藻。 どこへ ゆく」 と、 彼 はまた 訊いた。 

「ええ、 邪魔す るな。 退け、 のけ」 

清 治 は 扇で 払いの けた。 勿論、 強く 打つ ほどの 気で 

もなかった ので あろうが、 手の はずみで その 扇が 千 枝 

松の 頰に はたと あたった。 かれは 赫 となって 思わず 杖 

をと り 直した が、 清 治の 怖い 眼に 睨まれて すくんで し 

まった。 藻 は 知らぬ 頦 をして 悠々 と ゆき 過ぎた。 


塚の 祟リ 

に ゆ うど う 

「おお、 入道よ。 よう ぞ 見えられた」 

関白 忠通卿 はいつ もの 優しい 笑顔 を 見せて、 今 ここ 

こづく  やせ 

へ はいつ て 来た ひと 癖 ありそうな 小作りの 痩 法師 を迎 


みちの リ  しんぜい 

えた。 法師 は少納 言通憲 入道 信 西であった。 当代 無双 

ちょうや  ふる 

の宏才 博識と して 朝野に 尊崇され ている この 古 入道に 

対して は、 関白 も 相当の 会釈 をし なければ ならな かつ 

た。 ことに 学問 を 好む 忠通は 日頃から 信 西 を 師匠の よ 

うやま 

うに も 敬 つていた。 

「きょうは 藻と いう 世に もめず らしい 乙女が まいる 害 

じ や。 入道 もよ い 折 柄に まいられた。 一度 対面して そ 

の 鑑定 をた のみ 申したい」 と、 忠通 はまた 笑った。 

「藻と いう 乙女 …… 。 それ は 何者で ござるな」 と、 信 

西 も その 険しい 眉 を やわらげて ほほえんだ。 

「これ 見られい。 この 歌の 詠みび とじ や」 


関白の 座敷と して は、 割合に 儉 素で、 忠 通の 座右に 

は 料紙 硯と 少しば かりの 調度が 置かれて あるば かりで 

あった。 忠通は 一枚の 料紙 をと リ 出して 入道の 前に 置 

くと、 信 西 は その 歌 を 読み かえして、 長い 息をついた。 

「なにさまよう 仕 まつった のう。 ひとり 寝の 別れと い 

う 難題 を これほどに 詠みいだ す もの は、 世に おそらく 

二人と は ござるまい。 して、 その 乙女 は 何者で ござる 

な。 身 はう き 草の根 をた えて、 水の まに まに 流れて ゆ 

く、 藻と は 哀れに 優しい 名 じ や」 と、 彼 は 再び その 料 

紙 を 手に とり 上げて、 見 とれる ように 眺めて いた。 

それが さきに 勅勘 を 蒙 つた 坂 部庄司 蔵人 行 綱の 娘で 


あると 言い聞かされて、 信 西 はまた 眉 を 皺め た。 彼 は 

蔵人 行 綱の 名 を 記憶して いなかった。 自分の 記憶に 

残って いないく らいで あるから、 行 綱の 人物 も 大抵 知 

れて あるよう に 思われた。 その 行 綱が これほどの 才女 

を 生み出した というの は、 世に も 珍しい ことで ある。 

彼 も その 藻と いう 乙女 を ひと 目 見たい と 思 つ た。 

「では、 その 乙女 をき よう 召されました か」 

「大納言の ことばに よれば、 世に たぐいな いかと も 思 

わるる ほどの 美しい 乙女 じ やそうな。 一 度 逢うて 見た 

いと 思うて、 きょう 呼び寄せた。 もう やがて 参る であ 

ろうよ I 


幾分 か 優柔と いう 批難 こそ あれ、 忠通は 当代の 

てんじょうびと 

殿上人 のうちで も 気品の 高い、 心ば えの 清らかな、 ま 

さいしょう 

ことに 天下の 宰相 として 恥ずかし からぬ 人物で あつ 

た。 彼 は 色 を 好まなかった。 年 ももう 四十に 近い。 美 

しい 乙女と いう ことばが 彼の 口から 出ても、 それが 何 

のけし からぬ 意味 を も 含んで いない こと は 相手に もよ 

く 判って いた。 客 も あるじ も 十六夜の 月 を 待つ ような 

風流な のびやかな、 さりと て 一種の 待ちわび しいよう 

な 心 持で、 その美し い 乙女の あらわれて 来る の を 待つ 

ていた。 

「藻が 同 候つ かまつ りました。 すぐに 召され まする 


織 部 清 治 は 来客の 手前 を 憚って、 主人の 顔色 をう か 

が いながら そ つ と 訊く と、 忠通 はすぐ に 通せと 言 つ た。 

やがて 清 治に 案内され て、 藻 は 庭 さきに はいって 来た。 

たいの や  ひる 

ここ は 北の 対屋の 東の 庭であった。 午す ぎの 明るい 

日 は 建物の 大きい 影 を 斜めに 地に 落として、 その 影の 

もみじ 

とどかない 築山の すそに は 薄紅い 幾 株 かの 楓が 低く 

繁 つて、 暮れ ゆく 秋 を 春 日 絵の ように いろどって いた。 

藻 は その 背景の 前に 小さく うずくまつ て、 うやうやし 

く 土に 手 を つ いた。 

「いや、 苦し ゆうない。 これへ 召し のぼせて 藁 蓐をぁ 


たえい」 と、 忠通は あごで 招いた。 

清 治 は 心得て、 藻 を 縁に のぼらせた。 そうして 藁の 

円座 を 敷かせよう としたが、 藻 は 辞退して 板 縁の 上に 

行儀よ く かしこまった。 

さき 

「予 は忠 通じ や。 そち は 前の 蔵人 坂部庄 司の 娘、 藻と 

申す か」 と、 忠通は 向き 直って 声をかけた。 

「仰せの 通り、 坂 部 行 綱の むすめ 藻、 初めてお 目 見得 

つかまつり まする」 

彼女 は 謹んで 答える と、 信 西 も 軽く 会釈した。 

「わし は 少納言 信 西 じ や」 

「遠慮 はない。 おもて を あげて 見せい」 


関白に 再び 声をかけられて、 藻 はしず かに 頭 を あげ 

た。 彼女の 顔 は 白い 玉の ように 輝いて いた。 彼女の 眉 

は 若い 柳の 葉よりも 細く 優しく みえた。 彼女の 眼 は 慈 

悲 深い 観音の それよりも やわらかく 清げ に 見えた。 そ 

の 尊げ な 顔、 その 優しげな かたち、 これが 果たして 人 

たね 

間の 胤であろう かと、 色 を 好まない 忠通も 思わず 驚歎 

の 息 をのんで、 この 端麗なる 乙女の 顔 かたち を のぞき 

込む ように 眺めて いた。 六十に 近い 信 西 入道 も 我に も 

そけ レ 

あらで 素絹の 襟 を かき 合わせた。 

「年 は 幾つ じ や」 と忠通 はまた 訊いた。 

「十四 歳に 相 成ります る」 


「ほう、 十四になる か。 才 ある 生まれ だけに、 年より 

まして 見 ゆる。 歌 は 幾つの 頃から 誰に 習うた」 

この 問いに 対して、 藻 は あきらかに 答えた。 自分 は 

じおん 

字音 仮名 づ かい を 父に 習った ばかりで、 これまで 定 

まった 師匠に 就いて 学んだ こと はない。 いわば 我流で 

お 恥ずかし いと 言った。 その 偽らない、 誇りげ のない 

態度が、 いよいよ 忠 通の 心 を ひいた。 彼 は 更に 打ち 解 

けて 言った。 

「なにび とも 詠み 悩んだ 独り 寝の 別れの 難題 を、 よう 

仕 まつった 者に は 相当の 褒美 を 取らそうと、 忠通 かね 

て 約束して ある。 そちに は 何 を 取らそう ぞ。 金 か 絹 か、 


調度の たぐい か、 なんなり とも 望め」 

藻の 涙 は 染め 絹の 袖に はら はらと こぼれた。 

「ありがたい 仰せ。 つたない 腰折れ を さばかり に 御 賞 

美 下されまして、 なんなり とも 望めと ある、 そのお な 

さけに 鎚 つて、 藻 一生のお 願い を 憚りな く 申し上げて 

もよ ろしゅう ^ ざリ ましょう か」 

きょう 

「おお、 よい、 よい。 包まずに 申せ」 と、 忠通は 興 あ 

リげ にうな ずいた。 

ごしゃ めん 

「父 行 綱が 御 赦免 を …… 」 

言い かけて、 彼女 は 恐る おそる 縁の 上に 平伏した。 

忠 通と 信 西と は 眼 をみ あわせた。 忠 通の 声 はすこし く 


陰った。 

「優し い - J と を 申す よ の う。 恩賞と し て 父の 赦免 を 願 

うか」 

この 願い は 二様の 意味で 忠 通の こころ を 動かした。 

第一 は 乙女の 孝心に 感じさせられ たのと、 もう 一 つに 

は 自分の 過去に 対する 微かな 悔み 心 を 誘い出され たの 

ほくめん 

とであった。 北面の 行 綱に 狐 を 射よ と 命じた の は 自分 

けしき 

である。 行 綱が 仕損じた 場合に、 ひどく 気色 を 損じた 

の も 自分で ある。 勅勘と はいえ、 そのと き 自分に 彼 を 

申しな だめて やる 心が あれば、 行 綱 はお そらく 家の 職 

を剝 がれず とも、 済んだ のであろう。 勿論、 彼に も 落 


度 は あるが、 さまでに 厳しい 仕置き をせ ずと もよ かつ 

たもの をと、 その 当時に も いささか 悔む 心の きざした 

としつき 

の を、 年月の 経つ につれ て 忘れて しまった。 それが 今 

度の 歌から 誘い出されて、 北面 行 綱の 名が 忠 通の 胸に 

よみがえった。 まして 自分の 眼の 前に は、 美しい 乙女 

が 泣いて 父の 赦免 を 訴えて いるで はない か。 忠通 もお 

のず と 涙ぐまれた。 

「そちの 父 は 勅勘の 身 じ や。 忠 通の 一存で とこうの 返 

答 はならぬ が、 その 孝心に めでて 願いの 趣き は 聞いて 

置く。 時節 を 待て」 

ことば 

この 時代、 関白 殿下から 直接に こういうお 詞 がか 


かれば、 遅 かれ 速 かれ 願意の つらぬく の は 知れて いる 

ので、 藻 は 涙 を 収めて ありがたく お礼 を 申し上げた。 

御前の 首尾の よいの を 見と どけて、 清 治 は 藻に 退出 を 

うながした。 

「また 召そう も 知れぬ。 その 折りに は 重ねて まいれ 

よ」 

ひき でもの 

忠通は 当座の 引出物と して、 うるわしい 色紙 短冊と、 

もみじ  うすよう 

紅葉が さねの 薄葉と を 手ず から 与えた。 そうして、 こ 

しゅ つせ い 

の 後と もに 敷 島の 道に 出精せ よと 言い聞かせた。 藻 

は その 品々 を 押しいた だいて、 清 治に 伴われて 元の 庭 

口から しずかに 退出した。 


「さかし い 乙女 じ や、 やさしい 乙女 じ や。 独り 寝の 歌 

を ささげた も、 身の 誉れ を 求む る 心で ない。 父の 赦免 

を 願おう ため か。 さりと は 哀れに いじらしい」 と、 忠 

通 は 彼女のう しろ 姿 を いつまでも 見送って 再び 感歎の 

溜息 を拽 らした。 

信 西 は 黙って いた。 定めて なんとか g 槌を 打つ こと 

と 思いの ほか、 相手 は 固く 口 を 結んで いるので、 忠通 

はすこし 張り合い 抜けの 気味であった。 彼 は 信 西の 返 

事 を 催促す るよう に、 また 言った。 

「あれほどの 乙女 を 草の 家に 朽ちさす る はいと おしい。 

冒 目 形と いい、 心ば えとい い、 世に たぐいな く 見 ゆる 


もの を …… 。 のう、 入道。 あれ を わが 屋 形に 迎ぃ 取つ 

て 教え 育て、 ゆくゆく は宫 仕え を もさし ようと 思う が 

どうで あろうな」 

信 西 は 眼 をと じて 黙って いた。 彼の 険しい 眉 は 急に 

縮んだ かと 思われる ように 迫って ひそんで、 ひろい 

額に は 一本の 深い 皺 を 織り込ませ ていた。 彼が 大事 

に 臨んで 思案に 能わぬ 時に、 いつも こうした 物凄い 人 

相 を 現わす こと を忠通 もよ く 知っていた。 知っている 

だけに、 なんだか 不思議に も 不安に も 思われた。 

「入道。 どうかお しゃれた か」 

重ねて 呼び かけられて、 信 西 は 初めて 眼 を ひらいた 


おそ 

が、 何者 をか畏 るるよう に その 眼 を 再び 皺め て、 しば 

らく は 空 をに らんで いた。 そうして、 呻く ようにた だ 

ひと 言いった。 

「不思議 じ やのう」 

それ は 藻が 屋 形の 四 足 門 を 送り出された 頃であった。 

千 枝 松 は 自分の 家へ いったん 帰って、 日の かたむく 


頃に また 出直して 来た。 彼 は 藻が 見違える ような 美し 

きぬ 

い 衣 を 着て、 見馴れない 侍に 連れて ゆかれる の を 見て 

驚いて 怪しんで その子 細 を 聞きた だそうと したが、 藻 

は 彼に は 眼 も くれないで 行き過ぎて しまった。 侍 は 扇 

で 彼 を 打った。 くやしい と 悲しい とが 一 つに なって、 

彼の 眼に はしず くが 宿った。 彼 は 藻の ひと 群れのう し 

ろ 姿が 遠くなる まで 見送って いたが、 それから すぐに 

藻の 家へ 行った。 藻が 関白の 屋 形へ 召された こと を 父 

の 行 綱から 聞かされて、 彼 もよう やく 安心した が、 屋 

形へ 召されて からさて どうした か、 彼の 胸に はや はり 

うち 

一種の 不安が 消えない ので、 家へ 帰っても 落ち着いて 


いられなかった。 

「病み あがり じ や。 もう 日が 暮 るるに どこへ ゆく」 と、 

叔母が 叱る の をう しろに 聞き流して、 千 枝 松 は そっと 

家 をぬ け 出した。 

さ る 

もう 申の 刻 を 過ぎた のであろう。 綿の ような 秋の 雲 

は、 まだ その 裳 を 夕日に 紅く 染めて いたが、 そこらの 

木蔭から は 夕暮れの 色が もうに じみ 出して きて、 うす 

ら 寒い 秋風が 路ば たのす すきの 穂 を 白く ゆすって いた。 

千 枝 松 はけさと おなじように 枯枝を 杖に してた ど つ て 

かど 

来る と、 陶器 師の翁 は 門に 立って 高い 空 をみ あげてい 

た。 


「千 枝 まよ。 また 来た か。 藻 はま だ 戻るまい ぞ」 と、 

翁 は 笑いながら 言った。 

「まだ 戻らぬ か」 と、 千 枝 松 は 失望した ように 翁の 顔 

を 見つめた。 「関白 殿の 屋 形へ 召されて、 今頃まで 何 

をして いるの かのう」 

「ここから 京の 上まで 女子の 往き戻 りじ や。 それだけ 

でも 相当の ひま はかかろう。 どうで も 藻に 逢いた くば、 

内へ はいって 待って いやれ。 暮れる とだん だん 寒うな 

る わ」 

翁 は 両手 をう しろに 組み あわせながら、 くさめ を 一 

すだれ  くぐ 

つして 簾の なかへ 潜って はいった。 千 枝 松 も 黙って 


付いて はいると、 婆 は 柴を炉 にくべ ていた。 

「病み あがりに 朝晚出 あるいて、 叔母 御が なんにも 叱 

ら ぬかよ」 と、 婆 はけむ そうな 眼 をして 言った。 「お ま 

え も 藻に はきつ い 執心 じ やが、 末 は 女 夫になる 約束 

でもした のかの」 

千 枝 松 の 顔 は 今 燃え上がった 柴の 火に 照ら されて 紅 

くな つた。 彼 は 煙り を 避ける ように 眼 を 伏せて 黙って 

いた。 

「そり ゃ銘々 の 勝手 じ やで、 わしら の 構うた ことで は 

ない が、 お前 知ってい やる か。 この頃の 藻の 様子が ど 

う も 日頃と は 違うて いる。 現に このあいだの 夜 もお 前 


や 爺 さまに あれほどの 世話を焼かせて、 その 明くる 朝 

ゆき 逢うても 碌々 に 会釈 もせぬ。 今までの おとなしい 

素直な 娘と はまる で 人が 違うた ような。 のう、 爺 さま」 

人の 好い 翁 は 隣り の 娘の 讒訴 をもう 聞き飽き たらし 

い。 ただ 黙って にゃにゃ 笑って いた。 その 罪のない 笑 

顔と、 意地悪 そうな 婆の 皺 づらと を 見 くらべながら、 

千 枝 松 はや はり 黙って 聞いて いると、 婆 は 更に 唇 を そ 

ら せて、 その まだらな 歯 をむ き 出した。 

「まだ それば かりで ない。 わし は 不思議な こと を 見た。 

おとといの 宵に 隣り 村まで 酒 買いに ゆく と、 そこの 川 

すすき  あし 

ベり の 薄 や 蘆が 茂った なかに、 藻が 一 人で 立って いた。 


立って いる だけなら 別に 子細 もない が、 片手に 髑髏 

を 持って、 なにやら 頭の 上に かざして でもい るよう な。 

わし も 薄 気味が 悪うな つて、 そつ とぬ き 足 をして 通リ 

過ぎた」 

その 髑髏 はかの 古塚から 抱えて きた ものに 相違ない 

と 千 枝 松 はすぐ に覚 つたが、 藻が いつまでも それ を大 

切に 抱えて いて、 なぜ そんな 怪しい 真似 をして いたの 

か、 それ は 彼に も 判らなかった。 

「わし も その後し ばらく 藻に 逢わぬ が、 毎晚 そのよう 

な こと をして いるので あろう か」 と、 千 枝 松 は 心 もと 

なげに 婆に 訊いた。 


「わし も 知らぬ。 わしの 見た の はた だ 一 度 じ や。 なぜ 

そのような こと をして いたの か、 お前 逢うたら きいて 

お 見やれ」 

「はは、 なんの むずかしく 詮議す る ことがあ ろうか」 

と、 翁 は 急に 笑い出した。 「宵の 薄暗が りで 婆め が 何 

か 見違えた のじ や。 さもな くば、 人の 見ぬ 頃 を はかつ 

て、 そこらの 川へ 捨てに 行った のであろう。 髑髏 を 額 

にか ざして 冠 にもなる まいに。 はは はは は」 

や つ き 

むぞうさに 言い 消されて、 婆 は 躍 気と なった。 彼女 

は 手真似 を まぜて その 時の ありさま を 詳しく 説明した。 

その 間に 彼 は 幾た びか 柴の 煙りに むせた。 


「なんの、 わしが 見違えて よい もの か。 藻 はたし かに 

髑髏 を 頭に 頂いて いたの じ や」 

「こり やじい 様の いう 通り、 なに かの 見違えで は ある 

まい かのう」 と、 千 枝 松は不 得心ら しい 顔 をして 側か 

くち 

ら喙を いれた。 

左右に 敵 を 引き受けて、 婆 はいよ いよ 口 を 尖らせた _ 

「はて、 お前ら は 見 もせいで 何 を 言う のじ や。 わし は 

その 場へ 通り あわせて、 二つの 眼で たしかに それ を 見 

とどけた のじ や」 

「見た というても 老いの 眼 じ や。 その 魚の ような 白 

い 眼で はのう」 と、 千 枝 松 は あざ笑った。 


「なんじ や、 さかなの 眼 じ や」 と、 婆 は 膝 を 立て直し 

た。 「これで も わしの 眼 は 見 透し じ や。 お前ら のよう 

な 明 盲と 一 つに なろう かい」 

「なにが 明きめ くらじ や」 と、 千 枝 松 も 居直った。 

「そんなら わし を、 さかなの 眼と なぜ 言 やった」 

「そのよう に 見 ゆるから 言うた のじ や」 

一 一人が 喧嘩腰に な つ て 口から 泡 を ふこうと する の を、 

翁 は 又 かと いうよう に 笑い なが ら しずめた。 

「はて、 もうよ い、 もうよ い。 隣り の 娘が 髑髏 を 頂 こ 

うと、 抱えようと、 わしら になん の 係り合い もない こ 

つのめ 

とじ や。 角目立って 争う ほどの こと もない わ。 千 枝 ま 


はと かくに 婆め と 仲が ようない ぞ。 二人 を 突き あわせ 

て 置いて は 騒々 しくて ならぬ。 千 枝 ま はもう 帰って、 

あした また 出直して 来 やれ」 

「そうじゃ。 爺 さまが こんな 阿呆 を 誘い 入れた のが 悪 

い」 と、 婆 は 焚火 越しに 睨んだ。 「ここ はわ しらの 家 

じ や。 お前 を 置く こと はならぬ。 早う 帰って くりや 

れ」 

「おお、 帰らいで か。 わしが こと を 阿呆と よう 言うた 

な。 おのれ こそ 阿呆の 疫病 婆 じ や」 

呶 鳴り 散らして、 千 枝 松 は そこ をつ いと 出る と、 外 

はもう 暮れて いた。 その 薄暗い なかに 女の 顔が ほの 白 


く 浮かんで 見えた。 女 は 小声で 彼の 名 を 呼んだ。 

「千 枝 ま」 

それ は 藻であった。 千 枝 松 は ころげる ように 蚯け 

寄った。 

「おお、 藻。 戻った か」 

「お前、 隣り の 家で 何 かいさ かいでも していた のか。 

阿呆の、 疫病のと、 そのような 憎て 口 は 言わぬ もの 

じ や」 

「じ やというて、 あの 婆め。 何 かにつ けて お前の こと 

を 悪う 言う。 ほんに ほんに 憎い 奴 じ や。 今 もお 前が 髑 

髏を 頭に 乗せて いたの 何のと、 見て 来たよう に 言い 触 


らして わし をな ぶろうと しいる」 と、 千 枝 松 はう しろ 

を 見返つ て 罵る ように 言った。 

藻 は 案外に おちついた 声で 言った。 

「あの 婆 どの もお 前が いうよう に 悪い 人で もない。 わ 

たしが 髑髏 を 持って いると ころ を、 婆 どの は 確かに 見 

たのであろう。 その 訳 はこう じ や。 このあいだの 晚、 

わたしが 枕に していた 白い 髑髏 は どこの 誰の 形見 か 知 

ら ぬが、 わたしの 身に 触れた という も 何 かの 因縁 じ や。 

回向して やりたい と 思うて 持ち帰って、 仏壇に そっと 

とと 

祀 つて 置いた を 父 さまに いっか 見付けられて、 このよ 

けが  うち 

うな 藤れ たもの を 家へ 置いて はならぬ。 もとのと ころ 


へ 戻して 来い と 叱られた が、 あの 森へ は 怖ろ しゅうて 

二度と は 行かれぬ。 おまえに 頼もうと 思うても、 あい 

にくに お前 は 見えぬ。 よん どころ なしに あの 川べ りへ 

ふもん ぼん  とな 

持って行って 普 門 品 を 唱えて 沈めて 来た。 となりの 婆 

どの は 丁度 そこへ 通り あわせて、 わたしが 髑髏 を 押し 

頂いて いると ころ を 見た のであろう。 訳 を 知らぬ 人が 

見たら 不思議に 思う も 無理 はない。 婆 どの はお 前 をな 

ぶろうと したので はない。 ほんの こと を 正直に 話した 

のじ や」 

「そうかのう」 

千 枝 松 も はじめてうな ずいた。 藻が 薄暗い 川べ りに 


立って 髑髏 を かざして いた 子細 も、 これで 判った。 陶 

器師の 婆が 根 もない こと を 言い触らした のでない とい 

う 証拠 も あがった。 彼 は 一 時の 腹立ち まぎれに 暄嘩を 

売って、 人の よい じい さまの 気 を 痛めた こと を 少し 悔 

むように な つ てきた。 

ごぜん 

「それから きょうは 関白 殿の 屋 形へ 召されて、 御前の 

首尾 はどうで あ つ た」 

じょ-つ じよ-つ 

「首尾 は 上 々 じ や」 と、 藻 は 誇る ように 言った。 「色 

紙 やら 短冊 やらいろ いろの 引出物 をく だされた。 帰り 

も 侍 衆が 送って 来て くれたが、 侍 衆の 話で は、 わたし 

をお 屋 形へ 御 奉公に 召さり よう も 知れぬ と …… 」 


「なんじ や、 御 奉公に 召さる ると …… 。 して、 その 時 

はどうす るつ もり じ や」 と、 千 枝 松 は あわただしく 訊 

いた。 

「どう するとい うて  。 ありがたく お受けす るまで 

じ や。 もしそう なれば 思い も 寄らぬ 身の 出世 じ やと、 

とと 

父 さま も 喜んでい やしゃれ た」 

秋の 宵闇 は 二人 を 押し 包んで、 女の 白い 顔 ももう 見 

えなくな つた。 その 暗い 中から 彼女の 顔色 を 読もうと 

ふくろう 

して、 千 枝 松 は 梟 のように 大きい 眼 をみ はった。 

「お受けす る …… 。 関白 殿の 屋形 へまい るか。 お宮 仕 

え は 一 生の 奉公と 聞いて おる。 それほどで 無うても、 


いとま 

三年 や 五 年で お 暇 は 下され まいに、 お前 はいつ ここ 

へ 戻って 来る つもり じ や」 

「それ はわた しに も 判らぬ。 三年 か 五 年 か、 八 年 か 十 

年 か、 一 生か」 と、 藻 は 平気で 答えた。 

それで は 約束が 違う と 言いたい の を、 千 枝 松 はじつ 

と嚙み 殺して、 しばらく 黙って いた。 勿論、 二人の あ 

いだに 表向きの 約束 はない。 行く末 はどう するとい う 

こと を、 藻の 口から あらわに 言い出し たこと もない。 

父の 行 綱 も 娘 をお 前に やろうと 言 つ たこと はない。 

しょせん は 言わず語らず のうちに 千 枝 松が 自分ぎ め を 

していた に過ぎないの である。 この場合、 彼 は 藻に む 


かって 正面から その 違約 を 責める 権利はなかった。 し 

かし 彼 は 悲しかった。 口惜しかった。 腹立たしかった。 

どう 考えても 藻 を 宮仕えに 出して やりた くな か つ た。 

「その 身の 出世と いうても、 出世す るば かりが 人間の 

果報で も あるまい ぞ。 奉公な どやめ にしゃれ」 と 彼 は 

率直に 言った。 

藻 はなん にも 言わなかった。 

「いやか。 どうで も 関白 殿の 屋形 へまい るの か」 と、 

千 枝 松 は 畳み かけて 言った。 「わしの 叔母 御のと ころ 

へ 来て 烏帽子 を 折り 習いたい というた は噓 か。 お前 は 

わしに 偽 つた か」 


彼 はこの 問題 を とらえて 来て、 女の 違約 を 責める 材 

料に しょうと 試みた が、 それ は 手 もな く 跳ね返された。 

「そり や 御 奉公しょう とも 思わぬ 昔の ことじ や」 

「その 昔 を 忘れて は 済むまい」 

暗い なかで は 女の 顔色 を 窺う こと はでき な いので、 

千 枝 松 はじれ て 藻の 手 をつ かんだ。 そうして 隣り の陶 

器師の 門まで ひいて ゆく と、 炉の火 はま ばらな 簾 を 薄 

紅く 洩れて、 女の 顔が 再び 白く 浮き出した。 千 枝 松 は 

その 顔 を のぞき 込ん で 言 つ た。 

「これほど 言うても お前 はきかぬ か。 わしの 頼み を 聞 

いて くれぬ か。 のう、 藻。 わし は 来年 は 男に なって、 


あきな い 

烏帽子 折りの 商売 をす るの じ や。 わしが 腕 かぎり 働い 

たら、 お前た ち 親子の 暮らしに は 事欠かすまい。 宫仕 

えな どして 何になる。 結局 は 地下で 暮らす のが 安楽 

ててご 

じ や。 第一 おまえが 奉公に 出たら、 病気の 父御 はなん 

となる。 誰が 介抱す ると 思う ぞ。 わが 身の 出世ば かり 

を 願うて、 親 を 忘れて は 不孝 じ ゃぞ」 

第一 の 抗議で 失敗した 彼 は、 さらに 孝行の 二字 を控 

え 綱に して、 女の 心 を ひき 戻そうと あせった が、 それ 

もす ぐに 切り放された。 

とと  ゆ 

「わたしが 奉公す ると なれば、 父 さまの 御 勘気 も 免る 

る。 殿に 願うて 良い 医師 を 頼む こと も 出来る。 なんの 


それが 不孝であろう ぞ」 

千 枝 松 は あとの 句 を 継ぐ ことが 出来 なくなった。 

藻 は 勝ち誇 つ たように 笑 つ た。 

「おまえと も 久しい 馴染みで あつたが、 もうこれ がお 

別れに なろう も 知れぬ。 今 もお 前が 言うた 通り、 来年 

は 男に なって、 叔父 さま や 叔母 さまに 孝行し なされ」 

彼女 は 幽霊の ように 元の 闇に 消えて しまった。 


千 枝 松 は その 晚 眠らずに 考えた。 

「陶器 師の 婆の 言うた に噓 はない。 藻 はむかし の 藻で 

ない。 まるで 生まれ変わった 人の ような」 

あした はもう 一度たず ねて 行って、 今度 はなん と 

いって 口説き 伏せようかと、 彼 は 疲れ切った 神経 をい 

よいよ 尖らせて、 秋の 夜長 を もだえ 明かした。 あかつ 

きの 鶏の 啼く 頃から 彼 は 又もや 熱が たかくな つた。 

「それお 見やれ。 しかと 癒り 切らぬ 間にう かう かと 夜 

歩き をす るから じ や」 と、 彼 は 叔母から 又 牝られ た。 

叔父から も 命知らず めと 叱られた。 


そうして、 四日ば かり は 外出 を 厳しく 戒められた。 

いかに あせっても、 千 枝 松 は 動く ことが 出来な かつ 

た。 四日 目の 朝に は 気分が 少し 快くな つたので、 叔母 

が 買物に 出た 留守 を 狙って、 彼 は 竹の杖に すがって 家 

を 這い 出した。 三、 四日のう ちに 今年の 秋 も 急に 老け 

て、 畑の 蜀黍 もみな 刈り取られて しまったので、 そこ 

らの野 づらが 果てし もな く 遠く 見渡された。 千 枝 松 は 

世界が 俄に 広くな つたよう に 思った。 そうして、 晴れ 

ばれし いという よりも、 なんだか 頼りない ような 悲し 

い 思いに 涙ぐまれた。 彼 は 重い 草履 を 引きずって とぼ 

とぼと 歩いて 来た。 


藻の 門の 柿の 梢が ようように 眼に はい つたと 思う 頃 

に、 彼 は 陶器 師の 翁に 逢った。 翁 は 野菊の 枝 を 手に 

持って、 寂しそう に 俯向き 勝ちに 歩いて いた。 ふたり 

は 田圃 路 のまん 中で 向かい合った。 

「じい さま。 どこ へ ゆく」 

挨拶な しで 行き 違う わけに もい かないので、 千 枝 松 

の 方から まず 声をかけ ると、 翁 は ゆがんだ 烏帽子 を 押 

し 直しながら、 いつもの 通りに 笑って いたが、 その 頤 

に は 少し 痩せが みえた。 

「これ じ や。 婆の 墓参り じ や」 と、 彼 は 手に 持って い 

る 紅い 花 を 見せた。 


「婆 どのが 死んだ か」 と、 千 枝 松 もさす がに 驚かされ 

た。 「いつ 死なし やれた。 急病 か」 

「おお、 丁度お まえが 来て、 いさかい をして 帰った 晚 

じ や」 

その 夜 ふけに そっと 戸 を 叩いた 者が ある。 婆 はいつ 

もの 寝坊に 似合わず、 すぐに 起きて 戸 を あけた。 外に 

は 誰が 立って いたの か 知らないが、 彼女 は そのまます 

るりと 表へ 出て 行って、 夜の 明ける まで 帰って来な 

かった。 翁 も 不思議に 思って 近所に 聞き 合わせた が、 

なにぶん にも 夜更けの ことで 誰も 知つ ている 者 はな 

かった。 だんだん あさり 尽くした 揚げ句に、 翁 はふと 


過日の 杉の 森 を 思いついて、 念のために 森の奥へ は 

いってみ ると、 婆 は 藻と 同じよう にかの 古塚の 下に 倒 

れ ていた。 しかし 彼女 は 何者に か 喉 を啖ぃ 破られて い 

て、 とても その 魂 を 呼び かえす すべはなかった。 葬い 

は 近所の 人た ちの 手 を 借りて、 その 明くる日の 夕方に 

とどこお りなく 済ませた と、 翁 も 顔 をく もらせながら 

話した。 

千 枝 松 も 眉 を 寄せて、 この 奇怪な 物語に 耳 を かたむ 

けて いると、 翁 はまた 言った。 

「わしの 考えで は、 それ もみん な 古塚の 祟り じ や。 わ 

しらが あの 森の奥へ む ざと 踏み込ん だので、 その 祟リ 


がわし の 身に はかから いで、 婆の 上に 落ち かかって 来 

たの じ や。 婆め は 塚の ぬしに ひき 寄せられて、 あの 森 

の 奥に 屍 を さらす ようになった のであろう。 千 枝 ま 

よ、 お前 もまん ざら 係り合いがない でもない。 婆め は 

あの 丘の 裾に 埋めて ある。 暇が あったら 一度 は その 墓 

を 拝んで やってくれ。 生きて いる 間 は 仇 同士の ように 

していても、 死ねば 仏 じ や。 どうぞ 回向 を 頼む ぞょ」 

こう 言つ ている うちに、 翁 はだん だんに ふだんの 笑 

顔に かえった。 しかし 千 枝 松 は 笑って いられなかった。 

俄に 物の 祟りと いう ことが 怖ろ しくな つ てきて、 さら 

でも 寒い 朝風に 吹き さらされながら 彼 は 鳥肌の 身 をす 


くめた。 

「それ は 気の毒 じ や。 わ しもきつ と 拝みに ゆく」 

翁に 別れて ふた 足 三 足 行き かかる と、 彼 は あとから 

呼び戻された。 

「千 枝 まよ。 まだ 言い残した ことがある。 藻 はもう 

家に いぬ ぞょ」 

千 枝 松の 顔色 は 変わった。 翁 は 戻って 来て 気の毒 そ 

うに 言った。 

「婆め の 弔いの ときには 藻 も 来て 手伝うて くれたが、 

その 明くる日に、 都から 又お 使いが 来たそう で、 すぐ 

ひるごろ 

に 御 奉公に あがる ことに 決まって、 きのうの 午 頃に い 


そい そして 出て 行った よ」 

渡り鳥が 一 一人の 頭の 上 を 高く むらが つ て 通った ので、 

翁 は 思わず 空 をみ あげた。 千 枝 松 は 俯向 いて くちびる 

を嚙ん でいた。 

「詳しい こと は庄司 どのに きいて お 見やれ。 婆が いな 

くな つたので 寂し ゆうて ならぬ。 わしが 家へ も 相 変わ 

らず 遊びに 来て くれよ」 

千 枝 松 はうな ずいて 別れた。 

仇の ように 憎んで いた 疫病 婆で も、 その 死 を 聞けば 

さすがに 悲しかった。 その 奇怪な 死に ざま は 更に 怖ろ 

しかった。 しかし 今の 千 枝 松に 取って は、 婆の 死 も 塚 


の 祟り ももう 問題ではなかった。 彼 は 半分 夢中で 藻の 

家へ 急いで ゆく と、 行 綱 は 蒲団の 上に 起き直って いた。 

「おお、 いつも 見舞うて くれて かたじけない」 と、 行 

綱 はいつ になく 晴れ やかな 眼 をして 言った。 「そなた 

と 仲好しであった 藻 は、 関白 殿の 屋 形へ 召されて 行つ 

た。 わし もま だ 起き 臥し も 自由で ない 身の上で、 介抱 

の 娘 を 手放して は いささか 難儀 じ やと 思うた が、 第一 

に は あれの 出世に もなる こと、 ひいては わしの 仕 合わ 

せに もなる ことじ やで、 思い切って 出して やった。 行 

く 末の こと は 判らぬ が、 一 度 御 奉公に 召された から は 

五 年 十 年で は 戻られまい。 そなた も 藻と は 久しい 馴染 


み じ や。 娘の 出世 を 祝うて くりやれ」 

千 枝 松 はもう 返事が 出なかった。 聞く だけの こと を 

聞いて しまって、 彼 はすぐ に 外へ 出る と、 門の 柿の 梢 

に は 鴉の つ いばみ 残した 大きい 実が 真つ 紅に ただれて 

熟して、 その 腐った 葉が 時 どきに はら はらと 落ちて い 

た。 彼 は 陰った 眼 を あげて その 梢 をみ あげてい るう ち 

に、 熱い 涙が 頰を 伝って 流れ出した。 

藻 は 自分 を 捨てて 奉公に 出て しまった。 五 年 十 年、 

あるいはもう 一生 戻らない かもしれ ない。 それ を 思う 

と、 彼 はむ やみに 悲しくな つた。 来年から 一人前の 男 

になって 烏帽子 折りの あきないに 出る という 楽しみ も、 


藻と いう ものが あれば こそで、 その 藻が 鳥の ように 飛 

んで 行って しまって、 再び 自分の 籠に は 戻らない と 決 

まった 以上、 自分 はこの 後に なに を 楽しみに 働く。 な 

に を 目 あてに 生きて ゆく。 千 枝 松 はこの 世界が 俄に 暗 

黒に なった ように 感ずる と 同時に、 まだ ほんとうに 癒 

り 切らない 病い の 熱が また 募って きた。 彼の 総身 は 火 

に灼 かれる ように 熱くな つた。 彼 は 息苦しい ほどに 喉 

がか わいて きたので、 隣リの 陶器 師 のうちへ 転げ込ん 

で 一杯の 水 を 飲もうと したが、 翁の 留守 を 知っている 

ので、 さすがに 遠慮した。 彼 は 杖 を 力に して 近所の 川 

ベり へ さまよ つ て 行った。 


ここ は 藻と 一緒に たびたび 遊びに 来た 所で ある。 こ 

の あいだ も 十三夜の すすき を 折りに 来た 所で ある。 二 

人が 睦まじく ならんで 腰 を かけた 大きい 柳 は そのまま 

に 横たわって、 秋の 水 は 音 もな しに 白く 流れて いる。 

千 枝 松 は 水の きわに 這い 寄って、 冷たい 水 を 両手に す 

くって したたかに 飲んだ が、 総身 はいよ いよ 燃える よ 

うに ほてって、 眼が くらみ そうに 頭が しんしんと 痛ん 

で 来た。 彼 はもう 立って 歩く ことが 出来 なくなつ たの 

で、 杖 を そこに 捨てて しまった。 蟹の ように 這って あ 

るいて、 枯れた 蘆 やすす きの 叢 をく ぐって、 ともかく 

往来まで 顔 を 出した が、 彼 はまた 考えた。 


「もういつ そ、 死んだ がまし じ や」 

藻 を 失った 悲しみと 病い にさい なまる る 苦しみ を 忘 

れる ために、 いっそ この 水の 底へ 沈んで しまおうと、 

彼 は 咄嗟の あいだに 覚悟 をき めた。 彼 は 再び 水の きわ 

へ 這い 戻って、 蒼 ざめ た 顔 を 水に 映した 一刹那に、 う 

しろから その 腰の あたり を 引つ 摑んで 不意に ひき 戻し 

た 者が あった。 

「これ、 待て」 

しもべ 

それ は 下部ら しい 小男であった。 くずれた 堤の 上に 

は その 主人ら しい 男が 立って いた。 もう 争う ほどの 力 

もない 千 枝 松 は、 子供に つかまれた!： ころの ように 堤 


のき わまで ずるずると 曳き摺 られて 行った。 

「お前 は そこに 何 をして いる」 と、 主人ら しい 男 は 彼 

しず 

に徐 かに 訊いた。 男 は 三十 七、 八で もあろう。 水 青の 

かりぎぬ  ぬば かま  たて 

清らかな 狩 衣に 白い 奴 袴 を はいて、 立 烏帽子 を かぶつ 

て、 見る から 尊げ な 人柄であった。 彼 は 鼻の 下に 薄い 

髭 をた くわえて いた。 優しいながら もど こやら に 犯し 

難い 威 を もった 彼の 眼の ひかりに 打 たれて、 千 枝 松 は 

土に 手 をつ いた。 

「見れば 顔色 もようない」 と、 男 は 重ねて 言った。 「お 

あやかし  つ  そう 

まえ は 怪異に 憑かれて 命 をう しなう という 相が 見 ゆる。 

あぶない ことじ や」 


「殿のお たずね じ や。 つつまず 言え。 おのれ 入水の 覚 

悟で あろうが …… 」 と、 下部 は 叱る ように 言った。 

はリ まの かみやす ちか 

「わし は 播磨守 泰親じ や。 何者の 子 か 知らぬ が、 お ま 

えの 命 を 救うて やりたい。 死ぬ る 子細 を つぶさに 申 

せ」 

泰 親の 名 を 聴いて、 千 枝 松 もお もわず 頭 を あげて、 

自分の 前に 立 つ ている その 人の 顔 を 恐る おそる 仰いで 

おんよう はかせ あべのせ いめい 

視た。 播磨守 泰親は 陰陽 博士 安倍晴明が 六 代の 孫で、 

きぼく  おさ 

天文 亀卜 算術の 長と して 日本 国に 隠れの ない 名家で あ 

る。 その 人の 口から お前に は 怪異が 憑いて いると 占わ 

れて、 千 枝 松 はいよ いよ 怖ろ しくな つた。 


彼は泰 親の 前で 何事 も いつわらずに 語った。 泰親は 

かんこう  しず 

眼 を とじてし ばらく 勘考して いたが、 やがて 又徐 かに 

言った。 

「その 藻と やらいう 女子の 住み家 はいず こじゃ。 案内 

せい」 

泰親 はなに やら 薬 をと リ 出して くれた。 それ を 飲む 

しんき 

と 千 枝 松 は 俄に 神気が さわやか になった。 彼 は 下部に 

たすけられて 行 綱の 家の 前まで たどって ゆく と、 泰親 

は 立ち 停まって 家の まわ リを 見廻した。 それから 更に 

眉 を 皺め て 家の 上 を 高く 見 あげた。 

きょ うたく 

「 凶宅 じ や」 


柿の 梢に はいつ もの 大きい 鴉が 啼 いていた。 


花の 宴 


それから 年の こよみが 四た び 変わって、 仁 平 二 年の 


春が 来た。 

やくびょうがみ 

この 三、 四 年 は 疫病神 もど こへ か 封じ込められて、 

その あらぶ る 手 を 人間の 上に 加えなかった。 やや もす 

れば 神輿 を 振り立てて 暴れ出す 延暦 寺の 山 法師 ども も、 

とさ 

この頃 はおとな しく 斎の 味噌汁 をす すつ て 経 を 読んで 

なが まき 

いるら しい。 長 巻の ひか リも高 足駄の 音 も 都の 人の 夢 

を 驚かさなかった。 検非違使の 吟味が 厳しい ので 盗賊 

の 噂 も 絶えた。 火事 も 少なかった。 嵐 もなかった。 こ 

の 世の 乱れ も 近づ いたよう におび えていた 平安朝 末期 

ゆる 

の 人の 心 もい つか 弛んで、 再び 昔の のびやかな 気分に 

たま  お 

かえると、 その ゆるんだ 魂の 緖を 更に ゆるめる ように、 


ことしの 春 は うらら かに 晴れた 日が つづいた。 野に も 

山に も 桜 を かざして 群れ遊ぶ 人が 多い ので、 浮かれた 

きぬ 

蝶 は その 衣の 香 を 追う に 忙しかった。 

関白 忠通 卿が 桂の 里の 山荘で も、 三月の なかばに 花 

うたげ  うじ おさ 

の 宴が 催された。 氏の 長と いう 忠通 卿の 饗宴に 洩れ 

るの は 一 代の 恥辱で あると 言い 囉 されて、 世に ある ほ 

どの 殿上人 は 競って ここに 群れ集まった。 濡 るると も 

花の 蔭に てと いう 風流の 案内で あつたが、 春の 神 もこ 

うたげ むしろ 

の 晴れが ましい 宴の 筵 を 飾ろうと して、 この 日 は 朝 

から 美しい 曰の 光りが 天に も 地に も 満ちて いた。 

風流の 道に たましい を 打ち込んで、 華美が ましい こ 


と を 余り 好まなかった 忠通 も、 おととし 初めて 氏の 

ちょうじゃ  おご 

長者と 定められてから おのず と 心も驕 つて 来た。 世 

の 太平に も 馴れて 来た。 この 当時の 殿上人が 錦 を 誇る 

もみじ 

紅葉の なかで、 彼 は 飾りな き 松の 一樹と 見られて いた 

のが、 いっか 時雨に 染められて、 彼 もまた 次第に 華美 

を 好む ように 移り変わって 来た。 もう 一 つに は 藤 原 氏 

の 長者と いう 大 いなる 威勢 を ひとに 示そうと する 政略 

の 意味 も 幾分 かま じって、 きょうの 饗宴 は 彼と して 実 

に 未曾有の 豪奢 を 極めた ものであった。 かねてこうと 

まろう ど 

大 かたは 想像して 来た 賓客た ち も、 予想 を 裏切らる る 

もてなし  きも 

ばかりの 善美の 饗応に は、 その やわらかい 胆を ひしが 


れた。 あるじ は 得意であった。 客 もむ ろん 満足で あつ 

た。 

思い思いに 寄りつ ど つ て 色紙 や 短冊に 筆 を 染める 者 

もあった。 管 絃の楽 を 奏する 者 もあった。 当日の 賓客 

きょ ラ 

は 男ば かリ では こちたくて 興が 薄い というので、 な 

にがしの 女房た ちゃ、 なにがしの 姫た ち もみな 華やか 

な よそおい を 凝らして、 その 筵に 列な つていた。 その 

美しい 衣の 色 や、 袖の 香 や、 楽の 音 や、 それ もこれ も 

一 つに なって、 あぶる ように 暖かい 春の ひかりの 下に 

溶けて 流れて、 花 も 蝶 も 鶯も色 をう しない 声 を ひそめ 

るば かりであった。 


これ も その美し い 絵巻物の なかから 抜け出して 来た 

一 人であろう。 縹 色の 新しい 直 衣 を 着た 若い 公家が 春 

風に 酔い を醒 ませて いるら しく、 水に ただよう 花の 影 

みぎわ 

をみ おろしながら 汀の 白い 石の 上に 立って いると、 

うしろから そっと 声をかけた 者が あった。 男 は 振り向 

いて 立 烏帽子の ひたい を 押し 直した。 

たまも  まえ  おん もてなし 

「玉藻の 前。 きょうは いろいろの 御 款待、 なにかと 御 

苦労で ござった」 

さしょうべ ん かねす け  ひげ 

若い 公家 は左少 弁兼輔 であった。 色の 白い、 髯の薄 

い 優雅の 男振りで、 詩文 もった なくない、 歌 も 巧みで 

あった。 そのほかに 絵 もす こしば かり 描いた。 笛 もよ 


みやびお とこ 

く 吹いた。 当代の 殿上人の うちで も 風流 男の 誉れ をう 

つぼね 

た われて、 なんの 局、 なんの 女房と しばしば あだし 名 

を 立てられ るの を、 ひとに も 羨まれ、 彼 自身 も 誇らし 

く 考えて いた。 

その 風流 男の 前に 立 つ て 恥じらう 風情 もな しに 心 易 

げに物 をい う 女子 は、 人間の 色 も 恋 もとう に 忘れ 果て 

ふる 

た 古 女房 か、 但し は 色 も 風情 も 彼に 劣らぬ という 自信 

を もった 風流 乙女 か、 二つのう ちの 一つで なければ な 

ら なかった。 彼と 向き合つ ている 女子 は 確かに 後の方 

の 資格 を 完全に そなえて いた。 

ごえし やく 

「なんの 御 会釈に 及びましょう。 おん もてなし はわた 


くし どもの 役目、 何事 も 不行届き で 申し訳が ござ リま 

ひま 

せぬ。 この頃の 春の 日 の暮 るる に はま だ 間 も，、 - J ざ リま 

ちん 

しょう。 あちらの 亭へ お越しな されて、 今す こし 杯 を 

お過ごし なされて はいかが。 わたくし 御 案内 を 仕 まつ 

リま す」 

「いや、 折角ながら 杯 はもう 御免く だされ。 先刻から 

いこう 酔いく ずれて、 みだりがましい 姿 を 人び とに 見 

せまいと、 この 木蔭まで 逃げて まいった ほど じ や」 と、 

兼 輔は扇 を 額，" にか ざしながら ほほえんだ。 

「と 申さる るは噓 で、 誰 やらと ここで 出逢う 約束と 見 

えました。 そういう ことなら、 わたくし 何時まで もこ 


こにいて、 お前が たの 邪魔し ます ぞ」 と、 女 も 扇 を 口 

にあて て 軽く 笑った。 

「これ は 迷惑。 われらに は 左様な 心当て は 少しも ござ 

らぬ。 唯 ここに さまよい 暮らして、 物い わぬ 花の かげ 

を 眺めて いるば かりじ や。 おなぶり なさるな」 

まじめら しく 言い訳す る 男の 顔 を、 女 はや はり 笑い 

ながら じ つ と 見入 つていた。 遠い 亭 座敷から 笛の 声が 

こま 

ゆるく 流れて 来て、 吹く ともない 春風に ほろほろと 零 

れて 落ちる 桜の 花びらが、 女の 鬢の 上に 白く 宿った。 

女 は 玉藻の 前であった。 坂 部庄司 蔵人 行 綱の 娘の 藻 

こしち と 

が 関白 忠通 卿の 屋 形に 召し出されて、 侍女の 一 人に 加 


えられた の は、 彼女が 十四の 秋であった。 当代の 賢 女 

と 言い 囉 されて いた 忠 通の 奥方 は、 それから 間もなく 

にわかに 死んだ。 忠通も その後 無 妻であった ので、 美 

あるじ 

しいが 上に さかし い 藻 は 主人の 卿の 寵愛 を 一 身に あつ 

めて、 ことし 十八の 花の 春 をむ かえた。 奉公の 後も忠 

通 はむかし のま まに 藻と いう 名 を 呼ばせて いたが、 玉 

のように 清らかな 彼女 のかん ばせ は 早く も 若 公家ば ら 

の 眼 を ひいて、 誰が 言い出した ともなし に、 彼女の 名 

の 上に は 玉と いう 字が かぶらせられた。 それが だんだ 

んに 言い 慣 わされて、 あるじの 忠 通す らも 今では 彼女 

を 玉藻と 呼ぶ ようになった。 才色た ぐいな きこの 乙女 


を 自分の 屋形 にた くわえて あると いう ことが、 あるじ 

の 一種の 誇りと なって、 客の ある ごとに 忠通は 玉藻 を 

ゆさん 

給仕に 召した。 かりそめの 物 詣でゃ 遊山に も かならず 

玉藻 を 供に 連れて 出た。 忠 通が T J の 頃よう やく 華美の 

風に 染みて 来たの も 玉藻 を 近づけてから 後の ことで 

あった。 

玉藻が 外から 帰って来 ると、 長い 抉 はいつ も 重く 

なって いた。 その 抉へ 人知れずに 投げ込まれた かずか 

ずの 文 や 歌に は、 いずれも あこがれた 男 どもの 魂が こ 

もってい たが、 玉藻 は 一度 も 返し をし なかった。 それ 

でも 根気よ くまつ わって 来る 者が 多い ので、 彼女の 抉 


はきょう もよ ほど 重くな つてい るら しかった。 それ を 

察して、 今度 は 兼輔の 方から なぶる ように 言った。 

「のう、 玉藻の 前。 きょうはお 身の 袂も 定めて 重い こ 

とで) J ざろう。 身投げす る もの は 抉に 小石 を 拾うて 入 

るると かいうが、 お 身の ように 重い 袂を 持って いる 者 

が 迂闊に この 流れに 陥ったら、 なかなか 浮かび あが 

られ まい。 気をつけ たがよう ござる ぞ」 

かるくち 

精い つばい 軽口の つもりで 彼 は 自分から 笑って かか 

ると、 玉藻 も 堪えられな いように、 扇で 顔 を かくしな 

がら 言った。 

「そり やお 身 さま 御自身の ことじ や。 わたくし のよう 


な 端 下 者が 何で そのような …… 。 現在の 証拠 はお 身 さ 

まこ そ、 さっきから 人待ち顔に ここに 忍んで ござる で 

な レカ」 

今度 は 別に 言い訳 をしょう ともしないで、 兼 輔は唯 

にゃにゃと 笑って いた。 実 をい うと、 彼 もそう いう 心 

構えがない でもない。 自分 ほどの 者が まどい を 離れて、 

こうして 一 人で さまよって いるから に は、 誰か 慕い 

寄って 来る 女が あるに 相違ない と、 誰 を あて ともなし 

に 待ち 網 を 張って いると ころへ、 思いの ほかの 美しい 

人魚が 近寄って 来たので あった。 彼 はどうし てこの 獲 

物 を 押さえようかと ひそかに 工夫 を 練つ ていた。 


「うたがい も 人に こそ よれ、 兼輔 はさよう な 浮かれた 

魂 を 抱えた 男で ござらぬ。 そういうお 身 はなに しに こ 

こ へ 参られた。 われら こそ ここにお つ て はお 邪魔で あ 

ろうに …… 。 ほんに そうじゃ。 お 身が 先刻 あちらの 亭 

へ ゆけ と言われ たは、 その 謎 か。 それ を 悟らで、 うか 

うかと 長居した は、 われらの 不粋 じ や。 ゆるして くだ 

され」 

相手の 心 を さぐる つもりであろう。 彼 は 笑いに まぎ 

しず 

ら せて 徐 かに ここ を 立ち去ろう とすると、 その 袂 はい 

つか 白い 手に つかまれ ていた。 

「お 身 さま、 御 卑法じ や」 


兼輔は 相手の 心 を はかり かねて、 黙って 立ち 停まつ 

た。 

「殿上人の うちで も、 風流の 名の 高い お 身 さま じ や。 

女子 をな ぶる は 常の ことと 思うても いらり ようが、 も 

いちず 

しこ こに 浅はかな 一途な 女子が あって、 なぶらる ると 

は 知らいで 思い つめたら、 お 身 さま それ を どうな され 

まする」 

「われら は 正直者、 ひと をな ぶ つ た 覚え は ござらぬ」 

と、 兼輔は 眼で 笑いながら 空 うそぶいた。 

「いや、 無い と は 言わせ ませぬ。 お 身 さま、 これ を 御 

存じない か」 


玉藻 は 丁寧に 畳んだ 短冊 を ふところから 探り出して、 

男の 眼の 前につ きつけた。 嬉しい と、 さすがに 恥ず か 

しいと がー つに なって、 兼輔は 顔の 色 をす こし 染めた。 

「お 身 さま は 御 卑怯と 言うた が 無理 か。 この 歌の 返し 

を 申し上げ ようとて 人目 を 忍んで まいった もの を、 お 

身 さま はむ ごく 突き放して 逃ぎ ようと か」 

ひとみ 
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られ て、 兼 輔は肉 も 骨 も 一 

度に とろける ように 感じた。 玉藻 は 笑いながら その 短 

冊 を 再び 自分の ふところに 収める と、 若い 公家の 魂 も 

それと 一緒に、 女の ふところへ 吸い込まれて しまった。 


二 

ほっしよ うじ リ ゆうしゅう あじゃ リ 

「お 身 さまの 叔父 御 は 法 性 寺の 隆秀 阿闍 梨で おわす そ 

せきがく  ひじ リ 

うな。 世に も 誉れの 高い 碩学の 聖、 わたくし も 一度 

ま  さよ ラげ 

お 目 見得して、 眼の あたりに 教化 を 受けたい。 お 身 さ 

ま 御 案内して くださら ぬか」 と、 玉藻 は 思い入つ たよ 

うに 言った。 それ は、 彼女の 口から 恋歌の 返し を兼輔 

の 耳に そ つ とさ さやいた 後で あ つ た。 

「ほう、 法 性 寺の 叔父に お 身 はま だ 一 度 も 逢われぬ か」 


と、 兼輔 はすこし 不思議 そうな 顔 をした。 

法 性 寺 は 誰も 知る 通リ、 関白 家 建立の 寺で ある。 

忠通 卿の 尊崇 なおざり でない こと は 兼輔も かねて 知つ 

ていた。 その 寺の 尊い 阿闍 梨に、 玉藻が 一度 も 顔 を あ 

わせて いないと いうの は、 なんだか 理屈に 合わない よ 

うに も 思われた。 

「阿 闍梨は 女子が きついお 嫌いそう な」 と、 玉藻 は そ 

れを 説明す るよう に 寂しく ほほえんだ。 

甥の 兼 輔とは 違って、 叔父の 隆秀阿 闍梨は 戒律 堅固 

とくど  にょにん 

の 高僧であった。 彼 は 得度し がた き 悪魔と して 女人 を 

あてび と 

憎んで いるら しく、 いかなる 貴人の 奥方 や 姫君に 対し 


て も、 彼 は 膝 を まじえて 語る の を 好まなかった。 忠通 

も それ をよ く 知ってい るので、 法 性寺詣 でのと きに 

限って、 決して 女子 を 伴って 行った ことはなかった。 

寵愛の 玉藻の 望みで も、 法 性 寺の 供 だけ は 一 度 も 許さ 

れ なかった。 兼輔も そこに 気がついて 苦笑いした。 

「はは、 叔父の かたくな は 今に 始ま つたこと で ^ ざら 

ぬ。 われら も 顔 さえ 見せれば 何かと 叱られて、 むず か 

こはんと き 

しい 説法 を 小 半晌も 聞かさる る。 うかと 美しい 女子な 

ど 引き合わせたら、 また 何 を 言わ りょうやら。 しかし 

ほかならぬお 身の 頼み じ や。 ちっとぐ らい 叱られても 

苦し ゆう ござらぬ。 なんどき なりと も 案内して、 叔父 


の阿闍 梨に 逢わせ 申そう よ」 と、 彼 は 事 も なげに 受け 

合った。 

とうげ  だいば ぼん 

「八 歳の 龍 女が 当 下に 成仏した こと は提婆 品に も 説か 

れ てあります。 いかに 罪業の ふかい 女子の 身と て、 尊 

げんせ 

ぃ阿闍 梨の 教化 を 受けましたら、 現世 は ともあれ、 せ 

めて 来世 は 心安かろう にと、 唯 それば かり を 念じて お 

ります る」 と、 玉藻の 声 はすこし く 陰った。 

いたましく 打ちし おれた ような 玉藻の すがたが、 兼 

輔の 眼に は 更に 一 段の あでやか さ を 加えた ように も 見 

られ た。 彼が 好んで 口ずさむ 白 楽天の 長 恨 歌の 

りかい つし はる あめ をお ぷ 

「梨花 一 枝 春 帯 雨」 というの は、 まさしく この 趣で あろ 


うと も 思われた。 彼 は 慰める ように 又 言った。 

「はて、 われらの 約束に いつわ リは ござらぬ。 あすで 

も あさって でも、 かならず 一緒に 連れ立って 参る。 文 

のた より さえ 遣され たら、 なんどきでも すぐに 誘いに 

まいる。 叔父が 頑固に なんと 言おうと も、 われらが 

き つ とその 前に 連れ出して 引き合わして みしょう」 

頼もし そうな 誓い を 聞いて、 玉藻 は 嬉しそう にうな 

ずいた。 二人 は ひたと 身 をよ せて 更に 何事 を かさ さや 

き 合おうと すると ころへ、 木の間 伝いに ここへ 近寄つ 

て 来る 足音が きこえた。 兼輔 はすこし 慌てて 見 かえる 

と、 その 人 は 三十 を まだ 越えた ばかりの 痩 形の 男で、 


顔の 色 はや や 蒼白い が、 この頃の 殿上人に は 稀に 見る 

精悍の 気が その 鋭い 眼の 底に あふれて いた。 彼 はわ ざ 

す  じょうえ 

と 拗ねた のであろう、 きょうの 華やかな 宴の 筵に 浄衣 

のうし  ぬば かま 

めいた 白の 直 衣 を 着て、 同じく 白い 奴 袴 を はいていた _ 

彼 はきょうの あるじの 忠 通の 弟で、 宇治の 左大臣 

頼 長であった。 彼 は 師の信 西 入道 を も 驚かす ほどの 博 

学で、 和歌に 心 を 寄せる 兄の 忠通を 常に 文弱と 罵って 

いる ほどに、 抑えが たい 覇気と 野心と に充ち 満ちて い 

る 人物であった。 この 人に じろ リと 鋭い 一瞥 を 呉れら 

れて、 兼輔 はなんだ か 薄気味悪く なって 来た。 ことに 

場合が 場合で あるので、 彼 はいよ いよ 度 を 失って、 肌 


の 背に は 冷汗が にじんだ。 

「ほう、 左少弁 はこれ にいた か」 と、 頼 長 は その 怖い 

眼に は 不似合いな 柔 かい 声で 言った。 

それでも こちら はや はり 落ち着いて いられなかった _ 

彼 は 酒の 酔い を醒 ますた めに この 川端へ 降りて いた こ 

と を 言い訳が ましく 答える と、 頼 長 は あざ笑う ような 

眼 をして 黙って 聞いて いた。 なんだか 居 心の 悪い 兼輔 

は、 玉藻と 眼 をみ あわせて 早々 に そこ を 逃げて 行って 

しまった。 頼 長 はま だ そこに 立って いる 玉藻に は 眼 も 

くれないで、 薄 むらさきの 霞のう ちに 暮れ かかる 春の 

夕 空 を 静かに 打ち 仰いで いた。 嵐が 少し 吹き出し たと 


みえて、 花の 吹雪が 彼の 白い 立ち姿 をつ つんで 落ちた。 

「左大臣 殿」 と、 玉藻 はしと やかに 声をかけた。 

「なんじ や」 と、 頼 長 も 静かに 見 かえった。 

「嵐が 誘うて まいりました」 

いのち 

「花 もこ こ 二、 三日が 命じ やのう。 お 身 は兼輔 とこ 

こで 何 を 語ろう ていた」 と、 頼 長 は 笑いながら 訊いた。 

「歌 物語な ど 致して おりました」 

「恋歌の 講釈 か」 と、 彼 はまた あざ笑う ような 眼 をし 

た。 

「はい。 恋の 取り持ち を 頼もうかと …… 」 

こうした なまぬるい 恋ば なし を 好まない 頼 長 も、 こ 


の 美麗な 才女に 対して あまりに 情ない 返事 も 出来ない 

ので、 いい加減に 取り合わせて 言った。 

「お 身 ほどの 者で も、 人 を 頼まいで は 恋 はならぬ か。 

恋 は なかなかに むずかし いもの じ やな」 

「身に あまる 望みで ござり ますれば …… 」 

玉藻 は 遣る瀬な いように 低い 溜 息をついて、 頼 長の 

こわく 

顔 を そっとの ぞいた。 人 を 蠱惑せ ねば やまない ような 

情け深い 女の 眼の ひかりに 魅せられて、 頼 長の 魂 は 思 

わず ゆらめいた。 

「ほう、 身に あまる 望みと か。 これ はいよ いよむ ず か 

しゅう 見 ゆる ぞ。 兼輔 ひとりの 力に 及ばず ば、 頼 長 も 


共 どもに 助力して お 身が 恋 を かなえて やりたい。 相手 

は 誰 じ や。 明かされ ぬか」 

「お 身 さまの 前で は 申し上げられ ませぬ」 と、 玉藻 は 

こうちぎ  せつ 

藤 紫の 小 桂の 袖で 切ない 胸 を かかえる ように 俯向いた。 

嵐 は 桜の 梢 を ゆすって 通った。 

「予が 前で は 言われぬ か。 頼 長 は兼輔 ほどに 頼もしい 

男で ない と 見積もられ たか。 さりと は 心外 じ や」 と、 

きょう 

頼 長 はいよ いよ 興 に ふけった ように 高く 笑った。 

藤 むらさきの 袖の 蔭から 白い 顔 はまた 現われた。 彼 

女 は 媚びる ように 低く ささやいた。 

「頼もしい と 見ら るる も、 頼もしから ぬと 見ら るる も、 


お 身 さまのお 心 一 つで ござり まする」 

なぞ 

「はて、 謎 なぞの ような こと は 言わぬ もの じ や。 いか 

ように すれば 頼 長 は 世に 頼もし い 男と ならる るの じ や。 

打ち付けに 言え、 あらわに 申せ」 

「申しましょう か」 と、 玉藻 はすこし ためらう 風情 を 

見せた が、 やがて 思い切つ たように 言った。 「関白の 

殿の おん 身内、 才学 は 世に かくれの ない 御仁 …… 。 桜 

あで 

さくらの 仇め いて 艷 なるな かに、 梨の 花の ように 白う 

清げ に 見 ゆる おん 方 …… 。 もう その上 は 申されぬ。 お 

察し 下さり ませ」 

頼 長 は 夢から 醒めた ように 眼 を 見据えて、 その 秀で 


たる 眉 をす こし 皺め たが、 忽ちに 肩 を そらせて あざ 

笑った。 

「おお、 判った。 して、 お 身 は その 恋の 取り持ち をた 

しかに 兼輔に 頼んだ か」 

「まだ 打ち明けて は 頼まぬ 間に …… 」 

「頼 長が まいって 邪魔した か、 それ は 結句 仕合わせ 

じ や。 兼輔 はおろ か、 関白 殿、 信 西 入道、 あらゆる 人 

しょせん 

びとの なかだち でも、 この 恋 は 所詮なら ぬと 思え」 

「なり ませぬ か」 

「ならぬ、 ならぬ。 お 身た ちが 恋 を 語る に は兼輔 など 

にゅうじゃく もの 

の 柔弱 者が よい 相手 じ や」 


言い捨てて 立ち去ろう とする 頼 長の ゆく 手 を さえ 

ぎって、 玉藻 は 突き当たる ばかりに 彼の 胸の あたりへ 

我が身 を もたせかけた。 

「じ やによ つて、 身に あまる 望みと 申した では ござり 

ませぬ か」 と、 彼女 は怨 ずるよう に 泣き声 を ふるわせ 

た。 

「身に あまる というても 程の ある もの じ や」 と、 頼 長 

は あざける ように 笑った。 「天下 を 望む よりも 大きい 

恋 じ や。 しょせん 成らぬ の は 知れて ある わ」 

まと 

自分の 胸の あたりへ 蛇の ように 纏い かかって いる 女 

の 長い 黒髪 を 無雑 作に 押しの けて、 頼 長 は沓を 早めて 


ちん 

あなたの 亭の 方へ 行って しまった。 

玉藻 はき こえよ がしに 声を立てて 桜の 幹に 倚り か 

か つ て 泣き 崩 おれた が、 もう その 人の 影が 遠くな つ た 

のを覚 つたと きに、 彼女 は 俄に 空 を 仰いで 物凄い 笑み 

を 洩らした。 その 顔の 上に はら はらと 降り かかって 来 

る 花びら を、 彼女 はうる さそう に 扇で 払いながら、 こ 

れも 座敷の 方へ 静かに 立ち去ろ うとした。 春の 日 もも 

う 暮れて、 長い 渡リ廊 をった つて 女房 ども や 青 侍た ち 

うす あか 

が 運んで ゆく 薄紅い 灯の 影が、 木の間が くれに 揺れな 

がら 通った。 

「おお、 玉藻の 御。 これに ござった か」 


織 部 清 治 は 主人の 言い付けで 先刻から 玉藻の ありか 

を 探して いたのであった。 同じ 屋 形に 奉公の 身で は あ 

るが、 玉藻 は 殿の あつい 御 寵愛 を 蒙って、 息女の ない 

忠通 はさながら 彼女 を 我が 娘の ように もい としが つ て 

いられる ので あるから、 清 治 も 彼女に 対して は、 分外 

の 敬意 を 払わなければ ならなかった。 玉藻 は 自分の 顔 

を 見られる の を 恐れる ようにう つむいて 立ち 停ま つ た _ 

「先刻から 殿が おたずねで ござる。 早う あれ へ お越し 

なされ」 と、 清 治 は 促す ように 重ねて 言った。 

「わたし はい やじ や。 ゆるして くだされ」 と、 玉藻 は 

両袖で 顔を掩 つた ままで、 いつまでも そこに 立ちす く 


ん でいた。 

その 素振りが 怪しい ので 清 治 は 近寄って 子細 をた だ 

すと、 その 返事 は 泣き声で 報いられた。 玉藻 は 心 持が 

悪い からもう 座敷へ は 出ない。 人び との 群れから 遠く 

ちん 

離れた あなたの 亭へ 行って しばらく 休息して いたいと 

いうので あった。 清 治 はいよ いよ 心配して、 すぐに 

<す し 

医師 を 呼ぼうかと いったが、 玉藻 は それ もい や だと 断 

わって、 なんでも いいから 人の 目に 触れない ところへ 

行って、 苦しい 胸 を 休めて いたいと 言った。 清 治 も そ 

のままで は 捨て置かれな いので、 主人の もとへ 引つ 返 

して 行って その 次第 を ささやく と、 忠通も 眉 を 寄せた _ 


「つい ぞな いこと。 どうした もの じ や」 

彼 は 席 を 起って 清 治と 一 緒に 玉藻の 隠れ場所 をたず 

ねる と、 彼女 は 奥まった 亭の 薄暗い なかに 俯伏して い 

るの を 発見した。 

「心地が ようない と 聞いた が、 どうじ やな」 と、 忠通 

は 立ち寄つ て、 彼女の 肩 越しに うしろから 視 こうと し 

て 驚いた。 玉藻 は 床に 顔 をお しっける ばかり 身 を 投げ 

伏して、 嗚咽の 声 を もらして いるので あった。 清 治 も 

驚いた。 主と 家来と は 顔 をみ あわせて 暫く 黙って い 

た。 

「はは、 こり や 誰 やらに なぶられ たな」 と、 忠通は ほ 


ほえんだ。 

昼からの 饗宴で、 ひと も 我 もみな 酔うて いる。 花と 

酒と に 浮かされた 若 公家 ばらのう ちに は、 たそがれの 

たもと 

薄暗が りに まぎれて 彼女の 袂 を ひいた 者 もあろう、 

彼女の 黒髪 をな ぶ つ た 者 もあろう。 それが けしから ぬ 

いたずら としても、 楚 王が 纓を 絶った 故事 も 思い あわ 

されて、 きょうの 場合に は 主人の 忠通も それ を 深く 咎 

めたくなかった。 清 治 も そこに 気がつく と、 今までの 

不安 は 一 度に 消えて、 これ も にゃにゃと 笑い出した。 

「なんの、 珍し ゆう もない。 そんな こと を 一 いち 詮議 

立てしたら、 今夜 は そこらに 幾人の 科 人が できよう も 


知れぬ」 と、 平安朝 時代の 家人 は肚 のなかで 眩いた。 

唐土の 桃李 園の 風流に なぞらえて、 きょうは 燭を 

とって 夜 も 遊ぶ という かねての 計画で あるので、 どの 

ともしび 

座敷で も燈 火が 昼の ようにと もされた。 春の 一 日 をた 

わ むれ 暮らしても、 まだ 歓楽の 興 を むさぼ リ 足らない 

人び と は、 酔いく ずれて 眠り こける か、 疲れ切って 倒 

れ るか、 それまで は 夜 を 昼に ついで 浮かれ 狂う つもり 

であろう。 朗詠 や 催 馬 楽の 濁った 声 もき こえた。 若い 

女の 華やかな 笑い声 も ひびいた。 その 騒がしい 春の 夜 

のな ま 暖かい 空気の なかに、 桜の 花ば かり は 黙って 静 

かに 散った。 


「さあ、 来 やれ。 そちが おらいで は 座敷が さびしい。 

まど い 

玉藻の 前 はきょうの 団欒 の 花 じ やと 皆 も 言う ている。 

夜の 灯に 照り映えたら、 その美し い 顔が 一段と 光り か 

が やいて 見えよう ぞ。 来 やれ、 来 やれ。 あの 賑わしい 

方へ …… 」 

手 を 取らぬ ばかりに 引き立てられて、 玉藻 は 泣き顔 

をお さえながら 立ち上がった。 忠 通と 清 治と は その 前 

後 を 囲んで、 うす 暗い 渡り 廊を 静かに あゆんで 行った。 

おぼろ 月が 今宵 はとり わけて 霞んで いるら しく、 軒に 

近い 花の こ ずえ も 唯 ぼ ん やりと 薄白く 仰が れた。 


二 


あかりの 運ばれる の を 合図に、 頼 長 は 席 を 起って 

帰った。 気 を 置かれる 人が 立ち去つ たので、 若い 人た 

ちはいよ いよ 調子 づ いてきた。 とりわけて 左少 弁兼輔 

すね きず 

は ほっとした。 脛に疵持つ 彼 は、 頼 長に なにやら 睨ま 

れ ている ような 気がして、 なるべく その 傍へ は 寄り付 

かぬ ように 努めてい たが、 もう 誰に 憚る こと もない。 

玉藻の ありか をもう 一 度たず ねて、 さっき 言い残した 


話の かずかず を 語りつ づけようと、 彼 は 酔いに まぎら 

せて よろよろと 座 を 起った。 

「あれ、 あぶない」 

酔い をた すける 風 をして、 若い 女房た ちが 左右から 

付き まつわって 来る の を、 彼 はいつ になく うるさそう 

に 押しの けて、 おぼろ 月夜の 庭 さきへ 迷い 出た が、 ど 

この 木蔭に も それらし い 人の 影 は 見えなかった。 彼 は 

こ  ま 

餌 を あさる 狐の ように、 木の間 をく ぐって 他の 亭 座敷 

を うろうろと 視 いて あるいた が、 どこの 灯の 下に も 玉 

藻の 輝いた 顔 は 見つけ 出されなかった。 彼 は 失望して 

元の 座敷へ 戻る と、 女房た ち は 待ち かねた ように 再び 


彼 を 取りまい た。 

まろう ど 

ここが 一 番 広い 座敷で、 きょうの 賓客のお もな 者 は 

大抵 ここに 席 を 占めて いた。 兼輔も 藁褥の 上に 引き 据 

えられて 又もや 酒 をし いられた。 酒量の 強いの を 誇つ 

ている 彼 も、 昼からの 酒が 胸 いっぱい になって、 さす 

がに 頭が 重くな つてき たので、 彼 は 憚り もな く 自分の 

そばに いる 若い 女房の 膝 を 枕に して、 小声で 朗詠 を 

謡って いた。 兼輔 ばかりで ない、 一座 はもう 乱れに 乱 

れて、 そこらに は 座に 堪え やらない ような 若い 男た ち 

も だんだんに ふえてき た。 縁 さきへ 出て 手持ち無沙汰 

に 月 を 仰いで いるの は、 もう 春の 盛リを 過ぎて 額ぎ わ 


のさび しい 古 女房た ちば かりで、 眉の 匂 やかな 若い 女 

たち は、 思い思いに 男の 介抱に 忙しかった。 時 どきに 

広い 座敷 も ゆらぐ ような 笑い声が どっと 起こった。 

「信 西 入道 はきょう は 見えぬ そうな」 と、 ひとりの 若 

い 公家が 思い出し たように 言った。 「あの 古 入道、 こ 

のよう な まどいに 加わる は 嫌い じ やで、 所労と いうて 

不参 じ やよ」 

「宇治の 左大臣 殿 ももう 戻られた とやら」 と、 その 枕 

もとにな まめかし く 膝 をく ずして いる 若い 女房が、 鬢 

のお くれ 毛 を搔き 上げながら 言った。 

「あの 御仁 もこの ような 席へ は 余り 近寄られぬ 方 じ や 


が、 きょうは 兄の 殿への 義理で、 暮れ方まで は 辛抱せ 

られ た。 左大臣 どの も 信 西 入道 も 我らに は 苦手 じ や。 

あの 鋭い 眼で じっと 睨まれる と、 なにやら 薄気味悪う 

なって 身が すくむ ようじ や。 はは はは は」 

また 一 人の 男が 高く 笑い出す と、 兼輔 はだる そうな 

眼 をして 半分 起き直った。 

「ほんに そうじゃ。 さっき も …… 」 

と 言い かけて 彼 はまた 俄に 口 をつ ぐんだ。 妬みぶ か 

い 男 や 女が 大勢 列んで いると ころで、 うかつに 先刻の 

秘密 は 明かされな いと 思つ た。 まだ 寄る ベ も 定まらな 

い 池の 玉藻 を、 あっぱれ 自分の 手に かき 寄せた という 


強い 誇りが 彼の 胸に 満ちて いながら も、 さすがに まだ 

それ を 発表す る 時機で はない と、 彼 は 無理に 奥歯で 嚙 

み 殺して いた。 

「さっき もどうな された。 お 身 さま も 何 か 叱られた か 

睨まれた か」 と、 彼に 膝枕 を かしていた 女が、 薄い 麻 

紙で 口紅 をぬ ぐいながら 訊いた。 

「いや、 別に 何事 もなかつ たが、 庭先き で ふと すれ違 

うたので、 早々 に 逃げて 来た」 と、 兼輔は 笑いに まぎ 

ら せた。 

そう 言いながら も 気に かかる ので、 彼 は 伸び上が つ 

て 座敷の 隅々 を 見渡した が、 玉藻ら しい 女の 影 はや は 


り どこに も 見えなかった。 彼 はまた 一種の 不安 を 感じ 

はじめた。 何者かが 彼女 を 小 蔭へ 誘い出して、 自分と 

同じように 恋歌の 返し を 迫って いるので はない かと も 

疑われた。 彼 はもう 一度 庭へ 出て みたくな つたので、 

いい加減に 座 を はずして 立とうと すると、 あいにくに 

へ いし  かわらけ 

その 鼻の さきへ 一 人の 大男が 瓶 子と 土器と を 両手に 

持って来た。 

さね まさ 

「左少 弁、 どこへ ゆく。 実 雅の杯 じ や。 受けて たもれ」 

彼 は そこに どっかと 坐った。 彼 は 少将 実雅 という 酒 

の 上の よくない 男であった。 兼輔は 迷惑そう に 頭 を 

振った。 


ゆる 

「もうかな わぬ。 免して たもれ」 

「そり や 卑怯 じ ゃぞ」 と、 実雅は 無理に 土器 を 突きつ 

けた。 「お 身 この 酒 を 飲まぬ と あらば、 その 罰と して 

わしが この 瓶 子 を 飲み ほす あいだに、 歌 百 首 を 詠み 出 

してお 見やれ」 

「いや、 歌 も 詩 も 五 も 六ない。 この 通りに 酔うて は、 

唯もう 免せ、 ゆるせ」 と、 兼輔は わざとお どけた 身 振 

リ をして 蛙の ように 床へ 手 をつ いた。 

「ほう、 実雅の 前で 詫ぶ ると いうか。 まだ それば かり 

では 免され ぬ。 お 身、 ここで、 白状せ い」 

兼輔は ひやりとした。 その 慌てた ような 顔 を じっと 


睨みつ けて、 実雅は のけぞる ばかり 胸 を 突き出して あ 

ざ 笑った。 

「どうじ や、 白状せ ぬか。 お 身 は 先程 あの 川端で 誰と 

何 を 語ろう ていた。 それ を 真っ直ぐに 言うまい か」 

兼輔 はいよ いようろ たえた。 彼 は 笑い出し たいよう 

な 嬉し さ を 感じながら も、 一 方に はくす ぐられ るよう 

な 苦し さ を も 覚えた。 い つ そ 言おう か 言うまい かと 迷 

いながら、 彼 は 相手 を 焦らす よう に 空う そぶ いた。 

「そり や 人違いであろう。 われら は 昼間から この 座 を 

一 寸も 動いた こと は ござらぬ」 

「いや、 そり ゃ噓じ や」 


女房た ち は 三方から 彼 を 取りまい て、 口 を そろえて 

燕 のように さえずった。 

「昼間 は 勿論の こと、 日が 暮れてから も 庭先き をう ろ 

うろと …… 。 現に 今 もこ こ をぬ け 出そうと せられた と 

ころ じ や」 

「それ 見い」 と、 実雅は 鼻の 下の 薄い 髭 を こすって 又 

睨んだ。 「それでもお 身に うしろ 暗い ことがない とい 

うか」 

「いかに 責められても、 知らぬ こと は 知らぬ のじ や」 

と、 兼輔は 笑いながら 席 を はずして 立とうと すると、 

女房た ちの 白い 手 は 右 ひだりから 彼の 袂ゃ裳 にから 


みついた。 

「いや、 逃がさぬ、 今度 はわた したち が 詮議す る。 さ 

あ、 誰と 語ろう て ござった。 それ を 聞こう。 それ を 打 

ち 明けられい」 

妬み 半分と 面白半分 とで、 女た ち は鉄漿 黒の 口々 か 

力ん た 力  力し ま 

ら 甲高の 声々 をい よいよ 姦しく ほとばしらせた。 か 

れらは 兼輔の 晴れの 直 衣 を あたら 揉み 苦 茶に する ほど 

に、 袖 ゃ袂を 遠慮な しに 摑んで 小突き まわして、 さあ 

白状し ろと 責めさい なんだ。 女の 袖に 焚きし めた 香の 

匂い や、 髪の 匂い や 油の 句い や、 それが 一緒に 乱れて 

流れて、 女の 匂いに 馴れて いた 兼輔 ももう むせ 返り そ 


うにな つ てきた。 

彼が 眼 鼻 を 一 つに して 苦しんで いるの を、 実雅 はい 

よいよ 妬げ に 睨んで いたが、 ふと 気がつい たように 庭 

先き へ 眼 を やった。 

「ほう。 えらい 嵐に なった」 

まことに 凄まじい 嵐であった。 おぼろ 月 は それに 吹 

き 消された ように 光り を 隠して、 闇 を ゆるがす ような 

嵐の 音が どうどうと 聞こえた。 花に 嵐 は 珍しくな いが、 

はやて 

これ また 疾風の ような 怖ろ しい 勢いで、 山 じゅうの 桜 

を 一 度に 落とそう とする らしかった。 鞍馬の 天狗 倒し 

が ここまで 吹き寄せ かと も 思われて、 座敷 じゅうの 笑 


い 声 は 俄に やんだ。 女た ち は 顔を掩 つて 俯伏した。 嵐 

は 座敷の 内へ もどつ と 吹き込んで、 あらん 限りのと も 

し 灯 を 奪って ゆく ように、 片端から みな 打ち消し てし 

まった。 

真っ暗な なかで 男た ち は 息 をのんだ。 女た ち はお も 

わず 泣き声 を あげた。 外の 嵐 はま だ 吹きつ づけて、 黒 

い 雲の ひとかたまりが 家 根の 上へ 低く 舞い さがって き 

た。 人間の 限りない 歓楽 を 天狗が 妬んで、 人 も 家 も 一 

緒に つかんで 眼の 前の 谷底へ 投げ込もう とする ので は 

ないかと も 恐れられた。 そのな かで も 心の きいた 老人 

は 呼んだ。 


「ともかくも 燈火を 早う。 灯 をと もせ」 

その 声 は 嵐に 吹き消されて 遠くき こえなかった。 給 

仕に 侍って いる 関白 家の 家来 も、 女 も、 あまりの 怖ろ 

しさに 席 を 動く ことが 出来なかった。 なにがしの 大将、 

なにがしの 少将 も、 ， J の 物凄 い 敵の 前に は 言 い 甲斐 も 

なく 怖れ 伏してし まった。 実雅も 勿論 その 一 人で あつ 

た。 

「おびただしい 嵐 じ やのう」 

忠通は 表の 闇 を 透かし 視 てつぶ やいた。 彼 は 玉藻 を 

連れて 丁度 今 ここへ 出て 来たので あった。 清 治 も 袖で 

烏帽子 をお さえながら 不安ら しく 言った。 


「まことに 怖ろ しい 嵐で ござり まする。 どこも かしこ 

も 真の闇に なリ 申した」 

「暗うて はどう もなら ぬ。 早う 燈火を 持て」 

「は あ」 

清 治 は うけたまわって 引つ 返そうと すると、 また ひ 

としきり 強い 嵐が 足 をす くうよう に 吹き寄せて 来て、 

のわき 

彼 は 野 分に なぎ 伏せられた すすきの ように 両膝を 折つ 

て 倒れた。 忠通も 危うく 倒れ かかって、 扇で 顔 を掩ぃ 

ながら 苛だった。 

「燈火を …… 燈火を …… 。 早う せい」 

この 途端に 座敷 は 月夜の ように 明るくな つた。 時な 


らぬ 稲妻 かと 見る と、 その 光り は いつまでも 消えな 

ふすま 

かった。 忠 通が 倚リか かってい る 襖の 絵 も、 そこら 

ま、， まん 

に 取り散らして ある 杯盤の 数かず も、 おどろいて 眺め 

ている 人び との 衣の 色 も、 皆 あざやかに 映し出された。 

闇 を 照らす この 不思議の ひかり は、 玉藻のから だか 

ら ほとばしった のであった。 彼女 は 後光 を 背負う 仏陀 

のように、 赫灼 たる 光明に あたり を 輝かして 立って 

ヽ ち。 

レ 0/ 


ほ つ しょうじ 


「ふむ う。 頼 長め が …… 。 確と 左様な こと を 申した 

ゝ I 

力」 

関白 忠通は 一 一日 酔いら しい 蒼 ざめ た ひたいの 上に 蒼 

い 筋 を 太く うねらせて、 扇 を 膝に きっと 突き立て たま 

たお やめ 

まで、 自分の 眼の 前に 泣き伏し ている 艷 女の 訴え を 


じっと 聞き 済まして いた。 花の 宴の あくる 日で、 ゆ 

まろう ど 

うべ から 酔い こけた 賓客た ち も 日の 高い 頃に だんだん 

退散して、 あるじの 軽い しわぶ きも 遠い 亭 までき こえ 

る ほどに、 広い 別荘のう ち も ひっそりと 静まって いた 

すさまじい 夜嵐の 名残りで、 庭 は 見渡す かぎり 一面に 

白い 花びら を 散り敷い ていた。 

「神 ほとけ も 見 そなわせ、 わたくし 誓って 偽り は 申し 

上げ ませぬ」 と、 玉藻 は 涙ぐんだ 美しい 眼 を あげて、 

主人の 顔色 をぬ すむ ようにう かがった。 

「日ごろから 器量 自慢の 頼 長め じ や。 それほど のこと 

言い兼ねまい」 


忠通 はわ ざと 落ち着いた 声で 言った。 しかも その 語 

尾 は 抑え 切れない 憤恚に ふるえて いるの が、 玉藻に は 

よく 判って いるら しかった。 二人の 話 はしば らく 途切 

れた。 

忠通も ゆうべ はこの 別荘に 酔い 伏して、 賓客た ちが 

大方 退散した 頃に ようように 重い 頭 を 起こした ので 

あった。 酔いの まだ 醒めない 彼 は、 玉藻の 給仕で 少し 

ばかりの 粥 をす すって、 香炉に 匂いの 高い 香 をた かせ 

て、 その 匂い を 快 く 嗅ぎながら 再びう とうとと 夢 心 

地に なろうと する 時、 彼 は 玉藻に その 夢 を 揺すられて、 

思いも寄らない 訴え を 聞かされた。 それ は 花の 宴 もた 


けな わなる きのうの 夕方の 出来事で、 玉藻が 川端に 

立って 散り 浮く 花 を ながめて いると、 そこへ 主人の 弟 

の 左大臣 頼 長が 来た。 彼 は 酔って いるら しく 見えな 

かった が、 玉藻 を とらえて ざれごと を 一 一 つ 三つ 言った。 

相手 は 主人の 弟で、 殿上で も 当時なら ぶ 方の ない 頼 長 

である。 さすがに 情なく 突き放して 逃げる わけに もい 

かないので、 玉藻 もよ いほ どに あしらって いると、 頼 

長 はいよ いよ 図に 乗って、 ほとんど 手籠めに も 仕兼ね 

まじい ほどの みだらな 振舞いに 及んだ。 

「それだけ ならば、 わたくし 一人の こと、 どのように 

も 堪忍 もなります るが …… 」 と、 玉藻 は 口惜し 涙 をす 


すり 込む ようにして 訴えた。 

彼女に 対して 無礼 を 働いた ばかりでなく、 頼 長 は 誇 

リ 顔に、 こんな こと を 口走った というの である。 兄の 

忠通は 天下の 宰相た るべき 器で ない。 彼 は 単に 一個 

の 柔弱な 歌詠みに 過ぎない。 今で こそ 氏の 長者な どと 

誇って いるが、 やがて はこの 頼 長に 蹴落と されて、 天 

下の 権勢 を 奪わる るの は 知れて ある。 彼の 建立した 

法 性 寺 は、 彼 自身が 最後の かくれ 家であろう。 そのよ 

うに 影のう すい 兄忠 通に 奉仕して いて 何となる。 立ち 

寄らば 大樹の 蔭と いう 諺 も あるに、 なぜ おれの 心に 従 

わぬ ぞ。 兄 を 見捨てよ、 おれに 靡け と、 頼 長 は 聞く に 


堪えない ような 侮蔑と 呪 詛とを 兄の 上に 投げ付けて、 

し いて 玉藻 を 自分の 手に もぎ 取ろうと したので あ つ た。 

仲の よい 兄弟の あいだで も、 これ だけの 訴え を 聞け 

ば 決してい い 心 持 はしない。 まして 忠 通と 頼 長と は そ 

の 性格の 相違から、 うわべ は ともあれ、 内心 はたが い 

に 睦まじい 仲ではなかった。 頼 長が 兄 を 文弱と 軽し め 

ている こと は、 忠 通の 耳に 薄々 洩れき こえて いた。 自 

分が 氏の 長者と なった に 就いては、 器量 自慢の 頼 長が 

或いは 妬んで いるか もしれ ない という 邪推 もあった。 

きのうの 饗宴に もす ねたよう な 風 をみ せて、 碌々 に 興 

も S- くさずに 中座した という こと も、 忠通 として は 面 


白くなかった。 それらの 事情が 畳まって いると ころへ、 

寵愛の 玉藻から この 訴え を 聞いた ので ある。 忠通 はも 

うそれ を 疑う 余地 はな か つ た。 

「憎い 奴」 

彼 は 腹の なかで 弟 を 罵った。 酔いの 醒めない 頭 はぐ 

ら ぐらして、 烏帽子 を 着て いるに 堪えない ほどに 重く 

なって きた。 現在の 兄 を 蹴落と してお のれが その 位に 

押し 直ろうと する、 それが 免し がたい 第一の 罪で ある。 

兄が 寵愛の 女 を 奪って おのれが 心の ままに しょうと す 

る、 それが 免し がたい 第二の 罪で ある。 自体が 温和な 

人で も、 この 憤り をお さえる の は 余程 むずかし そうに 


思われる のに、 まして この頃 はだん だんに 志が おごつ 

かんぺき  おりから 

て、 疳 癖の 募って きたの が 著しく 眼に 立つ 折 柄で ある。 

ふんぬ 

忠 通の 胸 は 憤怒に 焼けた だれた。 しかし 彼が 現在の 

い ち  こしもと 

位地と して、 さすがに 一 人の 侍女の 訴え を楣 にして 表 

向きに 頼 長 を 取り ひしぐ わけに もい かないの を 知って 

いるので、 彼 は あ ふるる ばかりの 無念 を こらえて、 し 

ばらく 時節 を 待つ より ほかはなかった。 

やがて 彼 は 玉藻 をな だめる ように 言った。 

「頼 長め の 憎い は 重々 じ やが、 氏の 長者と も あるべき 

けいてい かき  いまいま 

我々 が 兄弟 墙に せめぐ は 頼 長の きこえが 忌々 しい。 そ 

ち をな ぶった も 酒席の 戯れ じ やと 思うて 堪忍せ い。 予 


もしば らく はこら えて、 彼が 本心 を 見届けよう ぞ」 

玉藻 をな だめる の は 彼 自身 をな だめる ので ある。 忠 

通 はしいて 寂しい 笑顔 をつ くって、 うつむい ている 女 

の 黒髪 を 眺めて いた。 

「わたくしの 堪忍 は どのよう にも 致します る。 ただ、 

左大臣 殿が、 かりにも 上 を 凌ぐ ような おん 企て を 懐か 

せられます るよう なれば  」 

「いや、 その 懸念 は 無用 じ や。 彼 は予を 文弱と 侮って 

いると か 申す が、 忠通は 藤 原 氏の 長者 じ や。 忠通は 関 

白 じ や。 彼らが いかに あせり 狂うた とて、 予を 傾けよ 

うな どと は 及ばぬ ことじ や。 なんの 彼らが …… 」 


忠通は 調子の はずれた 神経 的の 声を立てた。 そうし 

ぴん 

て、 鬢の 毛で も搔 きむ しりたい ように、 両手で 烏帽子 

の ふち をお さえて 頭 を 二、 三度 強く ふった。 その 神経 

の だんだんに 昂奮して 来る の を、 玉藻 はいた ましそう 

な 眼 をして そっと 窺って いたが、 いっか その 眼から 白 

いしず くが はら はらと- y ほれて きた。 

「はて、 なに を 泣く。 まだ 堪忍が ならぬ か」 と、 忠通 

は 彼女の 涙に 眼 をつ けて 叱る ように 言った。 

「唯今 も 申す 通り、 わたくしの 堪忍 は どのよう にも 致 

します るが  」 

「もう 言うな。 予 のこと は予に 思案が ある。 その 懸念 


に は 及ばぬ ことじ や」 

顔の 色 はいよ いよ 蒼 ざめ て、 忠 通の 眼の 奥に は 決心 

の 光りが ひらめいた。 

「但し この こと を 余人に 洩らすな よ」 

「は あ」 

二人 は 再び 眼 をみ あわせた。 ゆうべに 引き替えて、 

きょうは そより とも 風の 吹かない 日であった。 散り 

残った 花が 時 どきに 静かに 落ちて、 どこ やらで 鶯の声 

がき こえた。 

ひる 

その 日の 午過ぎに、 忠通は 桂の 里から 屋 形へ 帰った。 

きのうの 接待に 疲れたと いって、 彼 は 人払い をして ひ 


と 間に 引き籠って いたが、 点燈 ごろに な つ て 少納言 信 

西 を 召された。 大方 はいつ もの 歌 物語で あろうと 気 を 

許して、 信 西 入道 は ゆるゆると 支度して 伺候す ると、 

忠通は 待ち かねた ように 彼 を 呼び入れて 出逢った。 入 

道が きのうの 不参の 詫び をして いるの を 耳に も 入れな 

とうと つ. 

いで、 忠通は 唐突に 言い出した。 

「早速 じ やが、 入道。 頼 長 はこの 頃 もお 身の もとへ 出 

入りす るかな」 

「折りお りに 見られ まする」 

「学問 はいよ いよ 上達す るか」 

「驚く ばかりの 御上 達で、 この頃で はいずれが 師匠 や 


まな ま 

ら 弟子 やら、 信 西 甚だ 面目 も ござり ませぬ」 

信 西 はすこし ゆがんだ 唇 を ほどいて 〔# 「ほどいて」 

は 底本で は 「ほどいで 匕 ほほえん だが、 聴く 人 はに つ こ 

りと もしなかった。 

「調達 は 八 万 蔵 を そらんじながら 遂に 奈落に 堕ちた と 

いう。 いかに 学問ば かり 秀でよう とも、 根本の こころ 

よこしま 

ざしが 邪道に ねじけて おって は 詮ない。 かえって 学問 

しこめし 

が 身の 禍ぃ をな す 例 も ある。 予が 見る ところでは 弟 

の 頼 長 も それじゃ。 彼が お 身の もとへ 参ったら、 この 

上に 学問 無用と 意見お しゃれ」 

善悪に かかわらず、 うかつに 返事 を しないの が 信 西 


の 癖であった。 彼 は 今夜 もしば らく 黙って 考えて いる 

ので、 忠通 はすこし 急いた。 

「弟子 を 見る こと は師に 如かず といえば、 彼の 人と な 

り はお 身も大 かた 存じて おろう。 彼 は 才智に 慢 ずる 癖 

が ある。 この 上に 学問 させたら、 彼 はいよ いよ 才学に 

てんま  みい 

誇って、 果て は 天魔に 魅ら れて 何事 を 仕いだ そう も 知 

れ まい。 学問 はやめい と言うて くれ。 しかと 頼んだ 

ぞ」 

実 をい えば、 信 西 も 頼 長に 対して そういう 懸念が な 

いで もなかった。 才学 非凡で、 しかも 精悍の 気に 満ち 

ている 頼 長の 前途 を、 彼 もす こしく 不安に 感じて いる 


のであった。 この 意味に 於いて は、 彼も忠 通の 意見に 

くちぶ リ 

一致して いた。 しかし 今夜の 忠 通の 口吻 は、 弟の 行く 

末 を 思う 親身の 温かい 人情から 溢れ出た らしく 聞こえ 

なかった。 

兄弟の 不和 —— それから 出発して 来た 兄の 條恚 であ 

るら しい こと を、 古 入道の 信 西 は 早く も 看て 取った。 

ごもっとも 

「仰せ 一 いち 御 道理に うけたまわり 申した。 それがし 

よりも よくよく 御意 見 申そう なれ ど、 あれほど 御 執心 

の 学問 を やめい と は …… 」 

「申されぬ か」 

相手 は 眼 を 薄く とじた ままで、 やはり 否と も応 とも 


はっきり とした 返事 を あたえな いので、 忠通 はいよ い 

よ 焦れ 出して、 彼が 天魔に i られ ている という 現在の 

証拠 を 相手の 前に 叩き付けよ うとした。 

「入道 はま だ 知るまい。 頼 長 はこの 兄 を 押し 傾けよう 

と 内々 に 巧んで いるの じ や」 

「よも や 左様な 儀 は …… 」 と、 信 西 はすぐ に 打ち消し 

た。 

「いや、 証人が ある。 彼が 口から 確かに 言う たの じ や」 

余人に 洩らすな と 口止め をした の を 忘れた ように、 

忠 通 自身が そ の 秘密 を あば い た 。 

「その 証人 は …… 」 


相手のお ちついて いるの が、 忠 通に は 小面が 憎い よ 

うに 見えた。 

「証人 は 玉藻 じ や。 彼 はきのう 玉藻に 猥りがまし ゆう 

戯れて、 あまつさえ そのような こと を 憚り もな しに 口 

走った のじ や」 

「ほう、 玉藻が …… 」 

y 力 

信 西の ひとみ は忠 通と 同じように 鋭く 晃 つた。 


それから 二日 経って、 玉藻の もとへ 左 少弁兼 輔の使 

いが 来た。 彼 はこの あいだの 約束 を 果たす ために、 あ 

す は 法 性 寺へ 誘い あわせて 詣 ろうとい うのであった。 

玉藻 は 承知の 返し 文 を かいた。 その あくる 日、 彼女 は 

主人の 許し を 受けて、 兼輔と 一 緒に 法 性 寺へ 参詣した。 

その 曰 は 薄く 陰って いて、 眠たい ような 空の 下に 大 

きい 寺の 甍が 高く 聳えて いた。 門 をく ぐると、 長い 

石 だた みの ところどころに 白い 花が こぼれて、 二、 三 

羽の 鳩が その 花びら を つ いばむ ように あさ つていた。 

叔父と 甥との 打ち解けた 間柄で あるので、 兼輔 はす 


ぐに 奥の 書院へ 通されて、 隆 秀阿闍 梨と むかい 合って 

坐った。 阿闍梨 はもう 六十に 近い 老僧で、 関白 家 建立 

のお 寺の あるじに は 不似合いの 質素な 姿で あつたが、 

高徳の 聖 と 一 代に 尊崇され る だけの 威厳が どこ やら 

に 備わって、 打ち解けた 仲で も 兼 輔の頭 はおの ずと 下 

がった。 

「左少 弁 どの、 久し ゆう 逢わなん だが、 変わる こと も 

ちょうじょう 

のうて まず は 重 畳 じ や。 きょうは 一 人 かな」 

「いや」 と、 言い かけて 兼輔は 少し 口ごもった。 

「連れが あるか」 と、 阿 闍梨は 俄に 気がつい たように 

甥の 顔 をき つと 見た。 「お 身の つれ は 女子で ないか」 


星 を さされて、 兼輔 はいよ いよ 怯んだ が、 叔父に い 

やな 顔 をされ るの はもと より 覚悟の 上で あるので、 彼 

はかくさず 答えた。 

みうち 

「余人で も ござり ませぬ。 関白 殿御 内に 御 奉公す る、 

玉藻と いう 女子で ござり まする」 

関白 殿 を かさに 被て、 彼 は かたくなな 叔父 をお さえ 

つけよう としたが、 それ は 手 もな く 刎ね 返されて し 

まった。 

ごじん 

「たとい 御内の 御仁であろう とも、 わし は 女子に 逢わ 

ぬ ことに 決めて いる。 対面 はならぬ と 伝えて くりやれ 

それ は 関白 殿に もよう 御存じの 害 じ や」 


ふだん は ともあれ、 きょうの 兼輔は それでお めお め 

と 引き 退が る わけに はいかなかった。 かれは 玉藻に 教 

だいば ぼん  とうげ 

えられた 提婆品 を 説いた。 八 歳の 龍 女 当 下に 成仏の 

ためし  にょにん 

例 を ひいて、 たとい 罪業の ふかい 女人に も あれ、 その 

厚い 信仰に めでて、 一 度 は 対面して 親しく 教化 を あた 

えて 貰いたい と、 しきりに 繰り返して 頼んだ。 しかし 

叔父 は 石の ように 固かった。 

くちさ かし 

「いかに 口 賢う 言うても、 ならぬ と 思え。 面会 無用 

じ やと その 女子に 言え」 

「叔父 さま は その 女子 を 御存じない 故に、 世間の 女子 

と 一 つに 見て 蛇の ように も 忌み嫌わ るるが、 かの 玉藻 


と 申す は  」 

「いや、 聞かいでも 大方 は 知っている。 世に も 稀なる 

才女 じ やそうな。 才女で も 賢 女で も 我らの 眼から 見た 

しょせん 

ら 所詮 は 唯の 女子と かわり はない。 逢うても 益ない。 

ま 

逢わぬ が 優し じ や」 

なんと 言っても 強情に 取り合わな いので、 兼 輔も持 

て 余した。 今更と なって 自分の 安 受け合い を 後悔した 

彼 は、 玉藻に あわせる 顔がない と 思った。 といって、 

力た くな 

この 頑固な 叔父 を 説き伏せ るの は、 なかなか 容易な こ 

ひそ 

とで はない ので、 彼 も 途方に くれて 窃かに 溜 息をつい 

ている と、 遠い 入口に 待たせて ある はずの 玉藻が いつ 


の 間に ここまで 入り込んで 来たの か、 板 縁 伝いにす る 

もすそ 

リと 長い 裳 を ひいて 出た。 

兼輔 はすこし 驚いた。 阿 闍梨は 眼 を 据えて、 今 ここ 

たお やめ 

へ 立ち 現われた 艷 女の 姿 を じっと見 つめてい ると、 玉 

藻 は うやうやしく そこに 平伏した。 

「はじめてお 目 見得つ かまつ リ まする」 

老僧 は 会釈 もしなかった。 彼 はしず かに 数珠 を 爪 

繰って いた。 

「委細 は 左少弁 殿から お願い 申し上げた 通りで、 あま 

りに 罪業の 深い 女子の 身、 未来が おそろし ゆうて なり 

ませぬ。 自他 平等の み 仏の 教えに いつわり なくば、 何 


とぞ お救いく ださり ませ」 と、 玉藻 は 哀れみ を 乞うよ 

うに 訴えた。 

彼女 は物詣 での ためにき ようは 殊更に 清らかに 粧っ 

おしろい  うす 

ていた。 紅 や 白粉 も わざと 淡く していた。 しかも それ 

おもて 

が 却って 彼女の 艷色を 増して、 玉の ような 面 はいよ 

いよ その 光り を 添えて 見られた。 堪えられぬ 人間の 悲 

しみ を 優しい まな じりに あつめた ように、 彼女 は その 

眼 をうる ませて 阿闍 梨の 顔色 を 忍びやかに 窺った とき 

たま  お 

に、 老僧の 魂の 緒 も 思わず ゆらいだ。 彼 は 生ける 天女 

のよう な この 女人 を、 無下に 叱って 追い返す に 忍びな 

くな つた。 


「お 身、 それほど にも 教化 を 受けたい と 望まる るの か」 

と、 阿 闍梨は 声 を やわらげて 言った。 

玉藻 は 無言で 手 を あわせた。 彼女の 白い 手首に も 水 

晶の 数珠が 光って いた。 

きょ うもん  どくじゅ 

「して、 これまでに 経文 など 読誦せられ たこと も ご 

ざる かな」 と、 阿闍梨 はまた 訊いた。 

もとより 何の わきまえのない 身で は あるが、 これ ま 

で 経文の 片端ぐ らい は視 いた こと も あると、 玉藻 は 臆 

せずに 答えた。 阿 闍梨は 試みに 二つ 三つの 問い を 出し 

てみ ると、 彼女 は 一 いち 淀みな しに 答えた。 さらに 奥 

深く 問い 進んで ゆく と、 彼女の 答え はいよ いよ 鮮 かに 


しょせん 

なった。 いかに 執心と いっても 所詮 は 女子で ある。 殊 

に 見る ところが 年 も 若い。 自分た ちが 五十六 十になる 

えとく 

ま で の 苦し い 修業 を 積んで、 ようように， J の) J ろ 会得 

した 教理 をい つ の 間に どうして 易 やすと 覚 つたの か。 

阿 闍梨は 彼女 を 菩薩の 再来で はない かとまでに 驚き 怪 

しんだ。 世に はこうした 女子 も ある。 今までい ちずに 

まなこ 

女人 を 卑しみ、 憎み、 嫌って いたの は、 自分の 狭い 眼 

であった こと を、 阿闍梨 はきょう という 今日 つくづく 

覚 つて、 おもわず 長い 溜 息をついた。 

なんぴと 

「さる にても お 身、 何人に 就いて これほどの 修業 を 積 

まれし ぞ」 


玉藻 は 幼い ころから 父に 教えられて 経文 を 読み 習つ 

た。 それから 清水寺の 或る 僧に 就いて 少しば かり は 学 

んだ。 そのほかに は、 別にこう という 修業 を 積んだ こ 

ともなく てお 恥ずかし いと 言った。 

「わたくしの ような 修業の あさい 者に も、 ひじ リの教 

え を うけたまわる ことが なりましょう か」 

「なる、 なる」 と、 阿 闍梨は 幾た びかうな ずいた。 「た 

とい 女人 ともあれ、 お 身 ほどの 御仁なら 我ら 求めても 

Ifl まこ ま 

法 を 説き聞かせたい。 御 奉公の 暇々 に はたず ねて 参ら 

れい」 

思いの ほかに 叔父の 機嫌が 直った ので、 そばに 聴い 


ている 兼輔も ほっとした。 彼 はこれ ほどの 才女 を 叔父 

に 紹介した という ことに 就いて 一 種の 誇リを 覚えた。 

かたくな  ね 

それと 同時に、 日ごろ 頑固な 叔父の 鼻 を 捻じ 折った よ 

うな 一 種の 愉快 を も 感じた。 彼 は 口の 上の 薄い 髭を撫 

でながら ほく そえんだ。 

おきて 

「叔父 上、 今から はこの み 寺に も 女人禁制の 捉が解 

かれましょう な」 

「それ は 人に よる」 と、 阿 闍梨も ほほえんだ。 「これ ほ 

どの 女人が ほかにあろう か」 

言い かけて、 彼 は 玉藻と 眼 をみ あわせる と、 血の 枯 

れた 老僧の 指先 はおの ずと ふるえて、 数珠 はさら さら 


と 音す るば かりに 揺れた。 玉藻の 顔色にば かり 眼 をつ 

けて いた 兼輔は それに 気がつ かないら しか つ た。 

「では、 かさねて 参ります。 かならず お逢いく だり ま 

せ」 

又の日 を 約束して、 玉藻 は阿闍 梨の 前 を 退が つた。 

兼輔も 一緒に 立った。 阿 闍梨は 縁まで 出て いつまでも 

見送って いたが、 枯木の ような 彼 は 急に 若 やいだ 心 持 

になって、 総身の 血汐が 沸く ように 感じられた。 彼 は 

燃える ような 眼 を あげて 夢 ごころ に 陰った 空 を 仰いで 

いると、 なま 暖かい 春風が 法衣 を そよ そよ と 吹いた。 

何と は 知らず、 彼 は 幾た びか 溜 息をついて、 酔った よ 


うな 足 どり で 本堂の 方へ ゆく と、 昼で も 薄暗い 須弥壇 

の 奥に は 蠟燭の 火が 微かに ゆらめいて、 香の 煙りが そ 

こ ともなし に 立ち迷つ ていた。 その 神秘的の 空気のう 

ちに、 阿闍梨 はだ まって 坐った。 

彼 はい つもの ように 観音 経 を 誦し 出そうと したが、 

不思議に 喉が 押し詰まった ようで、 唱え 馴れた 経文が 

どうしても 口に 出なかった。 胸 は 怪しく とどろい てき 

た。 ふと 見上げる と、 正面の 阿弥陀如来の 尊い お 顔が 

い つ の 間に か 玉藻の あでやかなる 笑顔と 変わ つていた。 

阿 闍梨は 物に 憑かれた ように わな わなと 顫え 出した。 

彼 はもう 堪 まらな くな つて、 物狂おしい ほどの 大きい 


声で 弟子の 僧た ち を 呼び あつめた。 

「すこし 子細が ある。 お 身た ち 一 度に 声 を そろえて 高 

ら かに 観音 経 を 唱えて くりやれ」 

どきよ う 

大勢の 僧 は 行儀よ く 居並んだ。 読経の 高い 声 は 一 斉 

に 起こった。 数珠の 音 もさら さらと 響いた。 それに 誘 

い 出されて、 阿 闍梨も 共に 声 を 張り上げよう としたが、 

彼の 舌 はや はり もつれて 自由に 動かなかった。 彼の 胸 

は 不思議に 高い 浪を 打った。 

「蠟燭 を 増せ。 香 を 焚け」 

彼 は 苦しい 声 を 振り絞つ てまた 叫んだ。 蠟燭の 数 は 

しゅみだん 

増されて、 須弥壇 はかが やくば かりに 明るくな つた。 


阿弥陀如来の 尊像 はくす ぶる ばかりの 香りの 煙りに つ 

つまれた。 その 渦 まく 煙リ のなかに 浮き出し ている 円 

満 具足のお ん顔容 は、 やはり 玉藻の 笑顔であった。 阿 

闍梨は 数珠 を 投げす てて 跳り 上がりたい ほどに 苛 いら 

してきた。 彼の ひたいから は 膏 汗が たらたら 流れた。 

「銅鑼 を 打て。 鐃鉢を 鳴らせ」 

みなぎ 

いろいろの 手段に よ つて 漲 り 起こる 妄想 を 打ち消 

そうと あせった が、 それ もこれ も 無駄であった。 あせ 

れば あせる ほど、 彼の 道心 をと ろかす ような 強い 強い 

業火 は 胸 いっぱいに 燃え 拡がって、 玉藻の すがた は 阿 

闍 梨の 眼 先き を 離れなかった。 日ごろ 嘲り笑つ ていた 


しが でら  しょうにん 

志賀 寺の 上人の 執着 も、 今や 我が身の 上と なった か 

と 思う と 、 阿 闍梨は あ まりの 浅まし さと 情けな さ に 涙 

が こぼれた。 庭の 上に も阿闍 梨の 涙と おなじような 雨 

が ほろほろと 降つ てきた。 

彼 は 法衣の 袖に 涙 を 払って、 もう 一 度 恐る恐る みあ 

げ ると、 如来のお 顔 はや はり 美しい 玉藻であった。 一 

代の 名僧の 尊い 魂 はこうして 無残に とろけて いった。 


「きょうは きついお 世話で ござりました」 

法 性 寺の 門 を 出る と、 玉藻 は 兼輔に 言った。 兼輔も 

きょうの 首尾 を 嬉しく 思 つ た。 

かたくな 

「頑固な 叔父 御 もお 身に 逢うて はかなわぬ。 まして 初 

めから 魂の やわらかい 我ら じ や。 察して おくり やれ」 

彼 は 玉藻に 肩 をす り 寄せて、 女の 髪の 句い を 嗅ぐ よ 

うに 顔 を 差しの ぞいて ささやく と、 玉藻 は 顔 をす こし 

赤らめて ほほえんだ。 

なぶ 

「又 そのような こと を 言うて はお 弄りな さる か。 その 

日の 虱に まかせて、 きょうは 東へ、 あす は 西へ、 大路 


なび 

の 柳の ように 靡いて ゆく、 その やわらかい 魂が 心 もと 

ない。 なにがしの 局、 なにがしの 姫君と、 そこに も此 

処 にも 仇し 名 を 流して あるく 浮かれ男のお 身 さまと、 

末お ぼっかない 恋をして、 わが 身の 果て は 何とな ろう 

やら」 

「なんの、 なんの」 と、 男 は 小声に 力 を こめて 言った 

「むかし は 昔、 今 は 今 じ や。 兼輔の 恋人 はもう お 身 ひ 

とりと 決めた。 鴨 川の 水が さかさに 流る る 法 も あれ、 

じんみらい 

お 身と われらと は 尽未来 じ や」 

「それが 定 ならば どのように 嬉しかろう。 その 嬉し 

さに つけても 又 一 つの 心が かり は、 数なら ぬわた くし 


よし  き 

ゆえにお 身 さまに 由ない 禍ぃを 着しょう かと …… 」 

「由ない 禍ぃ …… 。 と はなん じ や」 

玉藻 は 黙って うつむいて いると、 兼輔 はや や 得意ら 

しく 又 訊いた。 

ひと ねた 

「お 身と 恋すれば 他の 妬み を受 くる …… それ は 我ら も 

覚悟 の 前 じ や。 諸人に 妬まる る ほどで 無う て は 恋の 仕 

ほ ま 

甲斐がない ともいう もの じ や。 妬まる る は 兼輔の 誉れ 

であろうよ。 それが ために 禍 ぃを受 くる も 本望 …… と 

我ら は それほどまでに 思うて いる。 恋に は 命 も 捨てぬ 

もの か は」 

「そり やお 身の 言わる る 通リじ や」 と、 玉藻 は 眩い I 田 


息をついた。 「じ やというて、 お 身 さまに 禍 いの 影が 

蛇の ように 付き まとうて いるの を、 どうして そのまま 

に 見て いらり よう」 

「じ やによ つて 訊いて いる。 その 禍 いの 影と はなん 

じ や。 禍 いの 源 はいず この 誰 じ や」 

「少将 どの じ や」 

さね まさ 

「実雅 か」 と、 兼 輔は眼 をみ はった。 

少将 実雅 はかね て 自分に 恋して いたと 玉藻 は 語った 

こいか  えんしょ  ちつ か 

恋歌 も 艷書も 千 束に あまる ほどで あつたが、 玉藻 は ど 

うしても その 返し を しないので、 実雅 はしまい にこう 

いう 恐ろしい こと を 言って 彼女 を おびやかした。 自分 


の 恋 を 叶えぬ の はよ い。 その代りに もしお 身が 他の 男 

と 恋した の を 見つけた が 最後、 かならず その 男 を 生け 

て は 置かぬ。 実雅は 彼と 刺し違えても 死んで 見す るぞ 

と 言った。 殿上人と はいえ、 彼 は 代々 武人で ある。 殊 

にいち ずの 気性で あるから、 それほど のこと もし かね 

まい。 自分が 兼輔 のために 恐れて いるの は その 禍 いで 

あると、 玉藻 は 声 を ひそめて 話した。 

そう 言わ れ ると 思い 当た る ことがないで もな い 。 現 

に 関白 殿の 花の 宴の ゆうべに、 彼 は 自分と 玉藻との 

語らい をぬ すみ 聴いて いたらし く、 それ を 白状せ よと 

迫って 土器 をし い 付けた。 そのと き 彼 はな にげなく 


笑って いたが、 その 笑みの 底に は 刃 を 含んで いたか 

もしれ ない。 こっちの 返事 次第で 或いは 刺し違える 料 

簡 であった かもしれ ない。 こう 思う と、 兼輔は 俄に 

ぞっとした。 気の 弱い 彼 は、 もう 実雅に 胸倉 を とられ 

て、 氷の ような 刃 を 突き付けられ たように も 感じられ 

た。 

二人 はしば らく 黙って、 九条の 河原 を 北に むかって 

迪 つて ゆく と、 うす 暗い 空 をい よいよ 暗く 見せる よう 

な轧の 森が、 眼の さきに 遠く 横たわつ ていた。 

しょうご いん 

聖護院 の 森 ももう 夏ら しい 若葉 の 黒い 影に 掩 われて い 

た。 ほととぎす でも 啼 きそうな という 心で、 二人 は 空 


へ 眼 を やる と、 その 眉の 上に 細かい 雨の しずくが 音 も 

なしに 落ちて きた。 

「ほう、 降つ てきた か」 

ぎ つ しゃ 

兼輔は 牛車に 乗って 来なかった の を 侮んだ。 恋しい 

ちの ちう 

女と 連れ立って ゆく 物詣 でに は、 かえって 供の ない 方 

くつろ 

が 打ち 寛いで よいと も 思った ので、 きょうは わざと 

徒歩で 来たので あるが、 この 俄雨に 逢って 彼 はすこし 

当惑した。 自分 は ともあれ、 玉藻 を 濡らした くないと 

思った ので、 彼 は 扇 を かざしながら あたり を 見 まわし 

た。 

「しばらく 此処に 待た れい。 強く 降らぬ 間に 笠 を 求め 


てまい る」 

河原の 柳の 下 蔭に 玉藻 を たたずませて 置いて、 彼 は 

人家の ある 方へ 小 走りに 急いで 行った。 雨の 糸 はだん 

だんに 繁く なって、 彼の 踏んで ゆく 白い 石の 色 も 変 

かつぎ 

わって きた。 玉藻 は 薄い 被 衣 を 深く かぶって、 濡れた 

柳の 葉に その 細い 肩の あたり を 弄らせながら 立って い 

ると、 これ も 俄雨に 追われた のであろう。 立 烏帽子の 

のうし 

ひたいに 直 衣の 袖 を かざしながら 急ぎ 足に ここ を 通り 

過ぎる 人が あった。 彼 は 柳の かげに 佇んで いる 女の 

顔 を 横 眼に 見る と、 ひき 戻された ように 俄に 立ち 停 

まった。 


玉藻 も その 人と 顔 をみ あわせた。 彼 は 千 枝 松で あつ 

た。 しばらく 見ない うちに 彼 はもう 立派な 男に なって、 

その 男らしい 顔が いよいよ 男らしくな つていた。 彼が 

昔の 烏帽子 折りで ない こと は、 その 清げ な 扮装を 見て 

もす ぐに 覚られ た。 

しかし 千 枝 松 は 黙って 立って いた。 玉藻 も 黙って 眼 

を 見合って いた。 

「藻で ないか」 と、 しばらくして 男 は 声をかけながら 

近寄った。 

藻と 千 枝 松 は 四 年 振りで めぐり 逢った ので ある。 勿 

論、 男の 方で は 女の 消息 をみ な 知っていた。 関白 どの 


に 召されて 寵愛 を 一身に あつめて、 玉藻の 前と 世の 人 

びと に 持て 離されて いる こと は、 彼の 耳に も 眼に も 触 

れ ていた。 しかも こうして 顔 を 突き あわせて、 親しく 

物 を 言い かける の は 実に 四 年 目であった。 怨めしい と 

懐かしい とが 一 つに もつれ 合って、 かれは 容易に こと 

ば も 出なかった ので ある。 

むかしの 我が 名 を 呼び かけられても、 玉藻 は 返事 も 

しなかった。 千 枝 松 はまた ひと 足 進み 寄って 言った。 

「玉藻の 前と 今ではお 言 やる そうな。 幼な 馴染みの 千 

枝 松 をよ もや 忘れ はせられ まいが …… 」 

「久し ゆう 逢い ませぬ」 と、 玉藻 も よん どころ なしに 


答えた。 

かほう 

「お 身の 出世 は 蔭ながら 聞いて いる。 果報め でたい こ 

とじ や」 

ことば 

めでたい という 詞 の 裏に は 一 種の 怨み を 含んで い 

るら しいの を、 相手 は覚ら ないように 軽く ほほえんだ。 

「ほほ、 羨まる る ほどの 果報で も ござらぬ。 お前が む 

かしの 意見 も 思い当たった。 上つ かたの 御 奉公 もなか 

なか 辛い 苦しい もの、 察して くだされ。 して、 こなた 

はや はリ 叔父 御と 一 つに 暮らして いやる のか」 

「いや、 わし は 烏帽子 折りの 職人 を やめて、 日本 じゅ 

うに 隠れの ない お 人のお 弟子に なった」 と、 千 枝 松 は 


誇る ように 答えた。 

「そのお 師匠 さま はなん というお 人 じ や」 

おんみよ うじ 

「陰陽師 の 播磨守 泰親ど のじ や」 

あべ の やすちか 

「おお、 安倍 泰親 どの か」 

玉藻の 顔色 はさつ と 変わったが、 忽ち もとにました 

柔らかい 笑顔に かえった。 

「それ は 仕合わせな こと。 おまえ は 堅い 生まれ付き 

じ やで、 よいお 師匠 を もたれたら、 行く末の 出世 は 見 

るよう じ や。 して、 お前 も 男に なって、 今 もむ かしの 

名 を 呼ばれて ^  ,1 ざるの か」 

「千 枝 松と いう 名 は あまりに 稚 げじ やと 仰せられて、 


お 師匠 さまが 千 枝 太郎と 呼び かえて 下された。 しかも 

やすきよ 

泰 親の 一 字 を 分けて、 元服の 朝から 泰 清と 呼ばる るの 

じ や」 

「千 枝 太 郎泰清 …… ほんに 立派な 名乗 じ や。 名 も かわ 

れば 人柄 も 変わって、 むかしの 千 枝 まと は 思われぬ」 

と、 玉藻 もさす がに 懐かし そうに、 むかしの 友達の 大 

人び た 姿 を 眺めて いた。 

藻に 捨てられた 悲しみと、 病い にさい なまる る 苦し 

みとに 堪えかねて、 千 枝 松 は 若い 命 を 水の 底に 沈めよ 

うとした ので あつたが、 運の 強い 彼 は 通りかかった 泰 

親に 救われた。 泰親は 彼を憫 れんだ。 ことに 彼の 慧し 


げ なの を 見て、 泰親は 叔父 夫婦に も 子細 を うちあけて、 

彼 を 自分の 弟子と して 取り立ててみ たいと 言った。 都 

にっぽん 

はおろ か、 日本 じゅうに 隠れの ない、 名家の 弟子の か 

ずに 入る こと は 身の ほまれで あると、 千 枝 松 は 涙 をな 

がして 喜んだ。 叔父た ちに も 異存はなかった。 

禍 いが 却って 福と なった 烏帽子 折りの 少年 は、 それ 

から 泰 親の 門に 入って、 天文 を 習った。 卜占 を 学んだ。 

めがね  ま 

さすが は泰 親の 眼識 ほどあって、 年に も 優して 彼の 上 

達 は 実に 目 ざまし いもので、 明けて ようよう 十九の 彼 

は、 ほかの 故 参の 弟子 ども を 乗り越えて、 やがて は 安 

倍晴明 以来の 秘法と いう 悪魔 調伏 の 祈り を も 伝えら 


るる ほどに なった。 彼は泰 親が 秘蔵 弟子の 一 人で あつ 

た。 

それほどの 事情 を 詳しく 知らな いまでも、 むかしの 

千 枝 まが 今 は 千 枝 太郎泰 清と 名乗って いる ことが、 玉 

藻に 取って は 意外の 新 発見で あるら しかった。 彼女 は 

この 昔の 友に 対して、 過去の 罪を悔 むような 打ちし お 

けしき 

れた 気色 をみ せた。 

「のう、 千 枝太郎 どの。 お前 は さぞ 昔の 藻 を 憎い 奴と 

思う で ござろう のう。 わたし もま だ その 頃 は 幼な 心の 

失せいで、 お宮 仕えの、 御 奉公のと 唯 ひと 筋に あこが 

のぼ 

れて、 お前 を 振り捨てて 都へ 上った が、 くどく も 言う 


通リ御 奉公 は 辛い 切ない もの、 山 科の 田舎で 気ままに 

暮らした 昔が 思い出されて、 今更 しみじみ 懐かしい。 

お前 とてもそう であろう。 泰親殿 は 気 むずかしい、 弟 

子た ちの 鎂け かた も きびしい お 人 じ やと 聞いて いる。 

朝夕の 奉公に 定めて 辛い こと も 数かず あろう。 出世の、 

果報のと 羨まれても、 それが なんの 身の 楽になる こと 

か。 おた がいに 辛い うき 世 じ や」 

昔 を 忍ぶ ように しみじみと 託 たれて、 千 枝太郎 もな 

ん だか 寂しい 心 持に なった。 女に 対する 年 ごろの 積も 

る 怨み は 次第に 消えて、 彼 はいつ かその 人 を憫れ むよ 

うにな つ て 来た。 彼 はもう 執念深く 彼女 を 責める 気に 


も なれなかった。 

「父御 は あの 明くる 年に 死なれた そうな」 と、 彼 は 声 

を 沈ませて 言った。 

「おお、 御 奉公に 出た 明くる 年の 春の 末 じ や。 関白 殿 

てんやく のかみ ほう ざ い 

のお 指図で 典薬 頭が 方 剤 を 尽くして、 いろいろ にい 

た わって 下された が、 人の 命数 は 是非ない ものでの う」 

と、 玉藻 も 今更の ように 眼 をうる ませた。 

かど 

「お 師匠 さまが 山 科の 家の 門に 立って、 これ は 凶宅 

じ や、 住む 人の 命 は 保つまい と言われ たが、 その 卜占 

はたし かに あたった」 

「お 師匠 さま は そのよう に 申された か」 と、 玉藻の 瞳 


と いき 

はまた 動いた が、 やがて 感嘆の 太 息をついた。 「卜占 

に噓 はない。 お 師匠 さま は 神の ような お 人 じ や」 

「それ は 世に も 隠れの ない ことじ や。 四 年 このかた、 

わし もお そばに 仕えて 何もかも 知ってい るが、 お 師匠 

さまが 空 を 見て 雨 ふるとい えば き つ と 降る。 風 ふくと 

いえば きっと 吹く。 あつい 襖 を 隔てて 他人の する こと 

しら かみ 

一 から 十まで 言い当てら るる。 お 師匠 さまが 白紙 を 

ひき 

切って、 印 をむ すんで 庭に 投げられたら、 大きい 蟆め 

がその 紙に 押し つぶされて 死んで しもうた」 

玉藻 はお そろし そうに 身 をす くめた。 

しだれ た 柳の 葉 は 川風に さっとな びいて、 雨の しず 


く を はら はらと 振り落と すの を、 千 枝 太郎は 袖で 払い 

ながら 又 言った。 

「現にき よう もじ や。 お 師匠 さま は 雨具の 用意して ゆ 

けと 言われた を、 近い 路じ やと 油断して、 そのままに 

出て 来る と 直ぐに これ じ や。 ほんに 思えば おそろし 

い」 

「お前 も その 怖ろ しい 人に ならる るの か」 と、 玉藻 は 

あやぶむ ように 男の 顔 を じ つ と 見つめた。 

「おそろしい のでない。 まことに 尊い のじ や。 わし も 

せいぜい 修業して、 せめて はお 師匠 さまの 一 の 弟子に 

なろうと 念じて いる」 


「それ もよ かろう。 じ やが …… 」 

玉藻 はなに か 言い出そう として、 ふと 向こう を 見や 

ると、 一 一つの 笠 を 持った 兼輔が 河原 づたいに 横し ぶき 

のなか を龃 けて 来た。 

「おお、 わたしの 連れが 笠 を 借りて 戻った。 千 枝太郎 

殿、 また 逢いましょう ぞ」 

言う 間に 兼輔 はもう 近づ いた。 柳の 雨に 濡れて 立 つ 

美女 を 前にして、 若い 公家と 若い 陰陽師と は 妬まし そ 

うに 眼 をみ あわせた。 


うねめ 

采女 


千 枝 太 郎泰清 は 柳の 雨に ぬれて 帰った。 播磨 守泰親 

つちみ かど 

の 屋敷 は 土 御門に あって、 先祖の 安倍晴明 以来 ここに 

年久しく 住んで いた。 

「唯今 戻りました」 


「ほう、 いこう 濡れて 来た。 笠 を 持たずに まいった な」 

と、 泰親は 自分の 前に 頭 を さげた 若い 弟子の 烏帽子 を 

みおろしながら ほほえんだ。 

「おことば に そむいて 笠 を 用意せ ずに 出ました」 と、 

千 枝 太郎は 恐れ入つ たように 再び 頭 を さげた。 

「いや、 懲 るるの も 修業の 一 つじ やよ」 

事 も なげに 又 笑った 泰 親の 優しげな 眼の 色 は 見る み 

る 陰った。 彼 は 扇 を 膝に 突き立てて、 弟子の 顔 を 睨む 

ように 見つめた。 

「お 身 は 途中で 誰に 行き 逢うた」 


千 枝太郎 はぎよ つと した。 しかも 何事に も 見 透し の 

眼 を 持って いる、 神の ような 師匠の 前で、 彼 はいつ わ 

り を 言う ベ きすべ を 知らな か つ た。 彼 は 河原で 玉藻の 

藻に 偶然 出逢った こと を 正直に 白状す ると、 泰親は 

低い 溜息 を ついた。 

あやかし 

「わし もそう 見た。 お 身 は 再び 怪異に 憑かれた ぞ。 

心せい」 

言い 知れない 恐怖に おそわれて、 千 枝 太郎は 息をつ 

めて 身 を 固く している と、 泰親は あわれむ ように、 ま 

さと 

た 諭す ように 言い聞かせた。 

つ  うしな 

「お 身 は あやかし に 一 度 憑かれて、 危うく 命 を 亡 お 


うとした こと を 今 も 忘れ はせ まい。 その後 は 一 心に 修 

業 を 積んで、 年 こそ 若 けれ、 ゆくゆく は泰 親の 一 の 弟 

子と も 頼もし ゆう 思うて いたに、 きょうは 俄にお 身の 

相好が 変わって 見 ゆる。 みだりに 嚇 かすと 思うな よ。 

お 身のお もてに は 死の 相が ありあり と 現われて いると 

は 知らぬ か。 お 身 をい としい と 思えば こそ、 泰親 かね 

て 存ず る 旨 を ひそかに 一一 一一 n う て 聞か すが 、 誓 つて 他 言 無 

用 じ ゃぞ」 

くれぐれも 念 を 押してお いて、 泰親は 日ごろ 自分の 

胸に たくわえ ている 一 種の 秘密 を 打ち明けた。 それ は 

かの 玉藻の 身の上であった。 泰親 はさきに 山 科の 玉藻 


の 住家 を 凶宅と うらな つ て、 それから だんだん 注意し 

たお やめ 

ている と、 玉藻と いう 艷女は 形 こそ 美しい 人間で あれ、 

その 魂に は 怖ろ しい あやかし が 宿って いる。 悪魔が 彼 

女の 体内に 隠れ 棲んで いる。 それ を 知らずに、 関白 殿 

は 彼女 を 身近う 召し出されて、 並な みならぬ 寵愛 を 加 

えられて いる。 その 禍 いが 関白 殿の 一身 一家に とどま 

れば 未だし もの ことで あるが、 悪魔の 望み は 更に それ 

よりも 大きい。 それから それへ と禍 いの 種 を まき 散ら 

し て 、 やが て はこの 日本 を 魔界の 暗黒に 堕そうと 企て 

ている ので ある。 —— こう 話して きて、 泰親は 一段と 

その 声 を おごそか にした。 


「お 身に 心せい というの はこの ことじ や。 広い 都に か 

によしょう ただもの 

の 女性 を 唯 者で ない と覚 つて いるもの は、 この 泰親 

の ほかに まだ 一 人 ある。 それ は少納 言の 信 西 入道 殿 

じ や。 かの 御仁 も 天文 人相に 詳しい ので、 とかくに 

彼女 を 疑うて、 さきの 日 わしに 行き 逢うた 折りに も ひ 

そかに 囁かれた ことがある。 関白 殿 はもう かれに 魂 を 

奪われて いれば、 とても 一応 や ニ応の 御意 見で 肯か 

りょうと も 思われぬ が、 唯 ひとつの 頼み は 弟御の 左大 

臣殿じ や。 信 西 入道から かの 殿に 申し 勧めて、 玉藻 を 

まず 関白 殿 の 屋 形から 遠ざけ、 さて その上で 悪魔 調伏 

の 秘法 を 行ない、 とこしえに 禍 いの 種 を 八 万 奈落の底 


に 封 じ 籠め てし まわねば ならぬ。 その 折 柄に お 身が う 

かう かと 再び その 悪魔に 近づいて、 なに かの 秘密 を覚 

られ たら 我 われの 苦心 も 水の 泡 じ や。 悪魔 は 人間より 

も 賢い。 それと 覚 つたら 又 どのような 手 だて をめ ぐら 

そう も 知れぬ。 きょうは 自然の めぐりあいで、 まこと 

に 余儀ない 破目で あるが、 これ を 機縁に 再び 彼女と 親 

しゅうす るな ど 夢にも ならぬ ことじ やと 思え。 この 教 

えに 背いたら お 身の 命 はかならず 亡ぶ る。 きっと 忘れ 

ま ぃぞ」 

さち 

「ありがたい 御 教訓、 胆 にこた えて 決して 忘れ ませぬ」 

と、 千 枝 太郎は 尊い 師匠の 前で 立派に 誓った。 


「わかった かな」 と、 泰親 はま だ 危ぶむ ような 眼 をし 

ていた。 

「判りました」 

半分 は 夢の ような 心 持で、 千 枝 太郎は 師匠の 前 を 退 

がった。 自分の 部屋へ 戻って、 彼 は 机の 前に 坐った が、 

あまりに 思い も 付かない 話 を だしぬけに 聴かされ たの 

で、 彼の 頭 は 恐怖と 驚異と に 混乱して しまった。 あの 

可愛らしい 藻、 あの 美しい 玉藻、 それに 怖ろ しい 悪魔 

の たましいが 宿って いるな どと は、 どう 考えても 信じ 

られ ない 不思議であった。 いかに 神の ような お 師匠 さ 

くも リ 

まの 眼に も 何 かの 陰翳が 懸かって いるので は あるまい 


かと、 彼 も 一 度 は 疑った。 

しかし、 だんだん 考え 詰めている うちに、 いろいろ 

の 記憶が 彼の 胸に よみがえつ てきた。 藻 は ゆくえ をく 

らまして、 昔から 祟りが あると 伝えられ ている 古塚の 

下に 眠って いた こと も ある。 陶器 師の 婆の 話に よれば、 

されこう ベ 

藻 は 白い 髑髏 を ひたいに かざして 暗い 川端に 立 つ て 

いた こと も あると いう。 しかも それ を 話した 婆 は、 や 

はり 古塚の ほとりで 怪しい 死に 方 をして いた。 また そ 

れ ばかりで ない。 近い 頃に も 関白 殿の 花の 宴に、 玉 

藻のから だから 不思議の 光り を 放って 暗い 夜 を 照らし 

たという 噂 も ある。 それや これ や を 取り集めて 考える 


と、 玉藻が 普通の 人間で はない らしい という 判断 も、 

決して 拠り どころ のない 空想ではなかった。 

「かりにもお 師匠 さま を 疑うた の はわし の 迷いで あつ 

た。 玉藻 は 悪魔 じ や。 いつぞやの 夢に 見た 天竺、 唐土 

けしん 

の 魔女 もや はり 玉藻の 化身に 相違 あるまい」 

そう 気がつく と、 千 枝 太郎は 急に 身の 毛が よだつ ほ 

どに 怖ろ しくな つた。 彼 は 屋敷に 召し使われ ている 

女子から 鏡 を 借りて 来て、 自分の 顔 を つくづくと 映し 

てみ た。 彼 は 幾た びか 眼 を 据えて 透かして 視 たが、 自 

分の 若々 しい 顔の 上から 死相 を 見いだ す こと は 出来な 

かった。 かれは 溜息と 共に 鏡 を 投げ出した。 


「陰陽師、 身の上 知らず と はこれ じ や」 

それにつ けても 師の泰 親 は 万人に すぐれて 偉い、 尊 

い 人で あると、 彼 は 今更の ように 感心した。 信 西 入道 

も 偉い と 思った。 彼 は 自分の 学問 未熟 を 恥ず ると 共に、 

師匠 や 信 西 を 尊敬す るの 念が いよいよ 深くな つた。 こ 

うした 尊い 師匠に 救われて、 親しく その 教え をう けて 

いるお のれ は、 いかに 幸いで あるかと いう こと も、 し 

み じみと 考えさせられた。 

「なんでもお 師匠 さまのお 指図 通りに すれば よいの 

じ や」 と、 今の 彼 はこう 素直に 考える より ほか はな か つ 

た。 


実 をい えば、 さっき 河原で 玉藻に 別れる ときに、 女 

は そこへ 来 あわせた 若い 公家の 手前 を 憚って、 口で は 

なんにも 言わなかった が、 その美し い 眼が 明らかに 

語って いた。 それ は 近いうちに 又 逢おうと いう 心で あ 

る こと を 千 枝 太郎は 早く も覚 つた。 彼 もお なじ 心 を 眼 

で 答えて 別れた。 しかし 今と なって は、 もう そんな こ 

と を 考える さえ も 怖ろ しかった。 自分 は その 一 剎那か 

あやかし 

ら 再び 怪異に 憑かれた のであった。 彼 はこれ から 

いちしち にち  さいかい 

一 七日の 間、 斎戒して 妖 邪の 気 を 払わなければ ならな 

いと 思った。 

自分に はお 師匠 さまと いう 者が 付いている  こう 


思う と、 彼 は 又 俄に 心強 くもなった。 未熟な 自分の 力 

では とても その 妖魔に 打ち勝つ こと は 覚束ない が、 お 

師匠 さまの 力 を 仮 りれば かならず 打ち勝つ ことが 出来 

る。 お 師匠 さま もまた それに 苦心して いられる ので あ 

るから、 及ばず ながら も 自分 はお 師匠 さまに 力 を 添え 

て、 ともどもに 悪魔 調伏に 一 心 を 凝らさなければ なら 

ない。 悪魔が ほろ ぶれば 自分 ひとりの 命が 救われるな 

どと いう 小さい 事で はない、 この 日本の 国 を 魔界の 暗 

闇から 救う こと も 出来る ので ある。 彼 は 一 生の 勇気 を 

一度に 振る い 起こして、 悪魔と 向かい合って 闘わな け 

けなげ 

れ ばなら ない と、 強い、 強い、 健気な 雄々 しい 決心 を 


かためた。 彼 は その 夜の 更ける まで 机に 正しく 坐って、 

一 心不 乱に 安倍晴明 以来の 伝 書の 巻 を 読んだ。 

とおか 

それから 十日 ほど 経って、 泰親は 外から 帰って くる 

と、 そっと 千 枝 太郎を 奥へ 呼んだ。 

「法 性 寺の 阿 闍梨も 気が狂う たそうな」 

阿闍梨 もという 言葉 に 深い 意 味が 含まれて いるら し 

く 聞こえた ので、 千 枝 太 郎は又 ぞっとして 師匠の 顔 を 

みあげる と、 泰親 はさら に 説明した。 

「思うても 怖ろ しい ことじ や。 お 身が 河原で 玉藻に め 

ぐり 逢うた の は、 彼女が 法 性寺詣 での 戻リ路 であった。 

左少弁 兼輔の 案内で、 阿 闍梨は 玉藻に 面会 せられた。 


それから 後 は 何と やらん 様子が 変わって、 よそ 目に は 

物に 憑かれた とも、 物に 狂うた とも 見 ゆると やら。 余 

人 は その子 細を覚 らいで、 ただただ 不思議の ことのよ 

うに 驚き 怪しんで いるが、 泰 親の 観る ところでは、 こ 

れも かの 悪魔の なす 業 じ や。 まず 日本の 仏法 を 亡ぼさ 

んが ために 碩学 高徳の 聖 僧の 魂に 食い入って、 その 道 

念 を搔き 乱そうと 企てた のであろう。 それ を 知らいで 

うかう かと かれの 手引き をした 左 少弁殿 も、 その 行く 

末 はどうあろう のう」 

さきの 日、 河原で 出逢った 若い 公家が 左 少弁 兼輔で 

ある こと を、 千 枝 太郎は 初めて 知った。 その 当時、 彼 


は 一 種の 妬みの 眼を以 つて その 人 を 見て いたので ある 

あ つ 

が、 今と なって は、 彼 は憫れ みの 眼を以 つて その 人 を 

見なければ ならない ようにな つ た。 

「しかし、 恐る るに は 及ばぬ。 泰親 はよ い 時に 生まれ 

あわせた。 わしの 力で 悪魔 を 取り鎮めて、 世の 暗闇 を 

ほ ま 

救う ことが 出来れば、 末代まで も 家の 誉れ じ や」 

泰親 は、 力強い 声で 言った。 

二 


「阿 闍梨も 気が狂う たそうな」 

ことば 

丁度 それと 同じ 頃に、 おなじ 詞が 関白の 屋形 にあ 

る 玉藻の 口から も 洩れた。 彼女 は 兼輔の 文に よって そ 

れを 知ったら しく、 その 文 を 繰り返して 見入って いた。 

文 は阿闍 梨の 病気の こと を 報ら せて、 自分 は 今夜 その 

見舞いに 法 性 寺へ 参ろうと 思う が、 お 身 も 一 緒に まい 

ら ぬかと いう 誘いの 文句であった。 

阿闍 梨と 兼 輔とは 叔父 甥の 親しい 仲で ある。 それが 

唯なら ぬ 病い に 悩んで いると 聞いたら ば、 何 を 差しお 

いても 直ぐに 見舞う べき 害で あるのに、 わざわざ 女子 


を 誘って ゆく。 しかも 夜 を 択んで ゆく。 兼輔の 本心が 

叔父の 病気 見舞いで ない こと は 見え透い ていたが、 玉 

藻 は 躊躇せ ずに 承知の 返事 を かいた。 しかし 若い 男が 

たびたび 誘いに 来られて は、 主人の 手前、 余人の 思惑、 

自分 もま ことに 心苦しい から、 四条の 河原で 待ち 合わ 

せて くれと 言つ て やった。 

日の 暮れる の を 待って、 玉藻 は 屋形を 忍んで 出た。 

うづき  あまけ 

暦 はもう 卯月に 入って、 昼間から 雨気 を 含んだ 暗い 宵 

であった。 その 昔、 一条 戻り 橋に あらわれ たという 

きじょ  か つぎ  まぶ か 

鬼女の ように、 彼女 は 薄絹の 被 衣 を 眉 深に かぶって、 

屋 形の 四 足 門から まだ 半 町と は 踏み出さな いうちに、 


暗い 木の 蔭から 一 人の 大きい 男が 衝と 出て 来て、 渡 辺 

の 綱の ように 彼女の 腕 をし つ かりと 摑ん だ。 

「あれ」 

振り放そうと もがいても、 男 は なかなか その 手 を ゆ 

るめ なかった。 彼 は 小声に 力 を こめて 言った。 

「騒がれな、 玉藻の 前。 暗うても 声に 覚えが ござろう。 

われら は 実雅じ や」 

「おお。 少将 どの か」 と、 玉藻 は ほっとしたら しかつ 

た。 「わたくし は 又、 鬼 か 盗人 かと 思うて …… 」 

「その 鬼よりも 怖ろ しいか もしれ ぬぞ」 と、 実 雅は暗 

いなかで あざ笑った。 「お 身 はこの 宵に どこ へ 参らる 


る」 

玉藻 は 立ちす くんで 黙って いた。 

「法 性寺詣 でか、 兼輔と 連れ 舞うて …… 。 はは、 何 を 

おどろく。 お 身 たちのす る こと 為す こと、 この 実雅の 

もろみち 

耳へ はみ な 筒抜け じ や。 われらが 今宵、 大納言 師道 卿 

の屋 形へ 歌 物語 を 聴きに まいろうと 存じて、 四 条のほ 

とりへ 来 かかる と、 兼輔 めが 人待ち顔に たたずん でい 

る。 何して じ やと 問えば、 これから 法 性 寺へ 叔父 御の 

見舞いに ゆく という。 その 慌てた 口ぶりが どうやら 

うろん 

胡乱に 思われた ので、 五、 六 間 も 行き過ぎて 又 見返る 

と、 彼 はま だ 行き もやら じに 立ち 明かして いる。 さて 


はこ こに 連れの 人 を 待ち合わせ ている のかと 思う と、 

すぐに 覚っ たは 玉藻の 御、 お 身の ことじ や。 それから 

足 を 早めて ここの 門前へ 来て、 さっきから 出入り を 窺 

うていた と は 知らぬ か。 さあ 真っ直ぐに 言え、 白状せ 

ら れい」 と、 実雅 ははず むらしい 息 を 努めて 押し 鎮め 

て、 女の 細い 腕 を 揺すぶりながら 訊いた。 

せん 

「そう 知られて は 隠しても 詮ない こと。 まこと 今宵 は 

左少弁 殿と 言 いあわせて、 法 性寺詣 でに 忍び 出た に 相 

違 ござ リ ませぬ」 

「むむ。 相違ない か」 と、 大きい からだ を ふるわせて 

実雅は 唸った。 「お 身 は 先月 も兼輔 めと 連れ立って 法 


性 寺へ まいった というが、 確かに そうか」 

それ も噓 ではない と 玉藻 は 答えた。 しかし それ は隆 

秀阿闍 梨の 教化 をう けたいた めに 兼輔の 案内 を 頼んだ 

ので、 ほかに は 別に 子細 はない と 言った が、 実 雅は素 

直に それ は肯き 入れなかった。 現に このあいだの 花の 

宴に も、 自分 は 彼と 玉藻との 密会 を 遠目に 見て いる。 

今更 そんな あさはかな 斿ぇ 事で、 自分 を 欺く こと はで 

きまい と 又 あざ笑った。 

「就いては、 少将 実雅が あらためてお 身に 訊きたい こ 

とが ある。 お 身が 実 雅の恋 をき かぬ 以上、 あだし 男に 

心 を かよわす こと はならぬ。 もし その 約束 を 破ったら 


その 男 を 生けて は 置かぬ と …… 」 

「それ もよう 覚えて おります」 

実雅の 手に すがって、 玉藻 はさ めざめと 泣き出した。 

もうこう なれば 何もかも 白状す るが、 実は 兼輔に 迫ら 

れて、 自分 は 彼の 恋 を いれた ので ある。 勿論、 そのと 

きに 実雅 との 約束 を楣 にして、 彼女 は 必死に 断 わった 

ので あるが、 兼輔 はどうしても 承知し ないで、 実雅の 

ような 愚か者が なんと 言おうと も 恐る るに は 及ばぬ。 

彼が 執念深く ぐずぐず 言 つ たら、 自分が き つ と 引き 受 

けて 二度と は 口 を 明かせぬ ようにして 見せる。 なんの、 

食らい 肥りの 貧乏 公家が 何事 をな し 得よう ぞと、 彼 は 


さんざんに 実雅を 罵って、 無理無体に 彼女 を 自分の 物 

にして しまった。 思えば 女子 は 弱い もの、 その 当座 は 

身 も 世 も あられぬ ほどに 悔み 悲しんだ が、 今と なって 

はもう どうす る こと も 出来ない ので、 彼が 誘う ままに 

今夜もう ろうろ と屋形 をぬ け 出して 来たので ある。 さ 

ぞ 憎かろう が、 どうぞ 堪忍して くれと 玉藻 は 泣いて 訴 

えた。 

じょ-つ  いら 

「それ は 定か、 いつわり ないか」 と、 実雅は 苛い らし 

ながら 念 を 押した。 

「なんの いつわり を 言いましょう。 神 かけて …… 」 

「よし。 思案が ある」 


玉藻 を 突き放して 実雅は 暗い 大路 を 暴れ馬の ように 

蚯 けて 行った。 大きい 身体 を ゆすりながら 大股に 蚯け 

るので あるから、 四条の 河原まで 行き着いた 頃に は、 

ほとんど 口 も 利かれない くらいに 息が 疲れて いたが、 

それでも 柳の 下にた たずんで いる 人の 影 を 透かし 視た 

ときに、 彼 は 喉が 裂ける ほどの 大きい 声 を 振り立てた。 

「兼 輔、 まだ そこに か」 

また 引つ 返して 来たの かと、 兼 輔は肚 のなかで 舌 打 

ちした。 そうして、 暗い の を 幸いに、 黙って そこ をす 

り 抜けて 行こうと すると、 水明 かりで 早く も それと 認 

めた 実雅 は、 これ も 無言で 龃 けつけ て、 彼が 直 衣の 袖 


を 力任せに ぐいと 曳 いた。 たとい 平安時代の 殿上人に 

もせよ、 実雅は ともかくも 武人の 少将で ある、 しかも 

かぽそ 

力自慢の 大男で ある。 その 大男に 強く ひかれて、 孱細 

い 左 少弁は 意気地 もな く へなへなと そこに 引き 据えら 

れた。 

「やい、 兼輔。 関白 殿の 花の 宴 の 夜に、 おのれ ひねり 

潰して くれようと 思うて いたが、 あいにくの 嵐に 邪魔 

されて、 そのままに 助けて 置いた を ありがたい とも 思 

わずに、 女に むか つ て 人 も なげなる 広言 を 吐き 散らし 

たそうな。 やい、 食らい 肥りの 貧乏 公家と は 誰が こと 

じ や。 おれの 前で、 もう 一度 確かに 言え」 


「そり や 無体の 詮議 じ や。 われら 夢にも さような こと 

を …… 」 と、 兼輔は あわてて 打ち消 そうとす るの を、 

哮リ 立った 実雅は 耳に も かけないで、 嵩に かかって 又 

呶 鳴った。 

「ええ、 なにが 無体 …… 。 おのれ は 舌が やわらかなる 

ままに、 口から 出る に 任せて さまざまの 雑言 をなら ベ 

この 実 雅を塵 あくた のように 言いお としめ たこと を、 

おれ はみ な 知っている。 ええ、 今 さら 卑怯に 言い抜け 

ようとして、 おれに は 確かな 証人が ある ぞ」 

かんざん 

「そのような 喚讒を 誰が 言うた」 

「おお、 玉藻が 言うた。 おのれ は 今宵 も 無理無体に 玉 


藻 を ここへ 誘い出して、 法 性 寺へ 行こう でな。 憎い 奴 

め」 

実 雅の拳 は 兼 輔の頰 を 二つ 三つ 続けて 打った。 大 

力に 打 たれた 兼輔は 悲しい 声 を あげて、 子供に つかま 

れた 子猫の ように、 相手の 膝の 下 をく ぐって 逃げよう 

まり 

と 這い まわる の を、 実 雅は足 を あげて 鞠の ように 蹴倒 

した。 こうした 散 ざん の 手籠めに 逢って、 兼輔 もさす 

がに 無念であった。 もう 一 つに は、 このまま 彼の 手に 

囚われて いたら、 果て はむ ごたら しいなぶ リ 殺しに 逢 

おう も 知れまい という 怖れ もま じって、 彼 は 足 もとに 

転げて いる 河原の 小石 を さぐり 取って、 相手の 顔と 思 


すき 

う あたりへ 三つ 四つ 投げ付けた。 そのうろ たえる 隙 を 

みて、 彼 は 飛び起きて 逃げよう とする の を、 実雅 はす 

ぐに 追い掛けて 再び その 襟髪 を摑ん だ。 

嫉妬と 憤怒に のぼせて いると ころへ、 小石の 痛い 眼 

つぶし を 食わされて、 実雅 はまった く 眼が くらんで し 

まった。 彼 は 再び 恋の かたき を 蹴倒して、 腰に 佩いて 

いる 衛府の 太刀に 手 を かけた かと 思う と、 闇に きらめ 

いた 切っ先 は 兼輔の 烏帽子 を はたと 打ち落として、 そ 

の 小鬢 を 斜めに かすった。 

「わ ッ、 人殺し じ や」 

その 声の 消えない うちに、 二度目の 太刀 さき は兼輔 


の 頸の あたり を 横に 払った ので、 彼 は 息 もせずに そこ 

にぐ たりと 倒れた。 実雅は 片足で それ を 二、 三度 揺リ 

まろ 

動かして みたが、 兼輔は 石の ように 転ばった ままで、 

再び 身動き をし そう もなか つ た。 

ざ ま 

「はは、 もろい 奴 じ や。 おのれ その 醜態で、 実 雅の悪 

口い うたか」 

彼 は 勝利の 満足 を おぼえる と 同時に、 一 種の 不安と 

後悔と が 急に 湧き出して 来た。 死人に 口な しでなん と 

でも 言い訳 は 出来る ような ものの、 かりにも 左少 弁た 

やみう 

る 人 を 河原で 暗 撃ちに したと あって は、 後日の 詮議が 

面倒で ある。 僧い 奴で は あるが、 さすがに 殺す までに 


も 及ばなかった とも 悔 まれた。 今夜の 河原 は 闇で ある。 

この 闇に まぎれて 逸早く ここ を 立ち退いて しまえば、 

相手 は 殺され 損で、 誰に も 詮議 はか かるまい と 思う と、 

実雅は 俄に あとさきが 見られて、 あわてて 血 刀 を兼輔 

さや 

の 袖で ぬぐって そっと 鞘に 収めよう とすると、 うしろ 

から その 肩 を 軽く 叩く 者が あった。 ぎょっとして 振リ 

返る と、 自分の そばに は 玉藻が 立って いた。 凄い ほど 

に 白い 彼女の 笑顔 は、 暗い 中に も ありあり と 浮き出し 

て 見えた。 

「見事に なされました」 

相手が あまりに も 落ち着き払って いるので、 実雅は 


すこし 気味が 悪くな つて、 無言の ままで 突っ立つ てい 

ると、 玉藻 は 重ねて 言った。 

「かたき を 仕留められ たの は 男の 面目、 見事に も 立派 

にも 見えます るが、 これから のち を 何とせられ まする _ 

相手 を 殺して 卑怯に も 逃げられますまい」 

星 を さされて、 実 雅は又 ぎょっとした。 彼 は 太刀 を 

鞘に 収める すべ も 知らない ように、 唯 ぼんやりと 立つ 

ていた。 

なきが ら 

「お 身 さま も 男 じ や、 少将 どの じ や。 仇の 亡骸 を 枕に 

して 見事に 自害な され ませ」 と、 玉藻 は 命令す るよう 

に 言った。 


この 怖ろ しい 宣告 を 受けて、 実雅は 我に かえった。 

しかし 彼 は その 命令に 服従す る 気に はなれなかった。 

どうで 自分の 物に ならない 女なら ば、 いっそ ここで あ 

わせて 玉藻 を 殺して、 後日の 口 をふさぐ 方が 利益で あ 

ると、 彼 は 咄嗟の あいだに 思案 を 決めた。 彼 はなに か 

言おうと する ように 見せかけて、 玉藻の そば へ ひと 足 

摺り 寄る と 同時に、 手に 持って いる 太刀 を 颯と ひらめ 

かせる と、 刃 は 空 を 切って 玉藻の 姿 は 忽ち 消えた。 

おどろいて 見廻す と、 玉藻 は 彼の 左に 肩 をなら ベて 笑 

いながら 立って いた。 

実雅 はまた 横に 払った。 その 刃 もお なじく 空 を 切つ 


て、 玉藻 は 更に 彼の 右に 立って いた。 彼 は 焦れて 右 を 

切った。 左 を 切った。 うしろ を 払った。 前を薙 いだ。 

こ ま 

彼 は 独楽の ように そこら を くるくると 廻って、 夢中で 

手 あたり 次第に 切り払つ たが、 一度 も 手 ごた え はな 

かった。 焦れて 狂って、 跳り 上がって、 彼 は 暗い 河原 

を 東西に 蚯け まわって、 果て は 狂い 疲れて そこにば つ 

たり 倒れた。 倒れる はずみに 彼 は 自分の 刃で 自分の 胸 

を 深く 貫いて しまった。 

鴨 川の 水 はむ せぶ ように 流れて いた。 暗い 河原に ひ 

なまち 

ざまず いて、 まだ 温かい 彼の 生血 を 吸う 者が あった。 


二 


左 少弁 兼輔と 少将 実雅 とが 四条の 河原で 怪しい 死に 

ざま をした という ことが、 忽ち 京 じゅうの 大きい 噂と 

なった。 勿論、 誰も その 事実 を 知った 者 はない が、 二 

きずぐち 

つの 死骸の 疵口から 考える と、 実雅 がまず 兼輔 を切リ 

殺して、 自分 は その 場から 少し 距れた 川下へ 行って 自 

害した ものら しく 思われた。 

とち 

下手人 も倶に 亡びた 以上、 別に 詮議の 仕様 もない の 


であるが、 実雅は 武人で 宇治の 左大臣 頼 長に 愛せられ 

ていた。 兼輔 はむしろ 関白 忠 通の 昵懇であった。 その 

関係から いろいろの 浮説が 生み出されて、 実雅 と兼輔 

との 刃傷 事件 は 単に 本人 同士の 意趣で はなく、 忠通、 

頼 長兄 弟の 意趣から 導かれた かの ように 言い 囉す者 も 

出来た。 頼 長 は 別に 気に も 留めなかった が、 この頃い 

ちじる しく 神経質に なった 兄の 忠通 は、 そのままに 聞 

き 流して いる ことが 出来なかった。 彼 は 厳重に 実雅が 

刃傷の 子細 を 吟味 させた が、 確かな 証拠 はとうとう 挙 

がらなかった。 

証拠が 挙がらな いので、 自然 立ち消え になって し 


まった が、 忠 通の 胸 は 安らかでなかった。 殊に 実雅の 

なお 

方から 仕掛けて 兼輔を 殺したら しいの が猶 なお 不快で 

あった。 つまり 頼 長の 味方が 自分の 味方 を 倒した ので 

ある。 忠通は それが 何となく 面白くなかった。 彼 は 弟 

から 戦い を 挑まれた ように も 感じられた。 この 上 はせ 

めても の 心 やりと、 二つに は 自分の 威勢 を 示す ために 

さんしちにち ほうえ 

忠通は 兼輔の 三七日 法会 を 法 性 寺で 盛大に 営む ことに 

なった。 

この 時代の 習いで 法 性 寺の 内に 墓地はなかった が、 

法会 は 寺 内で 行なわれた。 殊に この 寺 は 関白の 建立 

で、 それ を あずかる 隆秀阿 闍梨は 兼輔が 俗縁の 叔父で 


あるから、 忠 通が 彼の 法会 を ここで 営む の は 誰が 眼に 

も ふさわしい ことであった。 しかし ここに 一 つの 懸念 

は、 当日の 大 導師た るべき 阿闍梨 その 人が このあいだ 

から 物に 憑かれた ように 怪し ゆう 狂い 乱れて いると い 

う 噂で あ つ た。 

「阿闍 梨の 容態 はどうあろう。 見て まいれ」 

主人の 言い付けで、 織 部 清 治 は 法 性 寺へ 出向いて み 

る と 、 阿 闍梨は そ の 怨念が 鼠に なった とか 伝えられる 

昔の 三 井寺の 頼 豪の ように、 おどろお どろし い 長髪の 

姿で 寝床の 上に 坐って いた。 清 治の 口上 を 聴いて、 彼 

は 謹んでうな ずいた。 


「かずならぬ 甥め が 後世 安楽の ために、 関白 殿が 施主 

うみやま 

となって 大法 要 を 催さる ると は、 御 芳志 は 海山、 それ 

がしお 礼の 申し上げよう も ござらぬ。 たとい 如何 ほど 

の 重病たり とも、 当日の 導師の 務め は 拙 僧 かならず 相 

おもむき 

勤め 申す。 この 趣 、殿下へ よろしくお 取次ぎ を …… 」 

見たところ は 痛ましく やつれて いるが、 その 応対に 

すこしも 変わった 節 は 見えない ので、 清 治 はまず 安心 

した。 すぐに 屋 形へ 戻って その 通り を 報告す ると、 忠 

通 も 眉 を 開いた。 

「それほどに 申す から は 子細 は あるまい。 当日の 用意 

万端 怠るな」 


やがて その 当日が 来た。 時の 関白 殿が 施主と なって 

営まる る 大法 要と いうので あるから、 仏の 兼輔に 親し 

うと  みどう 

いも 疎い もみな 袂を つらねて 法 性 寺の 御堂に あつまつ 

た。 門前 は 人と 車と で 押し合う ほどであった。 その 

き ら 

綺羅びやかな、 そうして 壮 厳な 仏事の ありさま をよ そ 

ながら 拝もうと して、 四方から 群がって 来た 都の 老幼 

男女 も、 門前 を 埋める ばかりに ひしひしと 詰めよ せて 

まひる 

いた。 四月 も 末に 近い 白昼の 日 は、 このた とえ 難い 混 

雑の 上 を 一 面に 照らして、 男の 額に も 女の 眉に も 汗が 

にじんだ。 

「ほう、 えらい 群集 じ や」 と、 一人の 若者が 半ば 開い 


た 扇 を かざしながら つぶやく と、 その 声に 気がついた 

ように 一 人の 翁が 肩 を 捻じ 向けた。 

「おお、 千 枝まで ないか。 久しい な」 

すえ もの つくり おきな 

それ は 山 科郷の 陶器 師 の 翁 であ つ た。 

声をかけられて 千 枝太郎 もな つかし そうに 摺リ 寄つ 

た。 

「翁よ。 ほんに 久しい な」 

よい 相手 を 見付けた というよ うに、 翁 も摺り 寄って 

ささやいた。 

「お 身、 藻 を 見やった か」 

「藻 …… 。 藻が きょう もこ こへ 見えた か」 


「おお、 半 刻 ほど も 前に、 見事な 御所車に 乗って 来た。 

おれ は 車 を 降りる ところ を 遠目に 視 いたが、 今 は 玉藻 

と 名が 変わって いると やら …… 。 名 も 変われば 人 も 変 

わって、 顔 も 姿 も 光り かがやく ばかりの 美し さ、 おれ 

は 天人 か 乙姫 さま かと 思うた よ。 偉い 出世 じ や。 いく 

ら 昔馴染み でも、 もう おれたち は そばへ も 寄り付かれ 

まい。 はは はは は」 と、 翁 はむかし とちつ とも 変わら 

ない、 人の 善 さそうな 笑顔 をみ せた。 

藻 —— それ は 千 枝 太郎に 取って、 堪え難い ように 懐 

かしい、 しかも 身ぶ るいす る ほどに 怖ろ しい 名で あつ 

た。 彼女 は 果たして 魔性の 者であろう か。 千 枝 太郎は 


明かる い 日の 下で、 もう 一度 彼女の 正体 を 確かに 見と 

どけたい と 思った。 

「きょうの 法会 はなん どきに 果 つるかのう」 と、 彼 は 

独り ごとの ように 言った。 

さる 

「申の 刻 じ やと 聞いて いる」 と、 翁 は 言った。 「諸人が 

退散す るまでに はま だ 一 刻 余り もあろう よ」 

言う うちに、 前の 方に 詰め寄せ ていた 人々 は、 物に 

追われた ように 俄に 崩れて 動き 出した。 その 人な だれ 

に 押されて、 突き やられて、 翁と 千 枝 太郎は 別れ 別れ 

になって しまった。 法会 は 中途で 急に 終わって、 参列 

ぞうしき 

の 諸人が 一 度に 退散す るた めに、 先払いの 雑色 どもが 


門前の 群集 を 追い立てる のであった。 

法会 は なぜ 中途で 終わった のか。 千 枝 太郎は 逢う 人 

ごとに 訊いて みたが、 誰に も 確かな こと は 判らな かつ 

た。 しかし 衆 僧 を あつめて 読経の 最中に、 大 導師の 阿 

闍 梨が なに を 見た のか、 急に 顔の 色 を 変えて 額に 玉 

の 汗 をな がして、 数珠の 緒 を 切って 投げ出して、 壇 か 

ら ころげ 落ちた と いうの が 事実で あるら しかった。 

「魔性の わざ じ や」 

千 枝 太郎も 顔の 色 を かえて 早々 に 逃げ帰った。 阿闍 

梨 はなに を 見て 俄に 取り乱した のか、 おそらく 参列の 

人び とのうち にかの 玉藻の 妖艷な 姿 を 見いだ して、 そ 


の 道心が 怪しく 乱れ 始めた のであろう。 生きながら 魔 

道へ 引き摺られて ゆく 阿闍 梨の 浅ましい 宿業 を 悼む 

と共に、 千 枝 太郎は 自分のお 師匠 さまの 眼力の 高く 尊 

いの をい よいよ 感嘆した。 

しかし これ を 察した の は 千 枝 太郎の 師弟ば かりで、 

余人の 眼に はこの 秘密が 映らなかった。 高徳の ひじり 

ものぐ る  ましょう 

が 物狂おし ゆうなつ たの は、 天狗の 魔障で は あるまい 

かな どと、 ひたすらに 恐れられた。 そうして、 それが 

日の 本の 仏法の 衰え を 示す かの ように、 口さがない 京 

わらん ベ は 言い はやす ので、 忠通 はいよ いよ 安から ぬ 

ことに 思った。 なまじい のこと を 企てて、 かえって 自 


分の 威厳 を 傷つけ たように 口惜しく 思われた。 彼 は 眼 

にみ えない 敵に 取り囲まれて、 四方から だんだんに 圧 

迫され るよう な 苦しみ を おぼえて、 その 神経 はいよ い 

よ 尖って 来た。 この頃の 彼 は 好きな 和歌 を 忘れた よう 

に 捨てて しまった。 政務 もと かくに 怠り勝ちで、 はて 

は 所労と 称して 引き籠った。 

ことしの 夏 は 都の 空に ほととぎすの 声 は 聞こえな 

かった が、 五月雨 はいつ もの 夏よりも 多かった。 五月 

に 入って から は 殆んど 小 やみな しに 毎日 じめじめと 降 

り つづいて、 若葉の 緑 も 腐って 流れる かと 思う ばかり 

に 濡れ 朽ちて しまった。 垂れ こめて いる 忠 通の 頭 はく 


力 んむリ 

ろが ねの 冠 をいた だいた ように 重かった。 そうして、 

むやみに 癇が たかぶって、 訳 もな しにい らいら した。 

夜 も おちおちと は 眠られなかった。 このままに 日 を 重 

ねたら ば、 自分 も 法 性 寺の 阿闍 梨の 二の舞い になる の 

では あるまい かと、 自分ながら 危ぶまれる ようになつ 

た。 

家来 も 侍女 共 も 主人の 機嫌が 悪い ので、 みな はら は 

らして いた。 お気に入りの 織 部 清 治 も 毎日 叱られ つづ 

けて いた。 ことに 彼 はさきの 日、 法 性 寺へ 使いに 立つ 

たと きに、 阿闍 梨の 容態 を 確と 見と どけて 来なかった 

がた めに、 大切の 法要 を さんざんの 結果に 終わらせた 


というので、 いよいよ 主人の 機嫌 を 損じた。 そのな か 

で 寵愛の ちっとも 衰えな いのは かの 玉藻 ひとりで、 主 

人の 機嫌が むずかしく なれば なるほど、 彼女 は 主人の 

そばに 欠く ベ からざる 人間と な つ て、 忠 通が 朝夕の 介 

抱 や 給仕 はすべ て 彼女 ひとりが 承って いた。 

「よう 降る ことじ や」 

忠通は 暮れ かかる 庭の 雨 を 眺めながら、 滅ん るよう 

な 溜息 をつ いた。 

「ほんに よう 降り続く ことで ござり まする。 河原 もも 

う 一面に 浸された とか 聞きました」 と、 玉藻もう つと 

うしそう に 美し い 眉 を 皺め て 言 つ た。 


でみず 

「また 出水 か。 うるさい ことじ や。 出水の あと は大か 

え やみ 

た 疫病であろう。 出水、 疫病、 それに つづいて 盗賊、 

世が また 昔に 戻った か。 太平の 春 は 短い もの じ や」 

天下の 宰相と して この 苦労 は 無理ではなかった。 二 

人 はまた 黙って いると、 庭の 若葉 はだん だんに 暗い 影 

みなぎ 

につつ まれて、 溢れる ばかりに 漲った 池の ほとりで 

蛙が そうぞうしく 鳴き 出した。 

いとま 

「ああ、 世の中が うるそう なった。 わし もお 暇 を 願 

とんせい 

うて、 いっそ 出家遁世 しょうか」 と、 忠通 はまた 溜息 

をつ いた。 

「御 出家 …… 」 と、 玉藻 は 聞き咎める ように 言った。 


「殿が 御 出家な されたら、 あと は 誰が 代らせられます 

る」 

「頼 長 かな」 

「そうな りましたら、 左大臣 殿 は 思う壺で ござり ま 

しょう。 現に 殿が お引き籠りの 後 は、 かのお 人が なに 

も かも 一人で 取り仕切って、 殿上 を 我が物顔に 押し 廻 

していら るると やら。 今で すら その 通り、 殿が 御 隠居 

遊ばされたら、 その後の 御 威勢 は 思い やられ まする」 

「彼の ことじ や。 さも あろうよ」 と、 忠通は 苦笑いし 

た。 

その 笑いの 底に は、 おさえ 難い 不満が 忍んで いた。 


日頃から ややもすれば 兄 を 凌ごうと する 頼 長め が、 お 

れの 引き籠って いるの を 幸いに、 冠 を のけぞらして 殿 

上 を 我が物顔 にの さばり 歩く。 その 驕慢の 態度が 眼に 

みえる ように 思われて、 忠通は 急に いまいましくな つ 

てきた。 うかつに 遁世して、 多年の 権力 を 彼に やみや 

み 奪われる の は 如何にも 残念で 堪 まらない ように 思わ 

れ てきた。 

「さりと て、 わし はこの 通りの 所労 じ や。 頼 長が 兄に 

代って 何 かの 切り盛り をす る も 是非が あるまい。 余の 

公家 ばら は 彼の 鼻息 を 窺う ばかりで、 一 人 も 彼に 張り 

合う ほどの もの は 殿上に あるまい よ」 と、 忠通は 噴る 


ように 言った。 勢いに 付く が 世の 習いで ある こと を、 

彼 はしみ じみと 感じた。 

その 果敢ない ような 顔 を じっと見 あげて、 玉藻 は 

そ つ と 言い出した。 

「就きましては、 わたくし お願いが ござります るが… 

〜」 

「あらためて なんの 願い じ や」 

うねめ 

「殿の 御 推挙で 采 女に 召さる るよう に …… 」 

「ほう、 お宮 仕えが 致したい と 申す か」 

忠通 はすこし 考えた。 玉藻 ほどの 才 と美と を 具えて 

いれば、 采 女の 御 奉公 を 望む も 無理 はない。 その 昔の 


おのの こまち 

小 野 小町 とてもお そらく 彼女に は 及ぶまい。 実は 忠通 

したごころ  そば 

にも かねて その 下心が あつたの であるが、 自分の 傍 

を 手放す のが 惜し さに、 自然 延引して ゲ 日まで 打ち 過 

ぎていた ので ある。 この 際、 本人の 望む がま まに、 玉 

藻 を 殿上の 采 女に 召させて、 彼女の 力 を かりて 頼 長め 

の 鼻 を くじかせて やろうかと も 考えた。 忠通も 女の ひ 

そめる 力と いう もの を 能く 識 つていた。 

「望みと あれば、 推挙すまい もので もない が …… 。 頼 

長め が 何かと 邪魔しょう も 知れぬ ぞ」 と、 忠通 はさび 

しく 笑った。 

「いえ、 その 左大臣 殿と 見事に 張り合うて 見せます」 


「頼 長と 張り合う か」 

「わたくしが 殿上に 召されましたら、 左大臣 殿と て… 

:•」 と、 言い さして 彼女 は、 ほほと 軽く 笑った。 

これ は あながちに 自讃で ない。 玉藻 ほどの 才女なら 

ば、 ひそめる その 力 を 利用して、 頼 長め を 殿上から 蹴 

落とす ことが 出来る かもしれ ない と、 忠通は 頼もしく 

思 つ た。 


あまご 

雨乞い 


一 


あくる 朝、 大納言 師道 は 関白の 屋 形に 召された。 師 

道 は 雨 を 冒して 来た。 

わび 

「きのう も 今日 も 降り つづいて、 さりと は 侘しい こと 

で ござる。 殿に は 御機嫌い かがお わします」 と、 師道 

はねん ごろに 関白の 容態 をたず ねた。 

「とかくに 捲れない でのう」 と、 忠通は 烏帽子の ひた 


い を 重そう に 押さ えた。 「き よ う わざわざ 召した は ほ 

かで もない。 お 身と 忠 通と は 年 ごろの 馴染み じ や。 打 

ち あけて 少しく 申し 談 じたい 儀が あって …… 。 近う 寄 

ら れい」 

すいせん 

それ は 玉藻 を采 女に 推薦す る 内儀であった。 師道に 

ももち ろん 異存 はな か つ た。 

「至極の 儀、 わたくし も 然るび よう 存じ 申す。 当時 関 

白 殿下の 御 威勢 を以 つて、 彼女 を采 女に すすめ 奉る に、 

誰も 故障 申し 立つべき よう も ござりますまい」 

「いや、 そ こじゃて」 と、 忠通は 悩ましげ に 頭 を かた 

むけた。 「お 身の 言わる る 通り、 忠 通の 威勢 を以 つて 


彼女 を 申し 勧む るに、 なんの 故障 はない 害 じ やが、 高 

き 木 は 風に 傷めら るると やらで、 ， J の 頃の 忠 通に は 眼 

にみ えぬ 敵が 多い。 いや、 ひがみで ない、 忠通 はたし 

かにそう 見て おる。 就いては 玉藻の 儀 も 何かと さえ 

ぎって 邪魔す る やからがない とも 限らぬ。 まず 第一 に 

は 弟の 頼 長め じ や。 次に は 信 西 入道、 彼 もこの ごろ は 

弟め の 襟 もとに 付いて、 ややもすれば 予に楣 を 突こう 

とする、 けしから ぬ 古 入道 じ や。 まだ そのほか にも 数 

え 立てたら 幾人 もあろう。 うわべ はさ りげ のう 見せ か 

けて、 心の底に は 忠通を 押し 傾けようと 企んで いる や 

からが、 殿上に は充ち 満ちて おる。 お 身 はま だ 知らぬ 


忠 通と 頼 長、 この 兄弟の 不和 は 師道 も 薄う す 知らな 

いで もなかつ たが、 忠 通の 敵が 殿上に 充ち 満ちて いる 

などと はち つ とも 思い寄らない ことで、 それ は 恐らく 

彼の ひがみで あろうと 思った。 自体 関白の 様子 は 昔と 

よほど 変わって いる。 質素な 人物が だんだんに 驕奢に 

かんぺき 

長 じてきた。 温厚な 人物が だんだん 疳 癖の 強い わが ま 

まな 性質に 変わって きた。 殊に この頃 は 病い に 垂れ 籠 

めて いるので、 疳癖 はいよ いよ 昂 ぶって、 あらぬ こと 

にも 心 を 狂わす のであろう。 それに 逆らって は 好くな 

いと 考えた ので、 師道 は 素直に 彼の 言う こと を 聴いて 


いた。 

「それじゃに 因って、 玉藻の 儀 もこの 忠 通の 口から 申 

し いづると、 きっと 邪魔す る やからが ある。 就いては 

大納言、 お 身から 好い ように 申し立てて はた もるまい 

か。 お 身 は 初めて 玉藻 を 見いだ した 御仁 じ や。 そのお 

身から 申し 勧む るに 於いて は、 誰も 表立って さえぎる 

者 も あるまい。 どうじ や。 頼まれて おくり やれぬ か」 

と、 忠通は 重ねて 言った。 

ことば 

時の 関白 藤 原忠通 卿が 詞 を さげて 頼む ので ある。 

師道 はこれ に対して 故障 をい うべき よう もなかった。 

まして、 自分 は 年来 その 恩顧 を 受けて いる。 玉藻 を 彼 


に 推薦した の も 自分で ある。 これらの 関係 上、 師道 は 

どうして もこの 頼み を 断 わる わけに はいかない 破目に 

なって いるので、 彼 はや はり 素直に 承知した。 

ぎよ こんぎよ い  さんだい 

「御懇 の 御意、 委細 心得 申した。 あすに も 参内して、 

万事よ ろしゅう 執 奏の儀 を …… 」 

「おお、 取り 計ろう てた もる か」 と、 忠通は 子供の よ 

うに 身体 を ゆすつ て 喜んだ。 

いろいろの 打ち合わせ をして、 師道 はやが て 関白の 

前 を さがる と、 入れ 代って 玉藻が 召し出された。 忠通 

は 笑ま しげに 彼女に 言い聞かせた。 

「万事 は 大納言が 受け合う て くれた。 心 安う 思 え 」 


「ありがとう ござり まする」 と、 玉藻 も 晴れ やかな 眼 

をして 会釈した。 

雨 は その 曰の 夕方から ひとしきり 降り やんで、 鼠色 

の 雲が 一枚ず つ 靴 げて ゆく ように 明るくな つた。 その 

明るい 大空の 上に は 赤い 星が 三つ 四つ 光って いた。 こ 

の 時代の 習いで、 おの 刻 頃 (午後 十 時) に は 広い 屋形 

の 内 もみな 寝静まって、 庭の 植え込み では 時 どきに 若 

葉 の しずく の - y ほれ 落ちる 音が きこえた。 今夜 は 蛙 も 

鳴かなかった。 

め わらわ  かわや 

女の 童 の 小雪と いうの が 眼 を さまして 厠 へ 立った。 

しそく 

彼女 は紙燭 をと もして 長い 廊下 を 伝って ゆく と、 紙 獨 


の 火 は 風 もない のに ふっと 消えた。 それと 同時に 暗い 

行く手に 明るい 光りが 浮き出して、 七、 八 間 ほど 先き 

を 静かに 動いて ゆく の を 見た ので、 年の 若い 小雪 は 

ぎょっとして 立ちす くんだ。 光りの ぬし は 女であった。 

すそ 

女 は 長い 袴の 裳 を ひいて、 廊下 を 静かに 歩んで ゆく。 

そのうし ろ 姿が 玉藻に よく 似て いると 思う うちに、 廊 

下の 隅に ある 一 枚の 雨戸が 音 もな しにす るりと 明いて、 

女の 姿 は 消える ように 庭へ ぬけ 出した。 小雪 は 一 種の 

好奇心に うながされて、 これ も 足音 をぬ すんで その あ 

とから そっと 庭に 降り 立つ と、 玉藻に 似た 姿 は 植え込 

みぎわ 

みの 間 をく ぐって 行って、 奥庭の 大きい 池の 汀 にす つ 


くと 立った。 

池 は 年 を 経て、 その 水 は 蒼 黒く 淀んで いるの が、 こ 

かさ 

の 頃の 雨に 嵩 を 増して、 濁った 暗い色が 汀まで ひた ひ 

たと 押し寄せ ていた。 あやめ や、 かきつ ばた は その 

濁った 波に 沈んで、 わずかに 藻の 花 だけが 薄白く 浮か 

んで いるの が、 星明かりに ぼんやりと 見えた。 女 はま 

ず 北に 向かって 一 つの 大きい 星 を 拝した。 ほかの 星の 

こんじき 

赤い なかに、 その 星 一 つ は 優れて 大きく 金色に 輝いて 

いた。 それ は 北斗七星と いうので あろうと 小雪 は 思つ 

た。 

女 は その 星 をし ばらく 拝して いたが、 やがて 向き を 


変えて 池の 汀に ひざまずいた。 彼女 は 左の 手で 長い 抉 

をお さえながら、 夜目に も 白い 右の 手 をのば して 池の 

玉藻 をす くって いるら しかった。 好奇心 はいよ いよ 

募って、 女の 童 は 息 もせずに 見つめて いると、 女 はや 

がて その 青い 藻 を 手の 上に すくいあげて、 しずく も 払 

わずに 自分の 頭の 上に 押し頂いた。 

藻 を かつぐ の は 狐で ある  こういう 言い伝え を 彼 

女 は 知ってい たので、 小雪 は 俄に 怖ろ しくな つた。 す 

くんだ 足 を 引き摺 リ ながら そ つ と 引つ 返そうと した 時 

に、 女の ひかり は 吹き消し たように 消えた。 

「小雪 か」 と、 暗い なかで 女の 涼しい 声が きこえた。 


それ は 確かに 玉藻の 声であった。 

女の 童 はもう おびえて、 声 も 出なかった。 ただ 身 を 

固く して そこに うずくまって いると、 玉藻 はする する 

と 寄って 来て、 彼女の 細い 腕 をつ かんだ。 

「おまえ 見た か」 

女の 童 はや はり 黙って すくんで いた。 

「隠さずに 言 や。 なに を 見た」 

「なんにも …… 見 ませぬ」 

彼女 はふる えながら 答えた が、 もう 遅かった。 女の 

童の 小さい からだ は、 蛇に 呑まれよう とする 蛙の よう 

に 手足 を ひろげた まま 固くなって しまった。 その 正： K: 


のない 女の 童 を 地の 上に まろばして、 玉藻 はまず その 

黒い 髪の 匂い を 嗅いだ。 豊かな 頰の肉 をね ぶった。 

たいまつ 

このと き、 鬼火の ような 小さい 松明の 光りが 植え込 

みの あいだから ひらめいて、 だんだんに こちらへ 近 

寄って 来た。 それ は 織 部 清 治で、 彼 は 宵と 夜な かと 夜 

あけとの 三度に、 屋 形の 庭 じゅう を 見廻る のが 役目で 

あった。 

彼 は 暗い なかで、 犬が 水 を 飲む ような 異様な ひびき 

を 聞いた ので、 ぬき 足 をして ここへ 忍んで 来た。 そう 

して、 その 正体 を 見定めよ うとして 松明 を あげる と、 

その 火 は 水 を 掛けられ たように 消えて しまった。 しか 


しその 一 刹那に、 そこに 這い かがまつ ている 人が 玉藻 

であるら しい こと を、 彼 は 早く も 認めた。 

「玉藻の 御 か」 と、 清 治 は 声をかけ ると、 あたり は 急 

に 明るくな つた。 その 光り は 花の 宴の ゆうべに、 玉 

藻の 身から 輝いた のと 同じように 見えた。 

それより 更に 清 治の 眼 を おどろか したの は、 その 光 

りに 照らし 出された この 場の むごたら しい 光景で あつ 

た。 女の 童の 小雪 は 死んだ きりぎりす のように、 手 も 

足 もばら ばらにな つて そこに 倒れて いた。 玉藻の 口に 

なま 

は 生な ましい 血が 染みて いた。 もうこう なると、 相手 

の 玉藻 はま さに 鬼女で ある。 清 治 はすぐ に 太刀に 手 を 


かけた が、 その 手 は しびれて 働かなかった。 

玉藻 は その 冷艷 なお もてに 物凄い 笑み を 洩らした。 

怪しい 光り は 再び 消えて、 暗い なかで 男の 唸る 声が き 

こえた。 

「望み を遂 ぐる 時節 も 近づ いたと 思うたら、 丁度 幸い 

男と 女の 生贄を 手に入れた」 

男の 唸り 声 も 玉藻の 声 も それぎ りで 聞こえな くな つ 

た。 

なきがら 

夜が あけてから、 清 治と 女の 童との 浅ましい 亡骸が 

古池の 水に 浮かんで いるの を 見いだ された。 しかも 二 

人が どうして こんな 無惨な 死に ざま をした のか、 誰に 


も 判らなかった。 

兼輔の 死に 次いで、 こんな 奇怪な 事件が 再び 出来，" 

したので、 忠 通の 神経 はいよ いよ 傷つ けられた。 殊に 

今度 は それが 自分の 屋 形の 内に 起こった ので、 彼 は 言 

い 知れない 恐怖と 不安と に 囚われた。 彼 は 三度の 食事 

すら も 快く 喉へ は 通らない ようになつ てきた。 

それから 四日 ほど 過ぎて、 大納言 師道が 来た。 彼の 

報告 はさら に忠 通の 心 を 狂わせる 種であった。 玉藻 を 

采 女に 申し 勧める 一 条は、 果たして 左大臣 頼 長から 強 

硬なる 抗議が 出た。 信 西 入道 も 反対であった。 彼らの 

反対 は 師道 も 内々 予期して いたので、 〔# 「」 は 底本で 


は 「。匕 彼 もなん とかして その 敵 を 押し 伏せようと 試 

みたが、 何 をい うに も 正面の 敵 は 頼 長で ある。 しかも 

博学 宏才の 信 西 入道が その 加勢に 付いてい るので、 師 

道 はとても 彼らと 対抗す る こと は 出来なかった。 結局 

さんざんに 言い まくられて、 彼 は 面目 を 失つ て 退出し 

た。 

「彼ら は 何故ならぬ という。 素性が 卑しい と 申す の 

か」 と、 忠通は 唇 を 咬みながら 訊いた。 

「いや、 それば かリ では ござ リ ませぬ。 玉藻と いう 

によしょう  かど かど 

女性 に 就いては 落 意し がた き廉々 が あると か 申され 

まして …… 」 と 、師道 もす こし あいまいに 答えた。 「あ 


のよう な 女性 を 召されて は 天下の 乱れに もな ろうと 信 

西 入道が 申されました」 

「なんの、 天下の 乱れ …… 。 おのれら こそ この 忠通を 

押し倒して、 天下 を 乱そうと 巧んで いるの じ や」 

忠通は 拳 を 握って、 跳リ 上がらん ばかりに 無念の 

身 を もだえた。 


二 


師道が 早々 に 帰った あとで、 忠通 はすぐ に 玉藻 を 呼 

んだ。 彼 は 燃える ような 息 を 吐きながら、 今 聞いた 

顚末を 物語った。 

「もう 堪忍 も 容赦 もなら ぬ。 衛府の 侍 ども を 召し あつ 

めて、 宇治へ 差し向けようと 思う」 

「宇治へ …… 」 と、 玉藻 は 眉 をよ せた。 

「おお、 頼 長め を 誅伐す るの じ や。 氏の 長者 を 許され、 

関白の 職に おる 忠 通に 敵対す る やから は 謀叛 人 も 同様 

じ や。 弟と て 容赦 はない。 すぐに 人数 を 向けて 攻め 亡 

ぼす までの ことじ や。 信 西 入道 も 憎い やつ、 今まで は 

我が 師と 敬うて いれば 付け上がって、 謀叛 人の 方 人と 


もはや 

なって 我に 刃向かう から は、 彼め も 最早 ゆるされぬ。 

頼 長と 時 を 同じ ゆうして 誅伐す る。 かれら 二人 を ほろ 

ぼせば、 その 余の 徒党 は 頭の ない 蛇 も 同様で、 よも 何 

事 を も 仕 得まい ぞ。 侍 を 呼べ、 すぐに 呼べ」 と、 忠通 

はまな じり を 裂いて 哮 つた。 

「御 立腹 重々 お 察し 申します るが、 まずお 鎮まりく だ 

さり ませ」 

玉藻 はさえ ぎ つ てと めた。 今 こ の 場合に 衛府の 侍 ど 

も を 召されても、 かれらが 素直に 左大臣 誅伐の 命令に 

応じて 動く かどう かわからない。 左大臣の 野心 はとう 

に 見え透いて いるものの、 これ ぞと 取り立て ていう ほ 


どの 証拠 もない ので あるから、 迂闊に ここで 事 を 起こ 

すと、 理を以 つて 非に 陥る おそれがない でもない。 衛 

府の者 どものう ちに 左大臣 や 信 西 入道に 心 を かよわす 

者が あって、 早く も それ を 敵に 注進され たら、 あの 精 

ろうかい  がったい 

悍な頼 長と 老獪な 信 西と が 合体して 何事 を 仕向ける か 

もしれ ない。 あるいは 機先 を 制して、 むこうから 逆 寄 

せに 押し かけて 来る かもしれ ない。 下世話の ことわざ 

にも ある 通り、 急いて は 事 を 仕 損ず る。 しょせん は 彼 

らを 誅伐す るに しても、 今し ばらく 堪忍して おもむろ 

に 時機 を 待 つ 方が 安全 であろうと、 彼女 は 賢 しげ に 忠 

告 した。 


それ も 一応 理屈 はあった。 殊に それが 玉藻の 意見で 

あるので、 忠通も 渋し ぶながら 納得した ので、 彼女 は 

ほ つ としたよ うな 顔 をして そこ を 起った。 

かつぎ 

その 日の 午過ぎ に 玉藻 は 被 衣 を 深く して 屋形を 忍ん 

で 出た。 清 治と 女の 童の 死んだ 晚 から、 さみだれ 空 は 

ぬぐった ように 晴れ つづいて、 俄に 夏ら しい 強い 日に 

照らされた 京の 町に は、 もう 軽い 砂が 舞い 立って いた。 

柳の かげに は 牛 をつな いで 休んで いる 人が 見えた。 玉 

藻 は 姉 小路の 信 西 入道の 屋形 をたず ねた。 

門 を はいると、 大きい 槐 の 梢に 蟬が 鳴いて いた。 

車 溜りの そばに は 一 人の 若い 男が たたずんで、 その 蟬 


の 声 を 聴いて いるら しく 見えた。 男 は 千 枝太郎 であつ 

た。 

「千 枝太郎 どの」 

玉藻に 呼ばれて、 千 枝 太郎は 振り向いた。 

「おお、 玉藻 …… 」 と、 彼 はすこし く 眉 を 動かした が、 

さりげなく 会釈した。 「晴れたら 俄に 暑うな つた。 お 

身に は 河原で 逢うた ぎり じ やが、 変わる こと もない か」 

「お前に も 変わる こと はあり ませぬ か」 と、 玉藻 はな 

つかし そうに 言った。 「その後に はよ い 折りが のうて、 

逢う こと もなら なかった。 して、 今 はなに しに ここへ 

…… 。 お 師匠 さまのお 供して か」 


千 枝太郎 はうな ずいた。 彼 は 明るい 夏の 日の 前で 玉 

藻と むかい 合って、 きょうこ そ は その 正体 をよ く 見 届 

けようと 思った ので ある。 地に 黒く 映って いる 玉藻の 

影 は、 やはり 普通の 女の 姿であった。 千 枝 太郎は 更に 

女の 顔 を じっと 視 つめる と、 玉藻 は 少し 羞 じらうよう 

に 顔 を かしげて、 斜めに 男の 眼のう ち をう かがった。 

「お 師匠 さま はなん の 御用 じ や」 

すげ 

「わし は 知らぬ」 と、 千 枝 太郎は 情なく 言った。 

梢の 蟬は 鳴きつ づけて いた。 二人 はしば らく 黙って 

いた。 

「お前に は 一度 逢うて、 しみじみ 話したい こと も ある 


が、 よい 折り はない もの か」 と、 玉藻 は ひと 足す リ 寄つ 

て 訊いた。 

懐かしげ な、 恋しげ な、 情けの 深そう な 女の 眼 を じ つ 

と 見て いるう ちに、 千 枝 太 郎の胸 はなん となく ほてつ 

ましょう 

てきた。 彼女 は 果たして 魔性の 者であろう か。 年の 若 

い 千 枝 太郎は 師匠の 教え を 少し 疑うよう にもな つてき 

た。 それでも 彼 は 迂闊に 油断し なかった。 

「お 師匠 さま は 厳しいで、 御用の ほかに は 滅多に 外へ 

は 出られぬ。 それ はわし ばかりで ない。 ほかの 弟子た 

ち も 皆 それじゃで 是非が な い 」 

「ほんに そうであろう のう」 と、 玉藻 は 低、，' 溜息 を 


らした。 「それでも 忍んで 出られぬ こと は あるまい に、 

たった 一度 じ や、 逢うて 下されぬ か。 むかしの 藻 じ や、 

憎う は あるまい。 それとも お前、 ほかに 親しい 女子で 

も 出来た のか。 もう 昔の 藻 を 何とも 思わぬ のか。 この 

あいだ も 言うた 通り、 人の 身の 行く末 は 知れぬ もの 

じ や。 山 科の 里に 一緒に 育って、 おまえ は 烏帽子 折り 

の 職人になる。 わたし も 烏帽子 を 折り 習うて …… 。 思 

えば それ もた がいに 幼い 同士の 夢であった」 

千 枝 太郎の 眼の 前に は、 その 幼い 夢の 絵巻物が 美し 

く 拡げられた。 山 科の 里の 森 や 川 や、 それ を 背景に し 

て 仲よ く 遊んで いた 二人の 姿 も、 まぼろし のように 浮 


かび 出した。 彼 は うっとり として 玉藻の 顔 を 今更の よ 

うに 見つめた。 そうして、 何事 を か 言おうと するとき 

奥から 一 人の 侍が 出て 来た。 

* つ ろん 

侍 は 胡乱ら しく 玉藻 を じろ じろ 眺めて いるので、 玉 

藻 は 丁寧に 会釈して、 主人の 入道に 取次ぎ を 頼む と、 

侍 は 更に 彼女の 顔 を 睨む ように 見て、 すぐに 内へ 引つ 

返して 行った。 

う えもん のじよう なり かげ 

「あれ は 右衛門 尉成景 というお 人 じ や」 と、 千 枝太郎 

は 彼のう しろ 姿 を 見送って 教えた。 

たくま 

「見る から 逞 しそうな。 さすが は 少納言 殿のお 内に 

さむら 

侍う 人 ほど ある」 と、 玉藻 はうな ずいて、 さて また 語 


り 出した。 

「のう、 千 枝太郎 どの。 くどく も 言うよう じ やが、 お 

前 どうで も わたしに 逢う の はい やか。 今宵に はか ぎら 

ぬ、 あすで も あさって でも …… 。 関白 殿のお 屋形 へま 

いって、 玉藻に 逢おうと 言うて くれたら、 わたし はき つ 

おう 

と 首尾して 出る。 これ、 どうで もい やか。 どうで も応 

と は 言われぬ か」 

ささや 

彼女 は くれないの 唇 を 男の 耳に すりつけて 囁 いた。 

女のう す 絹に 焚き こめた 甘い ような 香の 匂い は 千 枝 

太郎 のから だ を 夢の ように 押し 包んで、 若い 陰陽師の 

血 は 俄に 沸き上がった。 強い 夏の 日 を 仰ぐ 彼の 眼 はく 


らくら と 眩んで きて、 彼 は 真っ直ぐに 立って いるに 堪 

えられな いように、 思わず 女の 腕に もたれかか ると、 

玉藻 は ほほえみながら 彼 を 軽く かかえて やった。 そう 

して 又、 甘える ように ささやいた。 

「さりと は 情の こわい 人 じ や。 むかしの 藻 を 忘れて 

か」 

邪魔な ところへ 右衛門 尉 成景が 再び 出て 来た。 彼 は 

玉藻に 向か つ て おごそかに 言った。 

き やくら い 

「主人の 少納 言、 あいにくの 客 来 で ござれば、 御 対面 

はかなわぬ との 儀に ござる。 失礼 は 御免、 早々 にお 帰 

り あれ」 


「それ は 残り 多い こと」 と、 玉藻 は 相手の 無礼 を 咎め 

もせずに あでやかに 笑った。 「お 客 は 播磨守 殿と やら。 

大切の 御 用談で ござろう か」 

「主人と 閑 室に ての 差し向かい、 いかようの 用談 やら 

我々 すこしも 存じ 申さぬ」 と、 成景 はに ベな く 言った- 

それでも 玉藻 は 素直に 立ち去らなかった。 自分 は是 

非と も 入道 殿に ひと 目 逢って 密々 に 申し入れたい 大切 

の 用事が あるから、 お 客の 邪魔に ならない ように 別間 

でしば らくお 逢い を 願いたい と 押し返して 言った。 成 

景 はなん とかして 主人に 逢わせ まいと 考えて いるら し 

く、 いろいろに 詞を かまえて 追い払おう としたが、 玉 


藻 は なかなか 動きそう もない ので、 彼 もとうと う 根 負 

けがして 又もや 奥へ 引つ 返した かと 思う と、 今度 はす 

ぐに 出て 来て、 玉藻 を 内へ 案内した。 

千 枝太郎 はもとの 一人に なって、 えんじゅの 青い 影 

の 下に 立って いた。 彼 はもう 半分 は 夢の ようで、 なに 

を 考える 力 もなかった。 青い 葉 を ゆする 南風が そよ そ 

よと 彼の 抉 を 吹きな びかせ て、 鈴 を 振る ような 蟬の声 

がに ぶい 耳に も こころよく 聞こえた。 

しばらくして 玉藻 は 成景に 送られて 出て 来た。 彼女 

の 口元に は 豊かな 笑みが 浮かんで いた。 成景の 見る 前、 

ひま 

もうな にも 言って いる 間 もない ので、 彼女 はた だ 千 枝 


太郎に 目礼して 別れた。 そのうし ろ 影が 門の 外へ 消え 

て ゆく の を 見送って、 千 枝太郎 はなんだ か 物 足らない 

ような 寂しい 心 持に なって、 糸に ひかれた ように ふら 

ふらと 樹の下 を 離れた。 そうして、 彼女 を 追うよう に 

同じく 門の 外へ 出る と、 まだ 五、 六 間と は ゆき 過ぎな 

い 玉藻が けたたましく 叫んだ。 

「あれ、 誰か 来て …… 。 助けてく だされ」 

その 声に おどろかされて、 きっと 見る と、 痩せさら 

ばえ た 一人の 老僧が 片手に 竹の杖 を 持って、 片手に 玉 

藻の 袂を しかと 摑ん でいた。 僧 は 物に 狂って いるら し 

い。 鼠の 法衣 は 裂けて 汚れて、 片足に は 草履 を はいて 


片足 は 跣 足であった。 千 枝太郎 はすぐ に龃け 寄って 二 

人の あいだへ 割って はいった。 

「おお、 千 枝太郎 どの。 よう ぞ来 てくだ された。 この 

ごそう 

御 僧 は 物に 狂うた そうな。 不意に わたし を 捉えて どこ 

へ か 連れて行こう とする。 どうぞ 助けてく だされ」 と 

玉藻 は 悩める 顔 を 袖に 掩ぃ ながら 言った。 

ごぼう  にょにん 

「御坊。 いかに 狂えば とて、 女人 を とらえて なんの 狼 

藉 …… 」 と、 千 枝 太郎は 叱る ように 言った。 「静まられ 

い、 ここ 放されい」 

ひげ 

僧 はなん にも 言わなかった。 白い 鬚が まだらに 伸び 

いた  くぼ 

て、 頰 骨の 悼まし く 尖った 顔に、 窪んだ 眼ば かリを 


爛々 とひから せて、 彼 は 玉藻の 白い 襟 もと を じっと見 

つめていた。 相手が 執念深い ので、 千 枝太郎 はいよ い 

よ 急いた。 

「ええ、 退かれい というに ：•：. 。 ええ、 放されい。 放 

さぬ か」 

彼 は 相手の 痩せた 腕 をつ かんで、 力ま かせに 引き放 

そうとし たが、 命の あらんかぎりと 摑ん でい るら しい 

僧の 手 は 容易に 解けなかった。 血気の 若者 は 焦れて あ 

せって、 折れる ばかりに その 手 を 捻じ 曲げて、 無理に 

ようよう 引き放して、 突き やる と、 力の 尽きた 老僧 は 

枯木の ようにば つたり 到れた。 玉藻 は それ を 見向き も 


しないで、 急ぎ足に 立ち去った。 

僧 は 這い 起きて 又 追おうと する の を、 千 枝 太 郎は又 

抱き止めた。 僧 は 熱い 息 を ふいて 身 を もがいて いると 

ころへ、 四、 五 人の 若い 僧が 汗み どろに なって 追って 

来た。 

「おお、 ここに じ や。 どなた か 知らぬ が、 かた じけ の 

ぅノ  J ざる」 

彼ら は 千 枝 太 郎に礼 をい つて、 まだ 哮り 狂って いる 

老僧 を宙 にかつ ぐよう に 連れて行った。 狂える 老僧 は 

法 性 寺の 阿闍 梨であった。 


二 


法 性 寺の 阿闍 梨が その 夜、 寺 内の 池に 身 を 沈めて 果 

てた という こと を 聞いた ときに、 千 枝 太 郎は又 ぞっと 

した。 高僧 は 玉藻の 蠱惑に 魅せられて、 狂い死にの 浅 

ましい 終わり を 遂げた のであろう。 きのう 信 西 入道の 

さ さ や 

屋 形で 彼女に 囁かれた 甘い ことば も、 今 は 悪魔の 囁 

きのよう に 思われて、 千 枝 太郎は ややもすれば 魔道へ 

引き入れられ そうな 自分の 危うい 運命 を 恐れた。 


「きのう、 かの 玉藻に 逢うた か」 と、 播磨守 泰親は 若 

い 弟子に 訊いた。 

千 枝 太郎は 彼女に 出逢った こと を 正直に 打ち明ける 

と、 泰 親の 眉 はまた 皺め られ た。 

「くどう も 言うよう じ やが、 心せい。 お 身の 行く末 

こころち と 

いかにも 心許ない ぞ。 玉藻 はきのう 少納言 入道の 屋 

形へ まいって、 別室で 入道に 対面し、 世に おそろしい 

こと を密々 に 訴えた そうじゃ。 関白 殿が 俄に 人数 を 召 

されて、 宇治の 左大臣と 少納言 入道と を 一 ッ 時に 誅伐 

せらる るお 催しが あると 申す のじ や。 入道 殿 ほどの 

ごじん  ざんこう  ま  かつ 

御仁が そのような 讒口 を 真に 受けら るる 害 はなし、 且 


は 日頃から 疑いの 眼 を 向けて いる 玉藻の 訴え じ やで、 

まずよ いほ どに 会釈して 追い返され たそうな が、 こち 

ら へ 来て それほど のこと を 言う 奴、 あちら へ 参つ て も 

又 どのような 讒口 を 巧もう やら。 返す がえ す も 怖ろ し 

い。 しょせん 彼女め はさま ざまに 手 を 換え 品 を かえて 

人間に 禍 いの 種 を まき、 果て は 天下の 乱れ を惹き 起こ 

そうとす るに きわまった。 まだ それば かりで ない。 か 

れは 関白 殿 を そそのかして、 采 女に 召さり ようとい う 

大望 を 起こした という。 勿論、 左大臣 殿に さえぎられ 

て、 いったん は 沙汰 やみに なった と 申す が、 かれの ご 

とき 魔性の 者が 万一、 殿上に 召さる るな どの 事あって 


は、 わが 日の 本 は 暗闇 じ や」 

もうどうしても 猶予 は 出来ない ので、 信 西 入道と 相 

きょ  いのり 

談の 上で、 自分 はきょうから 身を浄 めて 七十 日の 祈禱 

を 行なう ことにき めた。 左大臣 頼 長 ももち ろん 同意で 

ある。 由来、 かかる 魔性の 者 は その 目の前で 祈り 伏せ 

て、 すぐに 正体 を 見 あらわす のが 秘法の 極意で は ある 

が、 関白 殿御 寵愛の 女子 を 呼び出して、 その 目の前で 

悪魔 調伏の 祈禱を 試みる という わけに もい かないので、 

ごうま 

七十 日の 間、 自分の 居間に 降魔の 壇 を 築いて、 蔭な が 

ら 彼女 を 祈り 伏せる 決心で ある。 それに は 自分の ほか 

に 四 人の 弟子が いる。 お前 も その 一人に 加える 害で あ 


るから、 あっぱれ 一 心 をぬ きん 出て 怠りなく 仕 まつれ 

と、 彼 は 千 枝太郎 にこま ごまと 言い聞かせた。 

「かしこまりました」 と、 千 枝 太郎は 自分の 重い 責任 

を 感じながら 直ぐに 承知した。 

「泰 親に 取って は 一 生に 一 度の 大事の 祈禱じ や。 身命 

を なげうって 仕 まつる。 お 身た ち も 命 を 惜しまず、 精 

かぎり 根限り 祈りつ づけよ。 われわれ 五 人のう ち、 一 

しゅほう 

人たり とも 心の ゆるむ もの あらば、 修法 は 決して 成就 

せぬ ものと 思え。 胸に きざんで 忘る るな」 

播磨守 泰親は 決死の 覚悟で この 大事に 当たろうと い 

うので ある。 千 枝 太郎の ほかに、 三人の すぐれた 弟子 


も 交る がわる に 呼び出されて、 同じく 師匠の 大 決心 を 

言い聞かされた。 弟子た ち はみ な 涙ぐまれる ような 心 

持で、 神の ように 尊い 師の 前に 頭 を さげた。 一種 悲 

壮な 空気が 安倍晴明 の 子孫の 家に みなぎ つ た。 

一 時 は 鴨 川が 溢れる かと も 危ぶまれた 今年の さみ だ 

れも、 五月の 末から 俄に 晴れ つづいて、 六月に も 七月 

にも 一 滴の 雨がなかった。 火の ような 雲が 空 を 飛んで、 

焼ける ような 強い 日が 朝から 晚 まで 照りつ けた。 それ 

に 焦され た 都の 土 は 大地震の あとのよ うに 白く 裂けて 

しまった。 鴨 川の 水 も 底 を 見せる ほどに 痩せて 枯れて、 

死んだ 魚 は 白い 腹 を 河原に さらして いた。 大路の 柳 は 


ぐたり と 葉 を たれて、 広い 京の 町に 燕 一 羽の 飛ぶ 影 

きんこ うきん  一， J  く 

もみえなかった。 それが 京 ばかりでなく、 近郷 近国い 

おお ひで リ しいた 

ずれ もこの 大旱に 虐げられて、 田畑に ある ほどの 青 

い 物 はみ な 立ち枯れ になって しまった。 

あらゆる 神社仏閣で 雨乞いの 祈禱が 行なわれた。 こ 

のま まに ひでりが 打ち続いたならば、 草木ば かりで な 

く、 人間 もやが て 蒸し 殺されて しまう かもしれ ない と 

悲しまれた。 八月に なっても 雨雲の 影 さえ 動かな かつ 

た。 

「えらい 暑さ じ や。 総身が ゆでら るるよう な」 

ち \ 

薄い 藍色の 大空 を 仰いで、 関白 忠通は 唸る ような 溜 


息をついた。 さらで も 病み 疲れて いる 彼が、 このごろ 

の 暑さに 毎日 さいなまれて いるので あるから、 骨 も 肉 

も 半分 は 溶けた ようで、 もう 生きて いる 心 持 はな かつ 

た。 こうした 嬲り 殺しに 逢う ほどなら ば、 いっそ ひと 

思いに 死んだ 方が ましで あるよう にも 思われた。 まし 

て 彼の 胸に はさま ざまの 不満 や 不快 の 種が 充ち 満ちて 

いる。 さりと て 今と なって は 出家遁世して、 自分の 地 

位 や 権力 を 見す みす 頼 長に 横領され るの も 無念で あつ 

た。 

彼 は 今、 玉藻が むいて くれた 瓜の 露 をす こしば かり 

がまむ しろ  のた 

すすって、 死に かかった 蛇の ように 蒲 筵 の 上に 蜿 打つ 


ていた。 それ を 慰める の は 玉藻が いつもの 優しい声で 

あった。 

「ほんに 何とい うお 暑さ やら。 天竺 は 知らず、 日本に 

このような 夏が あろうと は …… 。 もう 六十 日 あまり も 

降り ませぬ」 

「ここ やかし こで 雨乞いの 析禱 も、 噂ば かりで なんの 

きどく 

奇特 も 見えぬ。 世 も 末にな つたのう」 と、 忠通も 力な 

げに 再び 溜 息をついた。 

「神 ほとけに 奇特がない と 仰せられます るか」 

「論より 証拠 じ や。 いかに 祈っても ひと 粒の 雨 さえ 落 

ちぬ わ」 


「それ は 神 ほとけに 奇特が 無い のでない。 人の 誠が 足 

ら ぬから かと 存じます る」 

「それ もあろう か」 と、 忠通 はうな ずいた。 「弟が 兄 を 

かたむけようと 企て、 味方が 敵になる 世の中 じ や。 人 

に 誠の 薄 いのも 是非ない か」 

とううち わ 

玉藻 は 忠通を あおいで いる 唐 団扇の 手 を 休めて、 し 

ばらく 考えて いるら しかった が、 あらためて 主人の 前 

に 手 をつ いた。 

「唯今 も 仰せられました 通り、 あらゆる 神社仏閣の 雨 

しるし 

乞いが 少しも 効験の ない と 申す は、 世 も 末にな つた か 

のように 思われて、 神 ほとけの 御 威光 も 薄らぐ と 存じ 


られ まする。 さりと は 余りに 勿体ない こと。 就き まし 

て は、 不束ながら この 玉藻に 雨乞いの 祈禱 をお 許しく 

ださり ませぬ か」 

小 野 小町 は 神 泉 苑で雨 を 祈った。 自分に 誠の 心が あ 

らば 神 も 仏 も かならず 納受 させら るるに 相違ない と 彼 

女 は 言った。 なるほど そんな 道理 もあろう と 忠通も 

思った。 この 玉藻なら ばむ かしの 小町に 勝る とも 劣る 

まごころ 

まい。 彼女の 誠心が 天に 通じて、 果たして 雨 を 呼ぶ こ 

とがで きれば 世の 幸いで、 万人の 苦 を 救う こと も 出来 

るので ある。 もう 一 つに は、 ここで 彼女に それだけの 

奇特 を 示させて 置けば、 かの 采 女の 問題 もやす やす 解 


決して、 頼 長で も 信 西で ももう 故障 をい う 余地 はない。 

玉藻 も 立ち どころ に 殿上に 召されて、 やがて は 予定の 

通りに 頼 長 や 信 西の 一 派 を 蹴落と す こと も 出来る。 こ 

う 思う と、 忠 通の 弱った 魂 はよ みがえ つ たように 活気 

づ いて、 彼 は 俄に 起き直った。 

「おお、 殊勝な 願い じ や。 忠 通が 許す。 早く その 祈禱 

を はじめい」 

「では、 一 七日の あいだ 身を浄 めまして、 加 茂の 河原 

に 壇 を 築かせ、 雨乞いの 祈禱を 試みます る」 

玉藻が 雨乞いの 祈禱は 関白 家から 触れ 出された。 そ 

の 式 はなるべく 壮厳を 旨と して、 堂上 堂 下の 者 どもす 


ぞうにん  そうじょう 

ベて 参列せ よとの ことであった。 雑人 どもの 争擾を 

防ぐ ために、 衛府の 侍 は 申す におよ ばず、 源平の 武士 

もこと ごと く 河原 を いましめと 言 い 渡された。 その 日 

は 八月 八日と 定められた。 

「ほう、 さりと は 不思議。 あたかも 七十 日の 満願の 当 

日 じ や」 と、 泰親 はうな ずいた。 

彼 はすぐ に 信 西 入道の もとへ 使い を 走らせて、 自分 

たち も 当日 は 河原へ 出て 祈りたい と 言った。 眼の あた 

りに 魔性の 者 を 祈り 伏せる に は、 願うても なき 好機 会 

であると 彼 は 思 つ た。 

信 西 も 同意であった。 彼 は 頼 長と 打ち あわせて、 こ 


ち らも 表向き は 雨 乞 い の 祈禱と 言 い 立て、 おなじ 河原 

で 祈り くらべ をさせる ことに 決めた。 一日 を 二つに 分 

う  うま 

けて、 あかつきの 卯の 刻 (午前 六 時) から 午の 刻 (十 

二 時) までの 半日 を泰 親の 祈禱と 定め、 午の 刻から 酉 

の 刻 (午後 六 時) までの 半日 を 玉藻の 祈禱と 定め、 い 

ずれに 奇特が あるか を 試さ するとい うのであった。 

「又しても 彼らが 楣を 突く か」 と、 忠通は 焦れて 怒つ 

た。 

しかし 玉藻 は 別に 騒ぎ もしなかった。 祈り 比べ をす 

ると いうの は 却って 幸いで ある。 どちらに 奇特が ある 

か を 万人の 見る 前で ためした いと 言った。 


「して、 万一 わたくしの 勝ちとな りましたら、 相手の 

播磨守 ど の はどうな りましょう」 

るざい  おんよう いえ 

「むろん 流罪 じ や。 陰陽の 家へ 生まれて この 祈り を 仕 

損じたら、 安倍の 家の ほろ ぶる は 当然 じ や」 と、 忠通 

は 罵る ように 言った。 

「お気の毒 じ やが、 是非が ござり ませぬ」 

彼女 は 自分の 勝 を 信ずる ように 言った。 

忠通も 彼女に 勝た せたかった。 相手の 泰親 はと も か 

くも、 この 勝ち負け は 結局 自分と 頼 長 一派との 運 定め 

であるよ うに 思われた。 彼 は 苛い らした 心 持で その 日 

を 待って いた。 


八月 八日 はや はり 朝から 晴れ渡つ ていた。 赤い 雲す 

や 

らも 今日はもう 灼け 尽くした のであろう、 大き い 空 は 

遠い 海 をみ るよう にた だ 一 面に 薄 青かった。 

河原の 祈禱 はまず 泰 親から 始められた。 


いぬ  む 

ヌ の I 才 


祈 禱の壇 は 神々 し いものであった。 

壇の 上に は 新しい 荒莛を 敷きつ めて、 四隅に は笹竹 

をた て、 その 笹 竹の 梢に は 清らかな 注 連繩を 張り まわ 

さんぼう 

してあった。 又 その 四隅に は 白木の 三宝 を 据えて、 三 

たまぐし 

宝の 上に はもろ もろの 玉串が 供えられ てあつた。 壇に 

V  J しき  か たど 

のぼる 者 は 五 人で、 白、 黒、 青、 黄、 赤の 五色に 象 つ 

じょう  >ス 

た 浄衣 を 着けて いた。 千 枝 太 郎泰清 は 青の 浄衣 を 着け 

て、 おなじ 色の 麻の 幣を ささげて、 南に むかって 坐つ 

ていた。 ほかの 三人 は 黒と 赤と 黄の 浄衣 を 身に まとつ 


て、 おのおの その 服と 同じ 色の 幣を とって、 北と 東と 

西と に 向か つて 坐った。 

安倍 播磨守 泰親は 白の 浄衣に 白の 幣を ささげて、 壇 

のまん 中に 坐って いた。 彼 は 北に 向かって いた。 この 

頃の 強い 日に 乾き 切って、 河原の 石 も 土 もみな 真っ白 

に 光って いる 中に、 彼の 姿 は 又 一段す ぐれて 白く 見ら 

れた。 

雨乞いの 祈禱は 巳の 刻 (午前 十 時) を 過ぎても 何の 

しるし  ほくめん 

効験 も 見えなかった。 壇の まわりに は 北面の 侍 どもが 

弓矢 をと つて 物々 しく 控えて いた。 左大臣 頼 長 を 始め 

として、 あらゆる 殿上人 はいずれ も 衣冠 を 正しくし 


て 列んで いた。 岸の 両側の 大路 小路 も 見物の 群れで 埋 

めら れ ていた。 これらの 幾千の 人び とはい ずれ も 額に 

汗 を にじませながら、 白く 灼けて いる 空 を 不安ら しく 

眺めて いたが、 空 は 面憎い ほど 鎮まり 返って、 鳥 一羽 

の 飛ぶ 影す らも 見えな か つ た。 

とき 

「やがて ふた 晌 にもな ろうに、 雲 一 つ 動きそう にも 見 

えぬ ではない か」 

「祈禱 は 午の 刻まで じ やという。 それまで 待たい では 

奇特の 有無 はわ かるまい ぞ」 

こんな ささやきが 見物の 口々 から 洩れた。 あまたの 

殿上人の 汗ばんだ 眉の あいだに、 不安の 皺が だんだん 


に 深くな つてき た。 しかし 頼 長 は 騒がなかった。 泰親 

がきょうの 祈禱の 趣意 は 雨乞いで はない。 玉藻の 前に 

対する 悪魔 調伏の 祈禱 である。 頼 長 や 信 西の 側から い 

えば、 雨の 降る と 降らぬ と は 問題で ない。 泰親 はもと 

もと 雨 を 祈って いるので ない こと を 承知して いる 彼ら 

は、 雨の 降らない の をむ しろ 当然に 思って いるく らい 

であった。 

泰親も 四 人の 弟子 もき ようの 空と 同じように 鎮まり 

返って 祈りつ づけて いた。 彼ら はま じろ ぎ もしな かつ 

た。 風の ない 壇の 上に 五色の 幣は そより とも 動かな 

かった。 河原 一面の 日に 照らされながら、 公家 も 侍 も 


息をつめて 控えて いた。 

やがて 午の 刻が 来た。 岸の 上で 一 度に 洩らす 失望の 

溜息が 夕立の ように 聞こえ 出した。 

せん 

「もう 詮ない、 時刻が 来た」 

「いかに 神が み を 頼んでも、 降らぬ 雨 は 降らぬ に 決 

まった か」 

「いや、 まだ 力 を 落とすまい。 午 を 過ぎたら 玉藻の 前 

の 祈り じ やという ぞ」 

「播磨 守 殿 すらに も 及ばぬ もの を、 女子の 力で どう あ 

ろうかのう」 

ご  きりょう 

「かの 御 は 知恵 も 容貌 も 世に すぐれたお 人で、 やがて 


は采 女に 召さり よう も 知れぬ という 噂が ある。 その 祈 

禱じ や。 神 も 感応 まし まそう も 知れまい」 

噂の ぬし は 午の 刻 を 合図に、 その 優 艷な姿 を 河原に 

あらわした。 玉藻 もき ようは 晴れ やかに 扮 装って いた。 

うるし 

彼女 は 漆の ような 髪 をう しろに 長く たれて、 日に か 

こがね  さいし  ぎぬ 

が やく 黄金の 釵子を 平びたい にか ざして いた。 五つ 衣 

うわぎ  せいが いは  つくりえ 

の 上衣 は 青 海 波に 色 鳥の 美しい 彩色 を 置いた の を 着て、 

うす もえぎ  こみ どり 

又 その上に は 薄萌黄 地に 濃 緑の 玉藻 をぬ い 出した 

から ごろ も  ベ にう 

唐衣 を かさねていた。 彼女 は 更に 紅 打ちの 袴 を はい 

て、 白地に 薄い 黄と 青と で 蘭 菊の 影 を まぼろし のよう 

に 染め出した 大きい 裳 を 長く 曳 いていた。 あっぱれ 采 


女の よそおい である。 頼 長 は それ を ひと 目 見て、 彼女 

せんじょう  ぎょうぎよう 

の 僭上 を 責める よりも、 こうした 仰々 しい 姿に い 

いきどお リ 

でた たせた 兄忠 通の 非常識に 対して 十二分の 憤懣 を 

感じた。 

しかし 今 は それ を 論議して いる 場合で ない ので、 頼 

長 も 信 西 も 黙つ て その 成り行き をう かが つ ている と、 

玉藻 は 関白 家の 侍 どもに 護ら れて、 しずかに 壇の そば 

へ 歩み寄つ たかと 思う と、 彼女 は た ち まち 顔色 を 変え 

た。 彼女 はなん にも 言わずに そのまま 引つ 返そうと し 

た。 

「玉藻の 御、 お待ち やれ」 


泰親は 壇の 上から 声をかけた。 これ を 耳に も かけな 

い 様子で、 玉藻 はあくまで も 引つ 返して 行こうと する 

らしい ので、 堪えかねて 頼 長 も 呼び止めた。 

「玉藻、 なぜ 戻る。 午の 刻から はお 身の 祈禱 でない か」 

玉藻 はしず かに 見返った。 その美し いまな じりに は 

少しく 瞋恚を 含んで いるら しかった。 

「きょうの 祈禱は 雨乞いで ござり ませぬ。 調伏 の 祈 

じゅ そしよ どくやく  げん ぢ やくお ほんにん 

禱 とみました。 呪詛諸 毒薬、 還 着 於 本人と、 み 仏 も 説 

かれて ある。 そのような 怖ろ しい 場所へ 立ち寄る など 

と 思い も 寄らぬ ことで ござり まする」 

ひおうぎ 

檜 扇に 白い おもて を かくして 立ち去ろう とする 彼女 


を、 泰親 はか さねて 呼び返した。 

「さて はお 身、 この 泰 親の 祈 禱を 調伏と 見られた か。 

して、 その 祈らる る 当の 相手 を 誰と 見られた」 

「問う まで もない こと。 雨乞いな らば 八大 龍王 を 頼み 

ぬ さ  おとこ やま 

まいらす べきに、 壇の 四方に 幣を ささげて、 南に 男 山 

の 正 八幡 大 菩薩、 北に は 加 茂大明 神、 天 満天 神、 西 東 

に は 稲荷、 祇園、 松 尾、 大 原野の 神々 を 勧 請し 奉る こ 

と、 まさしく 国家 鎮護 悪魔 調伏の 祈禱と 見ました。 し 

て、 その 祈らる る 当の 相手 はこの 玉藻で ござり ましよ 

う」 

彼女の 声は凜 として 河原に ひびいた。 泰親 はすぐ に 


打ち返して 言った。 

「それ を 御存じな らば、 なぜ この 壇に うしろ を 見せら 

るる ぞ。 泰 親の 祈禱が それほどに 怖ろ しゅう ござる 

か」 

玉藻 は 槍 扇で ロを掩 いながら 軽く 笑 つ た。 

「わたくしが 怖ろ しいと 申した の は、 そのよう に 

じゅ そちよう ぶく 

呪詛 調伏 を 巧ら む、 人の こころが 怖ろ しいと 申した の 

で ござります る。 この 身に なんの 陰り もない 玉藻が、 

なんでお 身た ちの 祈禱を 恐れましょう ぞ」 

その 恐れげ のない 証拠 を 眼の あたりに 見せよう とす 

るので あろう。 彼女 は 長い 裳 を するすると 曳 いて 壇の 


前まで 進み 寄って 来た。 泰親は 白い 幣 をと リ 直して ま 

た 言った。 

「まずお 身に 問う ことが ござる。 さきの 夜、 関白 殿が 

うたげ 

花の 宴の みぎり に、 身の 内より 怪しき 光り を 放って 

しんめい ぶっだ 

嵐の 闇 を 照らした 者が あると か 承る。 神明 仏陀なら ば 

まん J.5- 

知らず、 凡夫の 身より 光明 を 放っとい うこと、 泰 親い 

ためし 

まだ その 例 を存ぜ ぬが、 玉藻の 御 はなん と 思わる る 

ぞ」 

玉藻 は その 無智 を あざける ように、 唇に 薄い 笑み を 

うかべた。 

「播磨 守 殿と も あるべき お 人が、 それほど のこと を 御 


こうみょう  そとお り 

存じない か。 そのむ かしの 光明 皇后、 衣 通 姫、 これら 

の 尊き 人び と を、 お 身 は 人間に あらず と 見ら るる か。 

但し は 魔性の 者と 申さる るか」 

これらの 人び と は 現実に 不思議 を 見せた ので はない 

と 泰親は 言 つ た。 前者 は その 徳の 輝き を 仰いで 光明と 

申した ので ある。 後者 は その 肌の 清らかな の を 形容し 

て 衣 通と 呼んだ ので ある。 いかなる 尊い 人間で も、 身 

の 内から 光り を 放って 夜 を 昼に するな どと いうた めし 

の あるべき 害がない。 もし この 世に そのような 人間が 

あると すれば、 それ は 仏陀の 権化 か、 但し は 妖魔の 

化生で あると、 彼 は 鋭く 言い切った。 


「では、 この 玉藻 を 妖魔の 化生と 見られます るか。 そ 

れに 相違 ござ リ ませぬ か」 と、 玉藻 は 眉 も 動かさずに 

きょう 

言った。 「さりと は 興がる こと を 承る もの。 この 上 は 

とこうの 論 は 無益 じ や。 お 身た ち はまず その 壇 を 退か 

れい」 

「お 身 はこ こ へ 登る と言う か」 

「おお、 登ります る。 お 身た ちが 調伏の 壇の 上まで も、 

恐れげ もな しに 踏み 登る というが、 玉藻の 身に 陰りの 

ない 第一 の 証拠 じ や。 午の 刻 を 過ぎたら もうお 身に 用 

はない 害。 わたくしが 代って 祈ります る。 退かれい、 

退かれい。 退かれ ませ」 


彼女 は 命令す るよう に おごそかに 言い渡した。 そう 

して、 檜 扇 を 把り 直して しずしずと 祈禱の 壇上に の 

ぼって 行った。 道理に 責められて、 泰親も 席 を 譲らな 

いわけに はいか なくなった。 彼 は よん どころ なしに 壇 

を 降りる と、 その 白い 影に つづいて、 青 も 赤 も 黄 も 黒 

も だんだんに 退いて、 五つ 衣に 唐衣 を 着た 美しい 女が 

入れ 代って 壇上の あるじと なった。 彼女 は顋で 差し招 

しで  さかき 

くと、 供の 侍 は 麻の 幣を かけた 榊の 枝 を 白木の 三宝 

に 乗せて、 うやうやしく 捧げ 出して 来た。 玉藻 はしず 

かに その 枝 を 把って、 眼 をと じて 祈り 始めた。 

泰親は 灼けた 小石に ひざまずいて、 息 をのんで 彼女 


の 祈禱を 見つめて いた。 頼 長 も 手に 汗 を 握って 窺って 

て い  やす 

いた。 玉藻が なんの 悩める 体 もな しに、 調伏の 壇へ 易 

やすと 踏みの ぼった という ことが、 すでに 泰 親の 敗北 

を 意味して いるので あった。 この 上に 万一 彼女が 祈禱 

の 奇特が あらわれて、 ひと 粒の 雨で も 落ちた が 最後、 

泰親は 彼女の 前に ひざまずいて その 罪 を 詫び なければ 

なるまい。 頼 長 も 信 西 も 気が 気でなかった。 

ひつじ  ひえ 

未 の 刻 (午後 一 一時) をす こし 過ぎた 頃、 比歙の 頂上 

け まり 

に 蹴 鞠 ほどの 小さい 黒雲が 浮かび 出した。 と 思う 間 も 

まんまく 

なしに、 それが 幔幕の ように だんだん 大きく 拡が つ て、 

白い 大空が 鼠色に 濁って きた。 まぶしい 日の 光りが 吹 


き 消された ように 暗くな つ た。 

「わ あ、 天狗 じ や」 

岸の 上で は 群衆が 俄に どよめいた。 天狗 か 何 か 知ら 

けちよう 

ない が、 化 鳥が つばさ を 張った ような ひとむらの 黒雲 

おとこ やま 

が 今度 は 男 山の 方から 湧き出して、 飛んで ゆく よう 

力す 

に 日の 前 を 掠めて 通った ので ある。 その 雲が 通り過ぎ 

ると、 下界 は 再び 薄明る くな つたが、 空の 鼠色 はもう 

剝げ なかった。 

「雨た びた まえ。 八大 龍王」 

玉藻が 榊の 枝 を ひたいに かざして、 左に 右に 三度 振 

ると、 白い 麻 はすす きのよう に 乱れて、 黄金の 釵子を 


はら はらと 撲 つた。 

「や、 雨 じ や」 

岸の 上で は 一 度に 叫んだ。 湿気 を 含んだ 冷たい 風が 

壇の 四隅の 笹竹を 橈に ゆすって、 暗い 空の 上から 大 

粒の 雨が つぶての ように 落ちて きた。 

「八大 龍王、 感応 あらせた まえ」 

玉藻 はすつ くと 起ち あがって 再び 叫んだ。 ひたいの 

釵子は 斜めに 傾き かかって、 黒い 長い 髪 はお どろに 振 

り 乱されて いた。 その 蒼白い 顔 を 照らす ように、 大き 

い 稲妻が 壇の 上 を 裂けて 走った。 

「雨 じ や、 雨 じ や」 


警 固の 侍まで が 空 を 仰いで 声 を あげた。 瀧の ような 

あま かわ 

大雨 は 天の河 を 切つ て 落とした ように ど つ と 降つ てき 

た。 


甘露の ような 雨 は その 夜の ふける まで 降り 通した の 

で、 天の 恵み を よろこぶ 声 ごえ は 洛中 洛外に 溢れた。 

彼ら は 天の 恵み を 感謝す ると 共に、 玉藻の 徳の 宏大 無 


量 を 讃美した。 彼らば かりで はない。 忠通は 小お どり 

して 喜んだ。 

「見い、 あいつら。 これほどの 奇特 を 見せられても、 

まだまだ 玉藻 を 敵と する か。 この 忠通を 侮る か。 はは、 

小気味の よい ことじ や」 

実際、 これに 対して 玉藻の 敵 も 息 を ひそめな いわけ 

に はいかなかった。 頼 長 も 信 西 もなん とも 声を立てる 

ことが 出来 なくなった。 とりわけ 面目 を 失った のは泰 

おおや ナ 

親で ある。 彼 は 公 の 沙汰 を 待たないで、 自分から 門 

ち つ きょ 

を 閉じて 蟄居した。 

泰親 はもと もと 雨 を 祈った ので はない。 したがって 


玉藻との 祈禱 くらべに 不覚 を 取った というの ではない 

が、 悪魔 調伏 は 秘密の 法で、 表向き は 雨乞いの 祈禱で 

しるし 

ある 以上、 泰 親が 半日の 祈禱に はなん の 効験 もなかつ 

いっとき 

たのに、 それに 入れ 代った 玉藻 は ー晌の 後に あれほど 

の 大雨 を 呼び起こ したので あるから、 表向き はどうし 

て も 彼の 負けで ある。 安倍晴明 六 代の 孫 は 祖先 を 恥ず 

かしめ たので ある。 彼 は 謹んで 罪 を 待つ より ほか は 

なかった。 弟子 も 無論に 師匠と 共に 謹慎して いた。 泰 

親 は 自分の 居間に 閉じ籠った ままで、 誰と も 口 をき か 

なかった。 

その 明くる日 は 晴れて いたが、 きのうの 雨に 洗われ 


た 大空 は、 俄に 一里 も 高くな つて、 その 高い 空から 秋 

さり 

らしい 風が そよ そよ と 吹きお ろして きた。 縁に 近い 梧 

の 葉が  一、 二 枚、 音 もな しに 寂しく 落ちる の を、 泰親 

はじつ と 眺めて いると、 千 枝太郎 はぬ き 足 をして 燈台 

を そっと 運んで 来た。 きょう ももう いつの 間に か 暮れ 

かかって いた。 

「千 枝 太郎、 きょうは 朝から 誰も 見えぬ か」 

「誰も 見え ませぬ」 

「関白 殿より お使い もない か」 

「はい」 

千 枝 太郎は 伏し目に な つ て 師匠の 顔色 をう かがう と、 


燈 台の 灯に 照らされた 泰 親の 顔 は 水の ように 蒼 か つ た。 

る さい 

「大切の 祈禱を 仕損じた 泰親じ や。 重ければ 流罪、 軽 

くと も 家の 職 を 奪わる る。 その 御沙汰が きょうに も あ 

るべき 害 じ やに、 今になん のお 使い もない は …… 」 と、 

泰親は 頭 を かたむけた。 「人 は 何ともい え、 雨乞いの 

勝ち負け など 論に も 及ばぬ。 ただ 無念な は 我が 秘法の 

敢えなく も 破れた ことじ や。 七十 日の 祈り もしつ かい 

くう  かちどき 

空と なって、 悪魔が 調伏の 壇に のぼって 勝鬨を あぐる 

と は、 しょせん 泰 親の 法 もす たった。 上に 申し訳が な 

い、 先祖に 申し訳がない。 左大臣 殿 や 少納言 殿に も 申 

し 訳がない。 この 上 はた だ 慎んで 罪 を 待つ より ほか 


はない のじ やが、 いかに 思い返しても 唯 このままに 手 

をつ かねて、 悪魔の 暴ぶ る をお めお め 見物す るの は、 

国の ため、 世の ため、 人の ため、 なんぼう 忍ばれぬ こ 

とじ や。 泰親を 卑怯と 思うな。 未練と 思うな。 泰 親の 

命は疾 くに 投げ出して ある。 しかしもう 七十 日 無事で 

いて、 命の あらんかぎり 二度の 祈禱 をして みたい。 就 

いて は 千 枝 太郎、 折り入って 頼みたい ことがある。 頼 

まれて くれぬ か」 

師匠の 眼の 底に は 強い 決心の 光りが ひらめいて いた。 

千 枝 太郎は その 光りに 打 たれた ように 頭 を 下げた。 

「いかようのお 役目で も、 わたくしき つ と 承ります る」 


「まず は 過分 じ や。 幸いに 日 も 暮れた。 いま ー晌 ほど 

したら 屋敷 をぬ け 出して、 少納言 殿 屋敷まで そっと 

走って くりやれ」 

千 枝 太郎は 心得顔に うなずく と、 泰親 はさら に 声 を 

忍ばせて 言った。 その 用向き は ほかで もない、 信 西 入 

道の 袖に すが つ て 更に 七十 日の 猶予 を 頼もうと する の 

おんる 

である。 家の 職 を 奪われ、 あるいは 遠 流の 身と なって 

よす 力 

は、 再び 悪魔 調伏の 祈禱を 試む る 便宜 もない。 関白 殿 

からなん の 沙汰 もない うちに、 なんとかして 自分の 罪 

を 申しな だめて、 二度の 祈禱を 試む る だけの 期間 を あ 

しるし 

たえて 貰いたい。 その 七十 日 を 過ぎても やはり 効験が 


なかった らば、 流罪 はおろ か、 死罪 獄門 も 厭わない。 

勿論、 それ は 信 西 入道の 一存で 取り計ら うわけ にもい 

くまいが、 入道から 更に 左大臣 頼 長に 訴えて、 この 願 

意 を 聞き 済まして くれる ように 何分 尽力して 貰いたい _ 

自分 は 謹慎の 身の上で みだりに 門外へ 出る ことが 出来 

ないから、 おまえが 今夜 忍んで この 使い を 果たしてく 

れ というの であった。 

千 枝 太郎は 即座に 承知した。 

「委細 心得ました。 仰せの 通りに 仕 まつり まする」 

彼 は 立派に 受け合って 師匠の 前 を 退が つた。 一度の 

祈禱を 仕損じても、 さらに 二度の 祈禱を 心がける 師匠 


の 強い 決心に、 千 枝 太郎は 感激した。 もう 一 つに は、 

数 ある 弟子た ちのうち で この 大切の 使い を 自分に 頼ま 

れ たという ことが、 彼に 取って は 一生の 面目の ように 

も 思われた。 たとい 信 西 入道が なんと 言おうと も、 か 

ならず 取りす が つて この 役目 を 果たして 来なければ な 

らな いと、 彼 はは リ つめた 心 持で 夜の 来る の を 待って 

いた。 

都の 寺 でら の 鐘が 戌の 刻 (午後 八 時) を 告げる の を 

つちみ かど 

待ち侘びて、 千 枝 太 郎は土 御門の 屋敷 を 忍んで 出る と、 

八月 九日の 月 は 霜を置いた ように 彼の 袖 を 白く 照らし 

た。 


「千 枝太郎 どの。 千 枝 ま」 

柳の かげから 女の 声が きこえた。 それ は 彼が 信 西 入 

道の 屋敷の 前まで 行き着いた 時であった。 その 声に は 

確かに 聞き覚えが あるので、 彼 は 大地に 釘 づけに なつ 

たように 一 旦は 立ちす くんだ が、 聞かない 顔 をして 一 

のうし 

生 懸命に 歩き 出そうと すると、 その 直 衣の 抉 はいつ か 

白い 手に 摑 まれて いた。 

「千 枝太郎 どの、 なぜ 逃げる。 つれない 人 じ や」 

「いや、 わし は 急ぎの 用が ある」 

振り切ろう としても 玉藻 は 放さな か つ た。 

「なんの 用 か は 知らぬ が、 お前た ち は 慎みの 身の上 


じ や。 勝手に 夜歩きな どしても 苦し ゆうない か」 

千 枝 太郎は 行き詰まった。 勿論、 まだ 表向きに は 謹 

慎 も 蟄居 も 申し渡されて はいない ので あるが、 この 場 

合に 謹慎 は 当然の ことで ある。 その 身の上で 勝手に 夜 

歩き をす る。 ひとに 見咎められて は 申し訳がない。 彼 

もしば らく 黙って 突っ立つ ていた。 

「それ、 お 見やれ」 と、 玉藻 は ほほえんだ。 「おまえ は 

今夜 このお 屋敷へ なにし に 参られた。 お 師匠 さまのお 

使い か」 

千 枝太郎 はや はり 黙って いた。 

「ほほ、 言わいでも 大抵 知れて いる。 そう 思うて、 わ 


たし はさつ きから ここにお 前 を 待って いた。 一度 は 首 

尾して 逢うて くれと、 このあいだ も あれほど 頼んだ に、 

お前 はきょうまで 素知らぬ顔 をして いる。 それほどに 

わたしが 憎い か。 但し はお 師匠 さまと 同じように、 あ 

くまで も わたし を 魔性の 者の ように 疑うて いるの か。 

お 師匠 さま は ともあれ、 山 科の 里で 子供のと きから 一 

緒に 育った お前が、 なんで わたし を 疑う ぞ。 論より 証 

拠 はきのう の 祈禱じ や。 お前た ち もお 師匠 さまと 一 つ 

になって、 悪魔 調伏の 祈禱 をせられ たが、 あっぱれ そ 

しるし 

の 効験が 見えました か。 もともと 悪魔で もない わたし 

を 百日 千日 祈れば とて 呪えば とて、 なんの しるしが あ 


る もの か、 積もって 見ても 知らる る ことじ や。 関白 殿 

は殊の ほかの 御 立腹で、 泰親 はいう に 及ばず、 祈禱の 

きかいが しま 

壇に のぼった 者 は、 一人 も 残さずに 遠い 鬼界ケ 島 

へ 流せと 仰せられた を、 わたしが 鎚 つてな だめ 申した 

は、 お前と いう 者が いとしい から じ や。 お 師匠 さま は 

わたしに 取って は 仇 じ やが、 そのお 弟子のお 前 はいと 

しい。 あけても 暮れても 硫黄の 煙り を 噴く という 怖ろ 

しい 鬼界ケ 島、 そのような 処へ お前 を やらり ようか。 

のう、 千 枝 ま。 わたしが これほどの 心づ くし を、 お前 

は 哀れと も 思わぬ か、 嬉しい とも 思わぬ か。 ほんに ほ 

んに、 むごい 人、 つれない 人、 憎い 人、 わたし はロ惜 


しゅうて 涙 も 出ぬ。 察して くだされ」 

彼女 は 千 枝 太郎の 胸に 顔 をす リ 付けて、 遣る瀬ない 

ように 身 もだえして 泣いた。 男 は 女 を 抱えた ままで、 

明るい 月の 下に 黙って 立って いた。 

関白 殿から 今まで なんの 沙汰 もなかつ たの は、 玉藻 

が 内から さえぎって いたので ある こと を、 千 枝 太郎は 

今 初めて 覚 つた。 名 を 聞く さえ も 恐ろしい 鬼界ケ 島へ 

遠 流 —— 年の 若い 彼 はさす がに ぞっとした。 それ を 救 

われた の は 玉藻の 情けで ある こと を 考える と、 千 枝 太 

郎も 情なく 彼女 を 突き放す こと も 出来 なくなった。 

玉藻 は 果たして 魔性の 女であろう か —— この 疑いが 


又もや 彼の 胸に 芽 を ふいた。 彼 はもと より 師匠 を 信じ 

ていた。 しかも 玉藻の いう 通り、 彼女が 果たして 魔性 

の 者であるなら ば、 日本一と いうお 師匠 さまが 七十 日 

の 間 も 肝胆 を 砕いた 必死の 祈禱 に、 その 正体 を あらわ 

さぬ という こと は あるまい。 彼女 は 恐る る 色 もな しに 

調伏の 壇に 登った ので ある。 それ を 悪魔の 勝利と 見る 

のが 正しい のであろう か。 あるいは 悪魔で もない 者 を 

悪魔と して 無益の 祈禱 をつ づけて いた こちらの 眼 違い 

くらやみ 

であろう か。 こう 思う と、 彼の 胸 は 急に 暗闇に なった _ 

彼 は 自分の 抱えて いる 女 を、 どう 処置して いい か 判ら 

なくな つ てきた。 


「お前 はま だ わたし を 疑うて いるの か。 いや、 お前ば 

かりで なく、 お 師匠 さま もき つと わたし を 疑うて いる 

に 相違 あるまい。 播磨守 殿 は 情の こわい 人と 聞く。 お 

そらく これに は 懲り もせで、 二度の 祈禱 など 巧 まるる 

ことであろう。 二度が 三度で も わたし は 厭わぬ が、 そ 

のよう な 罪 を かさねて、 身の 行く末 は 何となる こと や 

ら、 思い やる だに 悼まし い。 お 師匠 さまが 大事 じ やと 

思うなら、 お前から よく 意見して、 もう さっぱりと 思 

い 切らせて はどうであろう。 それとも お前まで がいつ 

まで もお 師匠 さまの 味方して、 わたし を 悪魔と 呪う 気 


玉藻 は 男の 腕に 手 を かけて、 怨めし そうに 彼 をみ あ 

げた。 その 眼に は 白い 露が きらきらと 光って いた。 


いかに 玉藻に 口説かれても、 千 枝 太郎は 師匠の 使命 

を 果たさなければ ならない 破目に なって いた。 無益の 

祈禱を 幾た び もつ づけて、 罪に 罪 を かさねる の は 悼ま 

さ 

し いことの 限りで あるが、 今更 そんな 諫言 を肯 くよう 


なお 師匠 さまでな いこと は、 彼に もよ く 判って いた。 

諌 言を肯 かないば かりで なく、 あるいは 心の 弱い者と 

して 自分に 勘当 を 申し渡される かもしれ ない。 千 枝 太 

郎は それ も 怖ろ しかった。 

第一 の 問題 は、 玉藻が 果たして 魔性の 者で あるか 無 

いかと いう ことで、 それ を 確かに 見き わめた 上で なけ 

れば、 あとへ もさき へ も 踏み出す ことが 出来ない ので 

あるが、 今の 千 枝 太郎は 不幸に して、 それ を 見定める 

だけの 大きい 強い 眼 を もっていなかった。 彼 は 師匠 を 

信じながら も、 師匠 を 疑おうと した。 玉藻 を 疑って い 

ながら も、 玉藻 を 信じよう とした。 こうした 悲しい 矛 


盾に 責められて、 彼 はもう 自分の 立ち 場が 判らな く 

な つ てきた。 

相手 も その 苦しみ を 察して いるら しく、 眼 をふさぎ 

ながら 徐 かに 言った。 

「お前の 切ない 破目 も わたし はよ く 察して いる。 二度 

の祈禱 をす る もせぬ も、 しょせん はお 師匠 さまの 心 ひ 

とつ じ や。 又 それ を 仕損じて、 どのような 怖ろ しい 罪 

科に 陥ち ようと も、 しょせん はお 師匠 さまの 自業自得 

じ や。 わたし はお 前のお 師匠 さまに 恨み こそ あれ、 恩 

もない、 義理 もない、 由縁 もない。 あの人が どうな ろ 

うと も 構わぬ が、 唯 くれぐれも 案じら るる はお 前の こ 


とじ や。 おまえ は そもそもお 師匠 さまが 大切 か、 わた 

しょうね 

しがいと しいか、 それ を 聞きたい。 お前の 性根 を 確か 

に 知りたい。 それ を 正直に 言うて くだされ」 

その 正直な 返事 をす る ことが、 千 枝 太郎に 取って は 

一 生に 一 度の 難儀であった。 彼 は 自分自身 にも それが 

確かに 判って いないの である。 玉藻 はしば らく その 返 

事 をう かがって いたが、 相手 は 唯う つむいて 土に 映る 

二人の 黒い 影 を 眺めて いるば かりで あるので、 彼女 は 

やがて 低い 溜息 を つ きながら 言 つ た。 

「お前 はどうで もお 師匠 さまの 味方と 見た。 この 上 は 

もうなん にも 言うまい。 お 師匠 さまと 一 つに なって、 


わたし を 祈る とも 呪う とも 勝手にし なされ。 じ やが、 

千 枝 ま。 わたし はあくまで もお 前 をい としい ものに 思 

うてい る。 お 師匠 さまに どのような 禍 いが 降り かかつ 

て も、 お前ば かり はきつ と 助けたい と 念じて いる。 そ 

れ だけの こと はよ く 覚えて いてく だされ」 

こう 言い切って、 彼女 は 明るい 月 をみ あげた。 きの 

ものすご 

うの 稲妻に 照らされた 悽愴ぃ 顔と は 違って、 今夜の 月 

を 浴びた 彼女の 清らかな 神々 しいお もてに は、 月の 精 

が 宿って いるかと も 思われた。 千 枝 太郎に 師匠 を 疑う 

心が また 起こった。 しかも 別れて ゆく 女 を さすがに 

ひきと 

抑留め る 気に も なれなかった ので、 彼 はなんだ か 残り 


惜しい ような 心 持で そのうし ろ 影 を 見送つ ていたが、 

やがて 思い切って 信 西の 屋敷の 門 をく ぐった 時には、 

彼の 両袖 は 夜露に しっとりと しめって いた。 

信 西 入道 はすぐ に 逢って くれた。 千 枝 太郎が 師匠の 

口上 を 取次ぐ と、 信 西 は 案外に こころよく 承知した。 

「おお、 さも あろうよ。 一 度 は 仕損じても、 身命 をな 

げ うって 一 一度の 祈禱を 心が くる —— 泰親 として はさ も 

あるべき ことじ や。 信 西 もそう ありたい と 願うて いた。 

左大臣 殿 もお そらく 同じ 心であろう。 あすに も 直ぐに 

宇治へ まいって、 播磨 守の 願意 は 確かに それがしが 取 

次いで やる。 さもの うても このたびの 仕損じに 就いて、 


こころよ 

播磨守 一 人に 罪 を 負わす は 我々 も 甚だ 快 うない こと 

おんびん 

じ やで、 なんとか 穏便の 沙汰 をと 工夫して おった る 折 

りから じ や。 彼が 二度の 祈禱を 願う と あれば 猶更 のこ 

と、 なんとかして 彼 を 救わねば なるまい。 して、 関白 

殿より は 今になん の 沙汰 もない か」 

「なんの 御沙汰 も ござり ませぬ」 

ちょうじょう 

「それ は 重 畳。 関白 殿 も 本来 は 賢い 御仁 じ やで、 無 

道の 御沙汰 も あるまい と存 ずるが、 なに をい うても 今 

は 悪魔に 魅ら れ ている ので、 いかようの 御沙汰 も あろ 

うかと、 それがし も 内ない 懸念して おった が、 今にな 

んの 御沙汰 もな くば、 存外 穏便に 済もう も 知れぬ。 い 


ずれに しても 信 西が 引き受けた。 播磨 守に も 安心せ い 

と 伝えて くりやれ」 

関白 殿から なんの 御沙汰 もな いのは、 かの 玉藻の 取 

りなし である こと を 知ってい たが、 千 枝太郎 は、 この 

人の 前で も それ を 明白に 言う の を 憚った。 彼 はう やう 

やしく 礼 をい つて、 信 西の 屋敷 を 出る と、 月 はいよ い 

よ 明るくな つて、 路ば たにな びく 柳の 葉 も 一 いちか ぞ 

えられる 程であった。 

姉 小路 を 出て、 高 倉の 辻へ さしかか ると、 ゆき 先き 

で 犬の ほえる 声が きこえた。 気に も 留めずに 歩いて ゆ 

くと、 犬の 声 は そこに もこ こに も 聞こえた。 それ は 唯 


ならぬ 唸り 声であった。 

「盗賊 かな」 と、 千 枝 太郎は あるきながら 考えた。 

たくま 

しかし 彼 は 逞しい 若者で ある。 賊の 一人く らい は 

取り ひしいで 呉れよう という 息 込みで、 わざと 大股に 

辻の まん 中へ 進んで ゆく と、 犬の 声 はだん だんに 近く 

なった。 一匹で ない、 四方八方から 群がって 来て、 何 

者 を か 取り巻いて いるら しかった。 

見る と 眼の 前に は 一 人の 女が 立ちす くんで いた。 

か つぎ 

被 衣 を 深く して、 しかも こちら を 背に して 立って いる 

ので、 その 顔 はもと より 判らなかった が、 それが 玉藻 

であるら しい こと は 直ぐに 千 枝 太郎の 胸に 泛 かんだ。 


彼女 はま だ ここら を さまよって いたらし く、 あまたの 

きば 

大は牙 をむ き 出して 彼女 を 遠巻きに している ので あつ 

た。 犬の なかには 熊の ように 大き いのもあった。 虎の 

ように 哮 つてい るの もあった。 しかし かれら は、 なん 

の 武器 を も 持たない 女 ひとり を嚙み 倒す ほどの 勇気 も 

ない らしく、 唯 すさまじい 唸り 声 を あげて、 いたずら 

に 地上に 映る 女の 影に 吠えて いるば かりであった。 

孱 弱い 女子が 群がる 犬に 取り巻かれ ている。 それが 

見ず 識ら ずの 人で あつ て も 見過ごす こと は 出来ない の 

に、 まして 相手 は 玉藻で あるら しいので、 千 枝 太郎の 

胸 は 跳った。 彼 はまず 路ば たの 小石 を 拾って 真っ先に 


進んで いる 犬の 一 一、 三 匹 を 目が けて ばらばらと 打ち 付 

けながら、 つかつかと 龃け 寄って 女 を 囲った。 それで 

も 犬 は なかなか 怯まない らしく、  一、  二 間 さがった ま 

まで まだ 執念ぶ かく 吠えつ づけて いるので、 千 枝太郎 

もじれた。 しかし 彼 も 扇の ほかに 何物 を も 持って いな 

いので、 そこらに 転がって いる 小石 や、 土 くれの たぐ 

い を 手 あたり 次第に 拾って 投げた。 手近へ 飛び かかつ 

て 来る 敵 を 扇で 打ち払 つ た。 

犬の 声が あまりに 激しい ので、 宵寝の 都人 も 夢 を 

あきうど みせ 

おどろかされ たらしい。 路ば たの 小さい 商人 店で は 細 

目に 戸 を あけた。 それが 盗賊で ない、 犬の いたずらで 


あると 知った ときに、 そこらの 家から 二、 三人の 男が 

棒切れ を 持って 出て 来た。 彼ら は 千 枝 太郎に 加勢して、 

むらがる 犬 ども を 叩きの けて くれた。 敵が だんだんに 

多くな つたので、 犬 もとうと う 追い散らされて しまつ 

た。 

「かた じけ のう ござる」 

千 枝 太郎は 加勢の 人た ちに 礼 をい つて、 自分の 囲つ 

ている 女 を 見 かえると、 女 はいつ か 自分のう しろ を 離 

れて、 ある 家の 軒下の 暗い かげに 身 を 寄せて いた。 千 

枝 太郎は 彼女に 声をかけた。 

「さぞ 怖ろ しゅう ござ つたろう。 犬 ども はみ な 追い払 


うた。 心安う お ぼされ い」 

女 は 黙って 軒下から すうと 出て 来た。 彼女 はま だ 被 

衣 を 深く している の を、 千 枝 太郎は 月明かりで 視 きな 

がら 訊いた。 

「玉藻で ないか」 

言い かけて 彼 はぎよ つと した。 被 衣 を 洩れた 女の 顔 

ものすご 

は 譬えよう もない ほどに 悽愴 いものであった。 彼女の 

眼 は 怪しく さか 吊って 火の ように 燃えて いた。 彼女の 

けもの 

口 は 獣の ように 尖って いた。 千 枝 太郎は 再び 眼を据 

えてよ く視 ると、 それ は 一 時の まぼろしで、 月に 照ら 

された 女の 顔 はや はり 美しい 玉藻に 相違なかった。 


「犬に 取り巻か るる は 怖ろ しい もの じ や。 男で も 難儀 

する ことがある。 別に 怪我 もなかつ たか」 と、 彼は摺 

り 寄って 又き いた。 

玉藻 はや はり 黙って いた。 異常の 恐怖に 囚われて、 

彼女 はま だ 息 も 出ない らしかった。 千 枝 太郎は 加勢の 

うち 

人に 頼んで、 家から 水 を 持って来て もらった。 その 水 

をのんで、 玉藻 はよう よう 我に 返ったら しく 見えた が、 

それでも ただ 黙礼す るば かりで、 ひと 言 も 口へ は 出な 

かった。 人び とに 挨拶して 別れて、 千 枝 太郎は 玉藻 を 

送って 行った。 

「お前に はいろ いろ 恩に なりました」 と、 玉藻 は 途中 


で 初めて 言い出した。 「先度 も 物に 狂うた 法師に とら 

われて、 ほと ほと 難儀して いると ころ を、 お前に 救う 

て もろうた に、 今夜 もまた …… 。 とりわけて 今夜の 怖 

ろし さ、 わたし は 生きて いる 心地 もなかった」 

「関白 殿のお 屋 形に は 犬 を 飼うて おられぬ か」 

「わたし は 犬が 大嫌い じ やで、 殿に 願うて 一 匹 も 残さ 

ず 追い払うて しもうた」 

「犬 もお となし ければ 可愛い もの じ やが、 群がって 来 

て 人を嚙 もうと する、 そのような 野良犬 は 憎い もの 

じ やよ」 と、 千 枝 太郎も 言った。 

「わたしが このように 夜歩きして、 犬に 悩まされ たな 


どと いう こと を、 誰に も 言うて 下さるな」 と、 玉藻 は 

頼む ように 言った。 

「おお、 誰に も 言うまい。 このような ことが ひとに 知 

れ たら、 わし も 叱らる る わ」 

「お 師匠 さまに か」 

千 枝太郎 はだ まって 月 を 仰いで いた。 

「思えば 不思議な もの じ や」 と、 玉藻 は 溜 息をついた。 

「こうして お前と 親し ゆうなりながら、 お前のお 師匠 

さま はわた し を 仇の ように 呪うて いるお 人、 そのお 弟 

子な り やお 前と わたし も 仇 同士、  二人の 行く末 はどう 

なろう かのう」 


千 枝 太郎も 引き入れられる ような 寂しい 心 持に なつ 

た。 玉藻 はまた 言った。 

「くどく も 言うよう じ やが、 お前のお 師匠 さま は 遅 か 

れ速 かれ 破滅の 身の上 じ や。 宇治の 左大臣 殿が いかほ 

ひいき 

ど 貝 頭 属せられても、 理を 非に まぐ る こと は 出来ない。 

その まきぞえ を 受けぬ ように 能く 心しな され」 

関白の 屋 形の 門前で 二人 は 別れた。 千 枝 太郎が 師匠 

の 家へ 戻り 着いた 頃に は、 夜 もよ ほど 更けて いた。 泰 

親 はま だ 眠らずに 待って いたので、 千 枝太郎 はすぐ に 

師匠の 前へ 出て、 今夜の 使いの 結果 を 報告す ると、 泰 

親 は 笑ま しげに うなずいた。 


うみやま 

「少納 言の 御 芳志 は 海山 じ や。 泰親 もよ みがえ つ たよ 

うな 心地が する。 お 身 も 大事の 使い を 果たして くれて 

いこう 大儀であった」 

こう 言う うちに、 泰 親の 眉が だんだん 陰って きたの 

を、 若い 弟子 はちつ とも 気がつかなかった。 彼 は 師匠 

に 褒められ たの を 誇りと して、 自分の 部屋へ しずかに 

引き 退が つた。 玉藻に 就いて 考えたい ことが たくさん 

あつたが、 今夜の 彼 は あまりに 疲れて いたので、 枕に 

就く とすぐ に 安らかに 眠って しまった。 

しかし その 安らかな 夢が さめる と、 彼 は 不意の 落雷 

に 驚かされ たので ある。 夜が あける と、 彼 は 師匠の 前 


はもん 

に 呼び出されて、 突然に 破門 を 申し渡された。 

「行く末の 見込み ある 若者 じ やと 思うて、 わし もこれ 

しゅうね あやかし 

まで いろいろに 丹精して みたが、 お 身 は 執念く 怪異に 

憑かれて いる。 お 身のお もてに 現われた 死相 はどうで 

も 離れぬ。 こう 言う と、 おのれの 罪 を ひとに まぶし 付 

くるよう で 甚だ 心苦しい ことで は あるが、 泰 親が 今度 

の 祈禱を 仕損じた も、 五色に かたどった 五 人のう ちに 

お 身 を まじえた 為で はない かと 疑わる る 節 も ある。 か 

たがた、 いつまでも ここにお つて は、 泰親 のために も 

ようない。 お 身の ために は 殊によう ない。 いったん は 

叔父の もとへ 立ち戻つ て 昔の 烏帽子 折りに な つ て 見や 


れ。 そうして、 つつがなく 一年 二 年 を 送って、 その 禍 

いが 去った とみえた らば、 再び もとの 弟子 師匠 じ や。 

憎うて 勘当す るので はない。 しょせん はお 身が 可愛い 

から じ や。 むごい 師匠と 恨むまい ぞ」 

嚙んで ふくめる ように 言い聞かせて、 泰親は 幾らか 

の 金 をつ つんで 呉れた。 千 枝太郎 はた だ 夢の ようで、 

なんと 言い返し てよ いか を 知らなかった。 彼 はおの ず 

と 涙ぐまれた。 


えぼしお リ 

烏帽子 折 


- 


「おととい のこと、 頼 長 も 近頃 心外に 存じ 申す よ。 泰 

親が 一 生に 一 度の 祈禱、 よも 仕損じ は あるまい と 頼 も 

しゅう 存じて おった に、 あの 通りの 化たら く …… いや、 

さんざん じ や」 

堪えぬ 噴り の 声に 失望の 溜息 を まぜて、 頼 長 は 自分 


と 向かい合つ ている 信 西 入道のお ちつき 顔 を 睨む よう 

に 見つめた。 信 西 は ゆうべ 泰 親の 使いの 口上 を 受け 

取って、 けさ は 早朝から 宇治の 左大臣 頼 長 をたず ねた 

ので ある。 泰 親が おとといの 失敗に 対して、 頼 長の 怒 

りの おびただし いこと は 信 西 も 大方 推量して いたが、 

けしき 

その 気色の 想像 以上に すさまじ いの を 見て、 彼 もさす 

がに 少しく 躊躇した。 しかし そのままに 口 を 結んで は 

くちば 

帰られな いので、 彼 は 朽葉 色の 直 衣の 袖 を かきあわせ 

しず 

ながら 徐 かに 言い出した。 

「その 儀に 就きましては、 泰親 もい こう 無念に 存じて、 

いかようの お咎め を受 きょうと も 是非ない と 申して お 


り ま T9」 

は  おんごく 

「勿論の ことじ や。 彼め が 家の 職を剝 ぎと つて、 遠国 

へ 流罪 申し 付きようと 思うて いる。 泰親 にも それほど 

の 覚悟 はあろう。 たとい 頼 長が 捨て置いても、 兄の 関 

ゆる 

白 殿が 免 さりょう 害がない。 まして 兄の そばに は、 か 

の 玉藻が 付いている。 しょせん は 逃れぬ 彼の 運 じ や」 

と、 頼 長 は 罵る ように 言った。 

「実は 昨夜、 泰 親の 使いと して、 弟子の 一 人が それが 

ちと 

しの 許へ 忍んで まいりました」 

「赦免の 訴え か」 

「いや、 今 一 度、 降魔の 祈禱を …… 」 


「むむ」 と、 頼 長 は 烏帽子 を かたむけた。 「して、 入道 

に はなん とお 見やる」 

「それがしの 愚意 を 申そう ならば、 泰 親の 訴え を 聞 こ 

しめされ、 繰り返して 今一度、 七十 日の 秘密の 祈禱を 

…：- J 

泰 親の 不覚 は 重々 であるが、 さりと て 今 この 都 はお 

ろか、 日本 国 じゅう を 見渡しても、 この 役目 を 勤める 

もの は 彼の ほかにない。 彼 も 今度の 不覚 を 恥じて、 定 

めて 懸命の 秘法 を 凝らす に 相違 あるまい と考えられる 

から、 枉げ てもう 一度、 彼の 願意 を 聴きと どけて やり 

たい。 さて その上で、 どうで も 成らぬ もの は 成らぬ と 


あきらめて、 さらに 工夫の 仕様 もあろう。 ともかくも 

もう 一 度 は —— と、 信 西 は 根気よ く 繰り返して 説いた。 

忙しそう に まばたきしながら、 頼 長 は その 長な がし 

い 説明 を じっと 聴き 澄まして いたが、 やがて 覚 つたよ 

うにうな ずいた。 

「よい。 泰 親が 願意、 聴きと どけて 取らせ 申そう。 但 

しこれ を 仕損じたら 彼 は 重罪 じ や。 それらの こと も 入 

道より 彼に とくと 申し 含められい」 

ちょ ラキ J よ 

「早速の 御 聴許、 それがし も 共 どもに お礼 申し上げ 

まする」 と、 信 西 も 眉 を 開いて、 うやうやしく 会釈し 

た。 


この 問題 はまず これで 一段落ち ついた ので、 頼 長と 

信 西と は 打ち解けて いつもの 学問の 話に 移った。 その 

うちに 頼 長 は 少し 声 を 低めて こんな こと を 言った。 

けいてい かき  ふ せ 

「入道、 兄弟 牆に せめげ ども、 外 その 侮り を禦 ぐと い 

う。 今や 稀代の 悪魔が この 日本に 禍 いして、 世 を 暗闇 

の 底に おとそう とする 危急の 時節に、 兄 はと かくに 弟 

を 妬んで、 ややもすれば 敵対の 色目 を 見す る。 浅まし 

いこと じ や」 

「それ も 関白 殿の たましいに、 悪魔め が 食い入つ たが 

ため かと も 存じ 申す。 われわれが とこう 申す は 恐れ あ 

れど、 殿下 この頃の 御行 状 は …… 」 


「それ、 そのこと じ やよ」 と、 頼 長 は 待ち かねた よう 

に ひと 膝 乗り出した。 「あらためて 一 いち 申さず とも 

お 身 もみな 知っていよう。 むかしと は 違うて 驕 りに は 

ふけ  つの 

耽らる る、 我が 威に は 募らる る、 あれが 天下の 宰相た 

るべき 行状であろう か。 兄 上が 今の 心 を あらため ぬか 

ぎり は、 たとい 玉藻 一人 を 打ち 亡ぼしても、 やがて 第 

二の 玉藻が 現わり よう も 知れまい。 国家 まさに 亡びん 

とする 時 は、 かならず 妖孿 ありと 申す はま さしく この 

事 じ や。 天下 を 治む る 宰相に その 器量な くして、 国家 

まさに 亡びん とすれば こそ、 もろもろの 妖異 も 出て 来 

るの じ や。 しょせん は 妖魔が 現われて 国 を 傾く るので 


ない、 国が すでに 傾かん とすれば こそ 妖魔が 現わる る 

のじ やと、 この 頼 長 は 批判す る。 入道の 意見 はどうで 

あろうな」 

信 西 は 黙って 頼 長の 顔 を ながめて いた。 この 返答 は 

容易に できない と 彼 は 思った。 なるほど 頼 長の 意見に 

も 一応の 道理 は ある。 むしろ それが 正しい 批判で ある 

かもしれ ない。 しかも その 返事 次第で、 彼 はどうで も 

頼 長の 味方に 引き入れられなければ ならない こと を考 

える と、 迂闊に ここで 自分の 意見 を 発表す るの を 躊躇 

したので あった。 

頼 長 は 玉藻 を ほろぼす と 同時に、 兄の 忠通を も 亡ぼ 


そうとす るので ある。 それ は 今の 口吻に 因っても 確か 

に 判る。 頼 長の 議論から いえば、 妖魔 その物 は そ も そ 

もの 末で、 その 妖魔 を 呼び起こした 根本の 罪人 は ほか 

にある。 その 罪人 は 兄の 関白で ある。 たといい つたん 

は 玉藻 を ほろぼしても、 兄が そのままに 世に立つ てい 

て は、 やがて 第二の 玉藻が 出現す るに 相違ない という 

ので ある。 どう 考えても、 信 西 は その 返答に 困った。 

彼 はもと ょリ頼 長に 親しんで いた。 その 才学に も 舌 

を 巻いて いた。 しかし 彼 は それが ために、 頼 長の 兄に 

対して 敵意 を もつ わけに はいかなかった。 彼 は 頼 長に 

対する と同じように、 その 兄に 対しても 同様の 親しみ 


を もっていた。 大きく いえば それが 天下の ためで ある。 

二つに は それが 自分の ためで あると も 思って いた。 現 

在のと ころ、 彼が もっぱら 頼 長の 方に 傾いて いるら し 

く 見える の は、 悪魔 を 退治す るが ためで ある。 玉藻 を 

ほろぼ すがため である。 頼 長と 忠 通との 不和 を 醸しな 

すがため ではない。 この 点に 於いて、 彼 は 頼 長と その 

立ち 場 を 異にして いるので あるから、 今の 議論 をう か 

つに 賛成す る こと は 出来ない。 いったん 賛成した 以上、 

頼 長と 合体して 忠 通に 敵対し なければ ならない 破目に 

なる の は 見え透いて いるので、 彼 は それ を 恐れた。 古 

入道の 彼と して は、 むしろ それ を 愚かしい とも 思った。 


色紙 短 尺に 歌 を 書く より ほかに は 能の ない、 又は 

耧 をつ けて 胡 錄 を 負う の ほかに は芸 のない、 青 公家 

なまかん にん 

ばら や 生官人 どもと は 違つ て、 少納言 入道 信 西 は 博学 

宏 才を以 つて 世に 認められ ている。 殊更に 党 を 組み、 

ひとに おもねって、 自分の 地位に かじり 付いている 必 

要はない。 忠 通が 勝っても、 頼 長が 勝っても、 あるい 

はこの 兄弟が 相討ちに なっても、 自分の 地位 は 容易に 

動かない ものと 彼 はみ ずから 信じて いた。 

こうした 強い 自信 を も つ ている 彼の 眼から 観れば、 

どちらの 味方 をして 働く の も 無用の 努力で あるよう に 

思われた。 彼 はなるべく 事なかれ主義 を 取って 頼 長と 


びほう 

忠 通との あいだ を 弥縫す るか、 もし それが 出来そう も 

あかつき 

ない と 見き わめた 暁 に は そっと 手 を 引いて、 両方の 

争い を 遠く 見物して いるの が、 最も 賢い、 最も 安全の 

処世 法で あるよう に 思われた。 しかし この場合、 結局 

黙って は 済まされな いとみて、 老獪の 彼 は 巧みに 逃げ 

を 打った。 

「さりながら その 禍ぃ がすで にあら われ ましたる 以上 

は、 まず それ を鎮 むる 工夫が 先き で ござり まする。 そ 

の 禍ぃを 見て 諸人が 悔い あらた むれば 天下 はおの ず か 

ら 泰平、 一 一度の 禍 いの あらわり よう 害 は ござり ませぬ」 

「それ も そうじゃな」 と、 頼 長 は 渋し ぶうな ずいた。 


彼 も 差し あた つ て は それ を 言い破る ほどの 理屈 を もつ 

ていないら しかった。 

ことば  きちょう 

二人 はしば らく 詞が 途切れた。 秋草 を 画いた 几帳 

が 昼の 風に 軽く ゆれて、 縁 さきに 置いて ある 美しい 

まきえ 

蒔絵の 虫籠 で き りぎ りすが ひと 声 鳴 い た 。 

「殿。 ただいま 戻りました」 

年頃 は 三十 二、 三の、 これ も 主人と おなじような 鋭 

い 眼 を もった 小 ざ かしげな 侍が、 縁 さきに 行儀よ くう 

ずく ま つ た。 

「ほう、 兵衛 か。 近う 寄れ」 

とうない ひょうえ とおみつ 

頼 長に あごで 招かれて、 藤 内 兵 衛遠光 は 烏帽子の ひ 


たい を あげた。 彼 は 信 西 入道 を 仰ぎ見て、 更にう やう 

しき だ い 

やしく 式 代した。 

「どうじ や。 洛中 洛外に 眼に 立つ ほどの 事 ども もない 

か」 と、 頼 長 はしず かに 訊いた。 

遠 光 は 頼 長が 腹心の 侍で、 宇治と 京との あいだ を 絶 

えず 往来して、 およそ 眼に 入る もの、 聞 こ ゆる もの、 

ものぎ 

大小と なく 主人に 一 いち 報告す る 一 種の 物 聞きの 役目 

を 勤めて いた。 頼 長 は 彼の 報告に よって、 居ながら に 

世の ありさま を 詳しく 知っている のであった。 

「玉藻の 御が あす は 三 井寺 参詣と うけたまわり まし 

た」 


「玉藻が 三 井寺に 参詣す る か 」 

頼 長と 信 西と は 眼 をみ あわせた。 

さんもん 

「山門と 三 井寺と は 年来の 確執 じ や。 その 三 井寺に 参 

そその 

詣 して 法師 ばら を 唆 かし、 世の 乱れ を 起こそう とて 

か」 と、 頼 長 は 何事 も 見透かし たように あざ笑った。 

「さりながら これ は 大事 じ や。 山門の 荒法師 も 手 をつ 

かねて 観ても いるまい。 又しても 山門と 三 井寺の 

とうじょ-つ 

闘 諍、 思えば 思えば 浅まし さの 極み じ や」 

えい ざん 

敷 山と 三 井寺の 不和 は 多年の 宿題で、 戒壇 建立の 争 

いのた めに は 三 井寺の 頼 豪阿闍 梨が 憤死して、 その 悪 

霊が 鼠に なった とさえ 伝えられ ている。 その 三 井寺へ 


ま 

魔女 の 玉藻が 参詣し て、 いかなる 禍 いの 種を播 こうと 

する のか。 

しょせん は 三 井寺の 僧徒 を 煽動して 數 山に 敵対 させ、 

かれら を 執念く 啖ぃ 合わせて、 仏法の 乱れ、 あわせて 

王法の 乱れ を惹き 起， ^ す 巧みで あろう。 こ う 思う と、 

ひそ 

信 西の 嶮 しい 眉 も 食い入る ばかりに 顰ん できた。 

「彼女の 悪業、 いやが 上に 募って まいって は、 いよい 

よ 油断が なり 申さぬ」 

「そうじゃ。 まだ この 上に 何事 をた くもう も 知れぬ」 

ぬば かま 

と、 頼 長 も 奴 袴の 膝 を 強く 摑ん だ。 「のう、 入道。 この 

上 は 重ねて 七十 曰の 祈禱 などお めお めと 待って はいら 


れ まい。 泰親 にも その 旨 を 申し 含めて、 早急に かれめ 

を 祈り 伏す る 手 だてが 肝要であろう ぞ」 

この 点に 就いては、 信 西 も 勿論、 同意であった。 

「仰せ ごもっとも、 それがし も 肝胆 を 砕いて、 一 日 も 

早く 妖魔 を ほろぼす 手 だて を 案じ 申そう よ」 

八月 十一 日 は 晴れて いた。 それでも 先日の 大雨 以来、 


ち ゝ 

明るい 日の 色 も 俄に 秋ら しくな つて、 藍 を 浮かべた よ 

みずうみ 

うな 湖 の 上 を 吹き 渡って 来る 昼の 風 も、 たもと 涼し 

くな つた。 

あおい とげ  くるま 

青 糸 毛の 牛車が 三 井寺の 門前に しずかに 停まる と、 

それより 先き に 紫 糸 毛の 牛車が 繫 がれて いた。 あと か 

ら 来た 青 糸 毛のう しろに、 黒塗りの 鷺 足の 榻が 据えら 

れて、 うしろ 簾が さや さやと 巻き あげられ ると、 内 か 

ら 玉藻の 白い 顔が あらわれた。 折りから そよ そよ と 吹 

いて 来る 秋風に 袴の 緋を 軽くな びかせ て、 彼女 は 牛車 

からしな やかに 降り 立つ と、 門前に たたずん でいた 一 

人の 侍が つかつかと 歩み寄って 来た。 侍 は 藤 内 兵衛遠 


光であった。 

「お 身 は 三 井寺 御 参詣 か」 と、 遠 光 は 会釈しながら 訊 

いた。 

玉藻の 供の 侍に は 遠 光 を 見識って いる 者 ども も あつ 

た。 関白 家 御代 参と し て 玉藻が 参詣 を 彼らが 答える と、 

遠 光 は 苦 い 顔 をして 言 つ た。 

たれび と 

「唯今 は 宇治の 左大臣 殿御 参詣で ござる。 誰 人に も あ 

まか 

れ、 山門の 内へ 罷り通る こと 暫く 御 遠慮め され」 

ゆく 手 を さえぎられて、 玉藻の 供 も むっとした。 こ 

の 青 糸 毛が 眼に 入らぬ かとい うように、 かれら は 牛車 

を 見 かえ つ て 答えた。 


「唯今 も 申す 通り、 これ は 関白 殿御 代参で ござる ぞ。 

邪魔せられ まい」 

そっちの 糸 毛ば かり を ひけら かして、 こっちの 紫 糸 

毛が 見えぬ かとい うように、 遠 光 も 自分の 牛車 を あご 

で 示しながら 言った。 

みく る ま 

「関白 殿の 御 牛車と 申されても、 それ は 代参、 殊に 

によしょう 

女性 じ や。 しばらくの 御 遠慮 苦し ゆう ござるまい」 

口で お だ やかに 言 い ながら も、 すわと い わば 相手 の 

轅を 引つ 摑んで 押し戻し そうな 勢いで、 遠 光 は 牛車 

の 前に 立ちはだか つていた。 

紫 糸 毛の 牛車の そばに は、 遠 光の ほかに 逞しい 侍が 


七、 八 人 も 控えて いて、 肉に 食い入る ほどに 烏帽子の 

緖を かたく 引き締めた あご を そらせて、 こっち をき つ 

と 睨み つめていた。 中には その 手 をもう 太刀の 柄が し 

ら にかけ ている 者 もあった。 そのて いが 最初から 暄嘩 

腰で ある。 人数 は 対等で も、 玉藻の 供 は 相手 ほどに 精 

り 抜いた 侍 どもではなかった。 不意に この 暄曄を 売り 

ひる 

掛けられて、 彼ら はすこし く 怯んだ。 

それにつ けても、 当人の 玉藻が なんと 言い出す かと、 

敵 も 味方 も 眼 を あつめて その 顔色 をう かが つてい ると、 

玉 藻 はやが て しずかに 言 つ た 。 

「ほほ、 これ は 異な こと を 承ります る。 御代 参と あれ 


おとうとご 

ば 関白 家 も 同じ こと、 弟御の 左大臣 どのから 遠慮の 

お 指図 を受き よ う 害 は) J ざり ませぬ」 

彼女 は 供の 侍 を 見 かえって、 一緒に 来い と 扇で まね 

いた。 招かれて 彼ら は その あとに 続こうと する の を、 

遠 光 はあくまで もさえ ぎ つ た。 

「なり 申さぬ。 われわれ ここ を 固めて いる 間 は、 ひと 

足 も 門 内へ は …… 」 

「ならぬ と 言わる るか」 

「くどい こと。 なり 申さぬ」 

けしき 

「どうで もなら ぬか」 と、 玉藻 もす こし 気色ばんだ。 

ひとみ 

遠 光 はもう 返事 もしないで、 相手の 瞳 を 一心に 睨 


んで いると、 玉藻 はなん と 感じた か 俄に 扇で そのお も 

て を 隠しながら 高く 笑った。 彼女 は 眉 を あげて 山門の 

方 を あざける ように 見返りながら、 再び しずしずと 牛 

車の 鯡に はいって、 そうして、 牛車 を 戻せと 低い 声で 

命令す ると、 牛 はやが て のそのそと 動き 出して、 轅は 

京の 方角へ むかって 行った。 

と 思う と、 白羽の 矢が 一 つ 飛んで 来て、 青 糸 毛の 

車 蓋 を かすめて すぎた。 その 響きに おどろかされて 供 

の 侍 ども は あっと 見 かえると、 二の矢が つづいて 飛ん 

うしろび さし 

で 来て、 その 黒い 羽 は 後廂の 青い ふさを 打ち落とし 

て 通った。 


「や、 遠矢 じ や。 さりと は 狼藉 …… 」 

立ち さわぐ 侍 ども を 玉藻 は 簾の なかから 制して、 牛 

しず  きし 

車の 大きい 輪 は 京 を さして 徐 かに 軋って 行った。 その 

青い 影の だんだんに 遠くなる の を 見送りながら、 山門 

のかげ から 頼 長が 出て 来た。 あとに 続いて 弓矢 を 持つ 

た 二人の 侍が あらわれて、 いずれも 残念そう に 唇を嚙 

ん でいた。 玉藻が きょうの 参詣 を 知って、 頼 長 は 先き 

廻り をして 先刻から ここに 待ち受けて いたので ある。 

遠 光 は 主人の 内意 をう けて、 わざと 玉藻の ゆく 手 を さ 

えぎ つて 無理無体に 暄嘩を 仕 かけ、 関白 家の 供の もの 

を 追っ払った 上で、 玉藻 を ここで 討ち果たして しまお 


こころぐ 

うとい う 心組みであった。 頼 長の そばに は 藤 内 太郎、 

くっきょう  い て 

藤 内次郎 という 屈竟の 射手が 付き添う ていて、 手に 

あまる と 見たら ばす ぐに 射 倒そうと、 弓に 矢 をつ がえ 

て 待ち構え ていた。 頼 長 は 勿論、 射手の 二人 も 山門の 

かげに 身 を 忍ばせて いたので あるが、 早く も 玉藻に 覚 

られ たらしい。 彼女 はこ ちらの 裏 を かくよう にあ ざけ 

りの 笑み を くれて、 徐 かに ここ を 立ち去った。 この 機 

会 を 取り逃して はならぬ と、 頼 長の 指図で 二人 はすぐ 

牛車のう しろから 射 かけた が、 一 一人ながら 不思議に 仕 

ゆづる 

損じた。 あわてて 二の矢 をつ がえ ようとす ると、 弓弦 

は 切れた。 牛車 は それ を 笑うよう に、 輪の 音 を 高く 軋 


ら せながら 行き過ぎて しま つ た。 

ま 

眼の あたりに この おそろしい 神通力 を 見せられて、 

射手の 二人 も 遠 光 も 息 をのんで 立ちす くんで いた。 頼 

いら  おび や 

長 は 一人で 苛い らして いたが、 驚きと 恐れと に 脅か 

されて いる 家来 ども をい かに 叱り 励ましても、 しょせ 

んは その 効 は あるまい と 思われた。 

「悪魔め を この 山門 内に 踏み入れさせなん だが、 せめ 

て もの 事 じ や」 

こうあ きらめて 頼 長 も 宇治へ 帰った。 さきの 雨乞い 

といい、 きょうの 待ち伏せ といい、 一度なら ず 二度 ま 

でも 仕損じた 彼 は、 さすがに 胸が 落ち着かなかった。 


とのい 

彼 も 悪魔の 復謦を 気づかつ て、 その 夜から 宿直の 侍の 

数 を 増して ひそかに 用心して いたが、 直接に は 別にな 

んの禍 いもなかった。 しかし、 玉藻 は 決して それ を 無 

事に 済まそうと はしなかった。 彼女 は 京へ 帰って、 三 

井寺の 一 条を忠 通に 逐 一 訴えた。 

「予の 代参と いう そちに 対して 山門 内に 通さぬ と 申し 

あまつさえ こちらが おとなし ゆう 戻ろうと する の をう 

しろから 遠矢 を 射 かくるな ど、 言語道断の 狼藉 じ や。 

頼 長め、 いよいよ 気が狂う たと 見 ゆる。 もう 一刻 も捨 

て 置かれぬ。 おのれ、 おのれ、 兄の 足 もとに 踏みに じつ 

て、 宇治の 屋形を 草原に してみ しょう ぞ」 と、 忠通は 


自分 も 狂 つ たように 罵 つ た。 

「では ござりましょう が、 今し ばら く の 御 勘弁 を  」 

か ぼ 

「又しても 止む るか。 仇 を 庇う か …… 」 

「庇う ので は ござり ませぬ。 たとい かの 人び とが 如何 

ように わたくしども を 亡ぼそうと 巧 まれましても、 邪 

は 正に 勝たず の 例で、 正しい ものに は 必ず 神 ほとけ 

の 守りが ござります。 現に さき の 日の 雨 乞 い を 御覧な 

され ませ。 われに 誠の 心が あれば、 神 も 仏 も 奇特 を 見 

せられ まする」 

「されば とてもう 堪忍の 緒が 切れた。 堪忍に も 慈悲に 

ほ ど  さき 

も 程度が ある。 頼 長と 忠 通と は 前の世からの かたき 同 


土であろう。 弟を仆 すか、 兄が 仆る るか、 しょせん 二 

人が 列んで ゆく こと は 出来ぬ 定め じ や」 

「では、 どうで も 左大臣 ど の 御 誅伐で ござります るか」 

と、 玉藻 は 不安ら しく 訊いた。 

「勿論の ことじ や」 

「して、 お 味方 は …… 」 

この 問題に 出 遇って、 忠通 はいつ も 行き詰ま るので 

あった。 この 夏の 引き籠り 以来、 自分の 味方の だんだ 

んに 遠ざかって 行く の は、 見舞いの 人の 数が 日増しに 

そむ 

減る の を 見ても よく 判って いた。 背いた 味方 はみ な 頼 

長の 傘の 下に あつまる のであろう。 それ を 思う だけで 


も、 忠 通の 胸 は 沸き返った。 

かたき 

「きのうの 味方 もき ようの 仇、 頼もし ゆうない 世の 

中 じ や。 忠 通が 頼 長 誅伐 を 触れ 出しても、 味方に まい 

る 者 は 少ない かのう」 と、 彼 はこの 世 を 呪うよう に 物 

凄い 溜息 を 長く ついた。 

きのうの 味方が きょうの 仇と 変わる 世の中 だけに、 

また 都合の 好い こと も あると、 玉藻 は 慰める ように 

言った。 そういう 人間が 多いだ けに、 いったん こっち 

の 羽振りが よく なれば、 昨日の かたき は 又す ぐ 今日の 

味方に 早変わり をす るので ある。 正直のと ころ、 現在 

の 殿上人に 骨の ある 人間 は 極めて 少ない。 信 西 入道と 


て も 日和見の 横着 者で ある。 つまりが なんらかの 方法 

でかの 頼 長の 鼻 をく じいて さえし まえば、 余の 人び と 

は 手の 裏 を かえした ように こちらの 味方になる の は 見 

え 透いて いる。 なにも 仰々 しく 誅伐の 誅戮 のと 騒ぎ 立 

てるに は 及ばない ので あると、 彼女 は 事 も なげに 説き 

明かした。 

「就きましては、 かの 采 女に 召され まする こと、 いか 

がで ござりましょう か」 

「その 儀なら ば 懸念すな。 今度 こそ はかな らず 成就 

じ や」 と、 忠通は 得意ら しい 笑み を 洩らした。 

先度 は 頼 長 や 信 西の 故障に 出 遇って、 結局 はう やむ 


やのう ちに 葬られた ので あるが、 今度 はそう はなら な 

い。 玉藻が 雨乞いの 奇特 を あらわし たこと は 雲の上 ま 

でもき こえ 渡って いる 害で ある。 その 玉藻 を 推薦す る 

のになん の 故障が あろう。 たとい 彼らが あくまでも 強 

情 を 張った ところで、 その 理屈 はもう 通らない。 彼ら 

の 理屈 を 蹴散らす だけの 立派な 理屈が こちらに も ある。 

頼もしく もない 味方 を 無理に 駆り集めて、 頼 長ら を ほ 

ろぼそうと あせり 狂うよ リも、 一 人の 玉藻 を采 女に す 

すめて、 その 力で 敵 を 押した おす 方が 安全で 且つ 有効 

であるら しいと、 忠通 もまた 思い返した。 

「 予が 受け合う た 。 大納言な ど 頼んで いて は埒が あか 


ぬ。 近日のう ちに、 忠 通が 病気 を 押して 昇殿す る。 と 

こうの 故障 を 申し 立 つ る 者が あ つ たら、 予が 直き じき 

に 言い伏せて 見す る。 はは、 今度 こそ  今度 こそ は 

じ や」 

忠通は 気味の 悪い ような 声 を 出して、 のけぞり なが 

ら 高く 笑った。 玉藻の ひとみ も 怪しく かがやいた。 


「ほう、 千 枝 まよ。 いつ 戻った ぞ」 

すえ もの つ くリ おきな 

陶器 師の翁 は 笑いながら 見返った。 彼 は手づ くり 

つま 

の壺 をす こし 片寄せ ながら、 狭い 仕事場の 入口に 千 枝 

太郎を 招き 入れた。 

うち 

「この頃 は 家に 戻って いると かいう 噂 を 聞いた が、 な 

ぜ 早う 訪ねて 来て はくれ ぬ。 婆め は 死ぬ。 隣り の 藻の 

家 は 引っ越して しもうて 馴染みの 薄い 人が 移って 来る。 

ここらで も 四 年 五 年と いうう ちに は、 住む 人が だんだ 

んに 移り変わって、 むかし 馴染みの 減る のが 寂しい。 

して、 お前 は なぜお 師匠 さまの 屋敷から 戻って 来た。 

都の 奉公 はつらい かの」 


千 枝 太郎は 黙って、 すだれの 隙き 間から さし 込む 秋 

の 日が 仕事場の ぬれた 土 を 白つ ぼく 照らして いるの を 

眺めて いたが、 やがて 沈んだ 声で 言った。 

かんどう 

「わし はお 師匠 さまから 勘当され た」 

「勘当 …… 」 と、 翁 も 白い 眉に 浪を 打た せた。 「なん ぞ 

あやまち 

過失で もお しゃった か」 

「お 師匠 さまのお そばに いて はわし のために ならぬ。 

うち 

家へ 帰れと 仰せられた」 

「なぜかのう」 と、 翁 は 再び 首をかしげた。 「じ やが、 

お 師匠 さまが そう 言わ るれば、 それ も 是非ない。 して、 

これから はどうお しゃる。 叔父 御 も 次第に 年が寄って、 


この頃 は 思うよう に 稼業 もなら ぬと 言うて いた。 お前 

の 戻って 来た は 丁度 幸い かもしれ ぬ。 若い者 はせい ぜ 

い 働いて、 叔父 御 や 叔母 御に 孝行お しゃれ。 のう」 

「おお、 わし も そのつ もりで この頃 は 稼ぎに 出る。 あ 

れを 見やれ」 

かどぐち 

彼 は 表 を 指さす と、 門口に 烏帽子 折りの 荷が おろし 

てあつた。 翁 はうな ずいた。 

「おお、 よい、 よい。 昔の 千 枝 まと は 違うて、 今では 

立派な 若い 男 じ や。 まして 子供の 時から 習い おぼえた 

職 も ある。 怠らず 稼いだら 不自由 はせ ぬ 箬 じ や」 

物に 屈託し ない 翁 は 心から 打ち解け たような 笑顔 を 


見せて、 昔の 千 枝 まと 懐かし そうに 話して いた。 千 枝 

太郎 もな つかし そうな 眼 をして 家の 中 を 見 まわす と、 

かま 

今 向かい合つ ている 小さい 窯 も、 奥に 切って ある 大き 

ぃ炉 も、 落ち かかって いるよう に 傾いた 棚 も、 すべて 

昔の さまと ちっとも 変わって いなかった。 秋の 日 を 浴 

びて いる 翁の 寂び た ひたいに も 皺の 数が 殖えて いない 

らしかった。 物静かな 山 科郷の 陶器 師の 家に は、 月日 

の 移り変わり という ものがない ように も 思われた。 そ 

れに ひきかえて、 久 安四 年から 仁 平 二 年 —— この 足 か 

け 五 年の あいだに、 自分の 身の上 はどう 変わった か。 

千 枝 太郎は 振り返 つ て 考えた。 


叔父の 職 を 見習って、 烏帽子 折りになる はずの 彼 は、 

みく ず 

藻に 振り放され たのが 動機と なって、 日本に 隠れの 

ない 陰陽 博士の 弟子と なった。 そうして、 師匠に も 可 

愛 がられた。 自分が 未来の 出世 も 眼に 見える ようで 

あった。 その 幸い も 長く は 続かないで、 この 三月に 偶 

然 かの 玉藻に めぐ リ逢 つてから、 今まで 消え かかって 

さと 

いた 思いの 火が 再び 胸に 燃え あがった。 師匠に も 諭さ 

れ、 自分 も 戒めて、 魔性の 疑い ある 彼女と 努めて 遠 ざ 

かろうと 試みた が、 その 因縁 は 不思議に からみ 付いて、 

幾た びか 彼女に めぐり 逢う 機会が 偶然に 作られた。 そ 

のた び ごとに 怪しく 搔き 乱される 自分の 心 を 危うく も 


取り留めようと しながら、 所詮 は ひと 足ず つに 彼女の 

方へ 引き寄せられて 行く らしい の を、 神の ような 師匠 

の 眼に 観 破られて、 彼 はついに 慈悲の 勘当 を 言い渡さ 

れた。 今 さら 詫びても 肯き 入れる 師匠で ない の を 知つ 

ている ので、 彼 は すごすごと そこ を 立ち退いて 昔の 山 

科の 家に 戻った。 

戻って みると、 叔父 や 叔母の 老いの 衰えが 今 さらの 

ように 彼の 眼に ついた。 千 枝 太郎は 悲しくな つた。 師 

匠の 勘当 をう けて 来た 甥 を 叔父 や 叔母 はさの み 叱リも 

しないで、 かえって 懐かし そうに 迎えて くれたので、 

彼 はいよ いよ 涙ぐまれた。 足 かけ 五 年の あいだ、 師匠 


の 教え をう けた 学問 はありながら、 勘当され た 今の 身 

の 上で は、 それ を 表向きの 職と して 世に立つ こと は 出 

来ない。 さりと てもう 一人前の 若い者が、 手 を 袖に し 

て 叔父 や 叔母の 厄介に もな つて いられな いので、 差し 

あたって は 昔の 烏帽子 折りに 立ち かえって、 ちっとで 

も 叔父の 手助け をしたい と 彼 は 思った。 叔父 も 喜んで 

あきない 

承知した。 千 枝 太郎は その 以来、 叔父と 一緒に 商売に 

出る こと も ある。 自分 ひとりで 出る こと も ある。 こう 

してもう 小 ひと 月 を 送って いるう ちに、 彼 も だんだん 

うち 

に 仕事に 馴れて 来て、 朝に 家 を 出て 暮れ方に 戻れば、 

きっと 幾らかの 銭 を 持って来 るので、 年 をと つた 叔父 


や 叔母 はよ い 稼ぎ人の 戻った の を、 むしろ 喜んでい る 

くらいであった。 

これが おれの 運 かもしれ ない。 せめてこう している 

あいだに 精ぜぃ 働いて、 叔父 や 叔母に 孝行 を 尽くそう 

と、 彼 もこの 頃で は あきらめた。 師匠の こと、 玉藻の 

こと、 それが 胸 いっぱいに 支えて いるの を、 彼 は 努め 

て 忘れようと していた。 

きょう も それ をう つかりと 考えて いると、 翁 は 日影 

がだん だん 映し こんで 来る のに まぶしく なったら しい。 

がま 

だるそう に 立ち あが つ て 入口の 蒲す だれ をお ろした。 

「千 枝 まよ。 なに を 思案して いる。 叔父 御 や 叔母 御 も 


お前が 戻った ので 喜んでい よう。 むかし 馴染みが 帰つ 

て 来て わし も 嬉しい。 これから は 今までの ように 遊び 

に 来て おくり やれ。 よい か。 あれ、 お 見やれ。 となり 

かど 

の 門の 柿の 実は 年 ごとに 粒が 大きくな つて、 この 秋 も 

定めて 美事に 熟れる ことで あろうよ」 

「そうであろう のう」 

かど 

ここの 門に 立った 時に、 千 枝太郎 もす ぐに 隣り の 梢 

を 仰いだ のであった。 実が まだ 青い ので、 そこに 大き 

からす 

い 鴉の 影 はみ えなかった が、 彼 は 藻と 一緒にな つて 

その 梢の 憎らしい 鴉を逐 つた 秋 を 思い出さずに は いら 

れ なかった。 今 も 翁から それ を 言い出されて、 彼 は 蒲 


すだれの 外 を のぞきながら 低い 溜息 を 洩らした。 

「月日の た つの は 早い もの じ や のう」 

「ほんと に 早い。 婆め が 死んで からもう 四 年 目に な 

る」 と、 翁 はすこし 寂しそう な 顔 をして 言った。 

自分と 仲 悪の 婆の 死 —— それが 藻と 何 かの 因縁が あ 

るら しく 考えられ るので、 千 枝 太郎は 何げ なく 翁に 訊 

いた。 

「婆 どのが 死んで 四 年 目になる か。 婆 どの は あのよう 

な 怪しい 死に ざま をして、 今に その子 細 は 判らぬ かの」 

その後に なんの 不思議 もなかつ たかと いう 問いに 対 

して、 翁 はこう 答えた。 


「さあ、 不思議と いう ほどの こと は …… 。 いや、 たつ 

た 一度あった。 おお、 たしか 去年の 秋 …… やはり 丁度 

今頃の ことじ やと 覚えて いる。 お前 も識 つてい るで あ 

ろう。 この 村の 弥 五六と いう 男 …… 。 あの 男が 暗い 夜 

に、 小町の 水の 近所 を 通る と、 ここらに は 珍しい 美し 

じょうろう 

い 上臈が 闇の なか を 一人でた どって ゆく。 いや、 不 

思議な ことに は、 その 女のから だから 薄い 光りが さし 

て、 遠くから でも その 姿が ぼんやりと 浮いて 見えた そ 

うな。 弥 五六 も あまりの 不思議に そっと 後 をつ けて ゆ 

くと、 女の 姿 は あの 古塚の 森の奥へ 消える ように 隠れ 

てし もうた」 


千 枝 太郎は 息をつめて 聴いて いた。 

「弥 五六 も ぞっとして 逃げて 帰った。 あくる 日 近所の 

者に その 話 をす ると、 皆 もた だ 不思議 じ やと 言う ば か 

りで、 その子 細 は 誰に も 判らなん だ。 すると、 その 晚 

のこと じ や。 弥 五六 は 急に 死んで しもうた。 丁度 わし 

の 婆と 同じように、 喉 を 喰い 裂かれて …… 」 

「その 上臈 は どんな 顔 かたちであった かな」 と、 千 枝 

太 郎は忙 がわし く 訊いた。 

「それ は 知らぬ。 わしが 見た のでない、 唯 その 話 を 人 

から 聞いた まで じ や」 と、 翁 はおち つき 顔に 答えた。 

「しかし わしの 考えで は、 それが 古塚の ぬしであろう 


も 知れぬ。 うかと 出逢うた が弥 五六の 不運 じ や。 それ 

に 懲りて この頃で は、 日が 暮れてから あの 森の 近所 を 

通り過ぎる もの は 一 人 もない ようになった」 

「不思議 じ やのう」 

「不思議と いうよりも 怖ろ しい。 お前 も 心して その 祟 

りに 逢わぬ ようにお しゃれ。 婆や 弥 五六が よい 手本 

じ や」 

その 上臈が もしゃ 玉藻で はない かとい う 疑いが、 千 

枝 太郎の 胸に ふと 湧き出した。 果たしてそう ならば、 

たた  たましい 

藻 は 塚の ぬしに 祟られて、 その 魂 はもう 入れ替わつ 

ている ので ある。 たとい その 形 はむかし の 藻で も、 今 


の 玉藻の 魂に は 悪魔が 宿って いるので ある。 彼 は その 

疑い を 解く ために これから 毎晚 その 森の あたりに 徘徊 

して、 怪しい 上臈の 姿 を 見と どけたい と 思った。 そう 

して、 それ を 一 つの 手柄に して、 彼 は 師匠の 勘当 を ゆ 

るされ ようと 考えた ので あ つ た。 

翁との 話 はこ こらで 打ち切って、 千 枝 太郎は 早々 に 

ここ を 出た。 出る 時に、 彼 は 再び 隣り の 柿の 梢 をみ あ 

げ ると、 その 高い 枝 は 青い 大空 を 支えて いるよう に大 

きく 拡が つ て、 ところどころに はもう 薄紅い 光沢 を 

もった 木の実が 大きい 鈴の ように 生って いた。 幼い 藻 

の 顔と 藤た けた 玉藻の 顔と がー つに なって、 彼の 眼 さ 


きを 稲妻の ように ひらめいて 通った。 

「あきないが 遅うな る」 

千 枝 太郎は 京の 方角 へ 足 を 向けた。 

むかしの 相弟子 や 知りび とに 顔 を あわせる のがさす 

つら  あきない 

がに 辛い ので、 彼 はこれ まで 京の 町へ は 商売に 出な 

かった が、 商売 はどうで も 京の 町に かぎる と 叔父から 

さと 

も 教えられ、 自分 もそう 覚 つ た ので、 きょうは 思 い 切つ 

て 繁華な 町の 方へ 急いで 行った。 その 目算 は 案外に 

狂って、 顔馴染み のない 若い 職人 を どこでも 呼び込ん 

で くれないので、 彼 は ひどく 失望した。 一日 根気よ く 

呼び あるいても、 彼 は 京の 町で 一文 も 稼ぐ こと は 出来 


なかった。 

九月 はじめの 秋の 日 は 吹き消す ように あわただしく 

暮れ かかって、 うすら 寒い 西 山お ろしが 麻の 帷子に そ 

よそよ と 沁みて 来たので、 千 枝太郎 はいよ いよ 心寂し 

くな つた。 こうと 知ったら 京の 町 まちへ 恥が ましい 顔 

を さらして 歩く のではなかった もの をと 悔やみながら 

疲れた 足 を 引き摺って とぼとぼと 戻ろうと すると、 六 

条の 橋の 抉で 呼び止められた。 

「烏帽子 折り か。 頼みたい」 

振り返る と、 それ はもう 六十に 近い、 人品の よい 武 

ひきたて 

士で、 引 立 烏帽子 を かぶって、 萌 黄と 茶との 片身 替わ 


りの 直垂を 着て、 長い 太刀 を 佩いて いた。 彼 は 白い 口 

ばん どう ごえ 

髯の 下から 坂 東 声で 言った。 

のぼ 

「それがし はこの ごろ 上った 者 じ やで、 都の 案内 はよ 

ぅ存ぜ ぬが、 見る ところ 烏帽子 折りであろう。 頼まれ 

て くれぬ か」 

「心得ました」 

そこです ぐに 荷 をお ろす と、 武士 は 一人の 家来 を 見 

かえって、 その 烏帽子が 折れたら 受け取って 来い と 言 

い 付けて、 自分 は そのままに 行き過ぎて しまった。 

「手 もとは 暗う はない かな」 と、 あとに 残された 家来 

は 千 枝 太 郎の手 もと を視 きながら 言った。 


ひま 

「いえ、 烏帽子 一 つ 折る ほどの 間 は ござりましょう」 

と、 千 枝 太 郎は手 を 働かせながら 答えた。 

「して、 お前 さま 方 は 坂 東の 衆で ござります るか」 

「おお、 相 模の者 じ やよ」 と、 家来 は 立ちはだかった 

ままで 誇る ように 言 つた。 「それがしの 御主人 は 

みうらの すけ 

三 浦 介 殿 じ や」 

きぬがさ 

「三 浦 介 殿 …… 。 では 衣笠の 三 浦 介 殿で ござります 

な」 

「よう 存じて おる。 唯今 まいられ たのが その 三 浦 介 殿 

じ や」 

そラ しゅ ラ 

烏帽子の あつらえ 手 は 相 州 衣笠の 城主で 三 浦 介 源 


義明 である こと を 家来 は 説明した。 三 浦 介 は 上 総 介 

平 広 常と 共 に 京都の 守護と して、 こ の，、 - J ろ 坂 東から 召 

しの ぼられ たのであった。 

「そのような 武将の 冠り 物 を 折ります る は、 わたくし 

ほ ま  ついしょう 

の 職の 誉れで ござります る」 と、 千 枝 太郎は 追従 でも 

ない らしく 言った。 

「そう 存じたら、 念 を 入れて 仕 まつれ」 と、 家来 は 

直垂の 袖で 鼻 を こすった。 

坂 東 武者 も 初の 上洛に 錦 を 飾って 来たと みえて、 そ 

の 直 垂には 藍の 句い がま だ 新しい ようで あつ た。 


三 浦の 娘 


そのと きに 三 浦の 家来 はこうい うこと を も 自慢そう 

i-  J 舌 ソ.^  Jo 

( 1 一 11 口し i/ 

き ぬ が さ 

主人 三 浦 介の 孫娘に 衣笠と いうの が ある。 自分の 


代々 住ん で いる 城の 名 を 呼ばせる くら いで あるから、 

その 寵愛 はいう まで もない。 ことし 十六で 相模 一国に 

ならぶ かた もない 美女で ある。 祖父の 義 明が このたび 

の 上洛に ついて、 可愛い 孫娘に も 一度 は 都の 手振り を 

みせて 置きたい という 慈愛から、 遠い 旅 を させて 一 緒 

に 連れて来 たが、 なるほど 花の 都に も あれほどの 美女 

は 少ない。 自分 も 主人の 供 をして、 毎日 洛中 洛外 を 見 

物して あるいて いるが、 衣笠 殿 ほどの 美しい 女子に 殆 

んど 出逢った ことがない。 当時 都で 噂の 高い 玉藻の 御 

というの は どんな 人 か 知らないが、 おそらく それに も 

劣るまい とのこと であった。 


田舎侍の 主人 自慢 はめず らしくない。 しかし その 話 

を 半分に 聴いても、 三 浦の 孫娘が すぐれた 美女で ある 

らしい こと は 千 枝太郎 にも 想像され た。 年の 若い 烏帽 

子 折り は その美し ぃ相模 おんな を 一 度 見たい ような 浮 

かれ 心に もな つた。 

おお ぜ. 1 

「三 浦 殿の 御 家来 衆 は 大勢で ござります るか」 と、 彼 

は 訊いた。 

こしち と 

「上下 二十 人で、 ほかに 衣笠 殿と 附き 添いの 侍女が 二 

人 じ や」 

「二十 人の 御 家来 衆と あれば、 烏帽子の 御用 も ござり 

ましょう。 して、 お 宿 は …… 」 


「七条 じ や。 時 どきに 来て 見やれ」 

「その 折りに はよ ろしく 願います る」 

千 枝 太郎は 彼と 約束して 別れた。 家へ 帰って きょう 

の 話 をす ると、 あきな い に 馴れた 叔父の 大六は 言 つ た。 

「そり や 誰 とても 同じ ことで、 顔馴染み のうす いあい 

だは 商売 も 薄い もの じ や。 こ れを 飽きず に 堪えねば、 

あきうど 

職人 も 商人 も 世 は 渡られぬ。 まして 三 浦 介 殿が 家来の 

衆と 顔馴染み になった は 仕合わせ じ や。 坂 東の 衆 は 気 

前が よい。 ぬけ 目な くその 宿所へ 立ち 廻って、 ひと か 

ど の 得意先き にせねば ならぬ ぞ」 

古塚の こと も 気に かかりながら、 きょうは 京 じゅう 


を 一 日 あるき 廻って、 千 枝太郎 もさす がに 疲れたので、 

そのまま 寝て しまった。 あくる 日 は 早く 起きて 京の 町 

へ 出た。 

七条へ 行って、 三 浦の 宿所 を 探して いると、 きのう 

の 家来に 丁度 出逢った。 家来 はきのうと 違った 直垂を 

着て いた。 千 枝 太郎は 馴れ なれし く 話しかけて、 彼の 

名が 小 源 一 一とい うことまで も 聞いて しまった。 

「失礼ながら、 お前 は 服装に 似合わぬ、 烏帽子の 折り 

ざまが 田舎び ている ような。 わたくしが 都風に 折って 

進ぜましょう」 

彼 は 新しい 烏帽子 を 折って やった。 そうして、 その 


価 を 受け取らなかった。 その代りに お前の 宿へ 案内 

して、 ほかの 人た ちの 仕事 を 頼まれる ように 口添え を 

して くれと 相談す ると、 小 源 二 は こころよく 受け合つ 

た。 

「では、 一 緒に 来 やれ。 屋敷 はすぐ そ こじゃ」 

誰 やらの 空き屋 敷 を 仮り の 宿所に あてて いるら しく、 

構えの 大きい 割に は 屋敷の 内 も ひどく 荒れて、 うす 暗 

とお ざ むら い 

い 庭に は 秋草が おどろに 乱れて そよ いでいた。 遠 侍 

らしい ところに、 七、 八 人の 家来が 武者 あぐら を搔ぃ 

ていた。 小 源 二 は 千 枝 太郎を 彼らに 引き合わせて、 再 

び 表へ 出て 行った。 


主人 は 留守で、 用の ない 家来 ども は 退屈して いるら 

しく、 千 枝 太郎を 相手に して 京の 名所 や 風俗の 噂な ど 

を 聴いた。 その なかには 烏帽子 を あつらえる 者 も あつ 

た。 千 枝 太郎は 仕事 をしながら 一生懸命に 彼らの 機嫌 

を 取って いると、 正直な 坂 東の 男 ども は 馴染みの うす 

い 烏帽子 折り を ひどく 信用して しまって、 何もかも 打 

ち 明けて 話した。 そのうちに 衣笠の 噂 も 出た。 

むすめ ご 

「その 娘 御 は 世に 美しい お 方 じ やそうに 承りました。 

きょう もお 宿で ござります るか」 と、 千 枝 太郎は 訊い 

た。 

「おお、 奥に ござる よ」 と、 一 人が 言った。 「どうじ や、 


によぎ 

そち も 奥へ まいって お 目 見得せ ぬか。 女 儀の ことじ や 

のぼ 

で 毎日 出歩き もなら ぬ。 さりと て 初めてのお 上 リじゃ 

こし ちと 

で 別に 親しい友達 もない。 侍女 どもば かり を 相手に し 

て、 毎日 退屈そう に 送って いらる る は 見る も 気の毒 

じ や。 そちが 参って 都の めずらし いお 話な どお 聞かせ 

申したら お慰みに もな ろうに …… 」 

それ は 千 枝 太郎が 待ち設けて いると ころで あつたの 

で、 彼 は 是非お 目通りが 願いたい と 頼む と、 家来の 一 

人 は 奥へ 立って 行った が、 やがて 一人の 侍女ら しい 女 

を 連れて来て、 彼女の 案内で 庭 口へ まわれと 言った。 

その 案内に 連れて、 千 枝 太郎は 草ぶ かい 庭 伝いに 奥の 


方へ 進んで ゆく と、 昼で も 薄暗い 座敷の なかに、 神々 

しいよう に 美しい 若い 女が 坐って いた。 その そばに 一 

人の 侍女が 控えて いた。 

「烏帽子 折り を 連れてまい りました」 と、 千 枝 太郎を 

案内して 来た 侍女 は 言った。 

彼女 は 千 枝 太 郎を庭 さきに 残して、 自分 だけ は 縁に 

のぼって 主人の そばに 行儀よ く 坐った。 

「初めてお 目通り 仕 まつ リ まする」 

千 枝太郎 は、 草に 手 をつ きながら そっと 見 あげる と、 

正面に 坐って いる 若い 女 —— 無論 それが 三 浦の 孫娘の 

衣笠であろう —— 年 こそ 少し 若い が、 その 顔 かたち は 


かの 玉藻に 生き写しであった。 彼 は あっと 言おうと す 

る 息 をのみ 込みながら、 少し 伸び上が つ て 無遠慮に そ 

の 顔 を じっと 視き 込む と、 女の 顔 は 不思議な ほど 玉藻 

によく 似て いるので、 彼 はなんだ か 薄気味悪く なって 

来た。 化生の 物が この 空き屋 敷の 奥に かくれ 住んで い 

て、 自分 を たぶらか すので はない かと も 疑われた。 

まひる 

白昼の 秋の 日 は 荒れた 草 むら を 薄白く 照ら して、 赤 

とんぼう 

い 蜻蛉が 二つ 三つ 飛んで いる。 それ を 横 眼に みながら 

彼 は 黙って 俯向いて いると、 侍女 ども は 交る がわる に 

京の 名所な ど を 訊いた。 

彼 を 呼び込ん だの は 主人の 娘の 料簡で はなく、 侍女 


どもが 自分の 退屈し のぎに 京の 男と 話して 見た さに、 

娘 を そそのかして 呼ばせた ものら しい。 娘 は 始終つつ 

まし やかに 黙って 聴いて いた。 それが 千 枝 太 郎には 物 

足らなかった。 彼 は 玉藻に よく 似た その 娘の 口から 何 

かの 詞を 聴き 出したい と 念じて いたが、 口の 軽い 侍 

女 どもば かりに 物 をい わせて、 娘の 結んだ 口 はな かな 

かほ ぐれなかった。 それでも 彼が 渡 辺の 綱に 腕 を 斬ら 

もどりば し 

れ たという 戻 橋の 鬼女の 話 をした 時に、 娘の 美しい 

眉 は 少し ひそめられた。 

「そのような 不思議が まことにあった かのう」 

それ は 若い 女に あり 勝ちの 恐怖の 弱い 声で はな か つ 


た。 優しい なかに も 一種の 勇気 を 含んで いるよう な、 

冴え渡った 声であった。 千 枝 太郎は 驚かされ たように 

再び その 顔 を じっと見 あげる と、 この 衣笠と いう 娘の 

顔 かたちが 玉藻に よく 似て いると はいう ものの、 その 

艷色 におの ずから 相違が 見いだ された。 玉藻 は妖！ i で 

たんれ、， 

あった。 衣笠 は 端麗であった。 千 枝太郎 はこの 相違 を 

比較して 考えた。 そうして、 今まで は 玉藻の ほかに 殆 

んど 女と いう ものに 眼 を くれた ことがなかった 彼の 若 

い 魂が、 眼に 見えない 糸に ひかれて 衣笠の 方へ だんだ 

ん 吸い 寄せられて 行った。 

「いろいろの 話 を 聴いて 面白かった。 あす も 又 来 や 


れ」 と、 侍女 ども は 言った。 

「あす もまた 御機嫌 伺いに あが リ まする」 

い つ とき 

ー晌 ほどの 後に 千 枝 太郎は 暇乞い をして 帰った。 そ 

れ から 京の 町 を ひとめぐり したが、 きょう も 都の 人 は 

あきな い 

ちっとも 彼に 商売 を させて くれなかった。 それでも 三 

浦の 屋敷で 幾らかの 仕事 をした のに 満足して、 彼 は 軽 

い 心 持で 山 科へ 戻った。 

あくる 日 も 早く 起きて、 千 枝 太郎は 京へ 行った。 そ 

うして、 真っ直ぐに 三 浦の 屋敷 をたず ねる と、 彼 は 小 

もののけ 

源 二から 意外の 話 を 聞かされた。 衣笠 は ゆうべ 物怪に 

襲われた というの であった。 


「おれ は その 場に 居合わせ たので はない が、 侍女 ども 

の 話 はこう じ や」 と、 小 源 二 は 烏帽子の 緖を 締め 直し 

ながら ささやいた。 「きのうの 夕暮れ じ や。 衣笠 どの 

が 端近う 出て 虫の 音に 聞き惚れ ていら るると、 庭の 秋 

草の 茂みから 煙りの ように 物の 影が あらわれた。 見る 

ひおうぎ 

みるう ちに、 それが 美しい 上臈の 姿に なって、 檜 扇に 

おもて を かくしながら 涼しげ な 声で こう 言った。 お 身 

は 京に 長く とどまつ ていたら 必ず 禍 いが ある。 早う 故 

郷へ 戻られい と …… 。 しかし 衣笠 どの は 気丈の 生まれ 

じ やで、 眼 も 動かさず にじつ とその 怪しい 物 を 見て い 

ら るると、 上臈 はまた 言った。 わらわの 申す こと を 用 


いねば 命 はない ぞ、 その 期に 及んで 後悔お しゃるな と、 

言う かと 思う と、 その 檜 扇の 蔭から 怖ろ しい …… 人 か 

けもの  ものすご  へんげ 

幽霊 か 鬼 か 獣 か 判らぬ ような、 世に 悽愴ぃ 変化のお 

もてが …… 。 侍女 ども はさす がに あっと おびえて 思わ 

ず 顔を掩 つて 俯伏して しまったが、 衣笠 どの はあく ま 

でも 気丈 じ や、 懐ろ 刀に 手 を かけて 寄らば 討とうと 睨 

みつめて いらる ると、 怪しい 上 藤 は あざける ように、 

ほほと 軽く 笑いながら、 再び 草 むらへ 消える ように 隠 

れて しまった。 大 殿に は それ を 聞 こしめ されて、 この 

古 屋敷 は 変化の 住み家と み ゆる ぞ、 とく 狩り出せ よと 

た いま つ 

の 下知に まかせて、 われわれ 一 同が 松明 振り 照らして、 


すみ 

床下から 庭の 隅ず みまで 隈なく あさり 尽くした が、 

鼬 一 匹の 影す らも 見付から なんだ。 思えば 不思議な 

ことよのう。 気の 弱い 侍女 どもば かりで なく、 衣笠 ど 

のの 眼にまで も、 ありあり と 見えた と あるから は、 臆 

病 者の うろたえた 空目とば かリも 言われ まいよ」 

夢の ような 心 持で、 千 枝太郎 はこの 話 を 聴いて いる 

と、 小 源 一 一は また 言った。 

「就いては 大 殿のお 使いで、 おれ はけさ 早う 土 御門へ 

行って、 安倍 泰親 殿の 屋敷 をたず ねた」 

「おお、 土 御門へ 行かれた か。 して、 播磨守 殿 はなん 

と 占われた」 と、 千 枝 太郎は 訊いた。 


「播磨 守 殿 は 慎みの 折 柄 じ やとて、 直き じきの 対面 は 

かなわなん だが、 弟子の 取次ぎ で これ だけの こと を教 

あやかし  さんしちにち 

えて くれた。 御 息女に は 怪異が ついている。 三七日の 

あいだ は 外出 は 勿論、 何者に も 御 対面 無用との こと 

みぎよう 

じ や。 右 様の 次第 じ やで、 見識らぬ 者 ども は 当分 御門 

内へ 入る るな と大 殿から も 申し渡された。 気の毒 じ や 

が、 そち も 当分 は 出入りす るな」 

千 枝 太郎は 失望した。 さりと て 何 を 争う こと も 出来 

ない ので、 すごすごと 別れて ここ を 立ち去る と、 青 糸 

ぎっしゃ  きし 

毛の 牛車が この 屋敷の 門前 を しずかに 軋らせて 通った。 

彼が それと すれ違った ときに、 物見の すだれが 少し 掲 


げられ て、 女の 白い 顔が ちらりと 見えた。 その 顔が 玉 

藻で あるら しく 思われた ので、 千 枝 太郎は ひと 足 戻つ 

て視 こうと する 途端に、 すだれ は 音 もな しにお ろされ 

てし ま つ た。 

強い 妬みに 燃えて いるよう な 女の 物凄い 眼の 光リだ 

けが、 千 枝 太郎の 記憶に 残った。 


二 


みち 

小 源 二から 聴かされた 不思議な 話 を、 千 枝 太 郎は途 

みち 考えながら 歩いた。 衣笠に 逢えなかった という 失 

望 もあった。 その 怪しい 上臈が 何者であろう かとい う 

疑い もあった。 疑い はまず かの 玉藻の 上に 置かれた。 

ぎっしゃ 

三 浦の 門前で 出逢った 牛車の ぬし は、 どうも 玉藻で 

あるら しく 思われた。 たとい 玉藻で あると しても、 往 

来で 人に 逢う の は 不思議で ない。 しかし それが 偶然の 

めぐりあい ではない ように 千 枝 太 郎には 疑われた。 そ 

の 疑い を だんだん 押し 拡げて いくと、 ゆうべ 衣笠 をお 

び やかした 怪しい 上 藤 も、 もしゃ 玉藻で はない かとい 

う 結論に 到着した。 


それにしても、 玉藻 は なぜ 三 浦の 娘 を おびやかそう 

としたの か。 しかも 小 源 二の 物語から 想像す ると、 彼 

女の 振舞い はどうしても 尋常の 人間で はない らしい。 

彼 はさきの 夜、 犬の 群れに 取り囲まれた 時の 玉藻のお 

そろし い 顔 を 思い出した。 きのうの 朝、 陶器 師の翁 か 

ら 聴かされ た 古塚 参詣 の 怪しい 女の 姿 を 思い 泛 かべた。 

これらの 事実 を 綜合して かんがえ ると、 かの 古塚の あ 

たりに さまよつ ている 女 も、 三 浦の 屋敷に 入り込んだ 

女 も、 すべて 玉藻で は あるまい かと も 思われた。 彼 は 

その実 否 を 確かめる ために、 今夜 こそ は 小町の 水の 近 

所へ 忍んで、 怪しい 光り を 放って いく 女の 正体 を見定 


めようと 決心した。 

きょう も 思わし い あきない もな しに、 彼 はいつ もよ 

り 早く 帰った。 そうして、 夜の 更ける の を 待って、 か 

の 古い 塚 をつ つんだ 大きい 杉の 森の 近所へ 忍んで 行つ 

た。 雨気 を 含んだ 暗い 夜で、 低い 空の 闇 を 破って 啼ぃ 

ごい さぎ  と き 

て いく 五位 鷺の 声が どこ やらで 聞こえた。 彼 はふた 晌 

ほど も そこに 立ち迷って、 自分の 眼 を さえぎる 何物 か 

えもの 

の あらわれ るの を 待って いたが、 その 夜 はなん の 獲物 

もな しに 帰った。 

あくる 日、 彼 はか さねて 京へ 出て、 三 浦の 屋敷の 門 

前に 立った。 衣笠が その後の 様子 を 知りたい ので、 彼 


は 根よ く 門前に さまよって いると、 顔 を 知っている 家 

来の 一人が 出て 来た。 よび 止めて そっと 訊く と、 その 

あやかし 

後に は 何の 怪異 もない。 衣笠 も 無事で ある。 三 浦 介 は 

ひきめ 

その あやかし を 鎮める ために 蟇 目の 法 を 行な つてい る 

とのこと であった。 それ を 聞いて 千 枝太郎 はすこし 安 

心した が、 衣笠に 逢えないで 帰る のが やはり 心さび し 

かった。 彼 は 何物に か 引き止められる ような 心 持で、 

門前に 暫くた たずんで いた。 

思い切って そこ を 立ち去った 彼 は、 さらに 土 御門の 

方角へ 足 を 向けた。 きのうの 小 源 二の 話で、 師の泰 親 

の 無事で ある ことが 判る と共に、 彼 は 俄に 師匠が なつ 


かしくな つて、 直き じきの 対面 は 許されず とも、 せめ 

てよ そながら 屋敷の 姿 を 窺って 来たい と 思い立つ たの 

である。 彼 は 屋敷の 前に 近づいて、 忍ぶ ように 内を視 

くと、 軒に 張り 渡された 注 連 網が 秋風に 寂しく ゆらい 

むし 

で、 見 おぼえの ある 大きい 桐の 葉が 蝕ばん だよう に枯 

れて 乾いて、 折りお りに かさ こそと 鳴って いた。 それ 

を 仰いで いるう ちに、 言い 知れない 悲し さと 懐かし さ 

とが 胸 いっぱい になって、 彼の 眼 はおの ずとう るんで 

きた。 彼 は 思わず 土に ひざまずいて、 よそながら 師匠 

に 無沙汰の 罪 を 詫びて いると、 その 頭の 上で 不意に 彼 

の 名 を 呼ぶ 者が あった。 おどろいて 振り仰ぐ と、 それ 


やすただ 

は 兄弟子の 泰忠 であった。 

「お 身が もとの 烏帽子 折リ になった という こと は、 よ 

そながら 聴いて いた。 どうじ や、 変わる こと はない か」 

久し振りで 兄弟子の 優しい声 を 聴いて、 千 枝 太郎は 

いよいよ 悲しくな つた。 彼 はに じみ 出す 涙 を 両袖で 拭 

きながら 答えた。 

「お 身 も 変わる ことが 無うて 何より じ や。 御 勘当の 身 

ちと 

では 何 をすべき よう もない ので、 よん どころ なしに 旧 

まう ま、 

の なりわい、 むかしの 朋輩に 顔 を 見ら るる も 恥ずかし 

い。 して、 お 師匠 さま はどうして ござる」 

「その後 も 悪魔の 調伏に 心 を 砕いて、 夜 も碌々 にお 眠 


りな さらぬ」 と、 泰忠も 声 をく もらせて 言った。 「それ 

に 付けても 口惜し いのは、 悪魔の いよいよ はびこる こ 

とじ や。 お 身 はま だ 知らぬ か、 玉藻 はいよ いよ 采 女に 

召さる ると いう ぞ」 

さきごろ 関白 忠 通から 正式に 玉藻 を采 女に 推薦した。 

それに 対して、 頼 長 は 相変わらず 強硬に 反対した が、 

き 

忠通は 頑として 肯 かなかった。 何分に もこの 前と は 

きどく 

違って 玉藻 は 雨乞いの 奇特 を 世に 示して、 その 名 はも 

う 雲の上まで も 聞こえて いる。 相手に はそう いう 強味 

が ある 上に、 頼 長が 唯 1 の 味方と 頼む 信 西 入道が なぜ 

か 今度 は 不得要領で、 木に も 付かず 草に も 付かぬ とい 


う あいまいの 態度 を 取って いるので、 味方 はいよ いよ 

影が 薄い。 蔭で は 兄の 文弱 を 日ごろ 罵り 卑しめて いる 

頼 長 も、 さすがに 殿上で 顔 を 向き合わせて は、 有る 甲 

斐 なしに 兄 を 言い破る わけに もい かない。 もう ひとつ 

に は、 玉藻の 三 井寺 詣でを 待ち受けて、 遠矢に 掛けよ 

うとした 事も忠 通に 知られて いる。 そういう 事情が い 

ろい ろからん でい るので、 彼 は肚の 中で は 苛い らしな 

がら も、 正面の 論戦で はどう も 思うよう に 闘う ことが 

出来ない。 かたがた 殿上の 形勢 は 相手方の 勝利に かた 

むいて、 玉藻 はいよ いよ 采 女に 召さる る ことに 決まる 

らしい と、 泰忠は 残念そう に 話した。 


「もうこの 上 はお 師匠 さまの カー つじ やと、 左大臣 ど 

の も 仰せら るる。 お 師匠 さま も 昼夜の 祈禱 に、 やがて 

精 も 根 も 尽き果てら りょうかと 案じら るる ほど じ や。 

我ら とても 同様の 苦労、 察して おくり やれ」 と、 泰忠 

は 蒼 ざめ た 唇 を ゆがめながら 言 つ た。 

「そり や 容易なら ぬ ことじ や」 と、 千 枝 太郎も はらわ 

たから 絞り出す ような 溜 息をついた。 「それに 就いて 

わし も 思い当たる ことがある。 子細 はこう じ や」 

彼 は 兄弟子の 耳に 口 をよ せて、 かの 古塚の こと や 三 

浦の 屋敷の こと を ささやく と、 泰忠は 眼 をみ はりな が 

ら 聴いて いた。 


「むむ、 よい こと を 教えて くれた。 三 浦の こと はお 師 

匠 さま も われわれ も 承知 じ やが、 古塚の 怪異 はま だ 聞 

かぬ。 よい、 よい、 きっとお 師匠 さまに 申し 上ぐ る。 

ゆる 

お 身 もこれ を 功に 御 勘当が 赦 さりょう も 知れぬ。 この 

上に も 心 をつ けて 働いて おくり やれ。 頼んだ ぞ」 

するど 

兄弟子から 鋭く 励まされて、 千 枝太郎 のし おれた 

魂 も 俄に 勇んだ。 彼 はきつ とその 怪異 を 探り出す こと 

を 泰忠に 誓って 別れた。 彼 はもう 悠々 と 京の 町な ど を 

うろついて はいられな いので、 山 科の 家へ 急いで 帰つ 

た。 

「きょう もく たびれ 儲け か」 と、 なんにも 知らない 叔 


母 は 笑って いた。 「したが、 そのうちに はおの ずと な 

リゎ いの 道 も 覚えて 来る。 必ず 倦き て はならぬ ぞょ」 

気の よい 叔母 は 彼の 不働 きを 責めようと もしない の 

で、 千 枝 太郎は 幾らか 気安く 思った。 そうして 今夜 こ 

そ は 自分の 務め を 果たさなければ ならない と、 張りつ 

めた 心 を 抱えて 夜の 更ける の を 待って いたが、 どうも 

落ち着いて はいられな いので、 彼 は ゆうべよりも 早く 

家 を 出て、 陶器 師の翁 をたず ねた。 

おきな 

「翁よ。 少し 頼みが ある。 わし を 小町の 水の 森へ 案 

内して くれぬ か。 身内から 光り を 放った 女が 通り過ぎ 

たという の は どの あたり か、 案内して 教えて くれ」 


途方もないと 言うよう に、 翁 はしば らく 黙って 相手 

の 顔 を 見つめて いたが、 やがて 思い出し たように その 

手 を ゆるく 振った。 

「ならぬ ことじ や。 くど くもいう 通り、 塚の 祟りが お 

そろし いと は 思わぬ か」 

「いや、 それ を 見と どけたら わし も 出世す る。 翁に も 

莫大の 御 褒美 を 貰うて やる。 どうじ や、 それでも 頼ま 

れて くれぬ か」 

「はて、 出世 も 御 褒美 も 命が あっての 上の ことじ や。 

まして わし も人づ てに 聞いた ばかりで、 詳しい こと は 

なんにも 知らねば、 いくら 頼まれても その 案内が 出来 


よう ぞ。 どんな 出世になる か 知らぬ が、 お 身 もやめ い _ 

あのような 所へ は 行く もので はない ぞ」 

いくら 強請んでも 動きそう もない ので、 千 枝 太郎も 

あきらめて そ こ を 出た。 今夜 は 薄 い 月が 行く手 を 照ら 

して、 もう 木枯らしと でもい いそうな 寒い 風が 時 どき 

に 木の葉 を 吹きまい て 通った。 千 枝 太郎は その 風に さ 

からって 森の 方へ 急いで 行った。 大きい 杉の かげに 身 

とき 

を 寄せて、 彼 は ゆうべと 同じように ふた 晌ほ ども 待ち 

暮らした が、 折りお りに 落葉の ころげて ゆく 音ば かり 

で、 土の 上に は 犬 一匹 も 通らなかった。 

「今夜 も 無駄 か」 


彼 は 失望して もう 引つ 返そうかと 思つ ている 時に、 

きし 

京の 方角から 牛車の 軋る 音が ぎ いぎい と 遠くき こえた _ 

木蔭から そっと 首 をのば して 窺う と、 牛飼い もない 一 

輛 の 大きい 車が 牛の ひくま まに こちら へ徐 かにき 

やかた 

し つ て 来た。 薄い 月 は 高い 車 蓋 を 斜めに ぼんやりと 照 

らして いるば かりで、 低く 這って 来る 牛の 影 も、 月に 

背いた 車の 片側 も、 遠くから はっきりと は 見えない の 

で、 さながら 牛の ない 片輪 車が 自然に 揺らめいて 来る 

かと も 怪しまれた。 千 枝 太 郎は身 を 固く して、 この 怪 

し い 車の 音に 耳を澄ま していた。 

かなもの 

車 はだん だんに 近づいて、 棟の 金物の 薄く きらめく 


の も 見える ほどに なった 時に、 もう 待ち 切れ なくなつ 

た 千 枝 太郎は 木のう しろから 衝と あらわれて、 覚束な 

い 月の 光りで その 車の 正体 を 見届けよう とすると、 不 

思議に 車の 轅は 向き を かえた。 かれ を 追う 牛飼い も 

ない のに、 牛 はおとな しく 向き 直って、 元来た 京の 方 

へのろ のろと 歩んで 行く のであった。 千 枝太郎 はお ど 

ろいた。 驚く と共に 彼の 疑い はいよ いよ 募って、 なん 

の 分別 もな しに 車の あと を 追った。 歩みの 遅い 牛の 尻 

へ 彼 はすぐ に 追い付いて、 右の 轅に 取り付きながら 前 

すだれ を 無遠慮に さ つ と 引きめ くると、 薄い 月 は 車の 

なかへ 夢の ように 流れ込んで、 床に すわって いる 女の 


顔 を 微かに 照らした。 

その 顔 を ひと 目 見て 千 枝 太郎は 立ちす くんだ。 車の 

ぬし は 三 浦の 孫娘の 衣笠であった。 衣笠が 今頃た だ 一 

人で どうして こんな 所へ 来たの か。 千 枝 太郎は 自分の 

眼 を 疑うよう に、 呆れて しばらく 眺めて いると、 すだ 

れ はおの ずから さらり と 落ちて、 車 は 再び ゆるぎ 出し 

た。 

「わらわに 恋するな ど 及ばぬ ことじ や。 思い切れ。 思 

い 切らぬ と 命がない ぞ」 

ほ がら 

すだれの なかで は 朗 かな 声で 言った。 


ねがい  のろい 

なんの 祈願 か、 なんの 呪詛 か。 殊に 外出 を 封 じられ 

ている 衣笠が、 この 夜 ふけに 一人の 供 を も 連れないで 

!i: 処へ 行く つもりであった ろう。 千 枝 太郎に はとても 

その 想像が 付かなかった。 さらに 不思議な の は、 その 

車が 彼の 姿 をみ ると 俄に 向き を 変えて しま つたこと で 

ある。 もう 一 つ 彼 を おびやか したの は、 すだれの うち 

から 響いた 女の 声であった。 


わらわに 恋するな ど 及ばぬ こと —— それが 強い 意味 

を 含んで 千 枝 太郎の 胸に こたえた。 恋 か 何 か 知らない 

が、 彼 は 初めて 衣笠の 名 を 聞いた ときから —— 初めて 

衣笠の 顔 を 見た 時から —— 彼の 心 は その 方へ 怪しく 引 

き 寄せられて ゆく ように 思われた。 彼の 心 は 知らず し 

ら ずに 妖麗の 玉藻 を 離れて、 端麗の 衣笠の 方へ 移って 

いった。 その 秘密、 彼 自身す らも まだ はっきりと は 意 

識 していない 内心の 秘密 を 車の ぬし はとうに 見破って 

いるら しい。 一種の 羞恥心と 恐怖心と が ひとつに なつ 

て、 千 枝太郎 はもう その 車 を 追い かける 勇気 を 失った。 

彼 は 石の ように 突っ立 つ て、 だんだんに 遠ざか つてい 


く 車の 黒い 影 をいた ずらに 見送って いた。 

車の ぬし は 確かに 衣笠であろう か。 あるいは 自分の 

見損 じで、 彼女 はや はり 玉藻で は あるまい か。 衣笠の 

顔と 玉藻の 顔と、 衣笠の 声と 玉藻の 声と、 それが 一 つ 

にこ ぐら かって、 混乱した 千 枝 太郎の 頭に はもう その 

区別が 付かな くな つ てきた。 どう 考えても 衣笠が 今頃 

ここへ 来る 害がない。 それが やはり 玉藻で あるら しく 

思われて きたので、 彼 はもう 一度 その 正体 を 見極めた 

くな つて、 大胆に 再び その あと を 追おうと すると、 彼 

の 踏み出した 足 はたち まち 引き戻された。 何者に か、 

その 袖 をし つ かりと 摑 まれて いるので あ つ た。 


「千 枝 太郎、 待ち やれ」 

それが 師匠の 声で ある こと は、 この場合 にもす ぐに 

覚えられ たので、 彼 は あわてて 捻じ 向く と、 自分の 袖 

を摑ん でい るの は 兄弟子の 泰忠 であった。 その そばに 

は 播磨守 泰親も 立って いた。 

「千 枝 太郎。 あっぱれの 働き をして くれた」 と、 泰親 

は 自分の 足 もとに ひざまずいて いる 弟子 をみ おろしな 

がら 言った。 「もう 追う に は 及ばぬ。 正体 はたし かに 

見と どけた。 お 身の 訴え を泰忠 から 聴いて、 泰親 自身 

で 様子 を 探りに まいった。 よう 教えて くれた。 かた じ 

けない ぞ。 これで 正体 もみな 判った」 


くちぶり 

師匠 は ひどく 満足した らしい 口吻で あるが、 弟子に 

は それが よく 判らなかった。 千 枝 太郎は 怖る おそる 訊 

いた。 

「して、 あの 車の ぬし は 何者で ござりましょう」 

まぎ 

「お 身の 眼に はなん と 見えた。 あれ は 紛れ もない 玉藻 

じ や」 

「玉藻で ござりましょう か」 

「彼女での うて 誰と 見た。 三 浦の 娘な どと 思うたら 大 

ひがめ 

きな 僻目 じ や」 と、 泰親は 意味 ありげ に ほほえんだ。 

千 枝 太郎は 再び おびやかされた。 師匠 も 自分の 胸の 

奥 を 見透かして いるら しいので、 彼 は 重い 石に 圧し 付 


けられた ように、 頭 を たれた まま 小さく うずくまって 

いた。 

「もう 夜が 更けた」 と、 泰親は 陰った 月の 陰 を 仰いだ。 

「わし はすぐ に 屋敷へ 帰る。 千 枝 太郎も 一緒に 来 やれ」 

改めて なんの 言い渡し はなく とも、 これで 彼の 勘当 

は ゆるされ たので ある。 千 枝太郎 はよ みがえ つたよう 

に 喜んで、 泰忠と 一緒に 師匠の 供 をして 京へ 帰った。 

帰る とすぐ に、 泰親 はこの 二人の ほかに 優れた 弟子の 

二人 を 奥へ 呼び入れた。 いずれも 河原の 祈禱に を さ 

さげた 者 どもで ある。 師匠 は 四 人の 弟子た ちに 言い 聞 

かせた。 


「千 枝 太郎の 訴えで 何もかも よく 判った。 かの 古塚へ 

夜な夜な 詣る 怪しの 女 はま さしく 玉藻に 極 わ まった。 

みく ず  おとめ 

察する ところ、 かの 古塚の ぬしが 藻と いう 乙女の 体 

内に 宿って、 世に 禍ぃ をな すので あろう。 就いては 泰 

親の 存 ずる 旨 あれば、 夜が あけたら 宇治の 左大臣 殿に 

その 旨 を 申し立て、 かの 古塚の まわりに 調伏の 壇 を 築 

いて、 かさねて 降魔の 祈禱を 試む るであろう。 鳥を逐 

わんと すれば まず その 巣を灼 くと いうの はこの 事 じ や _ 

今度 こそ は 大事の 祈禱 である ぞ。 ゆめ ゆめ 油断すまい 

ぞ」 

有 明けの ともしびに 照らされた 師匠の 顔 は、 物凄い 


ほどに 神々 しい ものであった。 昼夜 を 分かたぬ 連日の 

祈禱に 痩せ衰えた 彼の 顔 も、 今度 は 輝く ばかりに 光つ 

ていた。 四 人の 弟子 も 感激して 師匠の 前 を 引き 退が つ 

たが、 泰 親の 居間に は 明るい 灯が あかつきまで 消えな 

かった。 

弟子た ち は 自分の 部屋へ 戻つ てうとう としたかと 思 

うと、 忽ちに 師匠の 声が きこえた。 

「もう 夜が 明けた ぞ。 泰忠は 早く 支度して 宇治へ まい 

れ。 早う 行け」 

「心得ました」 

泰忠 はすぐ に 跳ね起きて 屋敷 を 出て 行った。 いつも 


ならば この 使い は 自分に 言い付けられる もの をと、 千 

かど 

枝 太郎は 羨ましい ような 心 持で 門まで 見送つ て 出た。 

東が すこし 白んだ ばかりで、 深い霧の 影が 大地 を 埋め 

ているな か を、 泰忠が 力強く 踏みし めて 歩んで いくの 

が、 いかにも 勇ましく 頼もしく 思われて、 千 枝 太郎も 

一 種の 緊張した 気分に なった。 

この 時代の 人が 京から 宇治まで 徒歩で 往き 戻りす る 

ので あるから、 帰りの 遅 いのは 判リ 切って いるので、 

千 枝 太郎は 彼の 戻って 来る まで 山 科へ 一 度 帰りたい と 

思 つ た。 

「ゆうべ 出た ぎりで、 叔父 や 叔母 も 定めて 案じて おり 


ましょう。 昼のう ちに 立ち 帰って、 この 次第 を 語り 聞 

かせとう 存じます るが …… 」 と、 彼 は 師匠の 前に 出て 

願った。 

「もっともの ことじ や。 叔父 叔母に もよう 断 わって ま 

いれ」 

師匠の 許し をう けて、 千 枝 太 郎は土 御門の 屋敷 を 出 

た。 その 途中で 彼 は 又、 あらぬ 迷いが 湧いて 来た。 自 

分 もい つたん はそう 疑い、 師匠 は 確かにそう 言い切つ 

たので あるが、 車の ぬし は 果たして かの 玉藻であろう 

か。 自分の 見た 女の 顔 はどう も 衣笠 に似てい るら しく、 

殊に その 身内から はなん の 光り も 放って いなかった。 


勿論、 この場合に は、 自分の 目よりも 師匠の 明らかな 

眼 を 信じなければ ならない と 思いながら も、 彼 はま だ 

消え やらない 疑い を 解く ために、 その 足 を 七条の 方角 

へ 向けた。 

三 浦の 屋敷へ 行って、 家来に 逢って きくと、 やはり 

きのうと 同じ 返事で、 その後 なんにも 変わった こと は 

ない と 言った。 

「娘 御 は ゆう ベ 伺処 へ かお 忍びで は ござり ませぬ か」 

と、 千 枝 太郎は それとなく 探リを 入れて みた。 

「なんの、 お慎みの 折 柄 じ や。 まして 夜陰に どこへ お 

越しな さりょう ぞ」 と、 家来 は 初めから 問題に もしな 


いように 答えた。 

これ を 聞いて 千 枝 太郎も 安心した。 もう 疑う まで も 

ない。 車の ぬし を 衣笠と 見た の は 自分の 僻目で、 彼女 

はや はり 玉藻で あつたに 相違ない。 それにして は、 わ 

ら わに 恋するな ど 及ばぬ こと —— この 一 句の 意味が よ 

く 判らなかった。 玉藻 は 自分の 方から 一 度 首尾して 逢 

うて くれと たびたび 迫り 寄って 来る のでない か。 それ 

がま ことの 恋で あるかな いか は 別問題と して、 思い切 

ら ねば 命 を 取る とまで 言い放す の は 余りに おそろしい 

千 枝太郎 はいろ いろに その 問題 をかん がえ た。 

三 浦の 屋敷に あらわれた 怪しい 上臈 は、 衣笠に む 


かって 早く 故郷へ 帰れと 言った。 ゆうべの 怪しい 女 は、 

自分に むか つ て 恋 を 思い切れと 言った。 それと これ を 

綴り あわせて 考える と、 玉藻 は 自分の 心が 衣笠の 方へ 

ひかれて いくの を 妬んで、 いろいろの 手 だて を以 つて 

おど 

彼女 を嚇 し、 あわせて 自分 を嚇 そうとする のであろう。 

ゆうべ も 衣笠の 姿 を 自分に 見せて、 衣笠の 口真似 をし 

て 自分 を嚇 したので あろう。 

こうだん だんに 煎じつ めて 来る と、 玉藻 はどう 考え 

て も 魔性の 者で ある。 もう 寸分 も 疑う 余地 はない ので 

ある。 千 枝 太郎は あらん 限りの 勇気 を 奮い起こして、 

師匠と 共に おそろしい 悪魔 を ほろぼさなければ ならな 


いと 決心した。 彼 は 男らしい 眉 を あげて、 高く 晴れた 

大空 を 仰ぎながら、 けさの 泰忠 と同じように 大地 を 力 

強く 踏みし めながら 歩いた。 

叔父 は あきないに 出て 留守であった。 叔母に 逢って、 

勘当の 赦り たわけ を 手 短 かに 話して、 千 枝太郎 はすぐ 

に 京へ 引つ 返して 来た。 土 御門の 屋敷へ 帰る と、 泰忠 

はもう 先き に 戻って いた。 彼 は 宇治へ ゆく 途中の 頼 長 

に 逢って、 ひとつ 牛車に 乗せられて 来たので あった。 

「いよいよ あす はかの 古塚に むかって 最後の 祈 禱を行 

なう ことに 決めた。 左大臣 殿 は 塚 を 発け と 申さる る。 

それ もよ かろう。 いずれにしても あす は 大事 じ や。 怠 


るな」 と、 泰親 はか さねて おごそかに 言い渡した。 「千 

枝 太郎、 お 身 は 今度の 功に よって、 祈禱の 数に 加えて 

やる ぞ」 

千 枝 太郎は 涙に むせんで 師匠の 恩 を 感謝した。 その 

夜な かに 彼 は 怪しい 夢を見た。 

場所 は どこ だか 判らない が、 彼 は 三 浦の 孫娘と 連れ 

ききょう 

立って 広い 草原 を あるいて いた。 そこに は 野菊 や 桔梗 

が 咲き乱れて、 秋の 蝶が ひらひらと 舞って いた。 二人 

は 手 を 把って 睦まじく あるいて 来る と、 草の 中には 

おとしあな 

陥穽で もあった らしい。 衣笠の すがた は 忽ち 消える 

ように 沈んで しまった。 と 思う と、 入れ替わって 玉藻 


の 形が ありあり と 現われた。 

「三 浦の 娘に 心 を 移そうと しても それ は 成らぬ。 お ま 

みく ず  さき 

えと 藻と は 前の世からの 約束が ある。 いかに わたし 

かたき  しょせん  きずな 

を 仇に しょうと 思うても、 所詮む すび 付いた 羈絆 は 

離れぬ。 今 別れても 再び めぐりあう 時節が あろう。 こ 

れを 覚えて いてく だされ」 

彼女 は 草の 奥に ある 大きい 怪しい 形の 石 を 指さして 

消えた。 千 枝 太 郎の夢 もさめ た。 夜が あける と、 彼 は 

急に 胸苦しく なって、 湯 も 米 も 喉へ は 通らない ように 

思われた。 しかしき ようは 大事の 日で あるので、 彼 は 

努めて 早く 起きて、 ほかの 弟子た ちと 一緒にき ようの 


つ つし み 

祈禱の 仕度に 取り かかった。 謹慎の 身で ある 泰 親が、 

まひる 

白昼の 京の 町 を 押し 歩く という こと は 憚りが あるので、 

彼 は 頼 長から 差し 廻され た 牛車に 乗って、 四方の すだ 

れを 垂れて 忍びやかに 屋敷 を 出た。 ほかの 弟子た ち は 

笠 を 深く して その あとに ついて 行った。 

頼 長の 指図 をう けて、 源氏の 侍 ども はかの 森の まわ 

り を 厳重に 取り囲ん でいた。 その なかには 三 浦 介義明 

もく らん じ  ひたたれ  なかぐろとう 

も 木 蘭 地の 直 垂に紺 糸の 下腹 巻 をして、 中黒 藤の 弓 を 

持って 控えて いた。 三 浦の 党 は 上洛 以来き ようが 初め 

ての 勤めで あるので、 彼 も 家来 ども も 勇気が 満ちて い 

た。 千 枝 太郎に 折らせた 新しい 烏帽子の 緒 を 固く 引き 


なが まき 

しめて、 小 源 二 も 大きい 長卷を 引き そばめて いた。 

この 物々 しい 警固 のなか を 分けて、 泰 親の 群れ は 昼 

でも 薄暗い 森の奥へ はいった。 邪魔になる 立ち木 は武 

士 どもに 伐り 倒されて、 そこに は 祈禱の 壇が 築かれた。 

陰った 秋の 空 は 低く たれて、 森に は 鳥 一羽の 鳴く 声 も 

きこえなかった。 

壇に 登 つたの は 河原の 祈禱 とおなじように 四 人で 

ごしき  かたど  じょうえ 

あった。 彼ら はや はり 五色に 象った 浄衣 をつ けて い 

た。 泰 親の 姿 は 白かった。 落葉に 埋められた 円い 古塚 

うま 

を 前にして、 祈禱は 午の 刻 (正午 十二時) から 始めら 

れ たが、 それが 息 もっかずに 夜まで 続いた ので、 そこ 


ら には篝 火が 焚かれた。 木の間へ 忍び込む 夜風に その 

火が ゆれな びいて、 五色の 影 を 時 どきに 暗く 隠す かと 

思う と、 又 明かる く 浮き出させ るの も 物凄かった。 警 

固の 人び とも 草 も 木 も 息 を ひそめて、 この すさまじい 

祈禱の 結果 をう かがって いるら しかった が、 夜のお の 

刻 (午後 十 時) を 過ぎた 頃に、 梢 を ゆする 夜風が ひと 

しきり 烈しく 吹いて 通った かと 思う と、 今まで 黙って 

な： ふる 

いた 古塚が 地震よう に ゆらゆらと 揺るぎ 出した。 

この 時で ある。 壇の まん 中に 坐って いた 泰親は 忽ち 

起ち 上がって、 ひたいに かざして いた 白い 幣を 高く さ 

さげながら、 塚 を 目が けて 磘と 投げつ ける と、 大きい 


ざくろ  た 

塚 は ひと 揺れ 烈しく ゆれて、 柘榴 を截ち 割った ように 

真つ 一 一つに 裂けた。 


せ つ しょうせき 

殺生 石 


その 夜であった。 

関白の 屋 形に は 大勢の 女房た ちが あつまって、 玉藻 

むしろ 

の 前 を 中心に 歌の 筵が 開かれて いた。 あした は 十三 

夜と いう 今夜の 月 は 白い 真 玉の ように 輝いて、 さすが 

に 広い この 屋形も 小さく 沈んで 見える ばかりに、 秋の 

夜の 大空 は 千里の 果てまで も 高く 澄んで 拡が つていた。 

つき やどらず 

今夜の 題 は 「月不 宿」 というの であった。 この 難題 

に は 当代の 歌詠みと 知られ た 堀川 や 安芸 や 小犬 進 の 才 

うなじ 

女た ち も、 うつむいた 白い 頸 を 見せて、 当座の 思案に 

打ち 傾いて いた。 一座 はし わぶ きの 声 もなくて、 鳴き 

まがき 

弱った こお ろぎ が 真 垣の 裾に 悲しく むせん でい るの が 


微かに 聞こえる ばかりであった。 その 沈黙 は 玉藻が 溜 

息の 声に 破られた。 

「おもえば 思う ほど、 これ は 難題 じ や」 

「ほんに そうで ござり まする」 と、 堀川 も その 声に 応 

じて、 案じ 悩んだ 顔 を あげた。 「関白 殿 もむ ごいお 人 

じ や。 これほどの 難題に わたくしども を 苦しめようと 

ま  」 

「さりと てこう なれば 女子の 意地 じ や。 どうな リ とも 

して 詠み 出さいで はのう」 と、 安芸 も ひたい を 皺め な 

がら 言った。 

縁 さき で 忽ちに 笑う 声が き こえた。 


「はは、 予を むごい と言う か。 久安百 首に も 選 まれた 

ほどの 人び とが、 これほど のこと を 詠み 煩ろう て は 後 

の 世の 聞こえ もあろう ぞ」 

女た ち は 今 ここへ はいって 来た 人に むかって、 その 

星の ような 眼 を 一度に あつめた。 人 は あるじの 忠 通で 

はんとき 

あった。 忠通 は半晌 ほど も 前に この 難題 を 女た ちの 前 

に 提出して 置いて、 しばらく 自分の 居間へ 立ち戻って 

いたが、 もうよ い 頃と 思って 又 出直して 来る と、 どの 

人の 色紙に も 短 尺に も 筆の あと は 見えな か つたので、 

きょ 一つ 

彼 はた まらない ほどに 興 ある ものの ように そり 返つ 

て 笑った。 


「玉藻 はどう じ や」 

「わたくし にも 成り ませぬ」 と、 玉藻 は 面 は ゆげに 答 

えた。 

「玉藻の 御に も 成らぬ ほどの もの、 わたくしども にど 

うして 成りましょう ぞ」 と、 堀川 は あぐね 果てた よう 

に 言った。 

「玉藻に ならぬ とて、 お 身た ちに ならぬ とも 限るまい 

に、 そリゃ 卑怯 じ ゃぞ」 と、 忠通 はまた 笑った。 

しかし 忠 通の 心の奥に はつつ み 切れない 満足と 誇り 

とが 忍んで いた。 この 女た ち はみ な 玉藻よりも 先輩で、 

早くから 才名 を 知られて いる 者 どもで ある。 したがつ 


て、 玉藻に 対する 一 種の 妬みから、 今日まで 余り 打ち 

解けて 彼女と 交わる 者はなかった。 それが 玉藻の 雨 乞 

い 以来、 殊に 今度い よいよ 采 女に 召さる る ことに 決定 

してから、 誰も 彼 も 争って 彼女の 影 を 慕い寄って 来る。 

勢いに 付く が 世の 習いと は 承知して いながら、 忠通は 

決して かれら を 卑しむ 心に はなれなかった。 彼 は 努め 

て それ を 善意に 解釈して、 あらゆる 才女 もい よいよ 我 

もすそ 

を 折って、 玉藻の 裳 を ささげに 来た ものと 認めよう 

としていた。 その 意味から、 今夜の 歌の 筵 も 玉藻 を 主 

人と して 催させた もので あつたが、 どの 女房た ち も 

遅滞な しに 集まって 来て、 いずれも 年の 若い 玉藻に 敬 


意 を 表して いるの を 見る と、 忠通 はこの 頃に おぼえな 

きう つ 

い 愉快と 満足と を 感じた。 この 夏 以来の 気鬱 も 一度に 

晴れて、 彼の 胸 は 今夜の 大空の ように 明るく 澄み渡つ 

てきた。 

「玉藻、 どうじ や。 みなも あれほどに 言うて いる ぞ、 

しょ ふで 

お 身が まず その 短 尺に 初 筆 をつ けいで は …… 。 予が披 

講 する。 早う 書け」 

玉藻 はや はり 打ち 傾いて いたが、 やがて 低い 声で 上 

の 句 を 口ずさんだ。 

宿す ベ き 池 は 落葉に 埋もれ て —— 

い き 

これ だけ 言って 彼女 は 急に 呼吸 をのみ 込んだ。 彼女 


は 逆 吊るば かりに 眼 じり を あげて、 衝と 起ち 上がって 

縁 さきへ するすると 出る と、 今まで は 気がつか なかつ 

たが、 明るい 月 は 俄に 陰って、 重い 大空 はこの 世 を 圧 

しつぶ そうとす るかの ように 暗く 低く 掩ぃ かか つて 来 

た。 難題 を 出して 得意で いた 人 も、 この 難題に 屈託し 

ていた 人た ち も、 今更の ように 眼 を 働かせて 陰った 大 

空と 暗い 広 庭と を 眺めた。 虫 も 声 を ひそめた ように そ 

の 鳴く 音を立てなかった。 

玉藻 はま じろ ぎ もしないで、 だんだんに 圧し 懸かつ 

て 来る ような 暗い 空 をき つと 睨み つめてい ると、 忠通 

も 端近く 出て、 ただならぬ 夜の 気配 をお なじく 窺って 


いた。 

「ほう、 やがて 夜嵐で も 吹き出し そうな。 この 春の 花 

の 宴の ゆうべに も、 このような 怪しい 空の 色 を 見た 

よ」 

彼の 予言 は 外れなかった。 弱い 稲妻が 彼の 直 衣の 抉 

を 青白く 染めて 走った かと 思う と、 庭 じゅうの 草 や 木 

を 一度に ゆすって、 おびただしい 嵐が どっと 吹き 巻い 

ない ふる 

て 来た。 大きい 屋形は 地震よう にぐら ぐらと 揺れる の 

で、 忠通は 危うく 倒れ かかって 玉藻の 手 をと つた。 

もののけ  はし  あやまち 

「物 怪の 仕業であろう も 知れぬ。 端近う 出て いて 過失 

すな」 


引き立てられて、 玉藻 は よろめきながら 元の 座に 

戻った。 しかも 彼女 は 何物 を か 恐れる ように、 蒼 ざめ 

た 顔 を 両袖に 埋めて そこに 俯伏して しまった。 夜嵐 は 

ひとしきりで やんだら しい。 それでも 暗い 空 はいよ い 

あやかし 

よ 落ち かかって 来て、 なに かの 怪異が この 屋 形の 棟の 

上に 襲って 来る かと も 怪しまれた。 

「侍 や ある。 早う まいれ」 と、 忠通は 高い 声で 呼び 立 

てた。 

宿直の 侍 ども は 庭 伝いに ばらばらと 龃け あつまつ て 

来た。 そのな かで も 近 ごろ 筑 紫から 召し のぼされた 熊 

ごうりき  まさかり 

武 という 強力の 侍が、 大きい 鉞 を搔ぃ 込んで 庭 さき 


に うずくま つ た のが 眼に 立 つ た。 

「すさまじい 夜の さま じ や、 警固 怠るな」 と、 忠通は 

言った。 

女た ち は 身 を 固く して ひとつ 所に 寄り こぞって、 誰 

も 声 を 出す 者はなかった。 それ を おびやかす 稲妻が ま 

ともしび 

た 走って、 座敷の 燈火を 奪うよう にあたり を 明るく さ 

せた。 と 思う と、 言い 知れない 一 種の 怪しい 匂い、 た 

とえば 女の 黒髪 を 燃や したよう な 怪しい 匂いが、 どこ 

か ら ともな しに 湧き出して 、 無言 の 人び との 鼻に 沁み 

た。 

「あ、 玉藻の 御 は …… 」 と、 熊武は 床の 下から 伸び 上 


がって 叫んだ。 

^ る 

玉藻 は 毒薬 を 飲んだ ように 身を顫 わせて いるので 

あった。 彼女の 長い 髪 は 幾千 匹の くちな わが 怒った よ 

さかだ 

うに 逆立って 乱れ 狂って いた。 忠通 もお どろいて 声 を 

かけた。 

「玉藻。 さの み 恐る るな。 予 もこれ におる。 強力の 者 

ども も そ- J らに 控えて いる ぞ」 

彼女 はなん とも 答えなかった。 いや、 答える ことが 

出来ない のか もしれ なかった。 彼女 は 骨 も 肉 も 焼けた 

だれて いくかと ばかりに、 さも 苦しげ に 身 を もがいて、 

再び 顔 を もたげよう ともしな か つ た。 


「玉藻、 玉藻」 と、 忠通 はまた 叫んだ。 

夜嵐が 又 どっと 吹きお ろして 来て、 座敷の 燈火も 侍 

たいまつ 

どもの 松明 も 一 度に 打ち消され たかと 思う と、 玉藻の 

苦しみ 悶えて いる 身のう ちから 怪しい 光りが ほとば 

しって 輝いた。 それ は 花の 宴の 夕に みせられた 不思 

議 とちつ とも 変わらなかった。 その 光りの なかに 玉藻 

はすく つと 起ち 上がった。 おどろに 乱れた 髪の あいだ 

ものすご 

から 現われた 彼女の 顔の 悽愴さ —— 忠通は 思わず ぞ つ 

として 眼 を 伏せる と、 彼女 はしな やかな 肩に 大きい 波 

を 打た せて、 燃える ような ほの 白い 息 を 吐きながら、 

あたり を 凄まじく 睨め まわして 縁 さき へ よろよろ とよ 


ろめ き 出た。 筑紫 育ち の熊武 はま さしく 彼女 を 魔性 の 

者と 見て、 猶予なく 鉞を 取り直して 縁の あがり 段に 片 

足踏み かける と、 その 一 剎那 である。 彼 を 盲に する よ 

うな 強い 稲妻が 颯と ひらめいて 来て、 彼のす がた は 鷲 

に摑 まれた 温め 鳥の ように 宙に 高く 引き 挙げられた。 

とこやみ 

世 はむかし の 常闇に かえった かと 思われる ばかりに 

真っ暗に なって、 大地 は 霹靂に 撃 たれた ようにめ リ 

めリと 震動した。 忠通も 眼が くらんで 俯伏した。 女た 

ち は 息が 詰まって 気 を 失った。 侍 ども も 顔を掩 つて 地 

に 伏してい ると、 黒い 雲の上から 庭 さきへ 真つ 逆さま 

なきがら 

に 投げ落とされ たの はかの 熊武の 亡骸であった。 その 


身体 は両 股の あいだから 二つに 引き裂かれ ていた。 

この 怪異に おびやかされた 人た ちが 初めて 生き返つ 

たように 息をつい たの は、 それから 小 半晌の 後で あつ 

た。 松明 は 再び 照らされて、 熊武の おそろしい 死骸 を 

諸人の 前に 晒した ときに、 気の 弱い 女た ち は 再び 気 を 

失った の もあった。 忠通も 暫く は 声 も 出なかった。 玉 

藻の 姿 は どこへ か 消え失せて しまった。 

「宇治の 左大臣 殿お 使いで ござる」 

早馬で 屋 形の 門前へ 乗り付け たの は、 頼 長の 家来の 

藤 内 兵衛遠 光であった。 彼 は 玉藻の 様子 を 見と どける 

ために、 山 科から すぐに 都へ 馳せ 付けた ので ある。 彼 


は忠 通の 前に 召し出されて、 きょうの 祈禱の 結果 を 報 

告 すると、 重ねが さねの 怪異に おどろかされて、 忠通 

も 大息 を ついた。 

「ほう、 その 古塚 は 二つに 裂けた か。 して、 塚の 底に 

は 何物が 埋められ てあつた ぞ」 

「人の 骨、 鏡、 剣、 曲玉の たぐい、 それら は ひとつ も 

見付かり ませぬ。 ただ ひとつ 素焼の 壷が あらわれ まし 

た」 と、 遠 光 は 説明した。 

「素焼の 壺 …… 」 

「打ち砕いて 検 めましたら、 その なかには ひとたば 

の 長い 黒髪が 秘めて ござりました」 


「女子の か」 

「 勿論 のこと で ござり まする。 泰親は その 黒髪 を 火 に 

焼いて、 さらに 秘密の 祈禱を 試みました」 

「ほう、 それ か」 と、 忠通は 思い当たった ようにうな 

ずいた。 「その 黒髪の 焼け 失する と共に、 玉藻の 形 も 

消え失せた ので あろうよ」 

その ときには 雲 も だんだんに 剥げて 来て、 陰った 大 

空に は 秋の 星が 二つ 三 つきら めき 出して いた。 


一- 


玉藻の ゆくえ は 無論に 判らなかった。 おそらく 彼女 

は 熊 武を引 つ 摑んで 虚空 遥かに 飛び去 つ た のであろう。 

いずれにしても 魔女 は 姿 を 隠した ので あるから、 頼 長 

の 一党 は 勝鬨を あげて 祝った。 安倍 泰親は 妖魔 を 退散 

じゅさんみ 

せしめた 稀代の 功に よ つ て 従三位に 叙せられ た。 

r 泰親 もこれ で 務め を 果たした わ」 

ぴん ひげ 

彼 は 初めて 鏡に むかって、 俄に 鬢 鬚の 白くな つたの 

に 驚いた。 しかも 彼に 取って は 一代の 面目、 末代の 名 

誉 である。 今まで 閉じられた 屋敷の 門 は、 その あした 


から 大きく 開かれて、 祝儀の 人び とが 門前に 群がって 

来た。 

にぎ 

その 賑に ぎしい 屋敷の 内に 只 ひとり 打ち沈んで いる 

若い 男が あった。 それ は 千 枝 太郎泰 清で ある。 彼 は 当 

日の 朝から 俄に 胸苦しい の を 努めて、 祈禱の 供に 加 

わった。 祈禱が 終わる と、 彼 はもう 魂がぬ けたよう に 

疲れ果てて しまった。 あくる 日 もや はり 胸が いっぱい 

に 塞がって いるよう で、 湯 も 喉へ は 通らなかった。 

「張りつ めた 気が ゆるんだ せいじゃ。 おちついて 少し 

休息せ い」 と、 兄弟子の 泰忠が 親切に いたわって くれ 

た。 


張り詰めた 気が ゆるむ —— どうも それば かリ ではな 

いらし く、 彼 自身に は 思われて ならなかった。 

悪魔が 形 を 消した —— それ は 勿論、 喜ばしい ことに 

相違なかった が、 それと 同時に 藻と いう 美しい 女の 

形が この 世界から 全く 消え失せて しま つたと いう こと 

が、 千 枝 太 郎には 悲しく 思われた。 こうなる と、 たと 

い 悪魔の 精 を 宿して いるに もせよ、 藻と いう 女の 姿 を 

もう 少し この 世に とどめて 置きたかった。 彼 は 俄に 藻 

が 恋しくな つた。 世の 禍ぃを 鎮める ためと はいいな が 

ら、 彼 は 古塚の 秘密 を みだりに 兄弟子に 口走った の を 

今 さら 悔む ような 気に もな つた。 それ は 愚かで あると 


知りながら も、 彼 はや はり 藻が 恋しかった。 その 形 を 

仮リ ていた 玉藻が 恋しかった。 

らち 

この 埒 もない 心の 悩み を 癒す ために、 彼 は 三 浦の 娘 

ひる 

をたず ねようと 思い立った。 祈禱 から 三日 目の 午す ぎ 

に、 千 枝 太郎は 七条へ 忍んで 行って 三 浦の 宿所の 門前 

に 立つ と、 彼 は 小 源 二から 思いも寄らない 報告 をう け 

取った。 

「お 身 はま だ 知らぬ か。 衣笠 どの はおとと いの 夜に む 

なしく なられた」 

「衣笠 どのが 亡せられ た …… 」 

千 枝 太 郎は声 も 出ない ほどに 驚いた。 小 源 二の 話に 


よると、 祈禱の 夜のお の 刻 ごろ、 泰親 がかの 黒髪 を 火 

に 燃やした と 恰もお なじ 頃に、 彼女 はにわ かに この 

世 を 去った というの であった。 屋敷 じゅうの 男 ども は 

みな 主人の 供 をして 山科郷 へと 向か つ ていた 留守で あ 

るから、 詳しい こと は 確かに わからな いが、 そのと き 

こし ちと 

か の 怪し い 上臈が 再び 庭 さきに 姿 を あらわし たと 侍女 

ども はさ さやいて いた。 

「じ やによ つて、 われらが 案ずる に は、 かの 玉藻め が 

殿様のお 留守 を 窺って、 衣笠 殿に 祟った ので は ある ま 

いか。 彼女め が 正体 を あらわして 飛び去る ときに、 憎 

いと 思う もの をと り 殺して いく。 それ はさ も ありげ な 


ことじ やが、 なぜ それほどに 衣笠 どのに 執念く 禍 いす 

るか、 それが 判らぬ。 殿様 以 つての ほかの 御 愁傷で、 

よその 見る目 もお いたわしい。 こうと 知らば 大切の 孫 

娘 を わざわざ 都まで は 連れまい もの をとの お 悔み も、 

さらさら 御 無理と も 思われぬ よ」 と、 小 源 二 もさす が 

に 鼻 を つまらせて 語った。 

千 枝 太郎は 新しい 悲しみに 囚われた。 玉藻が なぜ 衣 

笠の 命 を 奪って 行った か、 それ は 誰に も 判ろう 害 はな 

いが、 彼に は 思い当たる ことがないでも なかった。 玉 

藻の おそろしい 妬み —— それが 禍 いのもと であるら し 

く 思われて ならなかった。 三 浦 介が 孫娘 を 連れて来た 


のを悔 むと は 又 違った 意味で、 彼 は 三 浦の 宿所へ 出入 

リ したの をし きりに 侮んだ。 彼 は 祈禱の 前夜の 怪しい 

夢 を 今更の ように 思い出した。 

「思えば ほんに おいた わしい ことじ や」 と、 千 枝太郎 

まぶた 

もう るんだ 眼瞼 を しばたた いた。 「方が たの 御 心中 も 

お 察し 申す。 われらが お 悔み 申し 上ぐ ると、 三 浦の 殿 

にもよ ろしゅうお 取次ぎ 下され」 

小 源 二に わかれて、 彼 は 暗い 心 持で 土 御門の 屋敷に 

帰った。 それでも 日 を 経る にしたがって、 彼の 元気 も 

だんだんに 回復して 来た。 師匠 や ほかの 弟子た ちの 晴 

れ やかな 顔 を 見て いると、 彼の 結 ぼれ たような 胸 もお 


のず と 開けて 来た。 

十日 ほどの 後に、 彼 は 師匠の 許し を 得て 山 科へ ゆく 

と、 叔父 も 叔母 も 彼の 手柄 を 喜んで くれた。 それと 同 

時 に 、 彼 は ここで も 思い も 寄ら な い 話 を 聞かさ れた。 

すえ ものつくり おきな 

「お前の 久しい 馴染みであった 陶器 師 の 翁が 俄に 死 

ん だよ」 と、 叔父 は 気の毒そう にさ さやいた。 

「おお、 あの 翁が 死んだ かよ」 と、 千 枝太郎 はまた 驚 

かされた。 

「丁度 あの 祈禱の 明くる 朝であった。 いつも 早起きの 

あの 翁が 日の 高うな るまで 戸 を あけぬ の を 不審が つ て、 

近所の ものが 隙き まから そっと 視 いてみ たら、 翁 は 


かみぶ すま  くう 

紙 衾 から 半身 這い 出して、 両手に 空 をつ かんだ まま 

で …… 。 ああ、 善い 人であった がのう」 

「ほんに 善い 人であった がのう」 と、 千 枝太郎 はおお 

む 返しに 言って、 深い 溜 息をついた。 

古塚へ 夜まい りの 女 をみ たという 弥 五六 は、 何物に 

か 喉 を 食い 裂かれて 死んだ。 それ を 千 枝 太郎に 教えた 

陶器 師の翁 も 三 浦の 孫娘と おなじ 夜に 死んだ。 それら 

を 一 いち 思い あわせる と、 彼 は 一 種の 強い 恐怖に おそ 

われた。 玉藻と いう 女 を 中心に して、 いろいろの 悲哀 

と 恐怖と が 再び 千 枝 太郎の 胸に 重い 石 を 置いた。 彼 は 

翁の 墓に ひと 束の 草花 を そなえて 帰った。 


あくる 月の はじめで ある。 

やしゅう  むね しげ 

野 州の 那須の 住人 那須 八郎宗 重から 早馬で 都へ 注進 

はくめん きんもう きゅうび 

して 来た。 それ は 九月の なかばから 白面 金 毛 九 尾の 狐 

が那 須の篠 原に あらわれて、 往来の 旅び と を 取り 啖ぅ 

は 勿論、 あたりの 在家 を おびやかして 見あたり 次第に 

ほ- J, 

人畜 を 屠り 尽くす ので、 宗重は 早速に 自分の 人数 を 駆 

り あつめて 幾た びか 狐 狩り を 催した が、 神 通 自在の 妖 

獣 はこ こに 隠れ かしこに 現われて、 どうしても 彼らの 

じょうぶん 

手に は 負えない ので、 結局 それ を 上聞に 達する とい 

うのであった。 頼 長 はすぐ に 泰親を 召して 占わせる と、 

その 金 毛 九 尾の 妖獣 はま さしく 玉藻の 姿で ある ことが 


判った。 玉藻 は 東国へ 飛び去って、 那須野 ケ原を その 

隠れ家と している のであった。 

「おそらく 宗重 一人の 力で は 及び 申すまい。 それがし 

は 都に あって 再び 調伏 を こころみ 申す 間、 源平 両家の 

武士のう ちより 然るべき 者 ども を 東国へ 下され、 宗重 

に 力 を あわせて 悪 獣 退治の おん 計らい 然るび よう 存じ 

まする」 と、 泰親は 申し上げた。 

玉藻の 正体が あらわれてから、 関白 忠通は 世間に 面 

目 を 失った。 大納言 師道 も 病気と 申し立てて 官職 を 辞 

した。 殊に 忠通は 魔性の 者に たぶらかされて、 彼女 を 

采 女に 申し 勧めた ので あるから、 その 責任 はいよ いよ 


重大であった。 彼 も 関白の 職 を 去って 桂の 里の 山荘に 

引き籠る ことにな つた。 

したがって 当時の 殿上 は 頼 長の 支配で ある。 頼 長 は 

泰 親の 意見 を 象れて、 源平 両家の 武士のう ちから 然る 

べき もの をす ぐり 出そうと している と、 それ を 洩れ 聞 

いて、 第一 に 願い出た の は 三 浦介義 明であった。 

三 浦 は 東国の 生まれで ある。 老年で は あるが、 弓矢 

の わざに も 長け ている。 殊に 彼 は 最愛の 孫娘 を 悪魔の 

手に 奪われて いる。 それらの 事情 をかん がえ て、 殿上 

の 議論 も 彼 を 選む ことに 一 致した。 頼 長 は 彼 一 人に 命 

ずるつ もりで あつたが、 源平 両家が ならび 立って いる 


以上、 源氏の 三 浦に 対して 平家から も 相当の 武士 一  人 

を 選み 出さなければ 権衡 をう しなう という 議論が 勝ち 

を 占めて、 平家から は 上 総 介 広 常 を 選む ことにな つた。 

広 常 はま だ 二十 九 歳で、 これ も 東国の 生まれであった。 

三 浦、 上 総の 両介 はすぐ に 支度 を 整えて 東国に 走せ 

下った。 泰親 はか さねて 屋敷のう ちに 調伏の 壇 をし つ 

ら えた。 泰忠 その他の 弟子た ち も 壇に のぼる 人に なつ 

た。 千 枝 太郎も 無論 その 一 人に 加えられ たが、 彼は不 

思議に 魂が ゆるんで、 どうしても 今までの ような 張リ 

詰めた 気分に なれなかった。 彼 は 日々 の おごそかな 祈 

禱に fa んで 来た。 


十月 もやが て 終わりに 近い 日で ある。 

都に は 今年の 冬が 俄に 押し寄せ たように、 陰った 底 

寒い 日が 幾日も つづ い て、 けさ はめず らしく 青々 とし 

た 空 をみ せた かと 思う と、 どこから か 忽ちに しぐれ 雲 

あられ 

を 運び出して、 大粒の 霰が はら はらと 落ちて 来た。 

那 須の篠 原に 狩り 暮らして いる 三 浦、 上 総の 籠手の 上 

にも、 こうした 霰が たばし つてい るかと 千 枝 太 郎は遠 

く 思い やった。 そうして、 やがて は 彼らの 矢 じりに 貫 

かれなければ ならない 玉藻の 運命 を も 思い やった。 こ 

うした 考えに 心 を 迷わせて いる 間に、 彼の 祈禱 はおの 

ずと おろそか になった。 その 怠りが すぐに 師匠の 眼に 


つ いた。 

「千 枝 太郎。 きょうは 大事の 日 じ や。 おのれ はならぬ。 

さがれ」 

泰親は 激しく 彼 を 叱りつ けて、 祈禱の 壇から 追い 落 

とした。 そうして 泰藤 という 他の 弟子に 代らせた。 

その 日の 未 の 刻 (午後 一 一時) である。 泰親は 四 人の 

弟子た ちから 青、 黄、 赤、 黒の 幣を 取り あつめ、 自分 

の 持って いた 白い 幣とー つに たばねて、 壇 を 降って 縁 

さきに 出た。 折りから 音を立てて 降って 来た 霰の なか 

に、 彼 は 東国の 空 を 仰いで 五色の 幣を 一 度に 投げ あげ 

ると、 四つの 幣は宙 を 舞って 元の 庭に 落ちた が、 唯 ひ 


と つ の 白い 幣 はさながら 白い 鳥の 飛ぶ ように、 高い 空 

を どこまでも 走って 行った。 

泰親は 跳り あがって その ゆくえ を 見送った。 

「あの 幣の 落つ ると ころに 妖魔 は 確かに 封 じられ た」 

あたかも この 日の この 時刻で ある。 三 浦と 上 総と は 

霰の なかで 那須の 篠原を 狩り立てて、 金 毛の 狐 を 射 倒 

したので あった。 三 浦の 黒い 矢 は 狐の 頸筋 を 射た。 上 

総の 白い 矢 は 狐の 脇腹 を 射た。 その 注進 はわず かに 五 

日の 後、 早馬 を以 つて 都に 伝えられた。 

播磨守 泰親は 再び 面目 を 施した。 しかし 重ねが さね 

の 心労で、 彼 は その後 十日ば かり は 病い の 床に ついた。 


その 間の ある 夕に、 千 枝 太郎は 看病の 枕 もと をぬ け 出 

して 行く えが 知れなかった。 病い が 癒えてから 泰親は 

それ を 知つ て、 溜 息をつきながら 弟子た ちに 言い聞か 

せた。 

「彼 はお そらく 那須 野へ さまよ つ て 行った のであろう。 

おもて 

所詮 かれの 面に あやかし の 相 は 消えぬ。 救おうと し 

て も 救われまい。 これ も 逃れぬ 宿世の 業 じ や」 

弟子た ち ももう 彼の ゆくえ を 探そうと はしな か つ た。 


二 


「その 狐 は 顔 だけが 雪の ように 白うて、 胴体 や 四 足の 

毛 は 黄金の ように 輝いて、 しかも その 尾 は 九つに 裂け 

ていた そうな」 

四十 前後の 旅び と は 額 を 皺め て 怖ろ しそうに 語つ 

た。 それ を 黙って 聴いて いる 若い 旅び と は 千 枝 太郎で 

みちの く 

あった。 それ を 語って いる 旅び と は 陸 奥から 戻って 来 

かねう  あきうど 

た 金 売りの 商人であった。 大きい 利根 川の 水 もこの 頃 

は 冬に 痩せて、 限り もない 河原の 石が 青い 空の 下に 白 

く 光って いた。 ふたりの 旅人 は その 石に 腰 を かけて、 


まひる 

白昼の 暖かい 日影 を 背に 負いながら 並び 合って いた。 

「それほどの 狐で あったら、 容易に 狩り出されそう も 

ない もの じ やに …… 」 と、 千 枝 太郎は 独り言の ように 

言った。 

「なんでも 七日 あまり は その 隠れ場所 も 知れなん だが、 

ひる 

朝から 折りお りに 陰って 大きい 霰が 降って 来た 日の 午 

過ぎ じ や」 と、 金 売りの 商人 は 語りつ づけた。 「どこか 

ら とも 知れずに 一 本の 白い 幣束が 宙を 飛んで 来て、 

すすき 

薄 むらの 深いと ころに 落ちた かと 思う と、 人 も 馬 も 

吹き倒す ような 怖ろ しい 風が どっと 吹き出して、 その 

薄 むらの 奥から かの 狐が あらわれた。 それ を 三 浦と 上 


いぬお  もの 

総の 両介 どのが 追いす がって、 犬 追う 物の ようにして 

射 倒された という ことじ やが、 その 執念 は 怖ろ しい。 

その 弓に 射られて 倒れた かと 思う と、 その 狐の 形 はた 

ちまち に 大きい 石に なった そうな」 

「石に なった」 と、 千 枝 太 郎は眼 をみ はった。 

「おお、 不思議な 形の 石に なった」 と、 旅商人 はうな 

ずいた。 「いや、 それば かりで ない。 その 石の ほとり 

に 近寄る もの は 忽ちに 眼が 眩うて 倒れる。 獣 もす ぐに 

斃れ る。 空飛ぶ 鳥です らも、 その上 を 通れば 死んで 落 

つる」 

じょう 

「それ は 定 か。 まことの 事 か」 


「なんでい つわり を 言おう ぞ。 わし は あの 地 を 通り 過 

ぎて、 土地の人から 詳し ゆう 聞いて 来たの じ や。 石 は 

せ つ しょうせき 

殺生 石と 恐れられて、 誰も 近寄ろうと はせ ぬ ほどに、 

しかばね  けもの  つばさ 

その あたりに は 人の 死屍 や、 獣の 骨 や 鳥の 翅ゃ、 そ 

れが うず 高く 積み重なって、 まるで 怖ろ しい 墓場の 有 

様 じ やという。 お 身 も 陸 奥へ 旅するならば、 心して 那 

須野ケ 原 を 通られい。 忘れても その 殺生 石の ほとりへ 

近寄って はならぬ ぞ」 

「そのような 怖ろ しい 話 はわし も 初めて 聞いた」 と、 

千 枝 太郎は 深い 考えに 沈みながら 言った。 「では、 そ 

の 石に 魂が 残って いるの かのう」 


「おそろしい 執念が 宿って いるの じ や。 どの 人 も 皆 そ 

う 言うて いる。 旅に 馴れた わしです らも その 話 を 聞く 

と 身の 毛が よだって、 わき 眼 も 振らずに 龃け ぬけて 

通って 来た。 お 身た ち は 年が 若いで、 物珍し さに その 

殺生 石の そばへ など 迂闊に 近寄ろう も 知れぬ が、 それ 

は 命が 一 一 つ ある 人の する ことじ や。 わしの 意見 を 忘れ 

ま ぃぞ」 

その 親切な 意見 も 耳に 沁みない ように、 千 枝 太郎は 

大きい 眼 を かがやかして 川む こうの 空 を 眺めて いた。 

師匠の 泰 親が 見 透した 通り、 彼 は 都の 屋敷 をぬ け 出し 

て、 この 東国まで 遥々 とさ まよい 下った のであった。 


なんの ために ここまで たずねて 来た か。 彼 は 玉藻が 魔 

女で ある こと をよ く 知っていた。 彼 はもう それ を 疑う 

余地はなかった。 異国から 飛び 渡った 金 毛 九 尾の 悪 獣 

が 藻と いう 乙女の からだ を 仮り て、 世に 禍ぃ をな そう 

としたの を、 師匠の 泰 親に 祈り 伏せられて、 三 浦と 上 

総と に 射 留められ たので ある。 それ を いっさい 承知し 

ていながら も、 彼 はや はり 昔の 藻が 恋しかった。 今の 

玉藻が 慕わしかった。 

魔女で もよ い。 悪 獣で もよ い。 せめて 死に場所 を 一 

度たず ねて みたい。 —— こうした 思いに 堪え 切れない 

で、 彼 は 師匠の 家 をとうと う 迷い 出た。 寂しい ひとり 


旅の 日数 も 積もって、 茅 萱の繁 つた 武 蔵の 里 を ゆき 尽 

くして、 利根の 河原に たどり 着いた ときに、 彼 は 陸 奥 

あきうど 

から 帰る 金 売りの 商人に 遇って 那須 野の 怪しい 物語 を 

聞かされた のであった。 しかし 彼の 心 は その 奇怪に 驚 

かされる よりも、 むしろ 一 種の 心強い 感じに 支配され 

ていた。 玉藻 はむな しく ほろび 失せても、 その 魂 は 石 

に 宿って 生ける ように 残って いる。 それが 事実で ある 

以上、 彼 は 果てし も 知れない 那 須野ケ 原に さまよって、 

そこと も 分からない 玉藻の 死に場所 を あさ リ歩 くに は 

及ばない。 彼女の 魂の ありか は 確かに そこと 見き わめ 

られ たので ある。 千 枝 太郎は わざわざ たずねて 来た 甲 


斐がぁ つたよう に 嬉しく 感じた。 

「いろいろのお 心添え、 かた じけ のう ござった」 

彼 はこ こで 都へ 帰る 商人に わかれた。 そうして 再び 

北へ むかって 急いで 行った。 それから 幾日の 後に 野 州 

の 土 を 踏んで、 土地の人 にきいて みると、 殺生 石のう 

わさ は噓 でなかった。 彼 はわ ざと 真夜中 を 選んで、 那 

須 野の 奥へ 忍んで 行った。 

十一月な かばの 夜 も 更けて、 見果て もない 那 須の篠 

原に は 雪の ように 深い 霜が ぉリ ていた。 物凄い ほど 高 

く 冴え渡った 冬の 月が、 その 霜に 埋められた 枯れす す 

ゥるぎ 

きを 無数の 折れた 剣 のように きらめかせ ている ばか 


りで、 そこに は 鳥の 啼く声 も 聞こえなかった。 獣の 迷 

う 影 も 見えなかった。 野 州から 陸 奥に つづく 大きい 平 

原 は、 大きい 夜の 底に 墓場の ように 静かに 眠って いた。 

事実に 於いて、 そこ は 怖ろ しい 墓場であった。 金 売 

りの 商人が 話した 通りに、 原の 奥に は 大きい 奇怪な 石 

るいるい 

が 横たわって、 その あたりに は 無数の 骨 や 羽が 累々 と 

のき 

積み かさなつ ていた。 千 枝 太郎は 笠の 檐も 隠される ほ 

ど 高い 枯れす すき を 泳ぐ ように 搔 きわけ て、 そこらに 

うず 高い 骸骨の 山 を 踏み越えながら、 ようよう のこと 

で 石と 向かい合って 立った。 風の ない 夜で、 彼 を 取り 

巻いて いるすす きも 茅萱も そより とも 動かな か つ た。 


石 も 動かなかった。 

千 枝 太郎は 玉藻の たましい を 宿した その 石 を 月明 か 

りで しばらく 眺めて いた。 彼 は 玉藻の ために 後世 を 祈 

ろうと も 思って いなかった。 畜生に むか つ て 菩提心 を 

おこせと 勧めよう とも 思って いなかった。 彼 はた だ、 

みく ず  たまも 

藻と 玉藻と を 一 つに あつめた その 魔女が 恋しい ので 

ある。 石 を じっと見 つめている 彼の 眼から は、 とどめ 

難い 涙が はら はらと こぼれ、 彼は堪 まらな くな つ て、 

石に むかって 呼んだ。 

「藻よ、 玉藻よ、 千 枝 太郎じ や」 

石 は 彼の 思いな しか、 それに 応える ように、 ゆら ゆ 


らと 揺るぎ 始めた。 彼 はつ づけて 呼んで みた。 

「藻よ。 玉藻よ …… 。 千 枝太郎 がたず ねて 来た ぞ」 

あで 

石 は 又 ゆらめいた。 そうして、 ひとりの 艷 やかな 

じょうろう 

上臈の 立ち姿が まぼろし のように 浮き出て 来た。 柳 

ぎぬ  から ごろ も 

の 五つ 衣に くれないの 袴 を はいて、 唐衣 を かさねた 

彼女の 姿 は、 見 おぼえの ある 玉藻であった。 

「千 枝太郎 どの、 よう ぞ 訪ねて 来て くだされた。 その 

こころざしの 嬉し さに、 再び 昔の 形 を 見せます る」 

寒月に 照らされた 彼女 は、 むかしの ように 光り輝い 

ていた。 千 枝 太郎は 夢心地で 走り 寄ろうと する の を、 

彼女 は 檜 扇で 払い 退ける ように さえぎった。 


「それほど の こころざしが あるならば、 なぜ 今までに 

あだ 

わたしの 親切 を 仇に して、 お 師匠 さまの 味方 をせられ 

た。 又 いっとき なりと も 三 浦の 娘に 心 を 移された。 そ 

れが 憎い、 怨めしい。 今更なん ぼう 恋し ゆう 思われて 

も、 お前と わたしとの 間に は 大きい 関が 据えられた。 

寄ろうと しても 寄られ ませぬ ぞ」 

あやまち  ゆる 

「それ はわし の 過失 じ や。 免して たもれ」 と、 千 枝 太 

郎は枯 草の 霜に 身 を なげ 伏して 泣いた。 「今までお 身 

を 疑うた はわし の 過失 じ や。 お 身 を 恐れた は 猶更の あ 

やまち じ や。 魔女で も 鬼女で も 畜生で も、 なつかしい 

と 思うたら 疑わぬ 害、 恋しい と 思うたら 恐れぬ 害。 そ 


れを 疑い、 それ を 恐れて、 仇に 月日 を 過ごした ばかり 

か、 お 師匠 さまに 味方して お 身 を かたきと 呪うた は、 

千 枝 太郎が 一 生の あやまち じ や。 この 通りに 詫びる。 

こらえて たもれ」 

彼 は 早く 悪魔の 味方に ならなかった こと を 今更に 悔 

やんだ。 悪魔と 恋して、 悪魔の 味方に なって、 悪魔と 

とち 

倶に ほろびる のがむ しろ 自分の 本望であった もの をと、 

彼 は 膝に 折り 敷いた 枯 草を搔 きむ しって 遣る 瀬 もない 

悔恨の 涙に むせんだ。 その 熱い 涙の 玉の 光る の を、 玉 

藻 はじ つ と 眺めて いたが、 やがて 優しい声で 言 つ た。 

「お前 は それほどに わたしが 恋しい か。 人間 を 捨てて 


も わたしと 一 緒に 棲みたい か」 

「おお、 一緒に 棲む ところ あれば、 魔道へ でも 地獄へ 

でもき つと ゆく」 と、 彼 は 堪えられない 情熱に 燃える 

眼 を 輝かして 言った。 

玉藻 は 美しく 笑った。 彼女 はしず かに 扇 を あげて、 

自分の 前に ひざまず いている 男 を 招いた。 

ひとりの 若い 旅び とが 殺生 石 を 枕に して 倒れて いる 

の を、 幾日 かの 後に 発見した 者が あった。 その 旅び と 

は 微笑 を 含みながら 平和の 永い 眠りに 就いて いるら し 

なきがら 

かった。 しかし 怖ろ しい 墓場へ 踏み込んで、 その 亡骸 


を 取り片付ける 者 もなかつ たので、 彼 は そのまま にい 

つまで も 捨てて置かれた。 そのうちに 寒い 冬が 奥州の 

北から 押し寄せて 来て、 那須野 ケ原も 一面の 雪の 底に 

埋められた。 

あくる 年の 春が 来て、 殺生 石 は 雪の 底から 再び その 

奇怪な 形 を だんだんに 現わした が、 旅び との 姿 はもう 

見えなかった。 彼 は 融ける 雪と 共に 消えて しまったの 

かもしれ ない。 

それから 十 年 も 経たない うちに、 都に は 二度の 大き 

ぃ禍 いが 起こって、 みやこ は 焚かれた。 大勢の 人 は 草 

ほうげん  へ いじ 

を薙 ぐよう に 斬り 殺された。 保 元と 平 治の 乱で ある。 


しかも 古来の 歴史家 は、 この 両度の 大乱の 暗い かげに 

のろい 

魔女の 呪詛の 付き まつわつ ている こと を 見逃して いる 

らしい。 玉藻 を ほろぼした 頼 長 は 保 元の 乱の 張本人と 

なって、 ぬしの 知れない 流れ矢に 射られた。 

こうか い 

信 西 入道 はあくまで も狡獪 なる 態度 を 取って、 前 度 

の 乱に は つつがなく 逃れた が、 後の 平 治の 乱に は 彼が 

正面の 敵と 目指された。 彼 は 逃れない 運命 を 観じて、 

みずから 土の 中に 生き埋め となった の を、 再び 敵に 掘 

リ 出されて、 その 老いた る 法師 首 を 獄門に かけられた。 

玉藻の かたき は、 こうして みなむ ごたら しく 亡ぼさ 

れて しまった。 忠通は 法 性 寺に かくれて 剃髪した。 泰 


親 だけ は 無事に 子孫 繁昌した。 

那須 野の 殺生 石が 玄翁 和尚の 一 暍 によって 砕かれた 

の は、 それから 百年の 後で あつたと 伝えられ ている。 
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